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第一章　四日目　～暴食の徒～







１




　四日目の営業日がやってきた。

　予定通りの刻限に宿場町へと到とう着ちやくした俺おれとヴィナ＝ルウは、本日も朝から不ふ機き嫌げんきわまりない顔をした《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》のご主人ミラノ＝マスから屋台を借り受け、いつも通り道行く人々にうろんげな視線を向けられながら、露ろ店てん区域の北の端はしを目指すことになった。

　所定の位置の数十メートル手前から、もう人だかりができているのが見えてくる。気持ちを引ひき締しめてそちらに近づいていくと、興味本位で集まっていた西の民たみの人々が、さあっと左右に分かれていった。

　その向こう側で待ちかまえていたのは、いささかならず物ぶつ騒そうな目つきをした南の民たちと、無表情にそれと相対する東の民たちである。人数は、合計で三十名近くにも及およんでいただろうか。昨日を上回る大人数だ。

　さらに俺たちが近づいていくと、両りよう陣じん営えいを分ける審しん判ぱん役やくのように立ちはだかっていた衛兵の一人がじろりとこちらをにらみつけてきた。

「おい、きちんと段取り通りに仕し込こんできたんだろうな？」

「はい。最初の料理が四十名様分で、次の料理が三十名様分、合計で七十名様分の料理を準備してきました」

　我わが店は昨日、四十食分の料理を準備したにも拘かかわらず、中天を待たずして品切れを起こすことになってしまったのだ。

　ただそれだけの話ならばどこの誰だれにも文句をつけられる筋合いはなかったのだが、もともと不ふ倶ぐ戴たい天てんの間あい柄だがらであったシムとマヒュドラの人々が、俺の料理を巡めぐって暴動じみた騒さわぎを起こしてしまったのである。

　あのような騒ぎが続いてしまったら、今度こそ俺の屋台は営業停止の処分をくらってしまうかもしれない。そんな事態だけはどうしても回かい避ひしなくてはならなかったので、俺はこうして四十食分の『ギバ・バーガー』と三十食分の『ミャームー焼き』を携たずさえて、この日の仕事に挑いどむことになったのだった。

「よし、まずは『ギバ・バーガー』ですね。ヴィナ＝ルウ、火の準備をよろしくお願いいたします」

「はぁい」と応じるヴィナ＝ルウは、本日もご機嫌の様子であった。

　殺気立ったお客さんたちや衛兵たちの様子など、毛ほども気にはしていないらしい。まったく心強い限りである。

「あらぁ、果実酒のいい匂におい……それが新しい料理なのねぇ……？」

「はい。果実酒の他ほかにミャームーという香こう草そうを使っているので、『ミャームー焼き』と命名しました」

　答えながら、俺は六キロ分のギバ肉と漬つけ汁じるが封ふう入にゆうされた革かわ袋ぶくろを引っ張りあげた。

　その袋の口をすぼめつつ、漬け汁だけを別の袋に注ぎ入れていく。

　漬け汁に漬ける時間は一時間と決めていたので、ファの家から宿場町までの道のりで、ちょうどぴったりであったのだ。

「店のほうが一段落したら、この『ミャームー焼き』も味見をお願いしますね？」

「うん……うふふ、楽しみだわぁ……」

　鉄てつ鍋なべの中のタラパソースを攪かく拌はんしながら、ヴィナ＝ルウは色っぽく笑っている。その、とろんとしていていつでも眠ねむたげに見える目が、何かをいぶかるように鉄鍋の中身を覗のぞき込んだ。

「あらぁ……？　こっちのほうも、昨日までと少し香かおりが違ちがってるみたいだけどぉ……」

「ああ、そちらのほうにもミャームーを少しだけ入れてみたんですよ。今日はお試ためしでほんのちょっぴりしか入れなかったんですけど、やっぱりわかりますか」

「うん、すごくいい香り……何だかまたお腹なかが空すいてきちゃったなぁ……」

　ミャームーというのは、ニンニクに似た香りと辛からみを有する香草である。トマトのごときタラパとの相あい性しようは言うまでもないだろう。

　心なし、屋台を取り囲むジャガルの人々がざわめき始めている気がした。この絶大なる破は壊かい力りよくを持つミャームーとタラパの芳ほう香こうに、いっそう空腹中ちゆう枢すうを刺し激げきされることになったに違いない。

　それはそれでかまわないのだが、こうしている間にもじわじわと人が増えつつあるように感じられてしまう。

「何だか、すごい人出よねぇ……町中のシム人とジャガル人が集まってきちゃったみたい……」

「本当にありがたい話ですね。でも、これだと最初の『ギバ・バーガー』はあっという間に売り切れちゃいそうだなあ」

　明日からは、屋台を二つに増やしてさらに料理の数を増やす予定なのである。今日だけは何とか無事に乗り切れるようにと、俺は心中で祈いのっておくことにした。

「そろそろ頃ころ合あいでしょうかね？　……それでは、販はん売ばいを開始いたします！」

　衛兵たちの誘ゆう導どうによって、まずはジャガルの人々が屋台の前に押おしかけてくる。もじゃもじゃとした褐かつ色しよくの髪かみと髭ひげに、がっしりとした骨太の体たい躯く。いずれも赤みがかった白い肌はだをした、強こわ面もてぞろいの南の民である。

　その先頭にいたのは、あの建築屋の集団の副リーダーと思われるアルダスという壮そう年ねんの男性であった。

　骨太だがわりと小こ柄がらな人間の多い南の民の中で、この人物はやたらと上背があったので見み間ま違ちがう恐おそれがないのである。

「……おい、昨日はあんな騒ぎになっちまって悪かったな？」

「いえいえ、もとをただせば十分な数の料理を準備できていなかったこちらの落ち度なのですから、あまりお気になさらないでください」

「ああそうだ。こんな美う味まいものが四十人分で足りるはずはないんだから、そいつはお前さんの不ふ手て際ぎわだ」

　むすっとした顔で言いながら、それでも少し申し訳なさそうな目つきをしている。

「……だけど、お前さんが宿場町を追い出だされるようなことにならなくて良かったよ。騒ぎを起こしたのは俺たちなのに、どうしてお前さんが衛兵どもに責められなくてはならないんだろうな？」

「それは……俺たちが森もり辺べの民だから、なのでしょうかね」

『ギバ・バーガー』をこさえながら俺が応じると、アルダスはいっそう不機嫌そうな顔になった。

「森辺の民は、南方神ジャガルを捨てた一族だ。南の年寄りどもが森辺の民を裏切りの一族と罵ののしるのは理解できるが、森辺の民を新たな同どう胞ほうとして受け入れた西の民がお前さんたちを蔑さげすむのは理解できん。森辺の民がギバを狩からなければ、このジェノスだってこれほど栄えることはできなかったろうにな」

　それはまったく、同意見である。

　しかし、この状じよう況きようでお客さんと論議を交かわすこともできないので、俺は完成した『ギバ・バーガー』を差し出すことにした。

　今まで仏ぶつ頂ちよう面づらを決めこんでいたアルダスの厳いかつい顔に、喜びの表情がじんわりとにじんでくる。

「なあ、お前さんはどうしても夜までは働けないのか？　俺は晩ばん餐さんでもお前さんの料理が食べたいんだよ」

「うーん、それはちょっと難しいんですよねえ……宿屋でもギバの肉を扱あつかえるようになったら良いんですけど」

　俺はそろりと触しよく手しゆをのばしてみたが、アルダスは残念そうに首を振ふるばかりだった。

「ギバの肉もそうなんだろうが、まずはお前さんの腕うでがいいんだろう。どうもあの日からおやっさんの機嫌が悪くってな。俺らがこの美味い料理の話で盛り上がっているのが気に食わないらしい。お前さんがカロンやキミュスの肉を使ってくれたら、たぶんおやっさんは仕事を放ほうり出してでも飛んでくると思うぞ？」

「それは光栄です。……あの、昨日もお話しした通り、今日の昼からは新しい料理を売りに出しますので、いずれまたおやっさんに試食をお願いできないかと伝えていただけませんか？」

「ふうん？　わかった。伝えておいてやるよ」

　そんな風に話し込んでいたら、後ろのお客さんに「おい、まだなのか？」と、せっつかれてしまった。

　後はもう、ひたすらに『ギバ・バーガー』を仕上げていく。

「試食をさせろ」とせがむ者もいないので、二十食分の『ギバ・バーガー』は次々と数を減じていき、ジャガルのお客さん全員分と、シムのお客さん二、三名分で、あっさり尽つきることになってしまった。

「すみません！　次の二十食分を仕上げますので、少々お待ちください！」

　この鉄鍋のサイズでは、二十食分のパテとソースを詰つめ込むことしかできなかったのだ。

　行き道にドーラの親おや父じさんから購こう入にゆうしておいた二つのタラパを切り刻み、鉄鍋の中に投入していく。

「アスタ、火を強めるのよねぇ……？」

「はい、お願いします」

　答えながら、俺は果実酒の土ど瓶びんを二本取り上げ、その内の軽いほうをよく振ってから鉄鍋に注ぎ込んだ。中身は、家で炒いためてきたアリアおよびミャームーのみじん切りと、内容量四分の一の果実酒である。もう片方の土瓶は、煮に詰つまりすぎてしまったときに使う真水だ。

　そうして補ほ充じゆう分ぶんのソースを温めている間にジャガルの民があらかた姿を消したため、衛兵たちもやれやれとばかりに帰っていった。

　物見高そうに見物していた人々もそれですみやかに解散していき、残されたのは長身痩そう躯くで黒い肌をした東の民のみだ。

「うふふ……何だか、ルティムの祝しゆく宴えんを思い出すわねぇ……？」

「ああ、この慌あわただしさは、確かにそうですね」

「わたし、かまどの番は得意でもないし、とりたてて好きでもなかったんだけどぉ……アスタと一いつ緒しよなら、全然苦にならないのよねぇ……」

　それは光栄な話である。

　それに、ヴィナ＝ルウはべつだん艶つやっぽい目つきをしているわけでもなく、普ふ通つうに楽しそうな顔をしていた。

　仕事に取り組んでいるときのヴィナ＝ルウは、まったく苦手な感じがしない。このまま穏おん便びんな関係性が構築できれば何よりなのだが――まあ、油断だけはしないでおこうと思う。

「よし。オッケーかな」

　ほんの少しだけ水を加えて、ピコの葉と岩塩で味を調える。

　そして第三の革袋から、今度は表面だけを焼いたパテを引っ張りだした。

　この革袋は赤銅貨十五枚というお値段なのでけっこうな出費になってしまったが、口が大きくて便利だし、もともと果実酒などを運うん搬ぱんするためのものらしいので、食品に匂いが移らないような加工も施ほどこされている。この便利なアイテムと出会えたからこそ、俺は『ミャームー焼き』を屋台で出す決断を下すことができたのだった。

　これらの経費を無む駄だにしないためにも、この商売は失敗できない。

「大変お待たせしました！　次の二十食分を販売いたします！」

　俺の声に、シムのお客さんたちがすうっと近づいてくる。

　革製のフードつきマントを愛用する人々が多い東の民であるが、もうちょっと軽装の人たちもいなくはない。そういった人々は、みんな少し森辺の民にも似た綺き麗れいな渦うず巻まき模様の布の服を着ており、石や金属を連ねた装そう飾しよく品ひんを身につけて、そして腰こしには細身の短たん剣けんを下げている。

　何となく、このシムの人々というのは森辺の民に似たところがあるのではないかと、俺は思っていた。その装束ばかりでなく、あまり感情を表さない静かな立ち居い振ふる舞まいが、森辺の男衆を連想させるのだろうか。

　ただし、森辺の男衆には猛たけ々だけしいタイプも多いし、骨格ももっとしっかりしている。肌の色も、もっとクリーミーなチョコレート色だ。

（でも、シン＝ルウみたいなタイプはちょっと東の民っぽいよな。物静かだし、切れ長の目をしてもいるし）

　そんなことを考えている内に、十二食分の『ギバ・バーガー』が売れていった。あっという間に、残りは八食分だ。

　しかも、革マントを着た十名ばかりの一団が、少し離はなれたところでじっと屋台のほうをうかがっている。あれはもしかして《銀の壺つぼ》ではないのかしらんと思っていると、その内の一人がフードを外しながら近づいてきた。

　そこから現れたのは案の定、白銀の長い髪である。

《銀の壺》の団長、シュミラル――何とかかんとかだ。

「ギバ、まだ、売り切れないですか？」

「いえ。この料理の残りは八食分になってしまいました。昨日もお話しした通り、その後は別のギバ料理を売る予定です」

「八食分……」と、シュミラルは物思わしげな目つきをする。

　そうして仲間たちのもとに戻もどると、今度はその中から五名のメンバーが近づいてきた。無言のまま銅貨を置かれたので、俺は「ありがとうございます」と五名分の『ギバ・バーガー』をこしらえる。

「残り、三食分ですか」と、またシュミラルがやってきた。

「はい。どうなさいますか？」

「……待ちます」

「はい？」

「新しい料理、食べたいです。五人、仕事ある、あきらめました。私と四人、待ちます」

「そうですか。でも、明日は同じ料理を朝から売りたいなと考えているのですが」

「明日、待てない。今日、待ちます」

　そんなやりとりをしていると、シュミラルよりも背の高い人ひと影かげがふわりと近づいてきた。

「それじゃあ、俺がお先に買わせていただこうかな。アスタ、二人分お願いするよ」

　カミュア＝ヨシュである。

　これぐらいの唐とう突とつさではもう驚おどろけない耐たい性せいがついてしまった。

「毎度ありがとうございます。……昨日は売り切れになってしまって申し訳ありませんでした」

「本当だよ！　昨日はしかたなく別の店で軽食を買ったんだけど、物足りなくてまるで食べた心ここ地ちがしなかった。新しい献こん立だてというのも大いに興味をそそられるが、それは明日の楽しみに取っておこう」

　昨日の顛てん末まつは、屋台を返しに行った際、《キミュスの尻尾亭》に居い座すわっていたカミュア＝ヨシュにも伝えてある。

　このおっさんはたいそう驚いた顔をしていたが、きっと物もの陰かげからすべて見通していたのだろうなと、俺は推測している。

「はい。二名様分、お待たせいたしました」

「ありがとう！　それではこの後も頑がん張ばってね！」

　最後にシュミラルへ会え釈しやくをしてから、カミュア＝ヨシュは足取りも軽く立ち去っていった。

　いちおう商売の邪じや魔まをしないように、という配はい慮りよであるのか、仕事中はあまり絡からんでこないカミュア＝ヨシュなのである。

「……あの人物、知り合いですか？」

「え？　ああ、はい。不本意ながら、知り合いです」

「そうですか。……髪と瞳ひとみの色、北の民。肌の色、西の民。不思議です」

　なるほど。この世界の人々にとっては、カミュア＝ヨシュが西と北の混血であるということは、その外見からも推測できてしまうものなのか。

　しかし、ただのお客さんであるこの人物にカミュア＝ヨシュの個人情報をもらすのは良くないことだろう。だから俺は、「そうですね」と適当に相あい槌づちを打つに留とどめた。

「……そして、心は東の民、似ています。あの人物、気持ち、考え、見えません」

　と、シュミラルはまた物思わしげな目つきをする。

「笑っている。なのに、気持ち、見えない。……不思議です」

　やはり、「そうですね」としか答えようがなかった。

　確かに俺は、このシュミラルという人物の気持ちも、カミュア＝ヨシュの気持ちも読み取ることはできそうにない。

　それはともかくとして、残り一個のまま複数連れのお客さんを迎むかえてしまうのは危険に感じられたので、もう次の料理の準備に取りかかってしまおうかな――と思ったところに、ジャガル人のお客さんが単身で飛び込んできた。

「おい！　まだ売り切れてないか!?」

「はい。ちょうど最後の一個です」

「ああ、助かった！　今日は寝ね坊ぼうをしちまってな。あやうく食いっぱぐれるところだった！」

　あまり見覚えはなかったが、昨日も来てくれたお客さんなのだろう。俺は「毎度ありがとうございます」と愛あい想そよく応じながら、最後のパテで『ギバ・バーガー』をこしらえた。

　ほくほく顔のお客さんを見送って、『ギバ・バーガー』は完売だ。

　やっぱり一時間もかかっていない。まったくもって、恐ろしいばかりの売れ行きである。

「よし。それではタラパソースを革袋に移しましょう。……って、さすがに少しは冷まさないとまずいかな」

「うん……今日もいっぱい残ったわねぇ……」

　嬉うれしそうなヴィナ＝ルウを横目に、俺は「ふーむ」と考え込む。

「それにしても、あまりに短時間で売れてしまうから、ソースもあまり煮詰まってないですねえ。これを明日用に使い回したら、けっこう材料費を節約できそうなんだよなあ」

「え……」と、ヴィナ＝ルウが泣きそうな顔をする。

　その表情のあまりの悲ひ愴そうさに、俺は思わず吹ふき出してしまった。

「冗じよう談だんです。タラパは煮に込こんでも二日ぐらいはもつそうですが、肉にく汁じゆうも混ざっていることですし、今夜の内に食べちゃったほうが無難ですよ。どうぞお持ち帰りくださいませ」

「アスタって……ほんとに意地悪ねぇ……」

　ヴィナ＝ルウが、ぷうっと頬ほおをふくらませた。

　この人は、すねると唇くちびるをとがらせるのではなく、こうするのか。

　そのとき、「……可か憐れんですね」と、シュミラルがつぶやいた。

「え？　何か仰おつしやいましたか？」

「可憐です。そして、美しいです」

　そんなことを言いながらも、ちっとも表情の動かない東の民である。

　ヴィナ＝ルウは、彼かの女じよにしては温かみのない微び笑しようを浮うかべて「それはどぉもぉ……」と、おざなりな言葉を返すばかりだった。異性からの賞賛の言葉などは聞きき飽あきているヴィナ＝ルウなのかもしれない。

　そんなこんなで、三分ばかり鉄鍋を冷ましてからタラパソースを革袋に移した後は、いよいよ『ミャームー焼き』の作製だった。

　作製方法は、肉を焼くだけだから簡単なものである。ただし『ギバ・バーガー』とは異なり、どれぐらい作り置きをしておくべきか、という問題は残った。

（まあ、ざっと見たところ、しばらく人通りは増える様子もないし、とりあえずは人数分と試食分だけでいいか）

　まずはスライスしたアリアを炒めて、漬け汁のしみたギバ肉を一キロていどの見当で投入する。それだけで、ミャームーと果実酒とそしてギバ肉の焼ける匂いが、爆ばく発はつ的てきに広がった。

　通行人のいないのが惜おしいところだ。このメニューは、『ギバ・バーガー』以上に人々の嗅きゆう覚かくを刺激してくれることだろう。シュミラルも、無表情なまま「ミャームー、いい香りです」とつぶやいている。

　炒め終わったら木皿に移し、煮詰めた漬け汁をたっぷりからめつつ、千切りのティノとともにポイタンで巻いていく。

「あ、ヴィナ＝ルウ、火ひ鉢ばちを外に出しておいてもらえますか？」

「はぁい」

　客足が止まったときは、こうして火鉢を取り除かないと、鉄鍋の内側が焦こげてしまう。このあたりが『ギバ・バーガー』と比べると少し手間だったが、そのぶん薪まきの消費は抑おさえられるので、どっこいどっこいか。

　炭火なんかが使えれば理想的なんだけどなあとか考えながら、俺は五名分の『ミャームー焼き』をこしらえた。余った肉は、試食用だ。

「お待たせいたしました。こちらの料理も赤銅貨が二枚ずつとなります」

　やはり無言でうなずきながら、シュミラルを筆頭とする五名が銅貨を差し出してくる。試食も不要であるらしい。

　そうして彼かれらは、お行ぎよう儀ぎよく『ミャームー焼き』をかじり始めたが――お味のほどは、どうであろうか。こういうとき、感情が読み取れないのは非常に不便である。

「……美味でした。明日から、順番、食べます」

「はい？　順番ですか？」

「はい。どちらも美味、選び難がたいです。なので、順番、食べます」

　とりあえず、気に入ってもらうことはできたらしい。

　ずいぶん奥おくゆかしい人たちだなあと、俺は思わず笑え顔がおになってしまう。

「ありがとうございます。そのように言っていただけるのはとても嬉しいです」

「私も、美味なる料理、出会えて嬉しいです」

　そのように言ってから、シュミラルはふいにかたわらのヴィナ＝ルウへと視線を転じた。

「アスタ、一つ、聞いて良いですか？」

「はい、何でしょう？」

「彼女、アスタ、嫁よめですか？」

　俺はとっさに返事をすることもできず、その間にヴィナ＝ルウがにっこりと微笑ほほえんで俺の腕にまとわりついてくる。

「それは、秘密でぇす……」

「そうですか。失礼しました」

　シュミラルは、ほんの少しだけ口もとに感情を漂ただよわせた。

　とても静かに、とても穏おだやかに、そしてちょっぴりだけ切なそうに――銀ぎん髪ぱつのシムの若者は、うっすら微笑んだのだった。

　そうしてフードをかぶりなおし、四名の仲間たちとともに去っていく。

「毎度ありがとうございましたあ」とその背に声をかけながら、俺はヴィナ＝ルウの腕を振りほどいた。

「ちょっと！　ヴィナ＝ルウ、こういうのはあまり良くないと思いますよ？」

「だってぇ……東の人間なんかに好かれたって、迷めい惑わくなだけじゃなぁい……？　それとも、色気を振りまいておいたほうが良かったぁ……？」

　そんなもんは、最初から無む秩ちつ序じよに振りまきまくっているヴィナ＝ルウである。

　だけどまあ……お客さんに対しては、こうやって穏便にあしらうしかないのかと、俺はちょっと息をつく。

「それにしても、すごいわねぇ……まだ店を開けたばかりなのに、もう昨日よりもたくさん売れちゃったんでしょぉ……？」

「そうですね。まあ、売り切れを心配するお客さんが一気に集中したって感じですけど」

　そうしてそれが終わってしまえば、ぱたりと人通りが絶えてしまう。何とも両極端な話である。

「何にせよ、『ミャームー焼き』の残りは二十五食分です。こいつがよっぽど売れ残らない限りは、昨日お話しした作戦を決行しようと思います」

「屋台を二つに増やすのねぇ……？　その手伝いには、本家と分家から一人ずつ女衆を貸し出すつもりみたいよぉ……」

「あ、分家からも貸していただけるのですか」

「そりゃあねぇ……家の仕事だってあるんだから、本家からいっぺんに三人は貸せないでしょぉ……？」

　と、ヴィナ＝ルウが小さく息をつく。

「あぁ……アスタと二人きりの仕事も、今日が最後かもしれないのねぇ……とっても幸せな四日間だったわぁ……」

「べ、別に他の人がいたっていいじゃないですか？」

「だってぇ……本家からは、レイナが選ばれそうじゃない……？」

　そこのところは、すでに覚かく悟ごを固めていた。

　幼いリミ＝ルウとティト・ミン婆ばあさんでは鉄鍋を運搬するのが大変であろうし、サティ・レイ＝ルウにはコタ＝ルウの世話がある。そうして女衆の束ね役であるミーア・レイ母さんを除外すると、候補はレイナ＝ルウとララ＝ルウの二名しか残らないのだ。

　そして今回は、最低一名、あるていどかまど番を得意とする女衆を貸していただきたい、という要望を伝えてしまっていたので、これはもう自分からレイナ＝ルウを指名してしまっているようなものであった。

　ヴィナ＝ルウとは予想よりもはるかにいい感じで仕事をまっとうすることができている。願わくば、レイナ＝ルウともこのように穏便な関係性を構築したいところだ。

「……もうすぐ本家の誰かが宿場町に下りてくるから、そのときに、誰が手伝いに選ばれたかを教えてくれるのじゃないかしら……？」

「あれ？　ルウ家の買い出しは明日じゃありませんでしたっけ？」

「うん……だけど、わたしからも頼たのんでおいた用事があったから、一日早めて、今日買い出しに来てもらうのぉ……」

　それはいったいどのようなご用事なのですか、と問おうとしたら、その前に「あらぁ……」と先を越こされてしまった。

「言っているそばから、もう来ちゃったわぁ……ずいぶん早い到着ねぇ……」

　ヴィナ＝ルウの視線を追うと、そこには確かに意外な組み合わせの二人が見えた。

　いや、片方は別に意外でも何でもなかったのだが――

　賑にぎやかな南の方角から真まっ直すぐこちらに向かってきたのは、ルウ本家の次じ姉しと次じ兄けいだった。




２




「アスタ、おひさしぶりです」と、まずはレイナ＝ルウが呼びかけてきた。

　何だか、ひどく穏やかな表情で。

「うん、ひさしぶり。……かれこれ十日ぶりぐらいになるのかな」

　ルティムの祝宴で気まずい別れ方をしてしまってから、十日ぶり。

　ファの家を出て、ルウの家人になってほしい――というレイナ＝ルウからの願いを聞き届けることのできなかった俺である。

　それでもなおレイナ＝ルウは「あきらめない」という意思表示をして去っていったので、俺としてもどのような態度で接すればよいのか悩なやましいところではあったが、まずは毅き然ぜんと振る舞うしかないであろう。

　そんな俺の目の前で、レイナ＝ルウはひたすら穏やかに微笑んでいた。

　以前までの子供っぽい無む邪じや気きさが影かげをひそめるほど、穏やかに。

「ヴィナ姉、これ、頼まれていたものだけど」

「ああ、ありがとうねぇ……重かったでしょぉ……？」

「ううん。全然」と、レイナ＝ルウはその背に負っていたものを屋台の脇わきに下ろす。

　野菜を入れるための大きな袋である。何か固いものでも入れられているらしく、ごつごつとした形状で張はり詰めてしまっている。

「何ですか、これ？　薪みたいに見えますけど」
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「薪よぉ……わたしがこの三日間で集めておいたのぉ……」

　いまひとつ意味がわからない。

「この三日間は、ずっと予定よりも早く仕事が終わっちゃってたでしょぉ……？　だからミーア・レイ母さんに、余った時間はアスタのために働きなさいって言われてたのぉ……それなら、わたしにできるのは薪を集めることぐらいじゃなぁい……？」

「そうだったんですか！　いや、ありがたいですよ。明日からは今まで以上に薪を使うことになるでしょうから」

「でも、わたしとアスタは他の荷物で手て一いつ杯ぱいだから、買い出しのときに持ってきてってミーア・レイ母さんに頼んだのぉ……毎日タラパの余りをもらってるんだから、それぐらいはお安い御ご用ようさって、母さんも笑ってたわぁ……」

　そして、恨うらめしげな流し目で俺を見つめてくる。

「アスタを驚かそうと思って、ずっと黙だまっていたのよぉ……なのに、アスタはあんな意地悪なことを言うんだもん……」

「す、すみません。あれは本当に冗談だったんですよ。とても嬉しいです。ありがとうございます」

　慌ててわびる俺の声が、荒あらっぽく袋を置く音に半ばかき消される。ダルム＝ルウが負っていた袋を地面に下ろしたのだ。

　レイナ＝ルウの三倍、三袋分の薪である。ルウの集落からは一時間足らずでこの宿場町までやってくることが可能だが、俺や女衆ではこの量を運ぶことは難しいだろう。

「ダルムも、ありがとう……でもあなた、休んでいなくて大だい丈じよう夫ぶなのぉ……？」

　ダルム＝ルウは、答えなかった。

　表情はわからない。彼はその顔と頭に灰色の包帯みたいな布をぐるぐると巻きつけられてしまっていたのだ。

　ただ、父親譲ゆずりのその青い瞳は相変わらず野生の狼おおかみみたいにギラギラと燃えており、彼がダルム＝ルウであるという事実を何よりも顕けん著ちよに表していた。

「ダルムはねぇ、分家の男衆を守るために、顔と頭を怪け我がしちゃったのよぉ……？　三日前までは一人で歩くのも大変なぐらい、ひどい怪我だったんだからぁ……」

「余計なことを言うな」と、ダルム＝ルウが低い声で言い捨てた。

　ダルム＝ルウは祝宴の夜にすら姿を見ていないので、レイナ＝ルウよりもひさびさの再会である。

　それに、そもそもこの御ご仁じんは俺の前ではいっさい口をきこうとしなかったので、その声を聞くのは――下手をしたら、あの、アイ＝ファをめぐって不ふ穏おんなやりとりをした、ひと月も前の夜以来なのかもしれなかった。

（怪我をしたって話は聞いてたけど、それってもう七日ぐらいは前の話だよな。そこまで重い怪我だったのか……）

　ひと月前のあの夜は、感情にまかせて言いたいことを言ってしまったが、それ以降はアイ＝ファにちょっかいを出す素そ振ぶりも見せないので、俺の側に含ふくむところはない。

　なので、俺は「どうもありがとうございます」と、素す直なおに頭を下げておくことにした。

　まあもちろん、それに対する返礼は、不穏に燃える眼光と非好意的な言葉である。

「この仕事は、貴様がルウ家によこしたタラパに対する代価だ。貴様に礼を言われる筋合いはない」

「もう、意固地なんだからぁ……そんなところはドンダ父さんに似なくてもいいんじゃなぁい……？」

　ヴィナ＝ルウがくすくすと笑い声をあげる。

　ダルム＝ルウは同じ眼光でそちらをにらみつけたが、不敵な姉を黙らせることはできなかった。

「だけど、こんな荷物を運べるぐらい元気になってくれて、良かったわぁ……もうすぐ森にも出られるだろうから、無理だけはしないでねぇ……？」

「……お前なんかに心配されるほど落ちぶれてはいない」

「あらぁ、姉に対してひどい言い様ねぇ……ね、可愛かわいいでしょぉ……？」

　と、ヴィナ＝ルウがこっそり囁ささやきかけてくる。

　しかし、これを可愛いと思えるのは肉親の特権であろう。もしも悪あく縁えんあるスン家にこれほどの迫はく力りよくを有する御仁がいたならば、俺の危機感も五割増しになっていたと思う。

「……アスタ、ドンダ父さんとミーア・レイ母さんから言こと伝づてがあります。聞いていただけますか？」

　と、レイナ＝ルウが静かに言葉をはさんできた。

「もしも明日からさらなる人手が必要であるならば、本家からララ＝ルウ、分家からシーラ＝ルウをお貸しするそうです」

「あ……ララ＝ルウとシーラ＝ルウなんだね」

「はい。是ぜ非ひわたしがお手伝いをしたいと申し入れたのですが、それは聞き届けてもらうことができませんでした」

　そう言って、レイナ＝ルウはにっこり微笑んだ。

　レイナ＝ルウは、こういう場面でこういう表情をする娘むすめであったろうか？

　何だろう。レイナ＝ルウの気持ちが、全然読めない。

「……これがアスタの新しい料理なのですね」と、レイナ＝ルウが試食用の木皿に目を落とした。

「う、うん。良かったらこの試食用の肉を食べてみるかい？　もう冷めてしまっているだろうから、温めなおしてあげるよ」

「いえ。これは宿場町の人間に食べさせるためのものなのでしょう？　わたしが食べてしまったら、町の人間に食べさせる分が減ってしまいます。アスタの仕事の邪魔をするような真ま似ねはしたくありません」

　レイナ＝ルウが、目を伏ふせて微笑する。

　その姿を見て、ヴィナ＝ルウはけだるげに息をついた。

「ねえ、アスタ……わたしは味見をしてもいいのよねぇ……？　良かったら、今それを食べさせてくれない……？」

「え？　ああ、はい。それはもちろん、かまいませんけど」

　何となくヴィナ＝ルウの意図は読めたので、俺は半分消えかかっていた火ひ鉢ばちの中に新たな薪を突っ込んで、屋台の内側にセットした。

　そうして鍋なべを温めている間に、ダルム＝ルウがヴィナ＝ルウに「おい」と呼びかける。

「今日もスン家の人間は現れていないのか？」

「そうねぇ……スン家どころか、他の森辺の民を見かけたこともないわよねぇ……？」

「そうですね。買い出しに来てもこんな町の端っこまでは足をのばさないでしょうから、今のところは誰にも気づかれてすらいないのかもしれませんね」

「そうか」と、あくまでもヴィナ＝ルウのほうをにらみつけたまま、ダルム＝ルウが小さくうなずく。

「それでは、あのカミュア＝ヨシュという男は？」

「さっきアスタの料理を買って帰っていったわよぉ……もっともあの男の場合は、どこか木の陰かげに隠かくれている可能性もあるけどねぇ……」

「……そうか」と、いっそう烈はげしく両目を燃やしつつ、ダルム＝ルウが屋台の裏の雑木林をひとにらみする。

　今この瞬しゆん間かん、本当にあの男がどこかに隠れ潜ひそんでいて、俺たちの会話を盗ぬすみ聞ぎきしているかもしれない――などと考えるのは、本当に不ふ愉ゆ快かいなことである。森辺の民に対する愛着を表明していながら、まったく相そう互ご理解の姿勢を示そうとしないあの男は、いったいいつになったら敵か味方かの判別がつくようになるのだろう。

「よし。それじゃあ作りますね」

　温めた鍋にアリアを落とし、肉を落とし、俺は『ミャームー焼き』を一食分だけこしらえた。

　それを受け取ったヴィナ＝ルウは、「本当に美味おいしそうねぇ……」と楽しそうに微笑みながら、一口かじる。

「うん、美味しいわぁ……でも、すごく甘あまい味……ドンダ父さんは嫌いやがるかもしれないわねぇ……」

「そうですね。これでもかというぐらい果実酒を使ってますから」

「でも、すごく美味しい……わたしは、ぎばばーがーと同じぐらい大好きだわぁ……」

　そしてもう一口かじってから、ヴィナ＝ルウはそれをレイナ＝ルウに差し出した。

「レイナ……これはわたしの分だから、遠えん慮りよすることないわよぉ……一口だけでも、食べてみたらぁ……？」

「え、でも……」

「食べないなら、わたしが全部食べちゃうけどねぇ……」

　言いながら、ヴィナ＝ルウはもう一口食べた。

　レイナ＝ルウの顔に、ちょっと子供っぽい焦あせりの表情が浮かびあがる。

　俺おれの知っている、レイナ＝ルウの表情だ。

「それじゃあ、一口だけ……」と、レイナ＝ルウはおずおず手をのばす。

　そして、その小さな口が『ミャームー焼き』をついばむと――その顔には、おさえようもない幸福そうな笑えみがひろがった。

「美味しい……です。本当に、すごく強い味ですね……？」

「うん。町の人たちにはこれぐらい強い味付けのほうが合うのかも、と思ってね」

「やっぱりアスタはすごいです。……ああ、わたしも手伝いたかったなあ……」

　そう言って目を伏せるレイナ＝ルウは、やっぱりいつもの彼女らしい素直さを取とり戻しているような感じがした。

「……アスタの商売は、この十日間で終わるわけじゃないんだから、ずっと同じ女衆が手伝うことにはならないんじゃなぁい……？　機会があれば、レイナにも順番が回ってくるわよぉ……」

「うん、そうだね」と、レイナ＝ルウははにかむように微笑した。

　それから、少しこわごわと俺のほうに目を向けてくる。

「そのときは……どうぞよろしくお願いします、アスタ」

「あ、うん、こちらこそよろしく」

　俺が応じると、レイナ＝ルウはとても嬉しそうな顔で笑った。

　何だか、胸の痛くなるような笑顔である。

　そこにダルム＝ルウが「用事が済んだのなら行くぞ」と、苛いら立だたしげな声で呼びかける。

「あらぁ、ダルムは食べなくていいのぉ……？」

「いるか、そんなもの」と言い捨ててから、ダルム＝ルウは狼のような目で再び俺をにらみすえてきた。

「おい……さっきから貴様の目つきは何なんだ？　ぶざまに手傷を負って森に入れなくなった俺を憐あわれんでいるつもりか？」

「ええ？　そんなつもりはありませんよ！　俺だって、ギバには二回ほど殺されかけたことがあるんです。ギバ狩がりで手傷を負うことがぶざまだなんて、そんな風には思えません」

　やっぱりこの御仁とは相性が悪いのかなあと思いつつ、俺は頭をかいてみせる。

　すると、ヴィナ＝ルウが屋台の外に回り込こんで、ダルム＝ルウの逞たくましい右みぎ腕うでににゅるりとからみついた。

「駄だ目めよぉ。そんなに頭に血を上らせたら、また傷口が開いちゃうんじゃなぁい……？　早く元気になりたいなら、きちんとつつしまないとぉ……？」

「うるさい。べたべたとひっつくな」と、ダルム＝ルウは姉の身体からだを乱暴に振りほどく。

　そうしてそのまま南のほうへ歩きだしてしまったので、レイナ＝ルウが慌てて俺に頭を下げてきた。

「仕事の邪魔をしてしまって申し訳ありませんでした。どうぞヴィナ姉たちをよろしくお願いします。……そしてアスタも、くれぐれもお気をつけて」

「うん、ありがとう。ドンダ＝ルウやミーア・レイ＝ルウにもよろしく」

　最後にまた幸福そうな微笑をこぼしてから、レイナ＝ルウは兄の後を追いかけていった。

　かじりかけの『ミャームー焼き』を手に、ヴィナ＝ルウは小さく息をつく。

「余計なことをしちゃったかなぁ……でも、レイナがあんな風に自分の気持ちを押し殺ころしているのは、あまりに痛々しいもんねぇ……」

「え？　な、何がですか？」

「あのルティムの婚こん儀ぎの宴うたげ以来、レイナはずうっと思いつめた顔をしていたのよぉ……あなたたち、あの夜に何かあったんでしょぉ……？」

「は……それはまあ、何もなかったとは言えませんけど……」

「何があったかは言わなくてもいいわぁ。……あぁ、わたしはどう振る舞うべきだったのかしらぁ……レイナの苦しむ姿を見ていたくはないし、かといって、レイナとアスタが結ばれる姿なんて、それ以上に見たくもないし……」

「…………」

「ねぇ……アスタはもう、アイ＝ファと結ばれるべきなんじゃないかしらぁ……？」

　俺は、どんな顔になっていただろう。

　ヴィナ＝ルウは、いつになく真しん剣けんな面おも持もちをしている。

「……そうしたら、すべてが丸く収まるとでも？」

「うん……アスタとアイ＝ファが結ばれたら、たぶんわたしの心は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちっちゃうだろうから、何もかもを無む茶ちや苦く茶ちやにする覚悟も決まると思うのよねぇ……」

「はい？」

「そうしたら、わたしがアスタを誘ゆう惑わくしてぇ、二人で森辺を出ていっちゃえばいいのよぉ。どうせアイ＝ファはわたしたちのことを許せないだろうから、もう森辺にはいられなくなるだろうし……それに、レイナもそんな背徳にまみれたわたしたちのことは、どうでもよくなっちゃうと思うのよねぇ……」

「あのですね！　それは何一つ丸く収まっていないように感じられるのですが！」

「……わたしにとっては、もうそれぐらいしかアスタと結ばれる未来が思い描えがけないんだもぉん……」

　と、いじらしそうにうつむくヴィナ＝ルウであるが、言っていることは支し離り滅めつ裂れつだ。渾こん身しんの力を込めて、俺は溜ため息いきをついてみせる。

「前にもお話しした通り、俺は誰だれとも夫ふう婦ふになるつもりはないんです。そんな不穏な未来予想図は絶対に実現しませんよ」

「それじゃあ、アイ＝ファから求きゆう婚こんされたら、どうするのぉ……？　アスタには、それを断ることができるのかしらぁ……？」

　もちろんです――と、即そく答とうすることはできなかった。

　アイ＝ファの側から求婚されるなんて、そんな未来は現実味がなさすぎる。

　だけど、もしもそんな未来が訪おとずれたら？

　いつ消え去るかもわからない身で、誰かを伴はん侶りよにする気持ちにはなれない、などと考えながら、それでもこの生命が尽きるまで、アイ＝ファのかたわらにいたいと願っている俺なのだ。

　そんな俺が、アイ＝ファに求婚されてしまったら――俺は、いったいどうするのだろう？

　言葉を失う俺を横目で見ながら、ヴィナ＝ルウは栗くり色いろの毛先をいじり始める。

「もしくは、アイ＝ファが別の男衆に嫁よめ入いりする気持ちを固めちゃう、とかねぇ……言っておくけどぉ、ダルムはたぶん、まだアイ＝ファを嫁にしたいっていう気持ちを強く持ってると思うわよぉ……？　あの子だって、この二年で嫁取りの話を何回も断ってるんだからぁ……」

「ア、アイ＝ファのほうこそ、嫁にいくつもりも婿むこを取るつもりも皆かい無むなんですから、そんな未来もやってこないはずです」

「今はそうだとしても、人の気持ちは変わるものでしょぉ……？　現に、すべての民たみと縁えんを切ろうとしていたアイ＝ファが、今ではアスタを家人として迎えているじゃなぁい……？　一年後や二年後に、アイ＝ファがどんな気持ちでいるかなんて、そんなことはアイ＝ファ自身にもわからないんじゃないかしらぁ……？」

「それは……そうかもしれませんけど……」

「それでアイ＝ファに求婚されても、アスタは断るのぉ……？　アスタに断られたアイ＝ファがダルムに嫁入りするって決めても、アスタはそれを祝福できるのぉ……？」

　今度こそ、俺は押おし黙ることになってしまった。

　アイ＝ファが狩人かりうどとしての生き方を捨てるなんて、そんなことは、少なくとも今の姿を見ている限りではまったく想像できない。

　だけど――人の気持ちは、ふとしたきっかけで大きく変わることもある。

　それに、アイ＝ファの気持ちが変わらなくても、たとえばシン＝ルウの父親であるリャダ＝ルウのように深手を負って、狩人としての仕事が永遠に果たせなくなることだって起こりうるのだ。

　そのとき、俺は――いったい、どのように振ふる舞うのだろう？

「おい。今日は店をたたまないのかよ？」

　と、いきなり聞き覚えのない声で呼びかけられて、俺はハッと我に返った。

「シム人もジャガル人も、みんな帰っちまったぜえ？　これ以上宿場町に居残ったって、誰もギバの肉なんざ買わねえだろうよ？」

　聞き覚えのない声だったし、見覚えのない顔だった。

　男――というか、若者か。もしかしたら、俺と同じぐらいの年ねん齢れいかもしれない。何だか、柄がらの悪い若者である。

　肌はだは象ぞう牙げ色いろで、淡あわい褐かつ色しよくの髪かみを無造作にのばしており、三白眼の瞳は茶色。胸むなもとのざっくり開いた胴どう衣いを纏まとっており、腰には小刀を吊つるしている。

　そしてその若者の背後には、同じような年とし頃ごろで同じような身なりの仲間たちがたむろしていた。そちらの人数は五名ほどで、一名だけが女性だ。

「……いらっしゃいませ」と、俺は笑顔で応対した。

　どう見ても冷やかしの輩やからだが、これこそ俺が初日から待ち望んでいた西の民のお客様である。

　まだまだ心にはアイ＝ファの姿がくっきり残っていたが、思おもい悩むべき時は今ではないはずだ。

「ギバの肉は、美味しいですよ？　良かったらこちらで味見をしてみてください」と、試食用の木皿を指し示すと、若者は心底馬ば鹿かにしきっているような顔で笑いだした。

「西の民がそんなもん食うはずねえだろうが？　お前は西の民じゃねえのかよ？　どうしてお前みたいなやつが《ギバ喰くい》の女とつるんでギバの肉なんざ売ってやがるんだ？　……もう十分に今日の分の銅貨は稼かせいだんだろ？　だったらとっとと、森辺に帰れよ」

　二日前のジャガルのおやっさんと同じような文言であるが、それとは比べ物にならないほどの悪意と敵意に満ちた口調であった。

　その根底にあるのは、やはり蔑さげすみと恐おそれの感情なのだろう。威い勢せいのいい言葉を吐はきながら、少し視線が泳いでしまっている。笑ってはいるが、べつだん楽しそうではない。何となく、町の不良少年どもが度胸試しで森辺の民に因いん縁ねんをふっかけてきた、というような雰ふん囲い気きだ。

　だが、俺はこういうお客様こそを待ち望んでいたのである。こういう人々に心を開かせて、ギバの肉を食べていただけるか、それこそが俺たちの命題なのだった。

「確かに俺は森辺の生まれではありません。ですが、そんな俺にもギバの肉はとても美味おいしく感じられたのです。だからこそ、この宿場町の皆みなさんにもギバ肉の味を知ってもらいたいと考えて、俺はこの店を開いたのですよ」

　にこやかに応じる俺に対して、若者は少し頬のあたりを引きつらせながら「はん！」と鼻を鳴らす。

「そんなもんを美う味まいと感じるのは、南や東から出で稼かせぎにきている貧びん乏ぼう人にんだけなんだよ！　目め障ざわりだから、とっとと消えちまえ！」

「そうなのでしょうか？　確かにまだ西の民のお客さんには数えるほどしか食べていただけておりませんが、幸いなことに、そちらからはお褒ほめのお言葉をいただくことができました。口に合うかは人それぞれでありましょうが……良かったら、そちらの皆様がたも味見をいかがですか？」

　言いながら、俺はヴィナ＝ルウに目配せをする。が、俺にうながされるまでもなく、ヴィナ＝ルウはすでにいそいそと屋台の内部に火鉢をセットしてくれていた。

「……面おも白しろそうじゃん。あんた、食べてみなよ」

　と、唯ゆい一いつの女の子が愉ゆ快かいそうに言いながら、若者の背中を乱暴に小こ突づいた。

　ヴィナ＝ルウほどではないがむやみに色っぽい女の子で、たぶんこちらも年齢は俺ぐらいだろう。上半身は胸あてしかつけておらず、腰から下は足首まである巻きスカートで、ちょうど宿場町フォームのヴィナ＝ルウと似たような格好である。が、ヴェールやショールをつけていないぶん露ろ出しゆつ度どは高く、装束の色合いは派手めであり、首や腕うでにはじゃらじゃらと飾かざり物ものを下げている。

　その色っぽい少女もふくめて、彼らはみんな象牙色の肌をしていたが、よく陽ひにやけている者などは、黄おう褐かつ色しよくに見えないこともない。やっぱり西の民というやつは、大元をたどればみんな同じ人種なのかなと頭の片かた隅すみで俺は考えた。

「ふざけんなよ。何で俺がギバの肉なんざ食わなきゃいけねえんだ？」

「いいじゃん。それで美味しかったら、あたしたちも食べてあげるよ」

「だったらお前が先に食べろよ！　それで美味かったら、俺も食べてやる」

「はん、情けないの。何だかんだ言って、けっきょくギバが怖こわいんでしょ？」

　挑ちよう発はつするように笑いながら、少女は褐色の長い髪をかきあげる。

　やっぱりこれは、度胸試しの冷やかしであるらしい。こちらとしては、望むところである。

　そうして若者と少女が子犬のように言い合っている間に鉄てつ鍋なべが温まったので、俺は革かわ袋ぶくろからひとつまみのギバ肉をつかみ取った。

　そいつを鍋に投じると、じゅうっと小気味のいい音をたてて、芳かぐわしい香かおりが拡散する。

　とたんに、二人は黙り込んだ。

　後ろでにやついていた若者たちも、見えない糸で引っ張られたかのように、屋台の前に寄ってくる。

　肉の表面が焼けたところで、漬つけ汁じるを木き匙さじで一杯ぱいだけ投入すると、さらなる芳ほう香こうが白はく煙えんとともに広がった。

「……ミャームーかよ。そりゃあミャームーを使えば美味そうな匂においにはなるよなあ」

　最初の若者が嘲あざけるようにそう言ったが、相槌を打つ者はいなかった。

　そろそろ焼けたかな、という頃ころ合あいで木皿に載のっていた分も鉄鍋に落とし、よくまぜ合わせてから木皿に移動させる。

　ヴィナ＝ルウはすみやかに火鉢を外に出だし、俺は木皿にグリギの爪つま楊よう枝じを添そえた。

「さあ、良かったらどうぞ？　味見だけでもけっこうです。たとえお口に合わなくても、話の種にはなるんじゃないでしょうか」

　五人の若者と、一人の少女。その顔には、いずれも困こん惑わくの表情が浮かんでいた。

　ものすごく迷っている。ものすごく葛かつ藤とうしているのが、よくわかる。

　ギバの肉なんか食べたくもない、という嫌けん悪お感と、ギバを恐れているとは思われたくない、という自尊心と、森辺の民に対する反感と、そして目の前でいい匂いをさせている料理への好こう奇き心しんと――色んなものに、心をひっかき回されているのだろう。

「なんか……見た目はすごく美味しそうだよね……」

「ば、馬鹿、だけどギバの肉なんだぞ？」

「そうだよ！　ギバの肉なんて、まともな人間の食うものじゃねえんだ！」

「こんなもん食ったらギバみてえな角とか牙きばとかが生えてくるってうちの婆ちゃんが言ってたぞ？」

「ミャームーを使えば匂いがよくなるのは当たり前だしな」

「ああ……だけど、本当に美味そうに見えちまうな……」

「ほんとだっ！　すっごく美味しそう！」

　ん？

　気づくと、若者たちの間から焦げ茶ちや色いろの頭がちょこんとのぞいていた。

　野菜売りであるドーラの親おや父じさんの愛まな娘むすめ、ターラである。

「アスタおにいちゃん！　これが新しい料理なんだね！　ミャームーがすっごくいい匂い！」

「ああ、良かったらターラも食べてみておくれよ」

　俺が爪楊枝を追加してやると、ターラは大喜びで「わーい」とそれをつかみ取った。

　そして、困惑の極にある若者たちの視線を一身に集めながら、「おいしーっ！」と快かい哉さいの声をあげる。

「これはぎばばーがーみたいにやわらかくないんだね！　でも、すっごく美味しいよ！　アスタおにいちゃん、四つください！」

「ありがとう！　でも、親父さんたちは試食をしなくてもいいのかな？」

「うん！　ターラが食べて美味しかったら、売り切れないうちに買ってきてくれって言われてるの！」

　そいつは本当にありがたい話だった。

　鍋なべ屋やや布屋の親父さんたちがそこまでギバ肉の料理に興味を持ってくれたのは、ひとえにドーラの親父さんの人徳によるものであろう。

　そして、ドーラの親父さんが心を開いてくれたのは、きっとヴィナ＝ルウやルド＝ルウのおかげなのだろうと思う。

　そんなことを考えながら、俺はターラに笑い返してみせた。

「よし！　ちょっとだけ待っててね？　すぐに作るから」

「うん！」

　出したばかりの火鉢を戻もどし、四名分の見当でアリアと肉を炒いためていく。

　若者の誰かが、ごくりと生なま唾つばを飲む音が聞こえたような気がした。

　思えば、最初のシムのお客様も、ターラが『ギバ・バーガー』を購こう入にゆうする姿を見て、この店に興味を抱いだいてくれたようなのだ。この子は俺の店に福を招き寄せる巡めぐり合あわせにあるのかなあと、俺はしみじみ思ってしまった。

「お待ちどおさま！　お代は赤銅貨八枚ね」

「うん！　ありがとう！」

　ターラは四つの『ミャームー焼き』を大事そうに押し抱きながら、駆かけ足あしで去っていった。

　鉄鍋に残った不純物を木べらでこそぎ落としながら、俺は迷える若者たちににこりと笑いかける。

「さあ、良かったらどうぞ？　試食だけなら、無料ですので」

「よし。……食べる」と、木皿に手をのばそうとしたのは、紅一点の女の子だった。

「ば、馬鹿、やめろって！　角が生えてきたらどうすんだ？」

「そんなわけないじゃん。そんな迷めい信しん、本気で信じてんの？」

　そう言いながらも、その少女も何だかえらく思いつめた顔をしていた。

「あ、あんな小さな子が普ふ通つうに食べてんのに、あたしらが怖がってたら馬鹿みたいじゃん。あんたたちも、腰こし抜ぬけ呼ばわりされたくなかったら食べてみな」

「べ、別に怖がってるわけじゃねえよ！」と、わめく若者を横目に、少女は爪楊枝をつかみ取った。

　そして、きつい目つきで俺とヴィナ＝ルウの顔をにらみつけながら、決死の表情で肉にく片へんを口に放ほうり込む。

　その口を咀そ嚼しやくのために二、三度動かすと、少女は「うわ……」と目を見開いた。

「お、おい、大丈夫かよ？」と、若者の一人がその肩かたに手を置いたが、少女は邪じや険けんにそれを払はらいのける。

　そうして、「すごい……美味しい……」と、つぶやいてくれた。

　俺はこっそり安あん堵どの息をつき、若者たちは騒さわぎ始める。

「なに言ってんだよ？　ギバの肉だぞ？　お前、頭は大丈夫か？」

「うるさいなあ！　嘘うそだと思うなら食べてみなよ！　もし不味まずかったら、あたしがここで素すっ裸ぱだかになってやるから！」

　いやいや衛兵を呼ばれてしまうので、それは勘かん弁べんしていただきたい。

　だけどこいつは、確かな手て応ごたえだった。

　ついに見ず知らずの西の民が、ギバの肉を食べて、美味しいと言ってくれたのだ。営業四日目にして、ついにここまで辿たどりつけたという心境である。

「くそっ！　わかったよ！　……その代わり、さっきの約束を忘れんなよ？」

　不穏なことを言いながら、ついに若者の一人が爪楊枝をつかみ取る。

　若者は半分泣きそうな顔になりながら、一番小さそうな肉を選んで、それをのろのろと口に運んだ。

「うわ……」と、その目がさきほどの少女と同じように見開かれる。

「どうよ？　美味しいでしょお？」と、少女は勝かち誇ほこった様子で胸をそらした。

　そうして、残りの四名が次々と手をのばし始める。

　不味い！　……と言い出す者はいなかった。全員が、驚きよう愕がくに目を見開くことになったのだ。

　南の民より西の民のほうがギバ肉との相あい性しようがいいのか、それとも『ギバ・バーガー』より『ミャームー焼き』のほうが汎はん用よう性せいが高いのか――答えはまだまだ闇やみの中だが、五割の人間に不評であった営業二日目よりは、一歩前進といえる成果であった。

「……ねえ。赤の銅貨が二枚だっけ？」

　と、少女がまた険のある目を向けてきたので、俺は「はい」と愛あい想そよく応じてみせた。

「お、おい、ユーミ、お前まさか、買うつもりかよ？」

「どうしてさ？　こんなに美味しいのに買わない理由がないでしょ？　これで他ほかの店のものを買う気になれるの？」

　威勢よくまくしたてながら、ユーミと呼ばれた少女はぴしゃんと銅貨を台に叩たたきつけてきた。

「あんたたちは？　買わないの？　言っておくけど、一口だって分けてあげないからね？」

　若者たちは、惑わく乱らんしきった面持ちで目を見み交かわしていた。

　少女は尊大な感じで肩をすくめつつ、また俺の顔をにらみつけてくる。

「さ、早く作ってよ。あんたのせいで、お腹なかが空すいてきちゃったじゃん」

「はい！　少々お待ちくださいませ」

　火ひ鉢ばちを入れたり引っ込めたり、実に慌あわただしい限りである。

　しかし、こんな慌ただしさなら大だい歓かん迎げいだ。

　まだまだ中天には時間があったし、たとえこの場では一食しか売れなかったとしても、こいつはかなり希望の持てる展開であろう。

「ヴィナ＝ルウ。火鉢をお願いしますね」

　にこにこ顔で、俺はヴィナ＝ルウを振り返かえる。

　しかし、ヴィナ＝ルウは動かなかった。

　その、ちょっと目め尻じりの下がった色っぽい目が、普ふ段だん以上に眠ねむたそうに細められている。

「あの、ヴィナ＝ルウ……？」

　こんなタイミングで、睡すい魔まに襲おそわれるものだろうか？

　……いや、その眠たそうに細められたまぶたの狭はざ間まで、ヴィナ＝ルウの淡い色合いをした瞳ひとみは、かつてないほど鋭えい利りな光を浮うかべていた。

　ヴィナ＝ルウでも、こんな目つきをすることがあるのか。

　しかし、どうしてヴィナ＝ルウがこんな目つきをしなくてはならないのだろう。

　しかもヴィナ＝ルウは、あらぬ方向に視線を飛ばしていた。

　かたわらの俺を見るでもなく、目の前のお客さんを見るでもなく、賑やかな南の通りを見るでもなく――ヴィナ＝ルウは、北の果てへと視線を飛ばしていたのだった。

　俺も、ゆっくりと視線を動かしてみる。

　それにつられて、目の前のお客さんたちも視線を動かしていく。

　それで俺たちは、驚愕と戦せん慄りつを共有することができた。

　驚愕と戦慄に値あたいする存在が、そこにははっきりと見て取れたのだ。

　二メートルはあろうかという上背に、肉風船のように膨ふくれた巨きよ体たい。これが本当に人間なのか、という肉にく塊かいのような大男が、どすどすと石いし畳だたみを踏ふみながら、真っ直ぐ俺たちのほうに突とつ進しんしてきていたのだった。

　スン本家の末まつ弟てい――ミダ＝スンである。




３




「うわあ」と頼たよりなげな声をあげて、若者の一人がその場にへたりこんだ。

　他の者たちは、顔面蒼そう白はくで後ずさる。

　その若者たちを蹴け散ちらしてしまいそうな勢いで、スン本家の末弟ミダ＝スンは、俺の屋台につかみかかってきた。

　俺に、ではない。俺の屋台に、である。

　屋根を支える柱を一本ずつ握にぎりこみ、ぶはーっ、ぶはーっと荒い息をついてから、ミダ＝スンは「……何をしてるの……？」と、甲かん高だかい声で問うてきた。

「すごくいい匂い……ねえ、何をしてるの……？」

　甲高くて舌足らずな、まるで小さな子供のような声である。

　石畳にへたりこんだ若者が、「ひいっ」と弱々しい悲鳴をあげる。それぐらい、不気味でおぞましいミダ＝スンだった。

　顔も胴どう体たいも腕も足も、肉風船のように膨ぼう張ちようしている。言ってみればそれだけなのだが、なまじ上背があるばかりに、まるで化け物のように見えてしまうのだ。

　二にの腕などは、ヴィナ＝ルウの腰こし回まわりぐらいの太さがあるだろう。

　その巨体を支える両足は、ゾウのように太く、短い。

　胴体などは完全にまん丸で、どこまでが胸でどこまでが腹なのかも判然としない。

　いちおうその巨体に巻きつけているのは馴な染じみのある森辺の装束であるようだが、たぶん既き婚こんの女衆が纏うような一枚布を二、三枚ほどつなぎ合わせた代しろ物ものなのだろう。ギバの毛皮の長マントは、丈たけが足りずにちんちくりんになってしまっている。

　そして、その胸もとに狩人の誇りたるギバの牙や角は見当たらず、腰こしには巨きよ大だいな棍こん棒ぼうが下げられている。
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　見れば見るほど、奇きっ怪かいな風ふう貌ぼうだ。

　それに――やっぱりこれほどまでに人間離ばなれして見えてしまうのは、その顔つきのせいなのだろうか。

　その顔も、不自然なぐらいに膨れきっており、目鼻や口などは顔の中心に集まってしまっている。頭は見事に禿はげあがっており、耳の周りに黒っぽいもしゃもしゃとしたものがわずかにへばりついているばかりだ。

　それでいて、表情はどことなく幼げなのである。

　幼げというよりは、赤あかん坊ぼうじみている――いや、動物じみていると言うべきか。

　目も鼻も口も小さい。目などはほとんど肉厚のまぶたにふさがれてしまっているし、鼻なんて、ほとんど隆りゆう起きもなくただ双ふたつの穴が黒く空いているばかりである。唇くちびるは分厚いが、やはりとりたてて大きいわけでもない。顔のサイズは常人の倍ぐらいはありそうなのに、目鼻などのパーツは小さくて、縮尺が狂くるっているように見えてしまう。

　そんな生ける肉塊が、荒い息をつきながら屋台の柱をわしづかみにして、その小さな瞳を爛らん々らんと輝かがやかせているのである。明るい昼間に見るその異形は、いっそうの驚愕と戦慄を俺の心に喚かん起きしてくれた。

「ねえ……ミダはお腹が空いてきちゃったよ……すごくいい匂いだね……？」

　みしみしと、屋台の柱が軋きしんでいく。

　その不ふ吉きつな音色によって、俺はようやく我を取り戻すことができた。

「な――何をするんですか！　屋台を壊こわすつもりですか、あなたは!?」

「ミダは……お腹が空いちゃったんだよ……？」

　ミダ＝スンは、不満そうに俺を見下ろしてきた。

　オランウータンかローランドゴリラあたりの大動物と対たい峙じさせられているような気分である。

　反射的に大声をあげてしまった俺は、胸に手を置いて呼吸を整えた。

　冷静に――とにかく冷静に対処しなければならない。

「何をやっているか、というご質問でしたね。ご覧の通り、俺はここで料理を売る商売をしているのです。……ただ、お話を続ける前に、その手を離はなしていただけますか？　このままでは、屋台が壊れてしまいます」

　スン家の人間が現れたら、どう対処するべきか。それはもちろん、ガズラン＝ルティムやドンダ＝ルウとも、さんざん検討し尽つくしていた。

　とにかく、都の法に従わせろ。

　それに逆らうようなら、衛兵を呼べ。

　間ま違ちがっても、こちらから都の法や森辺の掟おきてに反するような行動を取って、スン家の暴ぼう虐ぎやくな行動に正当性を与あたえてはならない。それが、基本方針だった。

「俺の言っていることがわかりますか？　もしもあなたが俺の料理を求めてくれているのならば、銅貨が必要になります。……そして、この屋台は町から借りているものなのですから、これを壊せばあなたが償つぐないの銅貨を支し払はらうことになってしまいます。だから、その手を離してください」

　噛かんで含めるように、俺はそう言った。

　ミダ＝スンは、動物のように感情の読めない顔で俺を見下ろしている。

（こいつはたぶん……ただ暴虐なだけの兄貴たちとは、タイプが違ちがうと思うんだけど……）

　それではどのようなタイプなのか、と問われてしまうと説明が難しいのだが、悪逆な人間なのではなく、善悪の区別がついていない人間なのではないのかと、俺はそのように推測していた。

　だから、こちらさえ言葉を間違えなければ、そうそう乱暴な振ふる舞まいに及およぶこともない……と、思いたいところである。

「……銅貨は、テイ＝スンが持ってるんだよ……？」

　不満そうにつぶやきながら、それでもミダ＝スンはその巨大なイモムシのような指先を柱から離してくれた。

　額の冷ひや汗あせをぬぐいながら、俺は「そうですか」と応じてみせる。

「そのテイ＝スンとやらは、今どちらに？　ご一いつ緒しよに町まで下りてこられたのですか？」

「……うん……」

「それではいったい、その方はどちらに行ってしまわれたのでしょう？」

「……わかんない……さっきまでは一緒だったんだけど……」

　何だろう。やっぱり聞き分けのない幼子と話しているような気分である。

「……いい匂いがしたから、ミダは急いで走ってきたんだよ……ねえ、いい匂いだね……？」

　そういえば先日の祝しゆく宴えんにおいても、このミダ＝スンという男は周りの状じよう況きようなどそっちのけで料理の匂いに反応していた覚えがある。

　ここはひとまず試食分の肉を与えてやりすごすか、と俺が木皿に手をのばしかけたとき――その人物が、現れた。

「……どうされたのですか、ミダ＝スン？」

　けっこう年配の、五い十そ路じぐらいに見える森辺の男衆である。狩人の装束を纏ったその男が、何の気配もなく肉塊の背後から出現した。

　とたんにミダ＝スンが、ぶはーっと息を吐く。

「テイ＝スン！　……ミダはね、とってもお腹が空いちゃったんだよ……？」

「そうですか」と、その人物が俺とヴィナ＝ルウに視線を向けてくる。

　一見は、これといっておかしなところのない森辺の民だった。灰色の髪を後ろになでつけて、同じ色合いの髭ひげを口もとにたくわえた、年配だがなかなか端たん整せいな顔立ちの御ご仁じんである。

　背せ丈たけはほどほどだが、森辺の男衆に相応な逞しい体格をしている。ギバの毛皮の長マントに、渦うず巻まき模様の布の服、胸に輝く狩人の誇り、大小ひとそろいの鋼の刀――という狩人の装束にもおかしなところはない。

　しかし、何だろう。至し極ごくまっとうな格好をしているのに、何か大きな違い和わ感かんも覚えてしまう。

　黒みがかった目に、力がない。

　泥どろ人にん形ぎようのように、表情が死んでいる。

　頑がん健けんそうな体格をしているのに、生気や迫力が感じられない。

　こんなに覇は気きのない森辺の男衆を目にするのは、俺も初めてかもしれなかった。

「……この料理は、銅貨何枚ですか？」と、低い声でその男――テイ＝スンが尋たずねてきた。

「赤の銅貨が二枚です。……お買い上げですか？」

「はい」

「こ、こちらの木皿の肉で味を確かめていただくこともできますが」

「いえ。不要です」

　至極尋じん常じような受け答えである。

　その尋常さが、また薄うす気き味み悪わるい。

　値段を聞くよりも、先に問とい質ただすことはないのだろうか？

　森辺の装束を纏った俺が、森辺の女衆たるヴィナ＝ルウと、宿場町で店などを開いているのだが。その件に関して、何か疑問や意見などはないのだろうか？

　……どうやら、ないらしい。

　テイ＝スンは、何の感かん慨がいもなさそうにかたわらの肉塊を振り仰あおいだ。

「ミダ＝スン、いくつ買われますか？」

「……ミダは、いっぱいいっぱい食べたいんだよ……？」

「家長から預かった銅貨は白が一枚です。ここですべてを使ってしまったら、後は何も買えなくなってしまいますが」

「……でも、ミダは、いっぱいいっぱい食べたいんだよ……？」

「そうですか」と、また俺に向きなおり、白の銅貨をかちゃりと置く。

「それでは、五つお願いします」

「わかりました。……でも、こちらのお客様がお先に買われたので、少々お待ちくださいね」

　そのお客様たる西の民の少女ユーミは、まだ顔面蒼白のまま、がたがたと震ふるえてしまっていた。五人の若者たちも、それは同様である。

　俺は溜息を噛み殺しつつ、火鉢に薪まきを追加して屋台にセットした。

　ヴィナ＝ルウはずっと同じ目つきのまま、スン家の二人をにらみすえている。

（何なんだろうな、いったい……このテイ＝スンっていう親父さんも、得体の知れなさではミダ＝スンに負けてないぞ）

　この年齢でミダ＝スンにへりくだっているということは、きっと分家の男衆なのだろう。

　しかし、分家とはいえ年配の男衆が若者にへりくだる姿というのは、少なくともルウの集落で見かけたことはない。ジザ＝ルウやダルム＝ルウやルド＝ルウに対して、分家の男衆たちはもちろん相応の敬意や礼れい儀ぎは払いつつ、あくまで対等の存在として見なしていたように思う。

　ルウ家とスン家の、どちらが森辺の民として相応ふさわしい有り様なのか。それを断ずる材料など持ち合わせてはいないのだが、ただひたすらに、俺はテイ＝スンという人物が薄気味悪くてしかたがなかった。

「……うわあ……美味しそうだよ、美味しそうだよ、テイ＝スン……」

　肉を焼く匂いに興奮したミダ＝スンが、テイ＝スンの肩に手を置いてぐわんぐわんと揺ゆさぶる。

　ぐわんぐわんと揺さぶられながら、テイ＝スンは静かに「そうですね」と、つぶやいた。

　東の民よりも、感情が読めない。

　いや――この男に、感情など存在するのだろうか？

（カミュアのおっさんは、やっぱり高みの見物を決めこんでいるのかな）

　是ぜ非ひともそうであってほしい。

　これ以上わけのわからない人間に登場されてしまっては、俺の処理機能もパンクしてしまいそうだった。

「はい。お待たせいたしました」

　完成した『ミャームー焼き』を、ユーミに差し出してみせる。

　ユーミはミダ＝スンに視線を縛しばりつけられたまま、半ば無意識のように商品を受け取った。

　それから次の完成品をテイ＝スンに手て渡わたすと、流れ作業でそれはミダ＝スンへと渡わたっていく。

「……うわあ……」と小さな目を爛々と輝かせつつ、ミダ＝スンはその口を大きく開帳させ始めた。

　といっても、その咽喉のどは胸の肉にうずまってしまっているために、下した顎あごを下げることは不可能なようである。ゆえにミダ＝スンは、頭を後ろに倒たおすことによってその口を大きく広げていた。

　そんなに大きく広げたら、顎あごの骨が外れたあげくに、口くちの端はしがぶちぶちと裂さけてしまうのではないか――と、俺がこっそり肩をすぼめたタイミングで、『ミャームー焼き』が口の中に投下される。

　一口で、ぺろりだ。

　ちょっとした悪夢のような光景である。

　その後も四つの商品がテイ＝スンを介かいしてミダ＝スンの手に渡っていき、あっという間に五食分の『ミャームー焼き』がこの世から消きえ失うせた。

「……美味おいしい……すごく美味しいよ……？」

「ありがとうございます」と、俺はかろうじて笑うことができた。

　代価をいただけば、お客はお客。たとえ憎にくきスン家の人間でも、ここは平等に扱あつかうべきであろう。

「……テイ＝スン……ミダはもっと食べたいよ……？」

「しかし、銅貨はもう使い果たしてしまいました」

「……でも……ミダはもっともっと食べたいんだよ……？」

「家長からいただける銅貨は月に白一枚のみです。また次の月までお待ちください」

　お小こ遣づかいは、月に一回か！

　申し訳ないが、俺おれは内心でおもいきり安堵させていただいた。

　たとえ本人に悪気はないとしても、ミダ＝スンに毎日通われては客足に影えい響きようが出てしまう。気の毒な少女ユーミなどは、せっかくお買い上げいただいたのに、自分が何を手にしているかもわかっていない様子でずっと立ちすくんでいるままなのである。

「……ミダは、もっともっと食べたいんだよ……？」

「それでは、また来月に参りましょう」と、感情もへったくれもない声で言いながら、最後にテイ＝スンが俺たちに目礼をしてくる。

「失礼いたしました。それでは」

「は、はい。お買い上げありがとうございました」

　そうしてミダ＝スンは、テイ＝スンに背中を押されるような格好で北の果てへと去っていった。

　そういえば、スン家の集落はけっこう北側に存在するという話であったから、そちら側に別のルートが存在するのかもしれない。

　それはそれでいいとしても……しかし、彼かれらはミダ＝スンの間食のためだけに宿場町に下りてきたのだろうか？

　大きな騒ぎにならなくて良かったと安堵する反面、俺は肩かた透すかしというもおろかしい激げき烈れつな虚きよ脱だつ感かんを抱かかえ込こむことになってしまった。

（本当に何なんだよ、あいつらは……）

　どうしてギバ肉がこんなに美味いのだ！　……と問われるどころか、これが何の肉かと問われることすらなかったのだ。

　俺がファの家の居い候そうろうだということを知っているのかもわからない。

　ヴィナ＝ルウがルウ家の人間だと理解しているのかもわからない。

　何もかもがわからない。

　俺は溜ために溜めまくっていた溜息をつこうと試みたが、ヴィナ＝ルウに「はあぁぁ……」と先を越こされてしまった。

　そしてそのまま地面にへたりこんでしまったヴィナ＝ルウが、震える指先で俺の腰あてを握ってくる。

「勘弁してよぉ……どうしてよりにもよって、末弟なんかが下りてくるのぉ……？　ううぅ……吐いちゃいそう……」

「ど、どうしたんですか？　しっかりしてください、ヴィナ＝ルウ！」

「しっかりなんて、できないわよぉ……わたし、あの末弟だけは我が慢まんできないのぉ……あのぶよぶよと膨れた身体からだを見てるだけで、気持ち悪くなっちゃうのよぉ……」

「そうなんですか？　まるで男衆みたいに凛り々りしいお顔をしておりましたけども」

「それはだって、スン家なんかに情けない姿は見せられないでしょぉ……？　ああぁ、気持ち悪い……」

「……えらいですね。さすがはルウ家の女衆です」

　心の底からそう思いつつ、俺はしみじみと息をつく。

　すると、「な……何だったの、今の化け物は……？」と、ユーミが呆ぼう然ぜんとした声でつぶやいた。

「森辺の民のお客様ですね。すみません、お騒がせしてしまって」

　俺が呼びかけると、ユーミはびくりと肩を震わせた。

　それから、ようやく正気を取とり戻してきた目で、俺の顔を見つめてくる。

「あんた……そんな細っこいのに、度胸あるんだね？　こいつらはがたがた震えるばっかりで何もできなかったのに」

「ふ、震えてなんかねえよ！　お前こそ、今にも泣きそうな顔をしてたじゃねえか！」

　と、へたりこんでしまっていた若者が、顔を真っ赤にして立ち上がった。

　それでようやく自失していた他のメンバーも、我を取り戻せたご様子である。

「俺は以前にあの方を見かけたことがあったんです。初めて見たら、それはびっくりしちゃいますよね」

　俺は何とか笑え顔がおをこしらえて、その場をとりなすことにした。

「さあ、どうぞお召めし上あがりください。あんまり冷めると味が落ちてしまいますので」

「ああ、うん……」と、俺の顔を見つめたまま、ユーミは『ミャームー焼き』にかじりついた。

　その目が、あらためて驚おどろきに見開かれる。

「うわ、美味しいなあ……ねえ、これって本当にギバの肉なの？　カロンよりも美味しいぐらいなんだけど」

「はい。正しよう真しん正しよう銘めい、ギバの肉ですよ。お気きに召したのなら幸いです」

「うん。……すごく美味しい」と、ユーミが上目づかいになる。

「あの……さっきはごめんね？　あんたの店を馬鹿にするようなことばっかり言っちゃって……」

「え？　いえいえ。このジェノスにおいてギバというものがどういう存在であるかはわきまえていますので。それでも今日は皆さんに食べてもらうことができて、とても嬉うれしいです」

　ここぞとばかりに、俺は笑顔を振りまいた。

　すると『ミャームー焼き』をかじっていたユーミも、突とつ然ぜんにこりと笑い返してくれた。

　けっこうきつめの顔立ちをしているが、笑うとずいぶん無む邪じや気きそうな顔になる。

「何だよ、お前！　森辺の男なんかに色目を使うなよ！　そんな真ま似ねしてっと森の中にさらわれちまうぞ!?」

　さっきまでへたりこんでいた若者がまた荒あらっぽい声をあげると、ユーミは不ふ愉ゆ快かいそうにそちらをにらみつけた。

「馬ばっ鹿かじゃないの？　何でもかんでもそういう話に結びつけるんじゃないよ。あたしはただ、美味しいものを美味しいって言ってるだけじゃん」

　そうそう、まったくその通り。

　だからヴィナ＝ルウも、そんな冷ややかな目つきで俺をにらみつけないでいただきたい。

「で？　あんたたちは、けっきょく買わないの？　何だかんだ言って、ギバとか森辺の民たみが怖いんでしょ？　だったら最初から近づかなきゃいいじゃん。格好ばかりつけようとして、馬鹿みたいだね」

「何だと？　お前だって、森辺の民が町で商売をするなんて馬鹿げてるとか言ってたじゃねえか！」

「だってギバの肉がこんなに美味しいなんて知らなかったんだもん。……それに、あたしが嫌きらいなのは、無法者の森辺の民だよ」

　と、その目がちらりと俺を見る。

「こう言っちゃ何だけど、こんな細っこいにいさんに大した悪さができるとも思えないし。そもそもこの人は森辺の民ですらないじゃん」

　そんなに細っこいかなあと内心でしょんぼりしつつ、それでも俺は笑ってみせる。

「森辺の民といっても色々ですよ。怖い人もいれば優やさしい人もいます。そして、町の人たちに悪さをするような森辺の民なんて、ほんのひと握りなんだろうと、俺は信じています」

「そ、それじゃあさっきの化け物は何なんだよ！　あれだって森辺の民なんだろう!?」

　あんな御仁は、森辺でも唯ゆい一いつ無む二にの存在であると思われます――と、俺が答えかけたとき、「何を騒いでるんだ、お前さんたちは？」と、新たなる人物が闖ちん入にゆうしてきた。ちょっと強こわ面もての、ジャガルの民だ。

「客じゃないなら、とっとと失せろ。このにいさんの商売を邪じや魔ましたら、俺が許さんぞ？」

「な、何だよ？　関係ねえやつは引っ込んでろ！」

「それはこっちの台詞せりふだってんだ。客じゃないなら、お前さんこそ引っ込んでろ」

　ぶっきらぼうに言い捨ててから、俺に向きなおる。

　とたんに、その顔が笑えみくずれた。

「こんな時間まで店を開けていることもあるんだな！　今日は朝から仕事だったんで、お前さんの料理にはありつけないなとあきらめてたんだよ」

「ありがとうございます。今日はまだ十食分以上ありますし、これが順調にさばけるようなら、明日からは屋台を二つに増やそうと思っておりますよ」

　うっすらとだが、見覚えがある。たぶん、昨日の朝一番に来てくれたお客さんの一人であろう。厳いかつい顔が、いっそう嬉しそうな笑みを浮かべる。

「これからようやく中天だってのに、十食やそこらで収まるもんか！　それなら明日からはずっとこの時間までやってるってことだな。そいつは大喜びする連中が山ほどいるぜ？」

「あ、だけど今日売ってるのは昨日までと違う料理なんです。良かったらこちらで味見をしてみてください」

　そう言って、俺は新たな爪楊枝を試食用の木皿に置いたのだが、ジャガルのお客さんは「いいよいいよ」と手を振ふった。

「もう、匂いを嗅かいだだけで美味そうじゃないか。とっとと作ってくれ。銅貨は何枚だ？」

「赤銅貨が二枚です」

「安いな！　こっちにとっちゃあ嬉しい話だが、それじゃあ他の料理屋が商売にならんだろ」

　と、豪ごう放ほうに笑ってから、西の民の若者たちをじろりとにらみつける。

「お前さんたちは、どうせギバなど怖くて食えんのだろう？　だったら邪魔だからとっとと失せろ。そんなにギバが怖いんだったら、大人しくキミュスやカロンでも食っていればいいだろうが？」

「こ、怖くなんかねえって言ってんだろ！　余よ所そ者ものがでかい顔をしてんじゃねえよ！」

「馬ば鹿かを抜ぬかすな。余所者でできあがってるのが宿場町だろうが？　余所者がいなかったら、お前さんたちは誰だれを相手に商売をするつもりだ？　……というか、お前さんだって余所の町からこのジェノスに移り住んできた血筋なんじゃないのか？」

　面めん倒どうくさそうに言いながら、そのジャガル人は小こ蝿ばえでも払うように手を振った。

「まあ、何でもいい。西の民が怖がって手を出さないなら、俺たちが全部たいらげてやるよ。にいさん、とっとと作ってくれ」

「はい。ありがとうございます」

　俺は別にその問答に聞き入っていたわけではなく、単に鉄鍋が温まるのを待っていただけだった。

　そろそろ頃合いかな、と刻んでおいたアリアを投じようとすると――眉まゆを吊つり上げていた若者が、ぴしゃんと銅貨を叩きつけてきた。

「おい！　俺にも一つよこせ！　別にギバなんざ怖くも何ともねえんだよ！」

　すると、後ろで固まっていた若者たちの中からも、一人だけおずおずと進み出てきた。何かちょっと言いたげな目つきをしながら、無言で銅貨を差し出してくる。

「ふん。しかし銅貨を先に出したのは俺だからな」と、ジャガルのお客さんが怖い顔をした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　三名様分、すぐにできますので、少々お待ちくださいませ」

「あ……ねえ、あたしにももう一つ作ってよ」

　と、すでに完食したユーミまでもが銅貨を差し出してくる。

「何でだよ!?　そうまでして森辺の男に気に入られたいのか!?」

「そうじゃないったら！　母さんのところに持ってってやるんだよ！　食べさせた後にギバの肉だって教えたらどんな顔するか見てみたいじゃん」

　それはまたずいぶんと意地悪なことを考える少女である。

　しかし、外見はどことなく不良がかって見えるのに、母親に軽食を持っていってあげるのだなとか考えると、少し微笑ほほえましく感じられなくもない。

「ありがとうございます」と応じながら、俺は四名分のアリアを投じた。

　そうしてギバ肉をも投じた頃合いで、何か言いたげな顔をしていた若者がこっそりと声をかけてくる。

「俺、さっきの化け物みたいなやつ、知ってるよ。月に一回ぐらい町に下りてきて、ああやって屋台のものを食って帰るんだ。……それで口に合わないと、屋台を無む茶ちや苦く茶ちやにぶっ壊しちまうらしい」

「そ、そんなことをしたら、衛兵が黙だまっていないでしょう？」

「ああ。だけど、最後には城の人間が出てきて、丸く収めちまうんだよ。森辺の民にへそを曲げられたら、また昔みたいに田畑をギバに荒あらされちまうからな」

　忌いま々いましそうに言い捨ててから、俺とヴィナ＝ルウの姿を見比べる。

「俺は別にギバなんて怖こわくないけどよ。そういう連中を何とかしない限り、あんたたちが本当の意味でジェノスの民に受け入れられることはないと思うぜ？」

「……ありがとうございます。肝きもに銘めいじておきます」

　それでもこの若者も、俺の料理を買ってくれたのだ。

　俺の力でスン家をどうこうはできないが――俺は俺のやり方で戦うしかないだろう。

　そうして西の若者たちに三食分、南の民に一食分の『ミャームー焼き』を受うけ渡し、残りは十一食分となった。

　太陽が高くのぼるにつれて、人通りも増えていく。それ以降は西の民がまともに近づいてくることはなかったが、太陽が中天に達する頃ころにはすべての料理を売りつくすことができた。

　二十食から五十食をさばければ上等である、というこの宿場町で、七十食の料理を、二時間半ていどで完売させることができたのだ。

　そして、その内のおよそ一割は、西の民のお客さんだった。

　ミダ＝スンの登場だけは想定外であったが、それでも俺はこれまでとは比べ物にならないほどの達成感を噛みしめることができた。

「これで心置きなく、明日から屋台を増やせますよ」

　後片付けをしながら俺がそう述べると、ヴィナ＝ルウは少し顔を曇くもらせて「そうねぇ……」と応じてきた。

「だけど、スン家の末弟が気になるわぁ……アスタ、あいつにさらわれたりしないように気をつけてねぇ……？」

「さらわれる？　俺がですか？」

「そうよぉ……あの末弟だったら、そんな馬鹿げたことでもしでかしそうじゃなぁい……？」

「……そのときは全力で逃にげさせていただきます。幸い、足だけは俺のほうが速そうなので」

「うん、もしも帰り道とかであいつが追いかけてきたりしたら、アスタは一人で逃げてねぇ……荷物は、何とかしてわたしが持ち帰るからぁ……」

　確かにそんな段取りを考えておく必要もあるのかもしれなかった。

　あのミダ＝スンという男にルウ家の威い光こうなど理解できなそうだし、そもそもヴィナ＝ルウをルウ家の人間と認にん識しきしているかもあやしいところであるのだから。

「ああぁ、気持ち悪い……あの赤ん坊みたいな顔つきとか声とか、本当に耐たえられないわよぉ……アスタ、あいつが何なん歳さいなのか知ってるぅ……？」

「いえ。あまり知りたくもないので言わなくていいです」

「……あいつ、あれでルドより年下なのよぉ……？」

「言わないでいいですったら！」

　何だか背筋が寒くなってきた。

　それに――俺にはミダ＝スンと同じぐらい、あのテイ＝スンという男も薄気味悪く感じられてしまう。好きとか嫌いとかいう話ではない。ただひたすらに不気味であるのだ。

「明日からは、いっそう身の回りに気をつけましょうねぇ……？」

「そうですね」

　これだけ派手なことをやらかしているのだから、いつまでもスン家の目をくらませるとは思っていなかった。ディガ＝スンやドッド＝スンばかりでなく、やはりスン家の人間は全員が要注意だ。

　薄はく氷ひようを踏むような戦いだが、とにかく力を振り絞しぼってやろう。

　そんな思いを新たにしつつ、俺はヴィナ＝ルウとともに屋台を押おしながら、人通りの増えてきた石の街かい道どうに足を踏み出だした。
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　そうしてヴィナ＝ルウとともにファの家に帰き還かんすると、家の前でアイ＝ファとばったり出くわすことになった。

　時刻は、日にち没ぼつまであと二時間半ばかりを残す頃ころ合あいである。営業自体は中天で終しゆう了りようしたが、明日の段取りを整えるために、定刻ぎりぎりの帰宅となってしまったのだ。

　アイ＝ファのほうは、若じやつ干かんお早めのお帰りといったところか。俺とヴィナ＝ルウは鉄てつ鍋なべを掲かかげており、アイ＝ファはその背に五十キロサイズのギバを背負っている。傍はた目めには、ちょっと愉ゆ快かいな構図に見えるかもしれない。

「やあ、無事なお帰りで何よりだ」

「うむ。そちらもな。……ルウの長ちよう姉しも、ご苦労だった」

「ああ、うん……それ、アイ＝ファが仕し留とめたのぉ……？」

「……それ以外に、私がギバを担かついでいる理由があるだろうか？」

　けげんそうに応じてから、アイ＝ファはさっさと家に向かう。

　といっても、その背に負った大荷物がいかにも重たげである。

「皮かわ剥はぎの仕事があるので、私は家の裏にいる」

「ああ、お疲つかれさま。俺も明日の仕込みと晩ばん餐さんの準備に取りかかるよ」

「うむ」

　今日は買い物が多かったので、玄げん関かん口ぐちまでヴィナ＝ルウに運うん搬ぱんを手伝ってもらった。

　料理の数が増えれば増えるほど、持ち帰る食材も多量になってしまう。特に果実酒や巨大ゴボウのごときギーゴはかさばるので、行き道と大差のない大荷物となってしまうのだった。

　鉄鍋に詰つまったそれらの品を戸板の前で下ろし、俺は「ふう」とヴィナ＝ルウに向きなおる。

「それじゃあ、今日も一日お疲れ様さまでした。また明日からもよろしくお願いしますね、ヴィナ＝ルウ」

「うん……」とうなずきつつ、ヴィナ＝ルウの表情はちょっとさえない。

「どうかしましたか？　何か心配事でも？」

「うぅん、仕事とは関係ない話……アイ＝ファはやっぱりアイ＝ファなんだなあって思ってたのぉ……」

「え？　な、何がですか？」

「女衆がたった一人であんな大きなギバを狩かるだなんて、なかなかちょっと信じられる話じゃないのよぉ……」

　そう言って、ヴィナ＝ルウはふっと息をついた。

「アイ＝ファが嫁よめにいく姿なんて想像つかないっていうアスタの言葉も、確かにわからなくもないわねぇ……アイ＝ファってすごぉく綺き麗れいな顔をしてるけど、アイ＝ファ自身が夫として女衆を嫁に迎むかえるほうが、よっぽど相応しい感じがしちゃうのよねぇ……」

　これはまたなかなかの妄もう想そう力りよくである。

　それはまあ、そんじょそこらの殿との方がたよりも、よっぽど凛々しいアイ＝ファであるが。しかしああ見えて、ちょいちょい女の子らしい表情を見せてくれることもあるのですよ……なんてことは、言わぬが花であろう。

「それじゃあ、帰るわぁ……また明日ねぇ……？」

「はい。お疲れ様でした」

　俺は家の中に入り、念のために物置部屋が無人であることを確かく認にんしてから、食材を食しよく料りよう庫こに片付けた。

　今日は定刻通りの帰還となったが、晩餐用のポイタンは朝方に焼いてあるし、仕込み作業をそれなりに進めることも可能であろう。とりあえずパテ用のアリアでも刻むかと袋ふくろの中から三徳包丁とまな板を取り出したところで、アイ＝ファが家に戻もどってきた。

「あれ？　どうしたんだ？」

「うむ。狩人かりうどの衣ころもを着けたままだった。先に片付けておかねば、血や肉の匂においが移ってしまうのだ」

　狩人の衣というのは、ギバの毛皮のマントのことである。

「なるほどね。あ、じゃあ俺が片付けておいてやるよ」

「かまうな。ギバは吊るし終わったから、少し休みたいのだ。暗くなるまでまだ十分に時間はあるからな」

「そうか。それなら存分に休んでくれ」

　巻きつけ型の履はき物ものを脱ぬぎ始めたアイ＝ファを横目に、俺は食料庫からアリアを運び込む。

「今日は遅おそかったのだな。……というか、これが本来の時間なのか」

「ん？　ああ、そうだな。初めて定刻通りの時間に帰ったよ」

「さすがに七十食分もの料理を売るのには、それぐらいの時間がかかるということか」

「あ、いや、そういうわけじゃなくってな。昨日説明した計画通り、明日から屋台を増やすことになったから、ルウの集落に寄ってその打ち合わせをしてきたんだよ」

　毛皮のマントを壁かべに掛かけ、水みず瓶がめから柄ひ杓しやくで水を飲んでいたアイ＝ファが、かまどのかたわらに座すわり込んだ俺を不思議そうに見返してくる。

「それでは、商売はどうなったのだ？」

「商売は、中天をちょっと過ぎたぐらいで終了した。……そうそう、今日はあのミダ＝スンっていうスン本家の末弟と、テイ＝スンとかいう男衆が現れたんだ」

「何？」と、アイ＝ファの顔に緊きん張ちようが走る。

「詳くわしい話は後でするけど、あれはドッド＝スンとかとは別の意味で要注意だと思う。本当に、たまらない連中ばっかりだな、スン家ってのは」

「家長が腐くされば、一族が腐るのも当然だ。……まあしかし、お前が無事で何よりだった」

　と、厳しい面持ちでうなずいてから、いぶかしそうに首を傾かたむける。

「ところで、中天には商売を終えたと言ったか、今？」

「うん？　ああ、中天をちょっと過ぎたぐらいだったな」

「……七十食分もの料理を、またそんな短い時間で売りつくしたというのか？」

「そうだよ。相変わらずお客さんは南と東の人たちばっかりだったけど。でも、今日はついに通りすがりの西の民も三人ほど買っていってくれたんだよ！」

　思わず笑顔になりながら振り返かえると、予想よりも近きん距きよ離りにせまっていたアイ＝ファが、中ちゆう腰ごしで、俺のほうに右みぎ腕うでをのばしかけたおかしな体勢でフリーズしていた。

「……どうした、アイ＝ファ？」

「いや。また思わずお前の頭をつかみそうになってしまっていた」

　厳格な表情で言いながら、アイ＝ファはゆっくり右腕を下ろす。

「危ないところだった」

　そうですか。

　いや別に、そうまでしてブレーキをかけなくても良いのだが。

　抱ほう擁ようはあまりに心臓に悪いが、頭をなでられるぐらいなら、ちょっと気き恥はずかしいだけで済む。

　というか、頭をつかむという表現はどうなのよ。

「だからまあ、予定通り明日からは屋台を増やすことにするよ。人手も四人に倍増だ。ルウ家からは、ララ＝ルウとシーラ＝ルウを借りることになった」

「シーラ＝ルウ？」

「シン＝ルウの姉君だよ。えーと、ルティムの祝宴のときに、シン＝ルウの家のかまどの間で顔を合わせているはずだけど、覚えてないか？」

「ああ……あの切れ長の目をした、たおやかな女衆か」

　たおやかとはまたアイ＝ファらしからぬ言い回しだ。

「あの女衆は、魅み力りよく的てきだな」

「え？」

「少し身体は弱そうだが、嫁に迎えるならばああいう女衆が望ましいように私には思えてしまう」

　お前まで男衆目線かよ。

　まあ、理想の男性像などを語られるよりは心臓にも悪くないが。

「うん、しかもあの人は調理の腕うでも確かなんでな。戦力としては申し分ないよ。明日からどうなるか、今から楽しみだ」

「…………」

「ん？　何だ？」

「昨日の腑ふ抜ぬけた顔とは大おお違ちがいだな。目にも顔にも、力が満ちている」

「昨日のことは勘かん弁べんしてくれよ。あれは本当に疲れていただけなんだ」

　苦く笑しようしながら、頭をかいた。

　すると、アイ＝ファがすとんと俺の目の前に膝ひざをついてきた。

　そうして、ぐぐっと俺のほうに顔を寄せつつ、おかしな感じで動きを止める。

「ど、どうした、アイ＝ファ？」

「いや。また思わずお前の頭を抱え込みそうになってしまった」

　厳格な表情で言いながら、アイ＝ファが大きく首しゆ肯こうする。

「危ないところだった」

　そうですか。

　というか、どこまで本気なのだろうか、こいつは。

　まあ、すべてがパーフェクトに本気なのだろうけども。

「案ずるな。お前を不快な心ここ地ちにはさせないよう、私も心がけている」

　不快だから嫌いやがっているわけではない俺である。

　相そう互ご理解の道は険しいなあ、と俺は小さく息をついた。

　すると――アイ＝ファが近づいてきた拍ひよう子しに、甘あまい香かおりがふわりと鼻び腔こうに忍しのび込んできた。

「あれ……これって、ギバ寄せの実の匂いじゃないか？」

　とたんに、俺の目の前でアイ＝ファの顔が赤くなる。

「アスタ、お前は何べん同じことを言ったら――」

「いや、そういう話じゃなくってさ！　お前、また『贄にえ狩がり』を始めたのか？」

　頬ほおを赤くしたまま、アイ＝ファは唇くちびるをとがらせる。

「『贄狩り』ではない。罠わなにギバ寄せの実を仕し掛かけただけだ。しかしあの実は割ると物もの凄すごい勢いで匂いが広がるので、少なからず匂いが移ってしまうのだ」

「そうなのか。……だけど、ギバが減ったとたんにギバ寄せの実を使わなくてもいいんじゃないのか？　料理で使う肉に関しては、足りなくなればルウの家から譲ゆずり受ける段取りも組んでるし。お前は十分以上に狩人としての仕事を果たせているんだろう？」

　ギバたちは、このあたりの食しよく糧りようをあらかた喰くらい尽つくして、現在は南のほうへと移動を始めたらしいのだが、それでもアイ＝ファは二日に一頭のペースでギバを狩っている。昨日と今日に限って言えば、一日に一頭を狩っているのだ。

　狩れば狩るほど西の田畑の被ひ害がいが減るのは確かなのだろうが、自身が生きるための牙きばと角さえ収しゆう穫かくできていれば、それできちんと狩人の仕事は果たせているはずである。ルウやルティムだって、そういう計算でどれだけの数を狩るかを決めている。

　二名の家人で、必要な牙や角を得るために必要なギバの数は、五日で一頭。この二十日ばかりはその倍以上のペースでギバを狩っているアイ＝ファであるのだから、わざわざ危険なギバ寄せの実を使う必要はないように思えてしまうのだが――

　しかし、アイ＝ファの唇はとがったままだった。

「だから、『贄狩り』はしていない。罠にギバ寄せの実を使うのは、お前と出会う前からのことだ。うだうだと文句を抜かすな」

「別に文句を言ってるわけじゃないけど……ほら、前に一緒にルウ家を訪ねたとき、ダルム＝ルウが怪け我がをしたって話を聞いただろ？　あれがけっこう重い怪我で、ダルム＝ルウはいまだに森には出ていないそうなんだ」

「……それがどうした？」

「いや、だから……お前が怪我をするのは、心配じゃないか？」

「ふん！」と、アイ＝ファはそっぽを向いてしまう。

　そうして、横目で俺をにらみつけてくる。

「手傷を負ったら、そのときはそのときだ」

「いや、でも……」

「お前と出会うまでは、もっと手傷を負っていた。何日も森に出られないことなど、何度でもあった。……しかし、少しでも長く生きて、少しでも多くのギバを狩るのもまた狩人のつとめだ。お前などに諭さとされるまでもなく、生命を無む駄だにしたりはしない」

「そうか」と、俺も納なつ得とくするしかなかった。

「わかった。ごめん。俺が悪かったよ。……本当に覚かく悟ごが足りてないんだな、俺は」

「……家人を心配するのは当たり前のことだ。別にそのようなことで、お前を責めたりはしない」

　少し穏おだやかな口調で言ってから、またちょっと目を光らせる。

「ただし、匂いがどうのとかいう話を、いちいち持ちだすな。不愉快だ」

「そこなのかよ」と、俺は思わず苦笑してしまう。

「別にお前の匂いがどうとかじゃなくて、ギバ寄せの実の匂いがしたから不思議に思っただけじゃないか。お前だって、俺が普ふ段だんと違ちがう匂いを撒まき散ちらしていたら不思議に思うだろ？」

「……私は人間の匂いなど気にしたことはない」

「俺だってそこまで気にしてるわけじゃないけどな。……ただ、ギバ寄せの実ってのはすごくいい匂いがするから、すぐにわかるんだよ」

「だから！　そういう言葉を抜かすなと言っているのだろうが！」

　と、アイ＝ファが両りよう腕うででつかみかかってきた。

　お顔を真っ赤に染めながら、である。

「私はお前を不快にさせないよう心がけているのに、お前は何なのだ！　私を不快にさせて楽しいのか、お前は！」

「ち、違う違う。お前の匂いじゃなくて、ギバ寄せの実の匂い！　ていうか、お前も過か剰じように反応しすぎだろ！」

　俺は慌あわててホールドアップをする。

　俺の胸むなぐらをつかみながら、アイ＝ファは低い声で言った。

「……ずるいではないか」

「ずるい？」

「お前はそうして好き勝手に振る舞まっているのに、どうして私ばかりが心を削けずらなくてはならないのだ」

「こ、心を削るって、頭をなでるとかそういうことを我慢してることか？　そこまで無理して我慢しなくても……」

「……では、私も好き勝手に振る舞っていいのか？」

　え。

　それはまた、ぎゅーっと抱だきすくめてもよいか、という意味なのだろうか。

「そ、そりゃあまあ、そんなことがお前の負担になるようだったら、好き勝手に振る舞えばいいと思うけど……」

　何なのだろう、この問答は。

　俺が第三者なら馬ば鹿か馬ば鹿かしくて大笑いしてしまいそうである。

「……ふん」と、アイ＝ファが俺の身体を突つき放はなす。

　ハグか？　ハグをされるのか？

　否いや――アイ＝ファは顔を赤くしたまま、颯さつ爽そうと立ち上がった。

「私は、お前とは違う。お前がいかに道理のわからぬうつけ者でも、私は私の筋を通す」

　何とも大おお仰ぎような言い様である。

　それでも俺は、「まことに申し訳ありませんでした」と頭を下げておくことにした。

「俺もお前を不愉快な心地にさせないよう、いっそう気をつけるよ。……さあ、そろそろ不毛な言い争あらそいは終わりにして、おたがいの仕事に取りかかろうじゃないか？」

「ふん」と、またしても鼻を鳴らしてから、アイ＝ファは玄関口に足を向けた。

「今日の晩餐は、何なのだ？」

「何でもいいよ。何にしようか？」

　アイ＝ファの足が、ぴたりと止まる。

　そして、たっぷり間を置いてから「はんばーぐ」と言い、どうだとばかりに胸をそらす。

　たぶん、脊せき髄ずい反射で答えなかったことを威い張ばっているのでありましょうけれども、答えに変わりはないらしい。

「そうだな。昨日は『ミャームー焼き』で、一昨日おとといはしゃぶしゃぶだったから、今日は普ふ通つうのハンバーグにいたしましょう」

「うむ」と、アイ＝ファは履物を履はき始めた。

　それでようやく、俺もまな板と向かい合う。

　えーと……そう、『ギバ・バーガー』のパテの作製である。

　まずはアリアを刻むのだった。

　この時間ならパテを仕上げてから晩餐の準備でも間に合うかなと計算しつつ、俺は朴ほおの白しろ鞘さやに収まった三徳包丁をつかみ取る。

　その瞬しゆん間かん――背後から、ものすごい力で抱きすくめられた。

　腕ごと身体を抱きすくめられ、耳のあたりにやわらかい髪かみをこすりつけられる。

　うわーっと叫さけびそうになったところで、その不快とは真逆の感かん触しよくを持つ温かい身体はすみやかに離り脱だつしていった。

「馬鹿め。油断をするからだ」と、アイ＝ファが勝かち誇ほこったように笑っている。

「不快な思いをしたくなかったら、今後はお前も言動をつつしむのだな」

　そうじゃない。

　そうじゃないのです、家長殿どの。

　俺はがっくりと手をつきながら、相互理解の道の険しさを噛かみしめるばかりだった。
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第二章　五日目　～千客万来～
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　営業日、五日目。予定通り、俺は屋台を二つに増設していた。

　しかし、ルウの集落から直接この宿場町までやってくる段取りになっていたララ＝ルウとシーラ＝ルウは、俺たちが定位置で商売の準備に取りかかり始めても、まだ姿を現していなかった。

「遅いわねぇ……早く来ないと、また大おお騒さわぎになっちゃうんじゃなぁい……？」

　屋台の周囲は昨日以上のお客様たちですでに埋うめつくされてしまっており、槍やりをかまえた衛兵たちも相変わらずぴりぴりとした顔をしている。

「大丈夫ですよ。でも、なるべくゆっくり準備しましょうね」

　隣となりに置かれた無人の屋台を見やってから、俺は『ギバ・バーガー』のためのティノを千切りにしていく。

『ミャームー焼き』で使うための鉄鍋はルウ家から借り受ける予定になっていたし、そちらで使うポイタンの作製はシーラ＝ルウに依い頼らいしていたので、彼かの女じよたちが到とう着ちやくしない限り店をオープンすることはかなわないのだ。

　鉄鍋を借りるなら、ララ＝ルウたちはファの家を経由する必要がなくなる。すると、ルウの集落からファの家への往復にかかる二時間分を浮うかすことができたので、その時間は薪まきの採取やポイタンの焼き作業に従事してもらうことになったのだった。

　そのおかげで、本日はどちらの料理も六十食分ずつ準備することができた。合計すれば、百二十食分の料理である。

　いくら何でも、これを完売させることは難しいだろう。だけどこれで、ようやく自分で定めた時間いっぱいまで宿場町に居い座すわることができるはずだ。

　予定通りに五時間強ほども費やしたら、いったいどれぐらいの数の料理を売ることができるのか。考えただけで、武む者しや震ぶるいを禁じ得なかった。

「……それが全部売れちゃったら、赤銅貨二百四十枚分……ギバの角や牙だったら、いったい何頭分になるのかしらぁ……？」

「成せい獣じゆうの角と牙なら、ちょうど二十頭分ですね。ただし諸経費を差っ引くと赤銅貨百五十枚分ぐらいで、およそ十三頭分ぐらいになると思います」

　いちおうそのあたりのことは、計算済みである。

　逆に考えれば、一食も売れなかった場合はギバ七頭分の損害を被こうむる、という話でもあるのだから、そこは事前に計算しないわけにもいかないのだ。

「たった一日でギバ十三頭分……何だか気の遠くなるような数字ねぇ……？」

「いや、さすがに完売は難しいでしょう。そこまで高望みはしておりませんよ」

「そうかしらぁ……何だかわたしには売れ残るほうが想像できないんだけどぉ……」

　そんな会話を交かわしながら、ゆっくり丁てい寧ねいに作業を進めていると、「どいてどいて！」という元気のいい声が人ひと垣がきの向こうから聞こえてきた。

　援えん軍ぐんのご到着である。

「お待たせ！　約束通りの時間に着いたつもりなんだけど、まさか遅かった？」

　ルウ本家の三姉、ララ＝ルウだ。真っ赤な髪をポニーテールみたいに結ゆった少女に「大丈夫だよ」と、俺おれは笑顔を返す。

「たぶん俺たちが早めに着きすぎちゃったんだ。明日からは、宿屋の裏で待ち合わせをしよう」

「そっか。わかった。……あーあ、重かった。鉄鍋はここに置けばいいの？」

「そうそう。どうもありがとう。シーラ＝ルウも、お疲れ様です」

「いえ。これぐらいの重さなら、わたしでも大丈夫です」と、分家のシーラ＝ルウが穏やかに微笑む。黒こつ褐かつ色しよくの髪を後ろで束ねた、森辺の女衆にしてはちょっとはかなげな雰ふん囲い気きを有する娘さんである。

　焼いたポイタンは布に包まれて鍋なべの中。そしてララ＝ルウが二時間がかりで集めた薪は、二人で手分けして背せ負おってきてくれていた。

　シーラ＝ルウはいくぶん体力に難がある、という話であったのだが、これだけの大荷物を運搬できるなら、俺の知る「か弱い女性」には当てはまらない。あくまでも頑がん健けんなる森辺の女衆としては力のあるほうではない、ということなのだろう。

　ちなみに二人ともヴェールとショールを巻いた宿場町スタイルで、清せい楚そな容姿を持つシーラ＝ルウには足首まである綺麗な色合いの巻きスカートがとてもよく似合っていた。

「よし。手順は昨日説明した通りですので、まずはヴィナ＝ルウとシーラ＝ルウがこっちの『ギバ・バーガー』を、ララ＝ルウは俺と一いつ緒しよに『ミャームー焼き』をお願いします」

「はぁい」「はーい」「はい」と素す直なおなお返事が返ってくる。

　これだけ大勢の人間に取り囲まれながら、初参加のララ＝ルウにもシーラ＝ルウにも臆おくした様子は見られない。町の人間から注目をあびることなど、森辺の民にとっては慣れっこである、ということか。

　鉄鍋が温まるのを待ちながら、俺とシーラ＝ルウがそれぞれの屋台で野菜を刻む。昨日は営業後にルウの集落まで出向いてあれこれ事前説明しておいたので、新参の二人の動きにもよどみはなかった。

「とりあえずこっちの調理は俺が担当するから。ララ＝ルウは焼きあがった後の作り方を覚えてね」

「うん。ヴィナ姉でもできるんなら、楽勝だよ」

　なかなか返しの難しいコメントである。

　ただ、ヴィナ＝ルウの名めい誉よのためにも言っておくならば、べつだん彼女はそこまでぶきっちょなわけではない。かつてのかまど番の仕事においては肉を焦こがしてしまうこともままあったが、この宿場町に下りてからはミスらしいミスはしていないのだ。

「それにしても、すっごい人だねー。これなら銅貨を何百枚も稼かせげるわけだ」

　と、ララ＝ルウが恐おそれ気もなく数十人にも及およぶお客様がたの姿を見回した。

　営業三日目は二十名弱、四日目の昨日は三十名強、そして五日目の本日は――およそ四十名強、といったところか。シム人はひたすら静かにたたずんでおり、ジャガル人はわいわいと騒さわいでいる。何も知らずに通りかかる旅人でもいれば、それこそ敵対関係にあるシムとジャガルが禁を破って争い始めたとでも思ってしまうかもしれない。

「よし。そろそろ良さそうだな」

　温まってきた鉄鍋に、俺はスライスしたアリアをぶちこんだ。

　およそ十五名分、七個強のアリアである。

　それだけでもジャガルの民たちのざわめきは高まったが、しばらくして三キロ弱のギバ肉を投じると、その声はもはや歓かん声せいの域にまで達してしまっていた。

「うわ、いい匂い――これがミャームーってやつなの？」

「そうだよ。そこまで高い食材でもないから、良かったらルウの家でも購こう入にゆうしてみたら？」

　大量の肉とアリアが焦げつかないように木べらをふるいつつ、俺はララ＝ルウに笑いかける。

　ララ＝ルウは、海のように青い目をぱちくりとさせていた。

「アスタ……何だか、めちゃくちゃ楽しそうだね？」

「え？　そ、そうかな？」

「うん。料理を作ってるときのアスタはいっつも楽しそうだけど、そこまで楽しそうにしてる顔を見るのは初めてかもしれない」

　そんなことを言いながら、ララ＝ルウ自身も楽しそうに白い歯を見せて笑っていた。

　感受性の強さに洞どう察さつ力りよくの強さが比例しているような印象のララ＝ルウにそのようなことを言われてしまうと、何だか気恥ずかしい心地になってしまう。

　営業五日目にして、俺にもようやくこの状じよう況きようを楽しめるゆとりが出てきたのであろうか。確かに昨日などは、何とか騒ぎにならぬようにという気持ちが強くて、楽しさよりも緊張がまさっていた気もする。

　そんなことを考えながら、とどめの漬つけ汁じるを投じると、ミャームーと果実酒の芳ほう香こうが爆ばく発はつし、ジャガルの民たみたちにいっそう歓かん喜きの声をあげさせることになった。

「お、おい、いいかげんにしろ！　料理はまだ完成しないのか？」

　と、衛兵の一人が泡あわを食った様子で駆かけ寄よってくる。

「はい。もう一息です。そろそろ並んでもらってもいいと思います」

　俺はべつだん不安感をかきたてられることもなかったので、笑え顔がおでそのように応じてみせた。

　確かに大はしゃぎのジャガル人たちであったが、そこまで羽目を外しているわけではなかったし、シム人にちょっかいを出そうとする者もいない。何となく彼かれらのそのたたずまいからは、ある種の統とう率そつみたいなものすら感じ取れるような気がした。

　二日前の大騒ぎは、料理が品切れになってしまったから――しかも目の前でシム人の集団に先を越こされてしまったものだから、不満が爆発してしまったのだろう。

　直情的な感のあるジャガルの民ではあるが、今はただひたすら楽しそうに顔を輝かがやかせている。けっこう年配の人間が多いようなのに、みんなとっても無む邪じや気きそうに笑ってくれていた。

（こんなお顔を見せられたら、そりゃあこっちだって楽しくなってきちゃうよなあ）とか考えながら、俺は『ギバ・バーガー』の屋台を振り返った。

「ヴィナ＝ルウ、そちらは大丈夫ですか？」

「うん、ばっちりよぉ……」

「よし。それでは販はん売ばいを開始します！　ご注文は五名様ずつお願いします！」

　衛兵たちに怒おこられないていどの声量で告げると、まずはジャガルの民がずらりと横並びになった。

「ララ＝ルウ、銅貨と引ひき換かえに商品を渡わたしていってね？」

「はーい」

　刻んだティノと炒いためた肉を焼きポイタンで包みこみ、次から次へとララ＝ルウに渡していく。

　お次の五名はシム人で、そのお次はまたジャガル人。で、あっという間に十五食分の肉が尽きてしまう。

「すみません！　少々お待ちくださいませ！」

　火にかけたままの鉄鍋に、新たなアリアと肉を投じていく。

　そいつを炒めながら隣の屋台を確認してみると、ちょうどヴィナ＝ルウが「ごめんなさぁい。ちょっと待っててくださいねぇ……」と楽しそうな声をあげているところだった。

　あちらはもう二十食分をさばいてしまったのか。

　こちらと合わせれば、三十五食分――その割に、あまり人垣が薄うすくなったようには感じられない。

「シーラ＝ルウ、大丈夫ですか？」

「はい。今のところは……」

　補ほ充じゆう分ぶんのタラパソースの下準備は、この中でもっとも腕の立つシーラ＝ルウに託たくしていた。

　見た感じ、手順に間ま違ちがいはないようだ。

　その間にこちらの肉は仕上がったので、俺はそいつを木皿に移してから、「ヴィナ＝ルウ、交代してください」と呼びかけた。

『ミャームー焼き』の作製をヴィナ＝ルウに託し、俺は『ギバ・バーガー』の屋台へと移る。

「お疲れ様です。うん、大丈夫そうですね」

　真っ赤なタラパソースがこぽこぽといい感じに煮にえたっている。

　そいつに砕くだいた岩塩とピコの葉を投じていると、お客さんに「おい」と低い声で呼びかけられた。

　ちょっと若めのジャガル人だ。たぶん、三日前から毎日通ってくれている建築屋のメンバーの一人であろう。

「まだ出来ないのか？　ここまできて焦じらすなんて、ひどいじゃないか？」

「申し訳ありません！　あともう少しですので！」

　そちらに頭を下げながら、俺は革かわ袋ぶくろのパテをタラパのソースへと投じ入れる。あとはこれが温まれば、完成だ。

「すごいですね……話には聞いていましたが、ここまでの賑にぎわいだとは思っていませんでした」

　と、シーラ＝ルウが小さな声で語りかけてきた。

「そして、このような仕事を与あたえてくれて、アスタにはとても感謝しています。これでわたしが銅貨を稼げれば、シン＝ルウの負担を減らすこともできるでしょうから」

「いえいえ。シーラ＝ルウを選んでくれたのはミーア・レイ＝ルウとドンダ＝ルウですよ。俺はかまど番の得意な女衆を貸していただきたい、とお願いしただけです」

　お世辞でも何でもなく、シーラ＝ルウの調理スキルは、ルウの集落でも指折りだと思う。彼女の横に並びうるのは、きっとレイナ＝ルウとミーア・レイ母さんぐらいだろう。

　彼女が参戦してくれたことによって、俺はこっそり一つの野心を抱くまでに至っていた。いずれこの先、屋台の管理を一つ分、丸ごとルウ家にまかせることはできないものだろうか――という、野心をだ。

　そうすれば、ルウ家はファ家と同じ額の銅貨を手に入れることができる。俺としては、ポイタンの焼き作業まで任せておきながら赤銅貨六枚の給金しか払はらわないというのは、あまりに心苦しいものなのであった。

（もちろん、そこまでするには数ヶ月単位で様子を見なくちゃいけないかもしれないけど）

　そんなこんなでパテにも十分に火が通ったようなので、俺は「よし」と、再びヴィナ＝ルウに呼びかけた。

「ヴィナ＝ルウ、こちらをお願いします！　……販売を再開します。お待たせしました！」

『ミャームー焼き』の屋台に戻ると、すでに追加分の肉も残りわずかになってしまっていた。

　お客さんの人垣は、ようやく薄くなり始めたようだ。

「ララ＝ルウ、料理の作製と販売をおまかせしても大だい丈じよう夫ぶかな？」

「うん、もう大丈夫。たぶんヴィナ姉よりあたしのほうが上手だね」

　容よう赦しやもへったくれもない妹いもうと御ごである。

　しかし、頼たのもしいこと、この上ない。

「それじゃあ、そっちはまかせるよ。俺は追加分を作っちゃうから」

　ざっと見た感じ、こちらのお客さんは残り十名ていどであった。

　ただ、購入済みのお客さんがたもそのすぐ後ろで舌した鼓つづみを打っておられるので、賑やかさに変化はない。

（それでも、朝一番で三十食オーバーか……ちょっと勢いが良すぎるんじゃないかなあ）

『ギバ・バーガー』のほうが追加分の調理に時間がかかってしまうため、待ちきれなくなったお客さんが『ミャームー焼き』に流れてしまった、という面はあるのだろう。

　しかし三十食といえば、用意した分のちょうど半数である。『ギバ・バーガー』のほうも、いま追加した二十食分で並んでいるお客さんたちはさばけるだろうが、けっこうな量を消費しそうな勢いだ。

　こんな調子で、本当に残り五時間も持つのだろうか？

　そう考えたら、背中がぞくぞくとしてしまった。

「アスタおにいちゃん！　二つください！」と、大人たちの間から焦げ茶ちや色いろの頭がぴょこりとのぞく。幼き常連客ターラの登場である。

「やあ、毎日ありがとう。今日は二つでいいんだね？」

「うん！　布屋と鍋なべ屋やのおじさんたちのぶん！　ターラはぎばばーがーを食べるから！」

「ドーラの親おや父じさんも『ギバ・バーガー』かい？」

　まずは先んじていたシムとジャガルのお客さんの分をこさえながら俺が問うと、ターラの眉まゆが少し悲しげに下がってしまった。

「父さんは、今日は食べたくないんだって。何だか朝から元気がないの」

「え？　体調が悪いのかな？」

「わかんない。たぶん明日には大丈夫になるって言ってるけど……」

　しょんぼりうつむくその鼻先に、ララ＝ルウができたての『ミャームー焼き』を突きつける。

「はい、二つで赤銅貨四枚ね」

「ありがとう！　……あ、初めまして！」

「え？　ああ、うん？　初めまして……」

　目を白黒させるララ＝ルウに、ターラはにこりと笑いかける。

　ターラの中でも、だいぶん森辺の民に対する恐きよう怖ふ心しんが緩かん和わされてきたようだ。昨日はターラがミダ＝スンに遭そう遇ぐうしなくて良かったと、心の奥おく底そこから痛切に思う。

「ターラ、店が終わったらまた野菜を買いに行くからさ。ドーラの親父さんによろしく伝えておいてね」

「うん！　それじゃあまたね！」

　ターラが、ぱたぱたと駆けていく。

　その次に現れたのは、建築屋のアルダスだった。

「よう。今日はちょいと寝ね坊ぼうしちまったよ。……へえ、こいつが新しい商品か」

「あ、どうも！　毎度ありがとうございます。ご試食なさいますか？」

　そういえば、みんな『ミャームー焼き』のほうも無条件に購入してくれていたので、試食用の木皿を出だすことさえ忘れてしまっていた。

「俺はいいよ。でも、こっちの連中には用意してやってくれ」と、アルダスがその大きな身体からだを横に傾けると、四名ほどのジャガル人たちが仏ぶつ頂ちよう面づらで進み出てきた。

　毎日大勢のお客さんが来てくれるため、なかなか顔は覚えきれないのだが――その先頭に立っている小こ柄がらで年配のジャガル人には、はっきりと見覚えがあった。

　建築屋の束ね役、「おやっさん」だ。

　営業日二日目に、『ギバ・バーガー』を全否定してくださった御ご仁じんである。

「……来ていただけたんですね。ありがとうございます！」

「ふん。アルダスがどうしてもと拝み込こむから、しかたなく来てやっただけだ。どんな味付けをしてもギバ肉はギバ肉だろうが？　どうしてわざわざ不ふ愉ゆ快かいな思いをするためにこんなところまで足を運ばなければならないのだ。まったくいい迷めい惑わくだ」

　機き関かん銃じゆうのごとき舌ぜつ鋒ぽうも相変わらずのようである。

　そうしておやっさんは、険悪に光る緑色の目で周囲を見回した。

「世の中にはこんなに味のわからない大おお馬ば鹿かどもがいるのだな。そんなにギバ肉がお気きに召めしたのなら、どいつもこいつも森の中でギバを追い回していればいいのだ。おい、俺は死ぬほど腹が減っているんだからな。こんな茶番はとっとと終わりにして、俺にカロンを食いに行かせろ」

「はい！　少々お待ちくださいませ！」

　俺は袋の中から試食用の木皿を引っ張り出し、まだ湯気のたっている焼きたての肉を少しだけ移し、四本分の爪つま楊よう枝じを添そえて差し出した。

「ふん」と鼻息をふいて、おやっさんがまず手をのばす。

　それを横目で見やりつつ、俺はアルダスのための『ミャームー焼き』をこしらえた。何も事情のわかっていないララ＝ルウは、けげんそうにおやっさんたちの姿を眺ながめている。

　おやっさんが、肉にく片へんを口に放ほうり込んだ。

　残りの三名も、義務感まるだしの顔つきでそれに倣ならう。

　その間に「うわ、こいつも美う味まいな！」と、アルダスが喜びの声をあげてくれた。

「匂いからしてたまらなかったが、こいつは絶品だ！　あのタラパのやつより美味い料理なんて出せないだろうと思っていたんだが、こいつはおみそれした。明日からも、俺はこっちを買わせてもらおう」

「ありがとうございます！」

　彼らの背後にはまだシム人のお客さんも控ひかえていたので、俺は手を止めることができなかった。

　内心では相当やきもきしながらおやっさんを盗ぬすみ見ているのだが、入念に肉を咀そ嚼しやくしながら、おやっさんの表情は不ふ機き嫌げんそうなままである。

「……駄だ目めだよ、こりゃ」と、そのかたわらに立っていた若めのジャガル人が低い声でつぶやいた。

　俺の心臓が、はねあがる。

「ああ、駄目だな」と、年配のジャガル人も首を横に振ふる。

　やっぱり――駄目なのか。

　あれから三日。彼ら以外に面と向かって不満をもらすジャガル人にはついに出会うこともなかったのだが、やっぱり駄目なものは駄目であるらしい。

　しかしそれでも、彼らに駄目を出されたおかげで、俺は「強い味付け」というものに着目することができたのだ。たぶん、ギバ肉に抵てい抗こうを持っている西の民をお客さんとして迎むかえるにあたり、この『ミャームー焼き』は有効な料理になりうると思う。

　おやっさんたちに喜んでもらうことができなかったのは残念だが、これ以上固こ執しつしても、きっといい結果を導きだすことは難しいだろう。悔くやしさというよりはちょっとした寂さびしさのようなものを感じながら、俺は「すみません」と言おうとした。

　が、アルダスの「何が駄目なんだ？　無む茶ちや苦く茶ちやに美味いじゃないか？」という笑いを含ふくんだ大声にかき消されてしまった。『ミャームー焼き』をかじりながら、そちらはもう至し極ごくご満まん悦えつの顔つきである。

　すると、それまで無言でいたもう一人の年配の男が、苦笑いを浮かべながら、おやっさんの肩かたをぽんと叩たたいた。

「おやっさん、もうあきらめようぜ。こいつは駄目だ」

　それでもおやっさんは無言である。

　というか、いつまで咀嚼しているのだろう。

　こんな肉は固くて噛みきれない、というアピールなのだろうか。

　もしもまた具体的な不満点を教えてもらえるなら、とてもありがたいのだが――と、俺がちょっとだけ身を乗り出そうとしたとき、最初に「駄目だよ、こりゃ」とつぶやいた若めのジャガル人が屋台に寄ってきた。

　そして、赤い銅貨が差し出される。

「あのぐちゃぐちゃとした肉は気に入らなかったが、こいつは美味かった。俺にも一つ売ってくれ」

「え？　……あ、は、はい！」

　俺は慌てて焼きポイタンをつかみ取る。

　すると、もう一人のジャガル人も銅貨を差し出してきた。

「俺もな、あのときは美味くないとか言っちまったが、本当は、もともとタラパが嫌きらいなだけだったんだよ。ギバの肉自体は、べつだん悪くないと思う」

「あ、ありがとうございます」

　新たな『ミャームー焼き』を作製しつつ、俺は再びおやっさんを盗み見る。

　おやっさんの肩を叩いていたジャガル人が、苦笑いを浮かべたまま、太い指で頭をかいた。

「俺はあの肉の匂においが好きになれなかったんだけどな。いま食った肉は全然匂いも気にならなかった。おい、そいつも本当にギバの肉なのか？」

「はい。部位や味付けは違いますけど、ギバの肉です」

「そうか。まあ確かにカロンでもなければキミュスでもなさそうだもんな。こいつは駄目だ。降参だ。……おい、俺にも一つ売ってくれ」

「ありがとうございます」と言おうとした。

　その声は、おやっさんの「ふざけるな！」という怒ど声せいにかき消されてしまった。

　そうしておやっさんはずかずかと近づいてきて、だんっと屋台の台に手の平を打ちつける。

「おい、こいつはいったい、どういうことなんだ!?」

「な、何がでしょうか……？」

「味も匂いも歯は触ざわりも、何もかもが全然別物じゃないか。これが同じギバの肉だなんて、そんな馬鹿げたことが信じられるか」

　すぐにおやっさんの声はいつも通りのボリュームに戻もどったが、それでも無茶苦茶に不機嫌そうで、不満そうだった。

「えーと……この前の料理は、肉を刻んでから丸めなおした料理でしたので、食感が違うのはそのためですね。味や匂いに関しては、ギバ肉の強いクセを抑おさえられるように、果実酒やミャームーに漬けこんでから焼いてみたのです」

　銅貨を差し出された三名様分をこしらえながら、俺はそんな風に答えてみせた。

「この甘さは果実酒の甘さなのか。なるほどな。そういえば、ジェノスでは塩よりも砂糖のほうがいっそう貴重品なんだっけか」と応じてくれたのは、おやっさんではない年配のジャガル人だった。

「ジェノスでは塩しお辛からい味付けが多いからな。この甘あま辛からい味付けを喜ぶやつは多いだろう。……少なくとも、俺は大好きだ」

「あ、ありがとうございます」

　おやっさんを除く三名は、何だか気き恥はずかしそうに笑っていた。こんな小こ僧ぞうに一本取られちまったなあという顔つきだ。

　そして、おやっさんは――屋台の真ん前に陣じん取どりながら、まだ不満の塊かたまりみたいな顔をしている。

「……おやっさん。何をそんなに不満そうにしているのかは知らないが、いつまでもそんなところに突っ立たってると、商売の邪じや魔まになっちまうぞ？」

「あ、今はまだ大丈夫です。ちょうどお客さんも途と切ぎれたようですので」

　これ以上献こん立だてを増やすのは難しいが、改善の余地があるならば改善はしたい。まだおやっさんに何かご意見があるのならば、それは是ぜ非ひとも聞いておきたかった。

　その間に、ララ＝ルウの手から三人のジャガル人に『ミャームー焼き』が手て渡わたされていく。

「ああ、美味いな、本当に！」

「そうだな。こいつは本当に美味い」

「ギバの肉がこんなに美味いなんてなあ。故郷に帰ってみんなに話しても、誰だれも信じてくれないだろうなあ」

　三人のジャガル人たちは、かつての同どう胞ほうたちと同じように、実に満足そうな笑みを浮かべてくれていた。

　すると、その言葉を受けて、ついにおやっさんがその口を開いた。

「……これがギバの肉だと証明できるのか、お前は？」

「え？」

　俺は、きょとんとしてしまった。

「お前は目の前でギバをさばいてみせたわけじゃない。これが本当にギバの肉だと証明することなどできないではないか？」

「何だかまたおかしなことを言いだしたな。少なくともこいつはキミュスやカロンの肉ではないだろう？」

　アルダスが苦く笑しよう気味に取りなしても、おやっさんは譲ゆずらない。

「モルガの山にはギバだけじゃなく、ギーズやムントだっているのだろうが？　この肉がギバだとは限らない」

　すると、今度はおやっさんの後ろで『ミャームー焼き』をかじっていたメンバーが「飯の最中にそんな名前を聞かせないでくれよ」と文句を言った。

「そうだぜ、おやっさん。こんな場所でそんな名前を出すもんじゃない。あんな連中の肉が食えるもんか」

「だったら、マダラマの大だい蛇じややヴァルブの狼おおかみだっている！」

「あのなあ……人間をも喰らうっていうそんな連中の肉がこんなに美味かったら、ギバの肉が美味いことより不思議だろうが？　あんたの言ってることは無茶苦茶だよ、おやっさん」

　呆あきれ返かえったように、アルダスはそう言った。

　すると「……そうか」と、つぶやくおやっさんの声から、いきなり力感が消失してしまった。

　緑色の大きな瞳が、悄しよう然ぜんとした様子で俺を見る。

「それじゃあ、これは本当にギバの肉なんだな……？」

「はい。この前の肉も今日の肉も、すべて残らずギバの肉ですが」

　おやっさんの心情はまったく読み取れぬままに、俺はうなずいてみせる。

　おやっさんは、深々と溜ため息いきをついた。

「……俺が間違っていた」

「はい？」

「ギバの肉を不味まずいと言った俺の言葉が間違っていた。この前の肉を不味いと思ったのは本当のことだが、今日の肉は死ぬほど美味かった。この前の肉が不味かったのは、ギバの肉ではなくお前の腕うでが悪かったのだ」

　それはその通りなのかもしれないが、おやっさんがこんなに打うち沈しずんでしまっている理由がさっぱりわからない。

「俺は、カロンの足肉は薄く切り分けたものしか好かん」

「え？　あ、ああ、はい」

「キミュスの茹ゆでた肉などは論外だ。キミュスは、焼くのが一番美味い」

「はい……」

「ギバの肉にも、美味い食べ方とそうでない食べ方があるという、ただそれだけの話だったのか」

　と、おやっさんはまたこの世の終わりみたいな溜息をついた。

「それなのに、俺はギバの肉などに食べる価値はないなどと馬鹿げたことを言ってしまった。……自分の馬鹿さ加減が恥はずかしい」

「そ、そんなことをお気になさらないでください、お客さん！」

　感情豊かなジャガルの民は、落ち込むとこんな具合になってしまうのか。

　俺は、大いに慌てふためいてしまう。

「あのですね、ああいう風変わりな料理なら、宿場町の皆みなさんの興味をひけるかなという考えだったんですが、きっと、初めてギバの肉を口にする方々には相応ふさわしくない、という一面もあったんだと思うんです。お客さんがそれをはっきり口に出してくださったからこそ、俺はそういう自分の至らなさに気づくことができたんですよ」

「しかし……」

「味付けに関しても同じことです。お客さんの他ほかにははっきりと不満を口にしてくれる方はいなかったので、俺にとっては助言をいただけたようなものです」

　こんな風に自分の心情をさらけだすのが正しいことなのかはわからなかったが、俺は言わずにはいられなかった。

「不味いと言われてしまったときは、とても悔しく感じてしまいましたが。そのおかげで、もっと頭をひねらねばという気持ちになれたんです。お客さんには、とても感謝しています」

「……そうか」と、おやっさんは低くつぶやいた。

「おかげさんで、今度は俺が悔しい思いをすることになったわけだな」

「あ……いやその、申し訳ありません……」

「謝あやまるようなことではないだろう。俺だって、自分が間違っていたことは認めるが、お前なんぞに頭を下げる気はないぞ？」

　そう言って、今度は軽めに台を叩いた。

　そうしておやっさんが手を下ろすと、そこには赤の銅貨が二枚、置かれていた。

「こんな美味い料理だったら銅貨を払ってやる。この後はすぐ仕事なんだから、とっとと作ってくれ」

　そんな風に言いながら、ようやく元のふてぶてしさを取とり戻した顔で、おやっさんは笑ってくれた。




２




　前半戦が終しゆう了りようした。

　といっても、朝一番の猛もうラッシュを切きり抜ぬけただけで、時間的には一時間ていどしか経たっていない。その間に『ギバ・バーガー』は三十四食、『ミャームー焼き』は三十七食が売れていた。昨日と比べても、一・五倍以上のハイペースである。

　そして、普ふ段だんは人通りの少ないこの時間帯に、何だか妙みように人ひと影かげが多い。通行人が増えたわけではなく、石の街かい道どうのそこかしこに人だかりができているのだ。

　道の端はしに集まって、ひそひそと言葉を交わしている集団がいる。隣の飾かざり物もの屋やで商品を物色しつつ、ちらちらこちらをうかがっている女の子たちがいる。道の真ん中に突つっ立って、じっとこちらをにらみつけている親父さんがいる。それらはいずれも、黄おう褐かつ色しよくか象ぞう牙げ色いろの肌はだをした西の民たちだった。

　これまでの野や次じ馬うまたちは、大勢のお客さんたちが散開すると同時に姿を消していたのだが、今日は何やら様子が異なる。ついに西の民たちにとっても、俺たちの店が看過できぬ存在になったのだろう。どうして南や東の民たちが、そこまでギバ肉の料理などに夢中になっているのか。それが不思議でたまらないのだ、きっと。

「なーんか、ひまになっちゃったねー。まさか、この後はずっとこのままってわけじゃないよね、アスタ？」

「うん。人通りが増えるのは中天を過ぎてからだからね。屋台の稼ぎ時は、本当だったらこれからなんだよ」

　しかし、東や南の民たちは、売り切れを危き惧ぐして朝一番に集結してくれているのだろう。今日以降、しっかり昼下がりまで営業することができれば、客足はもう少しばらけてくれるに違ちがいない――あくまでも、しっかり昼下がりまで営業することができれば、であるが。

「うーん、『ミャームー焼き』はもっとめいっぱい準備するべきだったかなあ。まさか朝だけで四十食近くも売れるとは思わなかった……」

「だから言ったじゃなぁい……？　きっと今日も、ひとつ残らず売り切れちゃうんだろうなぁ……」

　隣の屋台から、ヴィナ＝ルウも楽しそうに笑いかけてくる。

「だけど、買いに来るのは本当に南と東の連中ばっかりなんだね。西の民なんて、けっきょくあのちびっこいのしか買いに来なかったじゃん？」

　言いながら、ララ＝ルウは少し苛いら立だたしげな目つきで通りを見回す。

「買う気もないのに、あいつらは何をじろじろ見てるんだろ。感じ悪いなあ」

「あれはあれでいいんだよ。まずは興味を持ってもらえなくっちゃ、試食をしてもらうこともできないからさ。俺にしてみれば、大いなる前進さ」

「ふーん」と応じながら、やっぱり納なつ得とくはいってなさそうなララ＝ルウである。

「さて。客足も落ち着いたみたいだから、今のうちに試食はどうかな？　お腹なかはまだ空いてない？」

「え……そりゃあこんないい匂いを嗅かがされてれば、お腹はぺこぺこだけどさあ。余りがあるんなら、町の人間に売りつけたほうがいいんじゃない？」

「余りじゃなくて、あくまで試食用に準備したものだから気にしなくていいよ。その分のポイタンは俺が焼いてきたから」

　言いながら、俺はそのポイタンを包みの中から取り出してみせた。

「わ、何それ？　すごくちっちゃいじゃん！」

「うん。これは従業員用のポイタンだよ」

『ギバ・バーガー』で使用しているものより一回りも小さい、直径十センチサイズの焼きポイタンである。厚さも薄めで、ポイタンを三分の一ぐらいしか使用していない。

「ちょっと店番をよろしくね。すぐに出来上がるから」

　そうしてパテ用の革袋からは、さらに小さな八センチサイズのパテを取り出す。こちらは厚みが二センチぐらいもあるので、ころころとしており実に愛くるしい。

　そいつを鉄てつ鍋なべで温めてから、俺はミニサイズの『ギバ・バーガー』を二つ分こしらえてやる。

「はい、お待ちどおさま。今日はお客様の目が光っているので、ちょっと屋台から離はなれて食べてくれるかな？」

「ありがとうございます。……とても美味おいしそうですね？」

　シーラ＝ルウが、嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれる。

『ミャームー焼き』の屋台に戻ってララ＝ルウに手渡すと、彼女はルド＝ルウみたいに「にひひ」と笑った。

　そうして二人が右手側のフリースペースに移動して試食を楽しみ始めると、案の定、ヴィナ＝ルウが悲しげな目つきで俺を見つめてきた。

「ちゃんとヴィナ＝ルウの分もあるから、今は我が慢まんしてください。三人いっぺんに屋台を離れるわけにはいかないでしょう？」

「え……わたしも食べていいのぉ……？」

「はい。せっかく人手も増えたことですし、これからは毎日まかない用に何かしらを準備してきますよ」

　そんな風に俺が応じると、二メートル以上も離れた位置から、ヴィナ＝ルウが右手をめいっぱいにのばしてきた。

「……届かなぁい……」

　それは届かないでしょうねえ。

　というか、嬉しくなったら俺の衣服をつままなくてはならないという約束事でもあるのだろうか。

　そんなことを考えながら、俺は外に出しておいた火ひ鉢ばちを『ミャームー焼き』の屋台にセットして、木皿に残っていた肉とアリアを温めなおす。

　で、こちらはポイタン半個分の生き地じを使って、小さな小さな『ミャームー焼き』をこしらえてやった。

「ララ＝ルウ、今日は初日なんで両方食べてもらいたいんだけど、まだ食べられそうかな？」

　するとララ＝ルウがてけてけと走り寄ってきて、俺の背中をおもいきり引っぱたいてから、「食べられるに決まってるじゃん！」と宣言した。

　ララ＝ルウにしてみれば友好的なスキンシップなのだろうが、なかなかの痛つう撃げきである。

　そうしてその後は俺とヴィナ＝ルウも一食分ずつまかないを食べて小腹を満たしたが、その間は単独のジャガル人が『ミャームー焼き』を一つ購入していったぐらいだった。

　ただし、道みち端ばたにたむろする西の民は、じわじわとその数を増やしていっている感じがする。大きな声を張り上げることも、屋台を離れてお客を呼び込むことも禁止されている身なので、何とかもうちょっとだけでも近づいてきてくれないかなあとか考えていると、街道の北側から見覚えのある集団が接近してきた。

　五名ばかりの、革マントの一団である。そのうちの四名は『ギバ・バーガー』の屋台へと向かい、一名だけがこちら側の屋台で止まる。

　フードを外すと、それはやっぱり《銀の壺つぼ》のシュミラルだった。

「アスタ、遅おそくなりました」

「いらっしゃいませ！　お買い上げですか？」

「いえ。今日、あちらの料理、順番です」

　それではどうしてこちらの屋台に寄ってきたのだろうと問おうとしたら、「店主、アスタ、挨あい拶さつです」と言われてしまった。

　初顔のララ＝ルウに会え釈しやくをしてから、シュミラルの黒い瞳がふっと作業台のほうに向けられる。

「……その刀」

「はい？」

「見たことない形です。西ですか？」

「いえ。これは俺の故郷の刀です」

「故郷、どこですか？」

「……日本という国です。そんな国は聞いたこともないと、いつもみんなには言われてしまうのですが」

「にほん。私、知りません」

　俺おれと言葉を交かわしつつ、シュミラルの瞳はずっと三徳包丁に固定されたままだった。

「その刀、美しいです。もっと見る、いいですか？」

「え？　……いや、料理で使う器具をお客様にさわらせるのはちょっとまずいかなと」

「さわる、不要です。見る、いいですか？」

　これはどうしたものだろう。

　別にこのシュミラルなんちゃらという御仁に不ふ審しん感は抱いだいていないのだが、何せ感情を表してくれないシムの民なので、不安を感じなくもない。

　俺は数秒ほど迷ってから、黒こく檀たんの柄つかをつかみ、刃は先さきを真下に向ける格好で、胸の高さにかざしてみせた。

　長身のシュミラルは少し腰こしを落とし、三徳包丁の刀身をじっと見つめる。

「……美しいです。素す晴ばらしい技術です」

「ありがとうございます」

「大事に使っている、わかります。素晴らしい道具、大事に使わない、素晴らしい、なくなります」

　これを大事に使っていたのは、俺ではない。

　もちろん俺だって、自分の知識と経験を総動員させて、この世界の使いなれぬ砥と石いしで丁てい寧ねいに注意深く手入れをしているつもりではあるが――二十年もの歳さい月げつ、この三徳包丁を大事に使っていたのは、親父だ。

　何だか無茶苦茶に感傷的な気持ちを引きずり出されてしまいそうになったので、俺は無言のまま三徳包丁を作業台の上に戻させていただいた。

「鉄、ジャガル、有名です。ジャガル、鉄、たくさんです。シム、鉄、少ないです」

「あ、そうなのですか」

「シム、鉄、貴重です。だから、鉄、大事です」

　言いながら、シュミラルは革マントの内側から一本の短刀を取り出した。

　黒くろ革かわの鞘さやに収められた、二十センチ強の短刀である。長さは三徳包丁と同サイズだが、身み幅はばは倍ぐらいもありそうだ。柄は黒い木でできており、うっすらと渦うず巻まき模様が彫ほりこまれているのがわかる。

「鉄、大事。シム、刀職人、生命、吹ふき込みます」

　たとえ鉄が豊富にあっても、刀かたな鍛か冶じというのはそういう職業なのではないだろうか。

　だけど――確かにその刀からは、何か心をひきつけられるような気配を感じた。

「私たち、刀、ジェノス、売っています」

「あ、この刀も商品なのですね」

「鉄、刀、ジャガル、有名です。でも、シム、刀、優すぐれています」

　それは、感情を表さないシム人なりの対たい抗こう意識なのだろうか。

　シュミラルは、ほんの少しだけ困こん惑わくしたように切れ長の目をしばたたかせる。

「ジェノス、料理人、シム、刀、使う、多いです」

「料理人……？」と、そこで俺はようやくピンときた。

　この宿場町に、専門職としての料理人は存在しない、と聞いている。そんなものが存在するのは、石いし塀べいの内側だけなのだ、と。

「もしかして、これは調理用の刀なのですか？」

「そうです」

「あなたたちは、もしかして――ジェノスの城下町でも商売をしているのですか？」

「そうです」

　そういえば、シュミラルたちは今、北の方角から歩いてきた。

　それに、営業初日に俺の店を訪おとずれてくれた《銀の壺》のメンバーも、北の方角から歩いてきたではないか。

　彼らはみんな、北側にあるジェノスの城下町からの帰り道であったのか。

「……ジェノスの城下町の料理人は、みんなシムの刀を使っているのですか？」

「みんな、違います。でも、多いです」

「その刀を、少し見せていただいてもよろしいですか？」

　すると、シュミラルはほんの少しだけ口もとをほころばせた。

「アスタ、見てもらう、嬉しいです」

　そして、刀の柄を俺のほうに差し出してくる。

　べつだん、城下町の料理人たちがどのような刀を使っていても、俺には関係ない。そしてまた、見習い料理人の俺などに、そこまで刃は物ものの善よし悪あしがわかるわけもない。

　しかし、親父の三徳包丁を素晴らしいと評したシュミラルが、シムの国の誇ほこりだと言わんばかりに取り出したこの刀には、やっぱり興味をそそられてしまった。

　ちょっと息を詰つめながら、黒革の鞘から抜き放つ。

　刀身がほぼ長方形の形をした、片かた刃はの刀だった。

　身幅は八センチていどで、厚みは普ふ通つうの包丁よりも少し薄い。峰みねの先が少し丸くなっているので、形状としては関西で好まれるという鎌かま型がた薄うす刃ば包丁に似ていた。

　銀色の刀身の側面には、よく見なければわからないぐらいの精せい緻ちな渦巻き模様が刻み込まれている。さわってみても凹おう凸とつなどは全然感じられないぐらいの、薄い細工だ。これなら食材の断面におかしな影えい響きようを与えることもないだろう。

「……野菜用の調理刀ですね」

「そうです」

　片刃で、しかもこれだけ薄刃なのだから、それはそうなのだろう。

　とにかく、綺き麗れいな刀だなと思った。

　それに、黒檀とよく似た木の柄も、実にしっくりと指先になじむ。

「どうぞ、切ってください」

「え？　売り物なのに、いいのですか？」

「切らねば、切れ味、わかりません」

　シムに限らず、この世界において鉄器は高額品である。少なくとも、食材と比べれば高額だと思う。だから、おいそれと新しい調理刀などを購こう入にゆうすることはできないのだが――しかし、この美しい刀がどのような切れ味を有しているかは、確かめておきたい気がした。

「それじゃあ、少しだけ――」

　まだ手をつけていなかったティノの葉を折って重ねて、千切りにしてみせる。

　切れ味は、申し分ない。

　この世界の調理刀も、ルウ家のかまどで少しだけ試ためさせてもらったことがあるが、少なくとも、それとは比べ物にならなかった。端たん的てきに言って、親父の三徳包丁にも劣おとるものではない。

　もちろんこれは野菜専用の調理刀であるのだから、それが本来のあるべき姿であるのだが、しかし、ルウ家の菜切り刀が三徳包丁の切れ味にまさることはなかったのだ。

「……確かに、素晴らしい刀だと思います」

　シュミラルはうなずき、小さな布地を携たずさえつつ、逆の手を俺に差し出してきた。

　俺は未使用の木皿にいったんその刀を置いてから、柄のほうを相手に差し出してみせる。

　シュミラルは、実に優ゆう雅がな手つきでその刀身を清め始めた。

「新しい調理刀を買うには、もっともっと稼かせがなくてはなりませんけど……その刀は、おいくらなのですか？」

「白、二十枚です」

　かつて購入した鉄鍋と、ほぼ同額だ。

　たしかこの町の刃物屋で売られていた菜切り刀は、白が四枚に赤が五枚であったから――やはり、上等な品にはそれなりの値がつけられる、ということなのだろう。それは、きわめて正しいことだと思う。

「……もし、アスタ買うなら、白、十八枚です」

「え？」

「私たち、青の月、ジェノスいます。買うなら、声、かけてください」

「……わかりました。ありがとうございます」

　俺は、笑え顔がおでうなずいてみせた。

　シュミラルもまた口もとをほころばせそうになり――それから、すっと無表情に戻る。

「空腹です。ぎばばーがー、食べます」

「はい。毎度ありがとうございます！」

　シュミラルはうなずき、隣となりの屋台へと移動していく。その姿をうろんげに見送りつつ、ララ＝ルウが俺に囁ささやきかけてきた。

「何あれ？　あんな小さな刀一本で白銅貨十八枚なんて高すぎじゃない？」

「うん。だけど俺なら、ああいう刀を欲ほしいと思っちゃうなあ」

「……だったら、買えば？　今までに何百枚も銅貨を稼いでるんでしょ？」

「何百枚っていっても、そのうちの半分ぐらいは諸経費で消えちゃうけどね」

「そんなのいいじゃん。毎日馬鹿みたいに稼いでるんだから、使わないと銅貨で家の床ゆかが抜けちゃうんじゃない？」
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　いくら何でもそれは言いすぎだが、しかしこのまま何事もなく商売を続けていければ――もしかして、あんな刀を買えるぐらいの富を得ることもできるのだろうか。

　いやいや、物欲を発現させるのはまだ早い。いまだに毎日が綱つな渡わたり状態なのだから、今はしっかりと足もとを固めるべきだ。

　だけど――と、ついつい考えてしまう。

（だけど、俺がこの世界で欲しいものといったら、調理器具ぐらいしか思いつかないもんなあ）

　アイ＝ファは、何を欲ほつするのだろう。

　それこそ日常品の他には何一つ買ったことのなさそうなアイ＝ファである。俺以上に、余よ剰じような銅貨の使い方などわきまえていなそうだ。

（こっそり髪かみ飾かざりとか買っていったら、ほんとに叩きのめされるのかなあ）

　朝一番のラッシュを終えて、スン家の人間から急きゆう襲しゆうを受けることもなく、そんな妄もう想そうにひたれるぐらい平和な中天前のひとときだった。
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《銀の壺》のシュミラルたちが帰っていくと、シーラ＝ルウに「アスタ」と呼びかけられた。

「ぎばばーがーは残り一個です。もう新しいタラパを温めてもいいのですよね？」

「ああ、はい、お願いします。その一個と試食分のパテは木皿によけておいてくださいね」

「はい」

「ララ＝ルウ、またちょっと店番をお願いするよ」

「うん」

　俺は『ギバ・バーガー』側の屋台に移り、シーラ＝ルウとヴィナ＝ルウのお手並みを拝見することにした。

《銀の壺》が現れた時点で、すでにタラパは刻んでいたらしい。ヴィナ＝ルウがなれた手つきで火鉢に薪まきを追加して、シーラ＝ルウが鉄鍋にタラパを投入していく。

「……アスタ、タラパがあまり減っていないので、二個も入れると多すぎるかもしれません」

「ああ、そうですね。これなら一個で十分かな？」

「そう思って、一個だけ刻んでおきました」と、シーラ＝ルウがにこりと微笑む。

「それなら、アリアと果実酒も半分でいいのですね？」

「そうですね。お願いします」

　タラパのソースが、くつくつと煮にえていく。

　昨日よりもほんのちょっとだけミャームーを増やしたので、香かおりの強さもちょっとだけ強まっている。

　この香りだけで、所在なさげにたむろしている西の民たみたちを引き寄せることはできないものか――そんなことを考えていると、まるでそれに呼応するかのように近づいてくる人影があった。

「やあ。今日も来たよ。ついでに友達も連れてきてあげたからね」

　昨日のやんちゃな若者集団の紅一点、ユーミである。

「あ、これはどうもありがとうございま……」と、そこで思わず絶句してしまう。ユーミの背後に控えていたのは、彼かの女じよと同じ年とし頃ごろの若い娘むすめさんばかりであったのだ。

　人数は四名。みんな象牙色の肌をしており、ユーミと同じくカラフルな胸あてに足首までの巻きスカートといういでたちをしている。これが西の町の娘さんの定番ファッションなのだろうか。

「あれ？　これってタラパじゃん。ミャームーの匂いもするけど、昨日とは違う料理なの？」

「はい。昨日の料理は隣の屋台で売っています。今ちょっとこちらの料理は追加分を作っている最中ですので、それが完成したらまた味見をしていただけませんか？」

「うん！　じゃあそうする」

　昨日はガラが悪いなあとか思ってしまったが、にこにこ笑っていると、やはりだいぶん印象が違って見えた。ちょいと色気は過か剰じよう気味だが、表情なんかはわりかし無む邪じや気きそうなのである。

「アスタ、タラパが煮えたようです」と、シーラ＝ルウに控えめな声で呼びかけられる。

「了りよう解かいです。それじゃあ最後の味付けを……」と、手をのばしそうになりながら、俺はそこで思おもい留とどまった。

「……最後の味付けを、お願いできますか？」

「え？」

　きょとんと目を丸くするシーラ＝ルウに、ぶしつけでないていどに口を寄せる。

「シーラ＝ルウの感覚で岩塩とピコの葉を入れてみてください。足りないなと思ったら俺が付け加えますし、入れすぎてしまったら、タラパを増やして調節します」

「……はい。わかりました」

　これも仕事の内なのだろうと思ったのか、シーラ＝ルウの目に迷いはなかった。

　うなずきながら、俺はお客さんを振り返る。

「それじゃあ、先に昨日の料理を試食してみますか？」

「そうだね。あたしはもうわかってるから、他のみんなに食べさせてあげて」

　すると、けっこう怯おびえ気ぎ味みの顔つきで俺たちのやりとりを見守っていた娘さんの一人が、「ちょ、ちょっと、ユーミ……」と声をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶだってば！　さんざん説明したでしょー？　ほんとに美味おいしいんだから、騙だまされたと思って食べてみなって！」

「でもぉ……」「だってぇ……」と娘さんたちは象牙色の身体からだをくねらせる。

　構図としては、ドーラの親おや父じさんが布屋と鍋なべ屋やの親父さんがたを引き連れてきてくれたときと同一なのだが。何であろうか、この空気感の相そう違いは？

　そういえば、祖国から遠く離れたこの地において、南や東の民は青年以上の男性がほとんどであったので、若い女性の顧こ客きやくというのは、ターラとこのユーミという娘さんぐらいしか存在しなかったのだ。

　そのせいなのか何なのか、俺はお年頃の娘さんの集団を前にして、むやみに扱あつかいづらい感じがしてしまった。

　今までそんな風に考えたことはなかったのだが、もしかしたら、このひと月あまりで森辺の質実な生活に感化されてきたのかもしれない。

　俺自身が質実であるかは置いておくとしても、森辺の民は、みんな質実だ。女衆だって例外ではない。さんざん女衆に囲まれてかまどの番をつとめてきた俺をして、町の娘さんたちのなよやかな振ふる舞まいや黄色い声などは、なかなかの負ふ荷かであるということが判明したのである。

　とはいえ、相手はお客様だ。俺はにこやかに、「良かったらそちらにどうぞ」と『ミャームー焼き』の屋台を指し示してみせた。

　そして、また素す早ばやくシーラ＝ルウに耳を寄せる。

「どうですか？」

「はい。……味見をお願いします」

　緊きん張ちようしきった表情のシーラ＝ルウにうなずき返し、木き匙さじでソースの味をみる。

　問題は、ない。

　数回味見をしただけの味を再現できるというのは、もう持って生まれたセンスなのだろう。今まで調理に重きを置いていなかった森辺において、やはりシーラ＝ルウは希少な存在なのだと思われる。

「大丈夫ですね。それじゃあ、パテを温めてください」

「……はい」と、シーラ＝ルウは安あん堵どの息をついた。

　こうして他のメンバー以上の気苦労をかけさせてしまった分は、いつか報むくいてあげねばなと思う。

「さて」と、お客様のほうに向き直ると、娘さんたちはまだ身体をくねらせながら「でもぉ……」「やだぁ……」と、やっていた。

　でもじゃねえよ、とか内心で思ってしまう、半人前の俺である。

　ユーミも面めん倒どうくさそうな顔つきで褐かつ色しよくの長い髪かみをかきあげている。

「ったく、肝きもっ玉たまがちっちゃいなあ。えーと……あ、あんた、名前は何だったっけ？」

「俺ですか？　俺は、アスタです」

「アスタか。面おも白しろい名前だね。ねえアスタ、やっぱりあたしにもういっぺん味見をさせてよ。そしたらあの子らも覚かく悟ごが決まるだろうから」

「はい。お気き遣づかいありがとうございます」

　俺は笑顔で応じたが、ユーミは少し眉まゆをひそめた。

「……アスタって、何なん歳さい？」

「はい？　俺は十七歳ですが」

「だったら、あたしより一つ年上じゃん。そんな堅かた苦くるしい言葉じゃなくてもいいよ」

「いえいえ！　お客様に失礼な言葉は使えませんので！　……さあ、こちらへどうぞ」

「……ちぇっ」と、すねたように舌を鳴らしながら、ユーミも『ミャームー焼き』の屋台の前へと移動した。

　離れてはならじとばかりに、四名の娘さんたちも身を寄せ合いながら追従してくる。

「あれ？　ララ＝ルウ、火をいれてくれたのかい？」

「んー？　肉を温めなおすかと思ってさ。余計だった？」

「いや、素晴らしい判断だね。それでは少々お待ちくださいませ」

　木皿には、まだ試食に十分な量の肉が残っていた。

　そいつを鉄鍋に戻してほんの少しだけ漬つけ汁じるをふりかけると、ミャームーと果実酒の匂いがもわんと広がる。

「どう？　いい匂いでしょ？」と、ユーミが手て柄がら顔がおで娘さんたちを振ふり返った。

　娘さんたちは、一箇か所しよに集まってもにょもにょと蠢うごめいている。

　怯えていることは怯えているようだが、そんなに深刻な恐きよう怖ふ心しんは感じられない。少なくとも、かつての布屋や鍋屋の親父さんたちは、もっとはっきり怯えていたと思う。

　ジェノスに住んでいる時間の長さか、性別か、年ねん齢れいか――何かしらの要因があるのだろう。

「お待たせしました。さあ、どうぞ」

「ん、ありがと」と、ユーミは恐おそれ気もなく肉にく片へんを口に放ほうり入れた。

「あー、やっぱ美味しいね！　ね、あっちのタラパのやつとどっちが美味しいのかな？」

「それは人それぞれだと思いますが、もしかしたら女性にはタラパのほうが口に合う人が多いかもしれません」

「それならやっぱり味見をしなきゃなあ！　……あんたたちは？　けっきょく食べないの？　まさか、ギバを食べたら身体が黒くなるとか信じてるわけじゃないんでしょ？」

　それでも娘さんたちはもじもじしていた。

　すると、その背後から別の者たちが屋台に近づいてきた。

「なあ……それって、銅貨を払はらわなくてもいいのか？」

　象牙色の肌をした若者の二人組である。

　ただし、俺に対してではなく、ユーミに向かって話しかけている。

「うん？　ああ、そうだよ。これで味見して、気に入れば銅貨を払って買えばいいんだってさ」

「そうなのか……」と、今度は気弱そうに俺を見てくる。

　すかさず俺は、笑顔を振りまいた。

「どうぞ。あちらの屋台の料理とは全然味が違いますので、良かったら食べ比べてみてください」

「どうする？」「どうしよう？」と、若者たちももじもじし始めた。

　そこに、「アスタ、こちらの肉も温まりました」と、シーラ＝ルウが告げてくる。ユーミは、「やったあ！」とそちらに駆かけ寄よっていった。

「ギバ肉はとても美味しいですよ？　どちらも俺の自信作……って、うわあっ！」

「うひゃあっ！」

「はわあっ！」

　俺を含ふくめた男子三名の悲鳴がこだました。

　悩なやめる若者二名の間から、恐きよう鳥ちようトトスがにゅうっと長い首を突き出だしてきたのだ。

「失礼した」と、高い位置から無感動な声が降ふってくる。

　屋根が邪魔だったので屈かがんでみると、何とトトスの背に旅装束のシム人が乗っていた。

「ちょっと！　町の中でトトスに乗るのは禁止だよ！」

　と、ユーミがキイキイ声を張り上げると、また「失礼した」と言い、石いし畳だたみにふわりと降り立つ。

　革のマントや黒い顔が、少し砂さ塵じんで汚よごれている。北の果てから駆けてきた旅人なのだろう。その旅人のシム人は、屋台の看板と試食用の木皿をゆっくり見比べた。

「……ギバ？」

「そうです、ギバ肉の料理です。良かったら、こちらで味見をしてみてください」

　めげずに呼びかけつつ、木皿を指し示す。

　どうやらきちんと西の言葉は通じるらしく、シムの旅人は一つうなずいて爪つま楊よう枝じを手に取った。

「あちらもギバの料理ですよ。あちらはタラパを使った少し珍めずらしい料理です」

　旅人はまたうなずいて、トトスとともに屋台の前から去っていく。

　すると、その行き先から野太い男の声が響ひびきわたった。
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「うわ！　トトス連れで屋台を回るなよ！　そんなもんはさっさとトトス屋に預けてこい、シム人め！」

　いつのまにやら、そちらの屋台ではジャガル人のお客様が『ギバ・バーガー』を購入していたのだった。

　シム人は、また「失礼した」とか言いながら、それでも試食の木皿に手をのばす。

「まったく、シム人ってのは、どいつもこいつも……」と、忌いま々いましそうにつぶやきながら、トトスを避さける格好でジャガル人がこちらに寄ってきた。

「あれ？　何だよ？　まさかそっちもギバ料理の屋台なのか？」

「あ、はい。今日から屋台を二つに増やしたのです」

「ミャームーのいい匂においがすると思ったら、そっちの匂いだったのか！　何だよ、別の料理なのかよ？」

「そうなんです。良かったらご試食してみませんか？」

　男はずかずかと近づいてきて、もじもじしている若者たちを肩かたで押おしのけてから、爪楊枝を手に取った。

　そうして、「うわ」と目を丸くする。

「こっちもやたらと美う味まいじゃないか……何だよ、気づかないであっちのを買っちまったよ……」

「申し訳ありません。良かったら、こちらの商品とお取り替かえしましょうか？」

「だけど、こいつも食べておきたいんだ……」と、無念そうに顔を伏ふせてから、キッと俺をにらみつけてくる。

「もういい！　わかった！　そいつも一つくれ！　どうせ日が暮れる頃ころには店を閉めちまうんだろ？　だったら晩飯を減らして、いま美味いものを食ってやる！　銅貨は何枚だ？」

「あ、赤銅貨が二枚です」

「安いな。二つで四枚なら、何てことはねえや」と、最後は満足そうに笑って、銅貨を屋台の台に置く。

「ありがとうございます！　少々お待ちくださいませ」

　すると今度は、「何だあ、ギバ肉の料理だとお？」という野や卑ひな声が聞こえてきた。

　黄褐色の肌をした三人の男たちが、あちらの屋台の前に立ちはだかっている。腰に刀や手て斧おのをぶら下げた、ごろつきのような男たちだ。

「そんなもんがジェノスで売れるかよ？　銅貨が欲しいなら、その色っぽい顔と身体を使えばいいじゃねえか？」

　刀や手斧ばかりでなく、その手には果実酒の土ど瓶びんがさげられている。

　思わず俺が足を踏ふみ出しかけると、ララ＝ルウに腕うでをつかまれた。

「ほっときなって。アスタが行ったって何にもならないじゃん？　ヴィナ姉にまかせておきなよ」

「いや、だけど……」

「女衆だけで町を歩いてたら、あんなのしょっちゅうなんだから。あれぐらいなら、あたしやシーラ＝ルウでも追おっ払ぱらえるよ」

「……馬ば鹿かな連中だな。森辺の民を敵に回す覚悟なんざないだろうに」

　と、ジャガルのお客さんも平然とした様子でまぐまぐ『ギバ・バーガー』を頬ほお張ばっている。

「いいから、とっとと作ってくれ。食い終わったら、仕事に戻もどらんといかんのだ」

「は、はい……」と、俺は後うしろ髪がみというかこめかみの髪を引っ張られるような心情で鉄鍋にアリアを落とした。

　ヴィナ＝ルウたちの声は今一つ聞きとれぬままに、ときたま男たちの「何だとお？」「ふざけるな！」という蛮ばん声せいが響きわたってくる。

　そうして肉が焼きあがり、『ミャームー焼き』を完成させた頃には、その男たちはそれぞれの手に『ギバ・バーガー』を握にぎりながら、とぼとぼと道を引き返すことになった。

「ね？　特にヴィナ姉は絡からまれやすいから、あんなの慣れっこなんだよ」

　大したものだ、と息をついていると、ずっともじもじしていた二人の若者たちが「あの……」と気弱げに呼びかけてきた。

「あ、味見をしてみてもいいですか……？」

「はい！　もちろんです！」

　見てみると、娘さんたちは『ギバ・バーガー』のほうで味見をしていた。一足先に購入を決めたらしいユーミは、料理をぱくつきながら笑顔でヴィナ＝ルウに話しかけている。

　そして若者たちは「わ……美味くないか、これ？」「ちょっと固いけど、臭くさくはないな？」と、ぼしょぼしょ小声で感想を言い合い始める。

　なかなかにシャイな若者たちである。

「良かったら、あちらの屋台のほうも試してみてください」

　と、そこに新たなシム人がやってきて、無言で銅貨を差し出してくる。

「あ、ありがとうございます！　少々お待ちくださいませ！」

　何だか妙に慌あわただしい。

　そのように思って空を仰あおいでみると、太陽はとっくに中天に差しかかっていた。

　いつのまにやら二時間ほどが経過して、後半戦がスタートしていたのだ。

　そしてスタートすると同時に、それほど遠くない位置にすでにゴールラインは見えてしまっていた。

『ギバ・バーガー』も『ミャームー焼き』も、二名の若者と四名の娘さんたちが購入を決断した時点で、残りはそれぞれ二十食を大きく切ってしまっていたのである。

「ああ、こいつが宿屋で噂うわさになってたギバの料理かあ」と、ジャガルの民が寄ってくる。同じ数だけ、シムの民も無言でやってくる。朝一番のような勢いではないが、その代わり、屋台の前が無人であることはほとんどなくなった。

　そのほどよい客入りこそを待ち受けていたのか、象牙色の肌をした人々も、少しずつ屋台に近づいてきてくれた。

　もちろん、そのすべての人々が購入してくれたわけではない。半数ぐらいは試食もせずに引き返してしまったし、試食だけして逃にげるように立ち去る人々も少なくはなかった。

　しかし、何人かの人々はこわごわと料理を買っていってくれた。

「ねー、これってギバなのー？」と呼びかけてくる子供たちもいた。

　ターラよりも小さな五、六歳ぐらいの幼子の集団だ。

「そうだよ。味見してみるかい？」と、木皿を差し出してみせると、きゃーっと楽しそうな声をあげて離り散さんしてしまった。

　が、またちょろちょろと集合して、おっかなびっくり屋台に近づいてくる。

「味見だけなら無料だよ。良かったら食べてみてくれないかなあ？」

「でも……ギバを食べると、角が生えてくるんでしょ？」

「色が真っ黒になっちゃうんでしょ？」

「んー？　俺はもうひと月以上もギバばっかり食べてるけど、まだ角は生えてきていないなあ」

　そして、隣のララ＝ルウを指し示してみせる。

「ほら、こっちのおねえさんも角は生えてないだろ？　だからきっと大丈夫だよ」

　それで子供たちは味見だけして、「おいしー！」と大声をあげながら通りの向こうに走り去っていった。

「……あんなちっちゃな子供たちは銅貨なんて持ってないんじゃない？」

「いいんだよ。美味しいと思ってもらえたなら万ばん々ばん歳ざいさ」

　商品は、じわじわとその数を減じていった。

　先に尽つきたのは、『ミャームー焼き』のほうである。中天を過ぎてから、およそ一時間後。残り二食といったところで、シム人のお客さんを三名迎むかえることになったのだ。

「申し訳ありません！　残りは二食分なのです。あちらのタラパの料理はまだいくつか残っているのですが……」

　シム人たちは無表情のまま、ひそひそと囁きかわす。

　そして、その内の一名が『ギバ・バーガー』のほうに移動して、残りの二名が銅貨を差し出してくる。

「ありがとうございます。少々お待ちくださいませ」

　ついに、ゴールだ。

　後は綺麗に締しめくくることができるかどうかである。

　最後の『ミャームー焼き』をお客さんに渡わたしてから、屋台の火の始末はララ＝ルウに託たくして、俺は隣の屋台に駆け寄った。

「シーラ＝ルウ、そちらは残り何個ですか？」

　シーラ＝ルウが答えかけたが、それと同時に、試食をしていた西の民の若者が、「よ、よし、一つくれ！」と声をあげた。

　実になめらかな手つきでシーラ＝ルウが『ギバ＝バーガー』を作製し、ヴィナ＝ルウが銅貨と引ひき換かえにそれをお客さんに手て渡わたす。

　そうしてお客さんが途と切ぎれたところで、二人は同時ににっこりと笑いかけてきた。

「これで終わりです」

「おしまいよぉ……」

　朝から数えて三時間強。もともと設定していた営業時間に二時間ほどの余よ裕ゆうを残し――それでもきっちりと百二十食分の商品を完売し、五日目の営業は終わりを告げることになった。
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　屋台の火を落としたら、あとはすみやかに撤てつ収しゆう作業だ。

　まな板や木皿や余った野菜などを袋ふくろに片付けつつ、ヴィナ＝ルウが楽しそうに笑いかけてくる。

「……やっぱり売り切れちゃったわねぇ……？」

「本当ですね。はっきり言って、実感がありませんよ」

　実感はないが、現に銅貨は山積みになっている。白銅貨を使うお客はほとんどいらっしゃらないので、銅貨用の布ぬの袋ぶくろがえらいことになってしまっているのだ。

　百二十食分の料理を完売。赤銅貨二百四十枚の売り上げである。

　本当に、恐ろしいばかりの金額だ。

「とりあえず、屋台を返しに行きましょう。……あ、でもこの金額だと、先に両りよう替がえ所じよに寄ったほうが良さそうですね」

　二百枚以上の銅貨ともなると、一・五キロぐらいの重量になってしまうのだ。これは早々に白銅貨と両替する必要がある。

　森辺の民を相手に略りやく奪だつをはたらくような者はいないという話であったが、用心だけは怠おこたらぬようにして石の街かい道どうを進んでいく。

　もっとも人で賑にぎわっている時間帯に屋台を押して歩いているのだから人目をひいてしかたがないが、五日目ともなればもう慣れっこだ。

「よう、店じまいか？　今日は一番ゆっくりだったな」

「おい、明日からもよろしく頼たのむぜ？」

　などと温かい声をかけてくれるのは、いずれもジャガルの民たちである。

　ただ、シムの民たちも時おりひっそりと会釈をしてくれる。

「あ、ドーラの親父さん、体調は大丈夫ですか？　これを返したら、またそちらに顔を出しますので」

「やあ、お疲つかれ様さま。……大丈夫だよ。別に身体がおかしいわけじゃないんだ」

　いつもの場所で敷しき物ものの上に野菜を並べたドーラの親父さんは、確かにいくぶん顔色がすぐれず、笑顔もちょっと弱々しいように感じられた。

　心配だが、今はとにかく銅貨を両替し、屋台を返へん却きやくせねばならない。

　両替所は、露ろ店てん区域と宿屋のエリアのちょうど真ん中に存在する。衛兵に守られた、なかなか堅けん牢ろうな建物である。俺は両替所と呼んでいるが、本業は銅貨の貸付屋であるらしい。

　両替だけなら手数料も生じないが、もちろん善意や道楽で貸付屋がそのような仕事を請うけ負おっているわけではない。宿場町における銅貨の流通がなめらかに執とり行おこなわれるように、ジェノスの領主がその仕事を託しているのだそうだ。

　日に日に増えていく我わが店の売り上げにどのような感かん慨がいを抱いているのか。表情を押し殺ころした貸付屋の親父さんに手続きを頼み、俺は二百枚の赤銅貨を二十枚の白銅貨に交こう換かんしていただいた。

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で屋台を返却し、荷物も一時的に預かってもらい、ミラノ＝マスにひとにらみされてから、露店区域にＵターンする。

「そういえば……あのカミュア＝ヨシュっていう男、今日は姿を現さなかったわねぇ……？」

「あ、そういえばそうですね。忙いそがしさのあまり、忘れてました」

　カミュア＝ヨシュも、スン家も現れなかった。おかしな騒さわぎが勃ぼつ発ぱつすることもなかった。そうして、百二十食もの料理を完売させることができたのだ。本当に、理想的と言っていいぐらい平和な一日であっただろう。

　賑やかな宿場町を闊かつ歩ぽしながら、ヴィナ＝ルウは色っぽく肩をすくめる。

「まあ、見なくて済むなら、見ないほうがいいけどねぇ……でも、見えないところで悪わる巧だくみをしているのかも、とか考えると、どっちもどっちよねぇ……」

「へえ。ヴィナ＝ルウはカミュアがお嫌きらいなんですか？」

「何を考えてるかわからない人間は、嫌いだわぁ……だから、アスタのことは大好きよぉ……？」

　俺はそんなにわかりやすいのだろうか。

　何はともあれ、まずはドーラの親父さんの店へ向かうことにした。

「やあ。今日は賑やかだねぇ」

　やっぱりちょっと弱々しい感じで、ドーラの親父さんが俺と三人の女衆を迎えてくれる。ターラの姿は、見当たらないようだ。

「ずいぶんお加減が悪いみたいですね。何かご病気……というわけではないのですか？」

「ああ、俺が病気になんかなるもんか」

　言いながら、親父さんは力なく首を振った。

「実はね……今日の朝、落とし穴にギバが掛かかってたんだよ」

「え？」

「ギバに野菜を襲おそわれないように、畑の周りにはいくつも罠わなが仕し掛かけてあるんだ。それでも今朝はけっこうやられちまったけど……一頭だけ、間ま抜ぬけなギバが落とし穴にはまっていたのさ」

「……そうなんですか」

「ああ。掛かったからには、始末しなきゃならない。穴の上から、みんなでグリギの槍やりで突つき殺したんだけど……そんな日は、どうにも肉を食う気になれなくってね。あのものすごい声が耳にもこびりついちまって……思い出しただけで、身体が震ふるえそうになる」

　そして親父さんは、その肉付きのいい身体を本当に震わせた。

「森辺の狩人かりうどってのは、すごいよなあ。森の中でギバと遭そう遇ぐうするなんて、そんなの悪夢そのものじゃないか。俺おれはきっと見ただけで腰こしを抜ぬかしちまうよ。……あんな化け物と、俺は戦えない」

「俺も無理ですね。狩人っていうのは、本当にすごいと思います」

　アイ＝ファは、今日も無事であろうか。

　早く家に帰って、アイ＝ファの元気な姿が見たい。

「それにしても、先月から今月にかけては、やたらとギバが多くないかい？　俺のとこはまだましだが、もっと森辺に近いあたりでは、首をくくりたくなるぐらいの被ひ害がいが出ているらしいよ？　ひどいところじゃあ、収しゆう穫かく前まえのアリアを根こそぎ食い尽くされちまったらしい」

　そう言って、親父さんは悄しよう然ぜんと首を振る。

「何だか年々、被害は大きくなってるみたいだ。まさか、俺の爺じいさんの代みたいにまた昼も夜もかまわずに森からギバがあふれかえっちまう、なんてことにはならないよなあ……？」

「大丈夫だとは、思います。だけどやっぱり、ギバは増えているみたいですね」

　あるいは、狩人としての仕事を果たしていない森辺の民が増えているのか。その真相は、謎なぞのままだ。

「まだ森辺の民がいなかった時代には、俺たちみたいな農園の人間が集められて、ギバ狩がりの真ま似ね事ごとをやらされてたらしいんだよ。それで大勢の人間が、ギバに突き殺されたらしい……俺の爺さんも片足をやられて、死ぬまで杖つえをついていた。俺は嫌いやだよ……ギバ狩りなんて、絶対に無理だ」

「親父さん……」

「ああ、ごめんな。身体を張ってギバを狩かってくれている森辺の民に聞かせるような話じゃなかった。明日からは、また美味い料理を食わせておくれよ」

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　このような内容だったから、ターラには心情を打ち明けることができなかったのか。

　親父さんは明るく振る舞おうとしてくれていたが、それは森辺の民たちにとってこそ看過できない話だった。

（スン家の連中は、いったいどれだけのギバを狩ってるんだろう。まさか一頭も狩ってないってことはないと思うけど……でも、本家の連中は昼間から酒をかっくらったり、おやつを食べるためだけに町まで下りてきたりしてるんだもんなあ）

　ルウ家に劣らぬ規模であるはずのスン家が狩人としての仕事をおざなりにしているならば、それはやっぱり周囲にも大きな影響を与あたえるのだろうと思う。

「……そんなに難しい顔をしないでくれよ、アスタ。さ、今日は何をどれだけ買ってくれるんだい？」

　と、ドーラの親父さんにいらぬ気を使わせてしまったので、俺も気持ちを切きり替えることにした。

　今の俺にできるのは、この商売を成功させるために尽じん力りよくすることだけなのだ。

「すみません。それじゃあ、タラパを二個と、アリアを三十個。……それに、ポイタンを百五十個くださいますか？」

「ついにポイタンは百五十個かい！　それじゃあ明日からは百五十人分の料理を準備するってことなんだね？」

「はい。たぶんこれが四人で準備できる限界の数でしょうね」

　なおかつ『ギバ・バーガー』は下ごしらえに手間がかかるので、『ミャームー焼き』のほうを九十食分に増やすつもりでいる。それで毎日無理なく作製することが可能かどうか、それを残りの五日間で検証する予定なのだった。

「あと、ファの家はそろそろ肉の備び蓄ちくが限界に近づいてきてしまったんですよね」

　ポイタンの数を数えながら、俺はヴィナ＝ルウへと語りかけた。

「明後日あさってあたりから、ルウ家の肉を譲ゆずっていただきたいと思っていますので、ドンダ＝ルウとミーア・レイ＝ルウにそのように伝えておいていただけますか？」

「うん、わかったわぁ……」

　そのあたりのことは、すでに話はつけてある。

　が、その肉の値段を定めるのには、少々頭を悩ませることになった。

　ルウの集落では肉が有り余っていたので、ミーア・レイ母さんなどは、「代価などいらないから、好きなだけ持っていってよい」などと言ってくれたのであるが。まだ終わりの時期も定めていない商売で使う肉を、半永久的に無料で提供していただくわけにもいくまい。最低限、血ち抜ぬきに解体という作業に見合った代価を支し払はらうべきだと俺が主張し、それを承しよう諾だくしていただいたのだ。

　それでもなお、金額についてはもめるにもめたのだが――買う側が値段を引き上げて売る側が値段を引き下げるというちょっと愉ゆ快かいな交こう渉しようの末に、「そのギバの牙きばと角と同等の代価」というところに落ち着いた。

　大きめのギバなら赤銅貨十二枚、小さめのギバなら八枚ていどという値段である。これでもまだまだ安すぎたので、いずれはもっと適正な値段を定めねばなと俺は思う。

「それじゃあ、明後日からお願いしますね。けっこうな大荷物なんで申し訳ないですが」

　その肉は、翌日に使う分を朝方にヴィナ＝ルウがファの家まで運ぶという手はずになっているのだ。数え終わったポイタンを袋にしまいつつ、ヴィナ＝ルウがにっこりと微笑ほほえみ返してくる。

「家から家に運ぶだけなら、引き板を使えるからへっちゃらよぉ……わたしがてくてく歩いている間、ララやシーラ＝ルウはもっと大変な仕事をしてるんだしねぇ……」

「そうそう。ヴィナ姉だって、少しは苦労しなくちゃ」

　仕事中は会話も少ないが、やっぱり仲は良さそうなヴィナ＝ルウとララ＝ルウである。シーラ＝ルウも、そのかたわらでひっそりと微笑んでいる。

　みんな、満ち足りた表情だ。

　一日しっかり働いたなあという充じゆう足そく感かんを得ることができたのだろう。

　少なくとも、俺はそういう気持ちを得ることができていた。
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「それじゃあ、また明日もよろしくお願いします」

　ファの家の前で鉄てつ鍋なべを下ろし、ヴィナ＝ルウとも別れを告げる。

　後片付けと食材の買い出しに少し時間がかかってしまったが、それでも日にち没ぼつまでにはまだ四時間ばかり残されているはずだ。これならば余裕をもって下ごしらえに取りかかることができる。

（でも、さすがに百五十食分も準備したら、明日からは定刻まで宿場町に居い座すわることになるだろうからな。それでもきっちり下準備ができるように作業効率を考えないと）

　そんなことを考えながら、俺は戸板に手をかけた。

　が、戸板にはかんぬきがかかっていた。

「あれ？　アイ＝ファ、もう帰ってるのか？」

　呼びかけながら、戸板をノックする。

　ちょっと長めの沈ちん黙もくの後、「しばし待て」というアイ＝ファの声が返ってきた。

　しかし、なかなか戸板は開かない。アイ＝ファの言う「しばし」とは、およそ三十秒間であった。

　かんぬきの擦こすれる音がして、戸板ががらりと開けられる。

　その瞬しゆん間かん、俺は息を呑のむことになった。

「どうしたんだ、アイ＝ファ!?」

　何が起きたのかはわからない。ただ、アイ＝ファはこれ以上ないぐらいきつく眉まゆ根ねを寄せており、その細ほそ面おもてにびっしりと苦く悶もんの脂あぶら汗あせを浮うかびあがらせ、そして、傷ついた獣けもののように青い瞳ひとみを燃やしていた。

「大きな声をだすな……とっとと家の中に入れ」

　すうっとアイ＝ファの姿が戸板の陰かげに消える。

　俺はとにかく荷物の詰つまった鉄鍋をひっつかみ、家の中に踏み込こんだ。

　アイ＝ファは毛皮のマントを着込んだまま、自分の左ひだり腕うでを抱かかえ込むようにして、戸板の陰でうずくまっていた。

「……かんぬきを掛けろ」

　俺は大急ぎで言われた通りにしてから、アイ＝ファのもとに屈み込んだ。

「どうしたんだよ？　腕が痛いのか？　まさか、スン家の連中に襲われたんじゃないだろうな？」

　見たところ、外傷は見当たらない。

　しかし、アイ＝ファがこれほどまでに苦しそうな顔をしているのは、遠い昔にマダラマの大だい蛇じやに襲われて以来のことだった。

「スン家などに遅おくれを取る私ではない……狩りの途と中ちゆうで、腕の骨が外れただけだ」

　絞しぼりだすような声で、アイ＝ファはそう言った。

　骨が――外れた？

　それは、脱だつ臼きゆうをしたということか？

「う、腕のどこだよ？　左腕だな？　肩か？　肘ひじか？」

「騒ぐなと言うのに……左の、肘だ。骨はもう入れなおしたから、案ずることはない」

「あ、案ずるなって言っても、脱臼したんなら固定とかしたほうがいいんだろ？　えーと、添そえ木ぎの代わりになるようなものは……」

　どん、とアイ＝ファが俺の胸に頭をぶつけてきた。

　両りよう腕うでがふさがっているから、そうやって抗こう議ぎするしかなかったのだ。

「お前が騒いでも、何にもならん……処置の仕方は私がわきまえているから、お前は力を貸してくれればよい」

「わ、わかった。俺は何をすればいい？」

「……履はき物ものを、脱ぬがせろ」

　俺は、すみやかに従った。

　肘の脱臼とは、いったいどれほどの痛みをともなうものなのだろう。しかも、自分で骨をはめなおすなんて――手順をわきまえていても、俺なんかにはとうてい真ま似ねできるはずもない。

「ぬ、脱がせたぞ」

「よし……移動する……」

　アイ＝ファは唇くちびるを噛かみながら、ゆらりと立ちあがった。

　とたんにその身体がぐらりと揺ゆれたので、俺は可能な限り、そっと両りよう肩かたに手を添えてやる。

（何てこった……まさか本当にアイ＝ファが手傷を負っちまうなんて……）

　分厚いマントごしにも、アイ＝ファの身体は高い熱を発しているように感じられた。

「……狩人の衣ころもを外せ」

「ああ」

　マントをつなぎ留とめている革かわ紐ひもをほどく。

　マントはそのまま床ゆかに落ち、アイ＝ファは壁かべぎわにうずくまった。

「……まだ使っていない一枚布があったろう。あれを持ってこい」

　俺はひたすら忠実に動く。

　その後は、前ぜん腕わんに添え木をあてて、細く引き裂さいた布でぐるぐる巻きにして、首から吊つるす形で左腕を固定した。俺のいた世界と大差のない処置だ。

「それでいい……あとは、衣の裏にロムの葉を仕込んできたから、それを取れ」

　マントの裏には、隠かくしポケットがたくさん縫ぬいつけられている。その内の一つに、ほぼ真っ黒に近い色合いをしたモミジのような葉っぱが数枚ねじ込まれていた。

「熱冷ましの薬草だ……それを、ほんの少しの水とともに、木匙ですり潰つぶせ……一枚でいい……」

　ぐったりと壁にもたれかかったまま、どんどんアイ＝ファの声が弱々しくなっていく。激痛に耐たえかねて、というよりは、熱が上がってきているのかもしれない。

「すり潰したぞ。これを飲むのか？」

　俺はアイ＝ファのかたわらに寄り添って、木匙を口まで運んでやった。

　ペースト状になった黒い葉を、アイ＝ファが不味まずそうに飲み下す。

「よし……しばらく眠ねむる。晩ばん餐さんの刻限に、起こせ」

「どういうものが食べやすい？　ギーゴはあるから、ポイタンもスープにしてみるか？」

「……ポイタンは、焼いたほうがよい……」

　と、アイ＝ファはかすかに唇をとがらせた。

　胸をしめつけられるような思いで、俺はそのつらそうな顔を見つめる。

「それじゃあ、ジバ婆ばあさんと同じ献こん立だてにしてみるか？　食べにくかったら、ハンバーグもポイタンもスープにふやかして食べればいい」

「……昨日もはんばーぐだったのに、よいのか？」

「こんなときだけ遠えん慮りよするなよ、馬鹿」

　言いながら、俺は余った布切れを水みず瓶がめの水で濡ぬらして固くしぼってから、アイ＝ファの顔の汗あせをぬぐってやった。

「ああ、気持ちがよいな」と、アイ＝ファは静かにまぶたを閉ざす。

「お前がいて助かったぞ、アスタ。……一年ほど前にも同じ手傷を負ったことがあるが、あのときは布を巻くにも難なん渋じゆうしたものだ……」

「……これぐらいの怪け我がで済んで良かった、と思うべきなんだろうな、俺は」

「ああ、そうだ。このていどの手傷ならば、数日で治る。……その間、少しだけ世話をかけるぞ」

「いくらでもかけてくれ」

　俺は柄ひ杓しやくですくった水で布を洗い、今度はそれを額の上に載のせてやった。

　常温の水だが、やらないよりはましだろう。

「では、眠る。……お前は自分の仕事を果たせ」

「わかった。何かあったらすぐに声をかけてくれよ？」と、応じながらも、どうせ俺だって視界からアイ＝ファを外すことはできないだろう。

　脱臼だって決して小さな怪我ではないが、それでも取り返しのつかないような手傷を負わなくて、本当に良かったと思う。

　今、アイ＝ファを失ったら、俺はどうなってしまうのか。生活のすべがどうこうではなく、そんな現実に自分が耐えられるとはとうてい思えない。

　森辺の女衆たちは、毎日どれほどの覚悟をもって、男衆を森に送っているのだろう。

「案ずるな……明日になれば、それほど不自由なく動けるようにはなる……スン家などは、恐おそるるに足りん……」

　と、うわごとのようにアイ＝ファがつぶやいた。

　荷物を片付けようと玄げん関かん口ぐちに向かいかけていた俺は、Ｕターンしてもう一度アイ＝ファのもとに屈み込む。

「わかったよ。お前のほうこそ、ゆっくり休んでくれ。少しでも早く元気になれるように、美味い食事を作ってやるから」

　すると、まぶたを閉ざしたまま、アイ＝ファはかすかに微笑んだ。

「……早くはんばーぐが食べたいぞ、アスタ……」

　俺はうなずき、アイ＝ファの火のように熱い頬ほおを両手で包み込んでから、晩餐と仕込みの作業に取とり掛かるために、立ちあがった。







幕間　～二人の朝～







　目覚めると、アイ＝ファの安らかな寝ね顔がおが目の前にあった。

　目の前すぎて心臓が止まりそうになるほどの、それは超ちよう絶ぜつ的てきな至近距きよ離りだった。

　そこだけは色素の淡あわい小さな唇が少しだけ開いて、すうすうと健すこやかな寝ね息いきをたてている。金きん褐かつ色しよくの睫まつ毛げがとても長い。同じ色をした綺き麗れいな髪かみが、まるで装そう飾しよく品ひんのように額や頬にかかっている。

　何て安らぎきった寝顔だろう。

　昨日の苦しそうな様子が嘘うそみたいだ。

　赤あかん坊ぼうのように無防備で、実際の年齢よりもずいぶんと幼く見えてしまう、あどけない寝顔――だけどそれが、いささかならず近すぎる。ほとんど鼻先数センチの位置である。

　アイ＝ファは俺の左ひだり肩かたに頭を乗せて、すやすやと眠っていたのである。

　ちょっと言葉にならないぐらいの幸福な心ここ地ちを獲かく得とくしつつ、俺は激げき烈れつに錯さく乱らんすることにもなった。

　身体からだの右側を下にして、アイ＝ファは横向きに寝ねそべっている。

　そして、仰あお向むけに寝た俺の身体に、ぴったりと寄り添っている。

　それを知覚した瞬間、アイ＝ファに触ふれている左半身が急速に熱をおびていくように感ぜられた。

　ただし、左腕だけは感覚が鈍にぶい。たぶん、血流がだいぶん妨さまたげられてしまっているのだろう。

　……まず落ち着こう。

　心臓のやつが激しいドラミングを開始していたが、とにかく冷静に対処せねばならない。

　昨晩はどのような状態で眠りに落ちたのか、俺は大急ぎで記き憶おく巣そうを精査することになった。




　昨日、アイ＝ファは左ひだり肘ひじの脱臼という重い怪我を負ったのだ。

　だから、晩餐まではずっと眠っていた。

　その晩餐は、俺が手ずから食べさせてやった。

　熱冷ましの薬草が効いていたのか、アイ＝ファは終始ぼんやりとしており、放ほうっておくと器うつわを落としてしまいそうなぐらいであったのだ。

　そうでなくても、卓たくの存在しない食しよく卓たくなので、片かた腕うででは食事もままならない。スープとハンバーグと焼きポイタンの晩餐を、俺は三十分ぐらいかけてゆっくりと食べさせてやった。

　その後は、壁にもたれかかったまま、アイ＝ファはずっとぼんやり座すわりこんでいた。熱はずいぶん下がっていたし、ひどい痛みもないようだったが、とにかくアイ＝ファはずっとぼんやりしてしまっていた。

　もしかしたら、あのロムの葉という薬草には鎮ちん静せい剤ざいとしての効果もあったのかもしれない。普ふ段だんの張りつめた感じを失ったアイ＝ファは、何だかすごく幼げで、すごく頼たよりなげに見えてしまった。

　そんな常ならぬアイ＝ファの様子に心を痛めながら、俺は料理の仕込みに取り組んだ。タラパのソースを煮に込こみつつ、『ミャームー焼き』九十食分の肉を切り分けなければならなかったのだ。

　俺が仕込みを終えるまで、アイ＝ファは無言のまま寝たり起きたりを繰くり返かえしているようだった。

　そうして、俺が仕込みの作業を終えた頃――アイ＝ファは再び、熱に浮かされ始めてしまったのだ。

　もう一度熱冷ましの薬を飲ませたが、アイ＝ファは苦しげなままだった。俺は何度も水に濡らした布をしぼって、アイ＝ファの顔をぬぐってやったが、そんなものは気休めにしかならなかった。

「もうよい……しばらく隣となりに座っていてくれ……」

「隣に？」

　わけもわからぬままその言葉に応じると、アイ＝ファが俺の肩にもたれかかってきた。

　身体がものすごく熱い。額などは、火のようだ。

「これでいいのだ……この熱が引いたとき、身体は力を取り戻す……」

　アイ＝ファの身体は、少し震えていた。

　額や胴どう体たいは熱いのに、俺の胸むなもとをつかんだ右手の指先は、氷のように冷たくなってしまっているようだった。

　その冷たい指先をぎゅっと握りしめてやると、アイ＝ファは熱で潤うるんだ瞳で、じっと俺を見つめてきた。

「……不快でなければ、しばらくこのままで……」

「不快じゃないし、不快でも関係ないだろ」

　そうして獣じゆう脂し蝋ろう燭そくが尽きるまで、俺はずっとアイ＝ファのつらそうな横顔を見つめていた。

　獣脂蝋燭が尽きた後は、月明かりの中で見つめていた。

　やがてその面から苦悶の表情が消え去ると、安らかな寝息が聞こえてきた。

　良かった――と、胸をなでおろしたところまでは、覚えている。

　と、いうことは、俺もそのまま寝入ってしまったということか。




　今、窓からはうっすらと陽光が差し込んできている。

　その明るさの加減からして、大きく寝過ごしてしまったわけではないようだ。

　見れば、アイ＝ファのすぐ向こう側に家の壁がうかがえる。壁にもたれて寝入ってしまった俺たちは、そのままずるずる床に沈没してしまったのだろう。俺の身体がクッションになって、左腕にダメージがいかなかったのなら何よりだ。

　何よりだが、この体勢は、あまりに気まずい。

　かといって、俺が乱暴に動くと怪我に響いてしまいそうだったので、ここはアイ＝ファに目覚めてもらう他ほかないようだった。

「アイ＝ファ、朝だぞ……いったん起きてもらえるか？」

　アイ＝ファは、「ううん」と、うるさそうに声をあげた。

　そういえば、俺がアイ＝ファより先に起きるということ自体が、珍めずらしいことだ。

　それに、普段のアイ＝ファであれば、一声かけたところでぱちりとまぶたを開けるはずである。

　だから、こんなに胸が騒いでしまうのだろうか。子供のようにむずかるアイ＝ファの寝顔は、反則級の愛くるしさだった。

「また寝直してもいいから、いったん起きてくれ。このままだと、俺が動けないんだよ」

「……やかましい……」と、小さな声でつぶやきながら、アイ＝ファがぐりぐりと頭を押しつけてくる。

　ああもう何だろう。せっかく落ち着いてきた頭が、また錯乱してしまいそうだ。

「私は家長だぞ……家長に生意気な口を叩たたくな……」

　これは完全に寝ぼけているな。

　アイ＝ファの寝ぼけた姿なんて、ダルム＝ルウの笑え顔がおぐらい貴重なシーンだと思う。

　しかし、そのお姿をいつまでも満まん喫きつしてはいられない我が身である。

「家長殿どの、朝の仕事のお時間なのです。わたくしめは晩餐の後片付けをしなくてはならないので、いったん起きていただくことはかないませんでしょうか？」

「ううん……」と、また可愛かわいらしい声をあげながら、アイ＝ファはのろのろとまぶたを持ち上げていく。

　その、あまり焦しよう点てんの合っていない青い瞳が、至近距離から俺を見つめた。

「……アスタか……」

「はい。家人のアスタでございます」

「……うむ……アスタだな……」などと意味のない復唱をしてから、アイ＝ファはにっこりと微笑んだ。

　あのアイ＝ファが、にっこりと、である。

　そしてアイ＝ファは、アイ＝ファにあるまじきそのあどけない笑みを浮かべたまま、またゆるゆるとまぶたを閉ざし始めてしまった。

「……アスタだった……」

「いや、そうじゃなくって！　朝です！　朝なのです、家長！」

　すると今度は、そのまぶたがいつも通り、ぱちりと開いた。

　ほっと安あん堵どする俺の顔を、ようやく焦点の合ってきた瞳が、不思議そうに見る。

「……どうしてそのようにべったりと私に引っついているのだ、アスタよ？」

「いや、どう見ても引っついてるのは、お前のほうだけど。……昨晩はうっかり、引っついたまま眠ってしまったみたいだな」

「……そうだったか。覚えていないな」と、アイ＝ファはすみやかにまぶたを閉ざした。

「まあ、おかげで熱は下がったようだ……」

　そして、「くう」という可愛らしい寝息をもらす。

「いや、寝直さないでくれ！　仕事！　仕事をしなくちゃならないから！」

　アイ＝ファがちっとも苦しそうな様子をしていないことに安心しながらも、俺はわめかずにいられなかった。

　アイ＝ファのまぶたが三たび開き、不満そうに俺を見る。

「……もう朝なのか」

「この明るさは、どう考えてもそうだろ」

「そうだな。やはりロムの葉を口にしてしまうと、身体の調子が狂くるってしまうようだ。もうしばらくは、このまま寝ていたい」

　そんなことを言いながら、アイ＝ファはまた少し俺の胸もとに頭をこすりつけてきた。

　絶句する俺をよそに、そのままむくりと身を起こす。

「しかし、そういうわけにもいかんか。――すっかり世話をかけてしまったな、アスタ」

「いや……元気になったようで何よりだよ」

　一番しんどかったのはこの数分間だったなと心中でぼやきつつ、俺もゆっくり身を起こす。

　アイ＝ファは床の上であぐらをかき、右みぎ腕うでだけをうーんとのばした。

「熱は下がったし、痛みもだいぶん引いてきた。それでは朝の仕事に取りかかるか」

「え？　いや、お前は休んでいてくれよ。洗い物は、俺が片付けてくるから」

「何を抜かすか。スン家の人間が現れたら、何とするつもりだ？」

「いくらあいつらが非常識でも、そんな朝一番で押おしかけてくることはないだろ！　ある意味、一番人目につく時間帯でもあるんだから。……それより何より、お前は怪我人じゃないか？」

「ふむ？　まさかお前は、左腕が使えないていどで私があのような者どもに遅れを取るとでも思っているのか？」

　と、アイ＝ファは不満そうに唇をとがらせる。

「スンの本家の三兄弟がまとめてかかってきても、右腕さえ無事なら何ということはないわ。……あのルウ家の長兄あたりが相手であれば、逃げるしか手はないだろうがな」

　森辺の民たみとは、そこまで正確に相手の力量を測れるものなのだろうか。

　というか――アイ＝ファは五体満足であればジザ＝ルウさえも打ち倒たおせる自信があるのだろうか。

　カミュア＝ヨシュを打ち倒すことができるのはドンダ＝ルウぐらいだとつぶやいていたルド＝ルウの言葉が、頭をよぎる。

「……とにかくさ、その腕じゃあ水仕事はできないだろ？　何かあったら走って逃げてくるから、お前はゆっくり休んでいてくれよ」

「うむ。……まあ、あまりこのような姿をさらして集落を歩きたくはないな。水場の仕事だけは、お前にまかせるか」

　と、まだ少し不満げな顔をしながら、アイ＝ファは言った。

「それでは私は家の仕事を片付けておく。くれぐれも油断はするなよ？」

「ああ。だけど、お前は本当に休んでおいたほうがいいんじゃないか？　また熱でも出ちまったら、そのほうがまずいだろ」

「大だい丈じよう夫ぶといったら大丈夫だ。骨にもおかしな痛みはないし、手足には力が満ちている。これならば、普段通りに動いたほうが、傷が癒いえるのも早い」

　そして、少し穏おだやかな目つきになって、俺を見つめる。

「それに、昨日の食事が正しく血肉になっているのを感じる。一年前に同じ傷を負ったときよりも、熱が下がるのもうんと早かった。それらはすべてお前のおかげだ、アスタ」

「……そう言ってもらえるのは、すごく嬉うれしいよ」

　俺はようやく、笑みを浮かべることができた。

　アイ＝ファも、目もとだけで笑う。

「それでは仕事にかかるぞ、アスタ」
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　もちろん、水場までの道程でスン家から襲しゆう撃げきを受けるようなことはなかった。

　酒で理性を失ったりしない限りは、おおっぴらに悪ふざけはできないスン家であるはずなのだから、こんな朝方にまで気を張る必要は、本来ないのだ。

　しかし俺は、ミダ＝スンにテイ＝スンという存在を目の当たりにすることになってしまった。

　あの二名は、酔いにまかせて暴れるようなことはしないのかもしれない。

　その代わりに、何をしでかすかわからない不気味さがある。

　ミダ＝スンなどは、どこまで家長の言いつけを理解できる知性があるのか謎であるし、テイ＝スンなどは、それ以上に内心がうかがえない。こうなったらもう、二十四時間態勢で警戒するしかないだろう。

「あれ？　何だよ、その格好は？」

　洗い物を済ませて家に戻もどると、アイ＝ファが狩人の装束で待ち受けていた。

　毛皮のマントは言うに及ばず、刀まで吊るした完全武装である。

「何だとは何だ？　家の仕事が片付いたのだから、次は薪まきとピコの葉の採取であろうが？」

「いやあ、今日ぐらいは休んでもいいんじゃないか？　その身体で森に入るのはしんどいだろう」

　答えながら、俺は洗いたての鉄鍋をかまどにセットして、柄杓で二杯はいだけ水を注ぎ、薪をくべていく。森の端はしに向かう前に、まずポイタンを煮に詰つめておかなければならないのだ。

　そして、同じく洗いたての衣類は壁に掛ける。一着しかないＴシャツと白タオルは、だいぶん年季が入ってきてしまった。

　部屋の真ん中で仁王立ちになったアイ＝ファは、ちょろちょろと家の中を動き回る俺の姿を目で追いながら、また不満そうな声をあげる。

「その気き遣づかいが不要だというのだ。一日でも仕事を怠おこたれば、明日の仕事がより重くなる。それに、宿場町での商売を始めてからピコの葉の傷むのが早まったようではないか？」

　それはもちろん、俺も気づいていた。

　ピコの葉は、肉の水分を吸い取りつつ、防ぼう腐ふの効果を発揮してくれる香こう辛しん料りようである。で、商売用のパテや肉の切り分けを前日までに済ませてピコの葉にうずめなおしておくと、大きく切り分けた肉につ塊かいよりも表面積が増すせいか、ピコの葉がいっそうの水分を吸う結果になるようなのである。

「もしかしたら、ひと月を待たずしてピコの葉を総入れ替えする必要が出てくるかもしれん。ならばなおさら、ゆとりをもって集めておくべきであろうが？」

「うーん、それはそうなのかもしれないけれども……」

「それに昨日は、死ぬほど汗をかくことになった。水浴びでもしなくては気色が悪くてたまらぬわ」と、アイ＝ファは鼻の頭にしわを寄せた。

「こうして狩人の衣を纏まとっていれば、傷ついた腕を隠すこともできる。何も案ずることはない」

　それでも俺が困こん惑わくの色を消せずにいると、アイ＝ファはちょっと表情を改めた。

「アスタ、お前が私の身を案じてくれているのは、よくわかっている。しかし、本当に心配はいらないのだ。私は自分の身体から聞こえてくる声に、忠実に従っているに過ぎない。……私の判断を、信じろ」

「……わかった」

　アイ＝ファの瞳には、信じるに足る落ち着きと力強さがあった。

　狩人としての誇ほこりを強く持つアイ＝ファが、怪我の回復を遅らせるような無む茶ちやをするはずがない、と俺は信じるべきなのだ。

　そうして商売用と晩餐用のポイタンを煮詰めた後は、薪とピコの葉を詰めるための袋ふくろを手に、森の端へと出立する。

　いつも通りの、朝の光景である。

　ただ、アイ＝ファは少しだけマントの向きをずらして左半身を完全に隠すようにしており、なおかつ金褐色の長い髪を、首の横でゆるく束ねていた。普段は首から上で複雑な形に結いあげているのだが、何だか今日はヴィナ＝ルウのような髪形である。

「アイ＝ファ、その髪形はなかなか新しん鮮せんだな。やっぱり片手だといつもの形に結いあげるのが難しいのか？」

「うむ。これだけは如何いかんともし難がたい」

「たまにはいいんじゃないかね。なかなか似合ってるよ」

　美人は本当に得ですね、と内心でつけ加える。

　黄色く踏ふみ固められた道を歩きながら、アイ＝ファは「ふん」と面おも白しろくもなさそうに鼻を鳴らした。

「本当は髪など邪じや魔まにならぬよう短くしてしまいたいのだがな。このしきたりだけは、とっとと廃すたれてほしいものだ」

　女衆は、嫁よめに入るまで髪を切ってはいけないというしきたりが存在するのである。

　アイ＝ファのこの美しい金褐色の髪が、すっぱりと切りそろえられることは――果たしてこの先、ありうるのだろうか。

　そんなこんなで、ラントの川に到とう着ちやくした。

　森の端を流れる、穏やかな川である。このあたりの川べりは岩場だが、もう少しさかのぼっていくと緑が多くなり、ピコの葉も摘つみ放題だ。

　が、まずはその前に水浴びをして身を清めるのが、ファの家のならわしであった。

「本当に大丈夫なんだな？　川に流されないでくれよ？」

「くどい」と言い捨てて、アイ＝ファは首くび飾かざりとマントを託たくしてくる。

　そうして、俺にもたせたマントの裏から、身体をぬぐう布と渦うず巻まき模様の着替えが引っ張り出だされた。

「あ、そうか。お前は水場に行かなかったもんな」

　普段は朝一番で着替えて、汚よごれた衣類を水場で洗うのである。

「片腕で洗えるか？　……って言っても、さすがに俺おれが洗ってやるわけにもいかないのかな」

「……わかっているなら、わざわざ口に出すな」と少しだけ細めた目で俺をにらみつけてから、アイ＝ファは大きな岩がん塊かいの陰に回り込んだ。これも、いつもの光景である。

　アイ＝ファと暮らし始めてから、もうすぐ四十日ぐらいが経過する。その最初の朝に、この川べりで、俺たちはマダラマの大蛇とギバの波状攻撃をくらったのだ。

　そんな奇き禍かに見み舞まわれることはあの朝以来なかったが、アイ＝ファの身体が不自由なこの朝にピンポイントで厄やつ介かい事ごとなど起きないでくれよ、と俺は祈いのっておくことにした。

　そうして岩塊に背をあずけて森のほうを監かん視ししていると、川のほうから「アスタ」と呼びかけられる。

「何だ、どうした？」

「……お前がファの家に住みついてから、もうひと月以上にもなるのだな」

　何だ、アイ＝ファも同じようなことを考えていたのかなと、俺は少し楽しい気分になる。

「そうだな。あっという間の四十日だった――って気もするけど、たったの四十日かあという気もするな」

「うむ。……今日は青の月の二日目、か」

　アイ＝ファの口からそんな言葉が出るのは珍しい。

　ギバの移動の周期を把は握あくするために、アイ＝ファはきちんと暦こよみを把握しているようなのだが、その他の日常生活に支障はないので、俺はあんまり把握できていない。

「ふうん。だったら、カミュアのおっさんが東の王国に旅立つまであと十三日ってことか。……で、青の月が、どうかしたのか？」

「いや。別に大したことではない」

「まさか、お前の誕生日が近いとか？」
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「私が生まれたのは、赤の月だ」

　それはいったい、いつ訪れるのだろう。

　そして俺おれは、自分が誕生日すら失ってしまっていたのだということに気づかされた。

　逆算すれば、今から何日後に誕生日が訪れるかを知ることは可能であるが、どのみちグレゴリオ歴など通用しない異世界である。三年に一回は十三ヶ月になるというこの世界の暦に俺の誕生日などをあてはめても、意味はないだろう。

　何にせよ、元の世界での俺は、十七歳さいになりたての高校二年生だった。誕生日を迎むかえて半月ていどで、あの奇禍に見舞われたのである。

　だったら――俺がこの異世界に出現した日を、第二の誕生日と定めてしまってもいいかもしれない。

（一年後や二年後にも、俺はこうしてこの世界に居座り続けることができているのかなあ）

　あるいは、いきなり現世の火の海に引き戻されて、本来の運命を辿たどりなおすことになるのか。

　それとも、またまったく別の世界に放ほうり出されるとか――いや、そんな運命だけは、絶対に御ご免めんだ。

　これまでの生活の、すべてを失う。そんな体験に二度までも耐えられるほど、俺の精神は強きよう靭じんじゃないと思う。

　そんなことを考えていたら、再び「アスタ」と呼びかけられた。

「ちょっとこちらに来い」

「え？　水浴びは完かん了りようしたんだろうな？」

「うむ」

「きっちり服は着られたんだろうな？」

「……何を考えているのだ、お前は」と、アイ＝ファの声に怒ど気きがまざったので、俺はすみやかに岩塊の裏へと移動した。

　川べりにあぐらをかいたアイ＝ファが、少しこわい顔をして俺をにらみつけてくる。

　もちろんきっちり着替えは済ませているし、それどころか左腕の処置まで完かん璧ぺきである。ただし、右側に傾かたむけられた頭からは、ぐっしょりと濡れそぼった長い髪が地面にまで垂れ下がっていた。

「どうにも片手では頭をふきにくいのだ」と、怒おこった顔でアイ＝ファが手ぬぐいを突つき出してくる。

「なるほどです」と、岩場に片かた膝ひざをついて、俺は家長のご要望に応じてみせた。たかがこれしきのことでも、アイ＝ファの役に立てるというのは嬉しいものである。

「……本当に、長い髪などわずらわしいばかりだ」と、アイ＝ファのほうは口のへの字にしてしまっている。

「まあそう言うなよ。せっかくこんなに綺麗な髪をしてるんだからさ」

「ふん。やたらと光をはねかえすこのような髪は、狩かりの邪魔になるだけだ。だったら父ギルのように黒い髪のほうが――」

　と、少しばかり不自然なタイミングで口をつぐむアイ＝ファである。

「どうした？」と問うと、「いや」と目を伏ふせてしまう。

「遠い昔に、ジバ婆やリミ＝ルウともこのような話をしたなと思い出しただけだ」

「へえ、そうなのか」

　そういえば、ジバ婆さんともリミ＝ルウともずいぶん疎そ遠えんになってしまった気がする。これが本来の生活なのだろうが、ルウの集落に泊とまり込んでいたあの頃ころが懐なつかしい。

「……そうだ。なあ、アイ＝ファ。いくら何でも、その身体で狩りの仕事までは果たせないよな？」

「当たり前だ。十日から半月ほどは休養が必要であろう」

「それならその間、日中はルウの集落でお世話になったらどうだ？」

　俺に髪の毛をぬぐわれながら、アイ＝ファがけげんそうに目を上げる。

「何な故ぜだ？　そのような真似をする理由がない」

「だって、家にいても休んでいるだけなんだろう？　……それにやっぱり、スン家のことだってあるしさ」

「スン家は、私が手傷を負ったことなど知らぬ」

「知らなくても、悪ふざけを仕し掛かけてくる可能性はあるだろう？」

「そのときは返り討ちにするだけだ。一切の手加減はできなくなるから、危険なのはむしろスン家のぼんくらたちであろうな」

「いや、でもさあ……」

「アスタ、眷けん族ぞくでもない私たちがルウ家に甘あまえるのは間ま違ちがっている」

　と、湿った前髪の隙間から、アイ＝ファが厳しい眼まな差ざしを向けてくる。

「私たちは、相応の銅貨を支し払はらってルウ家の女衆に力を借りているに過ぎない。それはそれだけの話であり、ルウ家と特別な縁えんが生じたわけではないのだ」

「でも、リミ＝ルウとジバ婆さんはアイ＝ファにとって特別な存在なんだろう？　二人とゆっくり言葉を交かわすいい機会になるんじゃないかと思ったんだけど」

　アイ＝ファの眼光が、少しやわらいだ。

　そしてその手が俺の胸もとを軽く小こ突づいてくる。

「お前のおかげで、私はリミ＝ルウやジバ婆と縁を結びなおすことができたのだ。これ以上は何の望みようもない。……言葉など交わさずとも、私の心はリミ＝ルウやジバ婆とともにあるのだ」

「うん」

「しかしそれとは別の話で、私はルウ家に甘えるべきではないと思っている。私はルウ家への嫁よめ入いりを断った身であり、そして、アスタの身み柄がらを別の氏族に移すべきだという申し入れを断った身でもあるのだからな」

　そうか、と俺は口をつぐむことになった。

　それでも俺は、ルウ家そのものと正しい縁を結べるように尽じん力りよくするべきなのではないかと思ったのだが――レイナ＝ルウは、ファの家に俺を置いておくのは危険だと主張していたのだ。ならば、手傷を負ったアイ＝ファがそれを理由にルウ家を頼るというのは、いささかならずアイ＝ファの面目を潰す行為になってしまうのかもしれない。

「わかった。さっきの言葉は取り消すよ。俺の考えが浅あさはかだったんだな」

「お前はたいてい、浅はかだ」

「……おい」

「浅はかでないほうが少ないぐらいではないか？」

「おい！　本当のことを言われると、人は傷つくものなんだぞ？」

「冗じよう談だんだ。いきりたつな」

　と、アイ＝ファはすました顔で言った。

　そして、俺の胸もとをもう一度小突く。

「お前はいつもよくわからないことを言い出すが、べつだん不ふ愉ゆ快かいになることばかりでもない。不愉快なときは叩たたきのめすから、今後も気にせず思ったことは何でも口にしろ」

「……叩きのめされたくないから無口になろうかな」と軽口で応じたら、「駄だ目めだ」と強い口調で返された。

「何でも口にしろ。気持ちや心情を、私に隠すな」

「……だったらお前もそうしてくれよな？」と応じたら、アイ＝ファはまた少し唇をとがらながら「……努力はしているつもりだ」と返してきた。

　何だか俺は奇き妙みような風に胸の中をかき回されつつ、アイ＝ファの頭をぽんと叩いてやった。

「よし。そろそろ髪もいいんじゃないかな」

「うむ」と、アイ＝ファは右手と口だけで器用に革紐をあやつって、再び長い髪をくくり始めた。

「……大体な、現在のスン家でもっとも厄介そうなのは、長兄や次じ兄けいではなく、末まつ弟ていのほうであろうが？　ならば、危険な立場であるのは私ではなくお前のほうなのではないか、アスタよ？」

「ああ。だから毎日、気は張ってるつもりだよ」

「ふん。……今日からは、私も町に下りるからな？」

「え？」

「どうせ身体を休めるしかないのならば、家にいようが町に下りようが同じことだ。だったら、おたがいの姿が見えたほうが、まだしも心は安まるのではないか？」

　そう言って、アイ＝ファはじっと俺の顔をにらみつけてくる。

「仕事の邪魔はしないし、荷物運びなら少しは手伝うこともできるであろう。眠くなれば、適当に眠る。……それとも、私が町に下りては都合の悪いことでもあるのか、お前は？」

「何にもないよ。そうしてくれれば、俺も安心だ」

　俺は、心からそう言うことができた。

　宿場町だって決して安全な場所ではないが、たった一人で家に残しておくよりは、よっぽど安心することができる。




　ただし――その日が普段通りに終わることはなかった。

　宿場町での商売は、至し極ごく順調に終えることができたのだが。けっきょく俺たちは、その日からルウの集落でお世話になる羽目になってしまったのだ。

　アイ＝ファの負った手傷などは、あまり関係ない。俺たちの予定を狂わせたのは、仕事中に宿場町を訪れたとある闖ちん入にゆう者しやの存在だった。

　新たなるスン家の人間が、ついに本ほん腰ごしを入れて、俺とアイ＝ファに魔の手をのばしてきたのである。
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　ともあれ、仕事は順調だった。

　営業日六日目であるその日も、開店前から南と東のお客さんが詰つめかけてきて、たくさんの料理を買っていってくれた。百五十食分もの料理を準備した本日は、どれだけの成果をあげることができるのか。朝から期待が高まるばかりである。

「うーん……だけど何だか、今日は昨日より勢いがなかったんじゃない？」

　朝一番のラッシュを乗り切ったところで、ララ＝ルウがそのように発言した。

「そうだね。昨日は昼下がりまで店を開いている姿を見せることができたから、無理をして朝から並ぼうとするお客さんが減ったんだと思う。……まあ、まだすべてが手探りの状態だから、終わってみないと確かなことは言えないけどね」

「ふーん？　それじゃあもし料理が余っちゃったらどうするの？」

「そうしたら、ルウの集落で調理前の肉やポイタンと交こう換かんしてもらえないか交こう渉しようしてみるつもりだよ。さすがにこれだけの食材を無む駄だにはできないからねえ」

　しかし、そうして言葉を交わしている現在も、東や南のお客さんたちはぽつぽつと店を訪おとずれてくれていた。

　それを見守る西の人々の姿も、昨日から数は減っていないように感じられる。朝方にはほとんど人通りのなかった営業日の初日を思えば、格段に活気はあるほうであろう。

「よし。とりあえず客足は落ち着いたみたいだから、また二人ずつ軽食をとりがてらの休きゆう憩けいにしようか。その後は、ララ＝ルウにも『ギバ・バーガー』のほうを担当してもらうからね？」

「うん、わかった。……今日はどっちの料理を食べさせてくれるの？」

「今日はね、『ミャームー焼き』の肉にタラパソースをからめてみようと思うんだ。従業員用の特別献こん立だてだね」

「え」と、ララ＝ルウが青い目をまん丸にした。

　そのあまりの驚おどろきように、俺も少し驚いてしまう。

「どうしたの？　漬つけ汁じるに漬けた肉でもタラパのソースは合うと思うよ？　どちらも使っている食材はほとんど同じなわけだからね」

「う、ううん。今日はそういう食べ方だったらいいのになあとか思ってたから、びっくりしただけ」

「そっかそっか。まあ、ララ＝ルウには喜んでもらえるとは思ってたけど」

　俺が言うと、ララ＝ルウはまた「なんで？」と目を丸くした。

「なんでって……ララ＝ルウはあんまりハンバーグのやわらかさが好きじゃなくて、なおかつタラパソースは大好きだって言ってくれてたから、この組み合わせが理想的っていう結論になるだろう？」

「……どうしてそんなこと、いちいち覚えてんの？　そんなのもう十日以上も前に話したことじゃん」

「ええ？　そりゃあまあ、森辺の人たちはあんまり具体的な感想を言ってくれないから、やっぱりララ＝ルウの言葉は印象的だったのかな」

　そんな風に答えると、ララ＝ルウは少し口もとをごにょごにょさせてから、小さな声で「ありがと」とつぶやいた。

　俺は笑って、「どういたしまして」と返す。

「それじゃあ、誰だれから休憩にしようかね。ララ＝ルウはもう食べられそうかな？」

「うん。あたしはいつでも大丈夫だけど……ね、アイ＝ファはどうするの？」

　宣言通りに宿場町まで同行したアイ＝ファは、荷物運びの任を終えると、背後の雑木林の木こ陰かげでずっと身体を休めていた。

　毛皮のマントで左ひだり腕うでを隠かくし、片膝あぐらで木の幹に寄りかかり、そして右腕で大刀を抱かかえ込こんでいる。屋台からはちょっと距きよ離りがあるので、寝ているのか起きているのかは判然としない。

「アイ＝ファの分も準備はしてきたけど。まず起きてるかどうかを確かく認にんしてみようか」

「あ、それじゃあ、あたしが聞いてくるよ」

　言うが早いか、ララ＝ルウは早足でアイ＝ファに近づいていった。

　どうやらアイ＝ファは起きていたらしく、二言三言、言葉を交わしてから、ララ＝ルウはすみやかに帰き還かんしてくる。

「もう食べられるってさ。それじゃあ最初は、あたしとアスタとアイ＝ファで食べようよ」

「うん、別にかまわないけど」

　そういえば、ララ＝ルウはもしかしてアイ＝ファと仲良くなりたいのではないかと、そんな風に思ったことがある。

（ルウ家に甘えるべきではないって話だったけど、個人的な好意まで邪じや険けんにする必要はないはずだよな）

　そんなわけで、『ギバ・バーガー』の屋台はシーラ＝ルウに、『ミャームー焼き』の屋台はヴィナ＝ルウに託し、俺たちはまかない用の軽食を手に、アイ＝ファのもとへと馳はせ参じた。

「お待たせいたしました。ギバ肉のタラパソース和あえ、焼きポイタン包みでございます」

「うむ」と、アイ＝ファは鷹おう揚ようにうなずき返してくる。

　朝からそこそこ以上に働いているアイ＝ファであるが、とりたてて傷が痛んだり熱が上がったりはしていないようだ。普段通りの、厳げん粛しゆくな面おも持もちである。

　アイ＝ファをはさみこむようにして、俺とララ＝ルウも地べたに腰を落ち着ける。

「身体のほうは大丈夫そうだな。今日はなかなかの大荷物だったから、結果的にはすごく助かったよ」

「傷が癒えて森に出られるようになるまでは、毎朝でも手を貸してやろう。しかし、その先のことは自分で考えろ」

「まあ考えるまでもなく、腕力と体力で解決するしかないんだけどね」

　そんな会話を交わすだけで、ミニサイズの軽食はあっさり食べ終わってしまいそうだった。

　俺はちょっと意識的に口をつぐみ、それを待ちかまえていたかのようにララ＝ルウが口を開く。

「あのさ、アイ＝ファ。……あたし、あんたに御お礼れいを言っておきたいんだけど」

「……御礼？」

「うん。シン＝ルウから『贄にえ狩がり』ってやつの話を聞いたんだ。アイ＝ファがきちんと話をしてくれたおかげで、シン＝ルウが危ない真ま似ねをしないで済んだ。だから、ありがとう」

　と、ララ＝ルウはヴェールに包まれた赤い頭をぺこりと下げた。

　アイ＝ファは、いぶかしそうに首をひねる。

「私は私の思った通りのことを口にしただけだ。あれだけ大勢の眷族に囲まれながらギバ寄せの実を使うなど、愚おろかなことだからな。ましてや『贄狩り』などをしてしまったら、自分の周りにいる眷族までをも危険にさらすことになる」

「うん。シン＝ルウもすっごく落ち込んでた。自分は自分の誇りのことにしか目がいってなかったんだなってさ」

「……眷族に甘えようとしないその心意気は、別に恥はじ入るようなことではない」

　アイ＝ファの声や表情はきわめてぶっきらぼうであったが、ララ＝ルウはとても満足そうに「そうだね。あたしもそう思う」と、うなずいた。

「それじゃあ、戻ろっか。ヴィナ姉なんかがやきもきしてるだろうから」

「そうだね」と、俺はララ＝ルウとともに立ち上がった。

　そこに、アイ＝ファが「アスタ」と呼びかけてくる。

「まだお前の仕事は始まったばかりなのだろうが――それでも、お前がきちんと自分の仕事を果たしているということは十分に伝わってきた」

　そして、口もとを少しだけほころばせる。

「それだけだ。仕事に戻れ」

「は、了りよう解かいであります」

　俺は大いに励はげまされつつ、屋台に向かう。

　その短い道行きで、ララ＝ルウが素す早ばやく囁ささやきかけてきた。

「びっくりした。アイ＝ファって、あんな顔して笑うんだね」

「え？　ああ、うん」

　今のは最近のアイ＝ファにしてはかなりひかえめな笑顔であったのだが、それでもララ＝ルウにとっては驚きに値あたいしたらしい。それぐらい、余人の前ではポーカーフェイスを崩くずさないアイ＝ファであったということか。

　その後はヴィナ＝ルウとシーラ＝ルウの休憩を済ませて、新人二名はポジションを交代することになった。俺とシーラ＝ルウが『ミャームー焼き』で、ルウ本家の姉妹が『ギバ・バーガー』である。

　本来こんなに研修を急ぐつもりはなかったのだが、新人二名の物覚えの良さが俺の予測を上回っていたのだ。

「やっぱり、一いつ緒しよにルティムの祝しゆく宴えんで頑がん張ばった経験が活いきてるんでしょうね。みんな、お見事な手際です」

「アスタにそう言っていただけるのは、本当に光栄なことです」

　シーラ＝ルウが、穏やかに微笑ほほえみ返してくる。

　この人はこんなに笑顔の多い人だったかなとか考えていると、シーラ＝ルウは試食用の皿をじっと見つめだした。

「アスタ、この料理はとても味が強いですが、もっと味を弱めることは可能なのですか？」

「ええ、もちろん。肉を漬け汁にひたす時間を短くすれば可能です。森辺の民にとってはちょっと味付けが強すぎるみたいなんで、俺も家で作るときはそうやって味を薄うすめるつもりでいますよ。あと、ミャームーの量ももっと少なめで良さそうですね」

　すると、シーラ＝ルウの瞳ひとみがとても切なそうな光を浮うかべて、俺を見つめてくる。

「あの……わたしは家族にもこの料理を食べさせてあげたいと思っているのですが……その時間の加減と、漬け汁の作り方を、いつか教えていただいてもよろしいでしょうか……？」

「それぐらいなら、いま教えてあげますよ。シーラ＝ルウの家は六人家族でしたっけ？」

　頭の中で、俺はざっくり計算した。

「えーと……果実酒は土ど瓶びんの四分の一よりやや少なめなぐらいで、刻んだアリアは半分の半分、ミャームーなんかは指一本分ぐらいの長さで十分だと思います。で、いま肉を漬けている時間は、ちょうど煮詰めたポイタンが乾かわききるぐらいの時間なので、それを目安に減らしてみてください。……もしくは、肉を厚めに切ってみるのもいいかもしれませんね。森辺の民ならここまで肉を薄くする必要もありませんし、それなら自然と漬け汁の味を弱めることができますよ」

「はい、ありがとうございます」

　嬉しそうに破顔するシーラ＝ルウを見返しながら、俺は「ただし」と、つけ加えた。

「味付けに関しては俺の好みに過ぎませんから、家の料理で忠実に守る必要はありません。甘あまい味にしたかったらもっとミャームーを減らしてみたり、まろやかな味にしたかったらアリアを増やしてみたり……何なら、他の食材も刻んで混ぜてみてもいいと思います。そうやって、もっとシーラ＝ルウの好みに合う味付けを探してみてください」

　シーラ＝ルウはちょっときょとんとしてから、またひそやかな花が咲くように微笑んだ。

「ありがとうございます。何だかわたしはアスタと知り合って以来、とても幸福な気持ちを得ることができています。家族が美味おいしそうに料理を食べてくれるのが、とても嬉しいのです」

「そんな風に言ってもらえたら、俺のほうこそとても嬉しいですよ」

　そんな言葉を交わしている内に、珍しい組み合わせの二人がやってきた。

　カミュア＝ヨシュの弟子であるレイト少年と、ターラだ。

「アスタおにいちゃん、二つ下さい！」

「僕ぼくにも二つお願いします」

「はい。毎度ありがとうございます。……今日はご主人はどうされたのかな？」

「カミュアはまた朝まで働きづめで、宿屋で眠ねむっています。しかし、二日連続で買い逃すわけにはいかないので、と僕がお使いを頼たのまれてしまいました」

　レイト少年は、にこにこと笑っている。

　ターラも、にこにこと笑っている。

　だけどやっぱりこうして見比べてしまうと、その差はあまりに歴然としてしまっていた。心から楽しそうに笑っているターラに比べて、レイト少年はあまりに大人びているように見えてしまうのだ。

　あの胡う散さん臭くさい男の弟子である、という先入観もあるのかもしれないが、やっぱりちょっとただの無む邪じや気きな男の子ではありえない雰ふん囲い気きを、俺はこの少年から感じるようになってしまっていた。

「はい、お待ちどおさまでした」

「ありがとうございます。……あの、あちらはファの家の家長ですよね？　今日はご一緒に町まで下りてこられたのですか？」

　さすがに目ざといなと思いつつ、俺も営業用スマイルを浮かべてみせる。

「うん。今日は荷物運びを手伝ってくれたんだ。ここ最近、ギバ狩りの仕事がけっこう大変だったから、何日かは森に入るのを休むらしい」

「なるほど。そういうこともあるのですね」

　レイト少年の笑え顔がおに変化はない。

　すっかり影かげをひそめているカミュア＝ヨシュは、いったいどのような日々を過ごしているのか。この少年を相手にそれを探る気持ちには、あまりなれそうになかった。

　そうして幼きお客さんたちが姿を消すと、にわかに店が忙いそがしくなってきた。

　いよいよ中天が迫せまってきたのだ。人通りも明らかに増え始めている。

　昨日よりはゆるやかな立ち上がりとなったが、それでも合計で六十三食は売れている。他ほかの店と比べればすでに破格の売り上げであるし、中天で七十食を完売させた一昨日おとといとも大差はない。

　きわめて順調な売れ行きだ。

　百五十食分もの準備をしてしまったことは、後悔せずに済みそうである。

「ララ＝ルウ、悪いけど、今のうちに買い出しをしてきてもらえるかな？　タラパとティノを二個ずつと、アリアを二十個ね」

「はーい」とララ＝ルウが銅貨を握にぎりしめて駆かけ出していく。

　背後に人の気配を感じたのは、ちょうどそのときだった。

「うん？　どうしたんだ、アイ＝ファ？」

　いつのまにやら、アイ＝ファが俺たちの背後に立ちつくしていたのだ。

　シーラ＝ルウも、びっくりまなこでアイ＝ファを振ふり返かえる。

　アイ＝ファは、少し目を細めて北の方向に視線を飛ばしていた。

「……森辺の民だ」

　俺は一気に緊きん張ちようし、アイ＝ファと同じ方向に目を向ける。

　街かい道どうの北からやってくるなら、それはスン家の人間である可能性もある。

　果たして――その内の片方は、灰色の頭をしたテイ＝スンであるようだった。

　ただし、その隣となりを歩いているのは肉風船のごときミダ＝スンではない。ヴェールとショールを纏った、細身の女衆だ。

　奇妙に不ふ吉きつな気配を纏わりつかせたその二名が、ちょうど客足の切れた屋台の前に立つ。

「ふうん……ちょっと信じがたい話だったけれど、本当に森辺の民が宿場町で商売などをしているのねえ」

　キンキンと耳につく金属的な声音だった。

　それに――この女は何なのだろう。向かい合っているだけで、何だかざわざわと背筋が寒くなってくる。

　美しい女である。

　顔の造作は整っており、プロポーションの素晴らしさはヴィナ＝ルウにすら匹ひつ敵てきするかもしれない。

　こまかく編んだ褐かつ色しよくの長い髪かみが、幾いく筋すじもヴェールからこぼれ落ちている。

　少し黒みがかった瞳は、光が強い。

　ただし、毒どく蛇へびのように冷たくて、酷こく薄はくそうな光である。

　その口もとに浮かんだ微び笑しようも、どこか毒々しい。

「まあ、ファの家におかしな異国人が住みついたという話は聞いていたけれど、まさか家長のあなたまで町に下りてきているとは思わなかったわ。森辺でただ一人の女おんな狩人かりうど――ファの家の家長アイ＝ファ、だったかしらねえ？」

　わかった。

　俺の背筋を寒くしているのは、その外見からもたされるものではない。その耳みみ障ざわりな声でもない。嗅きゆう覚かくからもたらされる情報であったのだ。

　屋台の周囲には、果実酒とミャームーの芳かぐわしい香かおりがたちこめている。その香りの向こう側から、きわめて不吉な臭においが漂ただよってきているのだ。

　さびた鉄を少し生なま臭ぐさくしたような、その臭いは――明らかに、腐敗しかけた血の臭いだった。

「……貴様は何者だ？」

　低い声で、アイ＝ファが問う。

　不吉な臭いを発散させているその女は、唇くちびるの両端を吊つり上げるようにして、にいっと笑った。

「わたしはスン本家の長ちよう姉し、ヤミル＝スンよ。いつぞやは、弟のディガやドッドたちがお世話になったそうね、ファの家の女狩人さん」




２




　スン本家の長姉、ヤミル＝スン。

　その不吉な血けつ臭しゆうにまみれた女は毒蛇のように微笑みながら、アイ＝ファと俺とシーラ＝ルウの姿をねめつけてきた。

　その眼光に気け圧おされた様子でシーラ＝ルウが後ずさると、隣の屋台からヴィナ＝ルウが「ねえ……」と、呼びかけてきた。

「シーラ＝ルウ、申し訳ないんだけどぉ、しばらくこっちと交代してもらえるかしらぁ……？」

　シーラ＝ルウは、ヤミル＝スンの姿を凝ぎよう視ししたまま、のろのろとそちらに移動していく。

　その手にタラパソースを攪かく拌はんする木べらを託してから、ヴィナ＝ルウはしなやかな足取りで俺たちのほうに近づいてきた。

「おひさしぶりねぇ……わたしのことを、覚えているかしらぁ……？」

「……もちろんよ、ルウ本家の長姉、ヴィナ＝ルウ」

　ヤミル＝スンは、薄笑いを浮かべたままだ。

　ヴィナ＝ルウは、ミダ＝スンと対たい峙じしていたときと同じように、眠たそうに目を細めている。

「ふうん。やっぱりルウ家がからんでいたのね。ルティムの祝宴でもこのファの家の異国人はかまどの番をまかされていたそうだし、ずいぶん懇こん意いにしているのね、ルウの眷族とファの家は」

「そうねぇ……とても親しくしているわよぉ……？　……それで、あなたは何のためにこんなところにまでやってきたのかしらぁ……？」

「うふふ。わたしはただ、家長から伝言役を承ってきただけよ？」

　そうしてヤミル＝スンは、冷たい蛇のような目で俺を見た。

「ファの家の異国人、あなたの名前を聞いてもいいかしら？」

「……俺は、アスタです」

　べつだん、恐怖は感じなかった。

　ただひたすらに、薄気味が悪い。

　ミダ＝スンよりも、テイ＝スンよりも、俺はこの女衆が一番、薄気味悪かった。

　どうしてこの女は、こんなにもはっきりと血の臭いなどを漂ただよわせているのだろう。ギバの解体をした直後だって、ここまで臭いが移ることはないはずだ。

　それでもここがギバの解体小屋だったら、何も薄気味が悪くなったりはしないのだが、ただそこにそうして立っているだけでこんなにもはっきりと血の臭いを発散させているというその事実こそが、俺の不ふ信しん感かんと嫌けん悪お感かんをなで回してくるのだった。

「ファの家のアスタ、ね。……ねえ、アスタ、実はスン家では、今とても困ったことが起きてしまっているの」

「……はあ」

「ミダが、泣くのよ。……宿場町で食べたあなたの料理をもう一度食べたいってね」

　ミダ＝スンか。

　それで――俺にどうしろと言うのだ？

「だから、スン本家の家長ズーロ＝スンからの言葉を伝えさせていただくわね。……ファの家のアスタ、一晩でいいから、あなたにスン家のかまどを預かってもらうことはできないかしら？」

　じゃりっと砂を踏み鳴らす音がした。

　アイ＝ファが、半歩だけ前に進み出てきたのだ。

　その瞳は、当然のごとく青い炎を噴ふきあげていた。

「スン本家の長姉、ヤミル＝スンといったか、お前は？」

「ええ、そうよ。ファの家の家長、アイ＝ファ」

「アスタは異国人なれど、ファの家の家人だ。ファの家への用向きなら、家長の私を通してもらおうか」

「あら、そう？　それじゃあ、あなたはどう――」

「断る」と、アイ＝ファは鋭するどくヤミル＝スンの言葉をさえぎった。

　ヤミル＝スンは、金属質の声でくすくすと笑う。

「……断るの？」

「断る」

「それは困ったわねえ。……一晩たてばミダも落ち着くと思ったのだけど、昨日になっても今日になっても、落ち着くどころか余計におんおん泣きわめいているのよ？　ディガやドッドがそれはもう怒りに怒って蹴けったり殴なぐったりしているのだけど、全然駄目なの。それでいて、食事だけはいつも以上に食べるんだから、本当に始末に負えないのよね」

「それはスン家の都合だ。ファの家には関係ない」

　アイ＝ファは、完全に怒いかり狂くるっていた。完全に、狩人の眼光だ。

　しかしヤミル＝スンは薄笑いを浮かべたままであり、テイ＝スンも影のように控ひかえたままである。

「どうしてなのかしら？　ルティムの祝宴ではかまどを預かって、スン家のかまどは預かれないっていう、その理由がわたしにはわからないわ」

「理由？　そんなものは、自分の胸に聞くがいい。これまでにスン家がファの家に行ってきた振ふる舞まいを考えろ」

「ディガがファの家に忍しのび込んだこと？　それともドッドが宿場町やルティムの祝宴であなたたちに刀を向けたこと？　……それじゃあ、あの不出来な弟たちがあなたに詫わびれば、かまどを預かってもらえるのかしら？」

「上っ面の詫びごとなど聞きたくもない。詫びるつもりがあるのならば、腕うでの一本でも差し出してみせろ」

　その声は決して大きくなることはなかったが、深しん甚じんなる怒りの激情をおびていた。それぐらい、俺にかまどを預かってほしいというスン家のふざけた要望が、アイ＝ファの逆げき鱗りんに触ふれてしまったのだろう。
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「アスタの料理が食べたいのならば、宿場町の法に従い、銅貨を払え。スン家の人間がアスタの料理を口にするには、それ以外に方法はない」

「銅貨ねえ……だけど、あのミダの腹を満たすにはいったいどれだけの銅貨が必要になるのかしら……」

　と、そこでヤミル＝スンの黒っぽい瞳があやしくきらめいた。

　まるで、獲物を見つけた毒蛇のように。

「そういえば、アスタ、あなたはやっぱりルティムのかまどを預かる際に、相応の代価をもらい受けたのかしら？」

「え？　……それがどうかしましたか？」

「それはそうよねえ。ルウの眷族は百余名。しかもルティムの跡取りの婚こん儀ぎの宴うたげっていう大役を、眷族でもないファの家の人間が代価も受け取らずに引き受けるはずはないものね」

　何か、危険な気配がする。

　このヤミル＝スンという女は、弟たちのように激情にまかせて暴れるような人間ではないのだろう。その代わり、奸かん計けいをもって相手を陥おとしいれようとする人間なのだ、きっと。

「その代価は、いったいどれぐらいの額だったのかしら。ギバ十頭分の牙きばと角？　二十頭分？　それとも三十頭分ぐらいかしら？」

「……お答えする必要はないと思います」

「あらそう。まあいいわ。……それじゃあスン家は、あなたにギバ四十頭分の牙と角を代価として支し払はらうことにするわ」

　俺おれは、愕がく然ぜんと立ちすくむことになった。

　ギバ四十頭分の牙と角――それは、赤銅貨四百八十枚分にも及およぶ。いかにスン家がジェノスからの褒ほう賞しよう金きんを独どく占せんしているとはいえ、そこまでの富をこんな戯ざれ事ごとで浪ろう費ひできるものなのだろうか？

　俺は、左右に立ち並んだアイ＝ファとヴィナ＝ルウの表情を確認する。

　アイ＝ファは相変わらず火のように双そう眸ぼうを燃やしており、ヴィナ＝ルウは眠たそうに下ろされたまぶたの間で色の淡あわい瞳を不審げに光らせている。

「そ……それだけの代価を、たった一夜のかまどの番に支払うというんですか？　だったら、その代価でこの屋台の料理を買えばいいではないですか？」

「屋台の料理に、そんな代価は払えないわよ。あなたには、ルティムの祝宴と同じぐらい大きな仕事を託たくしたいの」

　はっと息を呑のむ音が聞こえたような気がした。方向からして、たぶんヴィナ＝ルウだ。

　しかし、俺は女によ怪かいのあやしい笑顔から目をそらすことができない。

「青の月の十日目に、年に一度の家長会議が行われるわ。そこに集まるのは、全氏族の家長とお供の男衆が一人ずつ。およそ八十名の人間が集まるその夜のかまどを、あなたにギバ四十頭分の代価で引き受けてほしいのよ、アスタ」

「そういうことぉ……どうりで気前がいいと思ったら、あなたはその家長たちにギバ一頭分ずつの代価を払わせるつもりなのねぇ……？」

「ええ。このアスタの料理には、それぐらいの価値があるのでしょう？　何せ、ギバを忌いみ嫌きらう宿場町でギバ肉の料理を売ることができるような腕前なのだもの。……さあ、どうかしら、アス――」

「断る」と、再びアイ＝ファの声がその言葉を叩き斬きった。

「いくら銅貨を積まれようと関係ない。そのような仕事を引き受ける筋合いは、我々にはない」

「あらあ……それじゃあ、あなたたちは富と秘密を独占しようという心づもりなのかしら？」

　ヤミル＝スンが、また唇を吊つり上あげて笑う。

「昨日なんて、百人以上もの宿場町の人間が、アスタの作る料理を買っていったのでしょう？　固くて臭くて不味まずいとされているギバの肉でそんな真似ができるなんて、奇跡みたいな話よねえ。……ファの家とルウの家はその秘密を独占して、自分たちだけで富を得ようとしているのかしら？」

　俺おれは、こっそり生なま唾つばを飲み込んだ。

　この女は、やっぱり何か手札を隠している。そうでなければ、外部の人間が昨日の売り上げなどを知ることはできないはずだ。

「それが何かの罪になるとでもいうのか？　私たちに恥ずべきところは何もない。真実を知りたいのならば、頭を下げて教えを乞こえ。かまどをまかすなどという迂う遠えんな真似をするな」

「だって、もともとはミダから始まった話ですもの。わたし自身はそのような富や秘密になど興味はないのよ、ファの家のアイ＝ファ」

　言いながら、ヤミル＝スンは細い舌の先で唇をなめた。

「角と牙を四十頭分。決して不満の出るような代価ではないでしょう？　家長会議のついでにミダにも料理をふるまってくれれば、それで家長の願いは果たされるわ。……これでも応じてもらえないなら、わたしはすべてを諦あきらめるしかないわねえ」

「……すべてを諦める？」と、応じたのは俺だった。

　その声や表情が、あまりに不吉すぎたのだ。

「ええ……ミダは可愛かわいい弟だけど、わたしの力では守りきれない。だから、ミダの運命は天に託そうかと思うの」

「……言葉の意味がわからないのですが」

「別に、そのままの意味よ。あのままではディガやドッドに殴り殺されてしまうかもしれないから、鎖くさりを外してあげることにするわ」

「……鎖？」

「ええ。お好きなところにおゆきなさい、と鎖を解いてあげるのよ。……もしかしたら、その結果として宿場町の衛兵に槍やりで突つき殺ころされることになってしまうかもしれないけれど、家族に殴り殺されるよりは、よほど安楽な末路でしょう？」

　本気で言っているのだろうか、この女は。

　十中八九、ブラフだと思う。言うことをきかなければミダ＝スンをけしかけるぞと脅おどしているだけなのだ、きっと。

　大体が、実の家族を鎖で拘こう束そくしているというところからして、嘘うそくさい。そんな話が真実であるなんて、信じられないし、信じたくもない。

　十中八九、ブラフであろう。

　十中八九、ブラフであろうと思うのだが――

　しかし残りの一、二割で、もしかして本気なのかもしれない、と思わせる不吉さがこの女にはあった。

「……私たちの知ったことか」と、それでもアイ＝ファの声に変化はない。

「スン家の末弟が私の家人を害そうとするならば、森辺の掟おきてに従って、私が叩き斬る。衛兵などの出る幕もないわ」

「ふうん、ずいぶん頑かたくななのね、あなたは」

　いっかな怯ひるむ様子も見せず、ヤミル＝スンはまた妖よう艶えんに笑った。

「まあいいわ。今の話はわたしの思いつきに過ぎないから、家に戻もどって家長に話を通してくるわよ。明日、同じ刻限に返事を聞きにくるからね。それまでに答えを決めておいてちょうだい」

「今日も明日も答えは変わらぬ。気に食わないのなら、そちらも好きに振る舞えばいい」

「あなたの気持ちはわかったわ、アイ＝ファ。だから後は、ルウやルティムやアスタと話しなさい。……それじゃあ、また明日ね」

　そう言って、ヤミル＝スンはかたわらのテイ＝スンに顎あごをしゃくった。

　ついに最後まで一言も喋しやべろうとしなかったテイ＝スンは、感情の欠落した目で俺たちに目礼をし、女主人とともに去っていく。

　その後には、悪夢の残ざん滓しのような静せい寂じやくだけが取り残された。

「……ドンダ父さんに相談しなくちゃねぇ……」と、やがてヴィナ＝ルウが溜ため息いきまじりにぽつりとつぶやく。

「あの女、いったい何を企たくらんでいるのかしらぁ……ただ難なん癖くせをつけて、ひっかき回そうとしているようにしか思えなかったけどぉ……」

「どうでしょうね。俺は何だか、ものすごいペテンにかけられてる気分です」

　あの女の言動のすべてがこの場の思いつきだとは思えない。あの女は、あまりに事情に通じすぎていた。一昨日のミダ＝スンとテイ＝スンだけでは知りえない情報すら、あの女はしっかりと得ていたのである。

　あの女は、俺の料理に執しゆう着ちやくするミダ＝スンをダシにして、何か企んでいるに違ちがいない。

「……何を考え込んでいるのだ、アスタ」と、低い声でアイ＝ファに呼びかけられる。

　振り返ると、アイ＝ファはその瞳に激情の残り火をちらつかせながら、無表情に俺を見ていた。

「何も思おもい悩なやむ必要はない。お前はお前の仕事を果たせ。スン家の人間の戯たわ言ごとなど、聞き流しておけばよいのだ」

「ああ、だけど……」

「だけどではない。スン家のかまどを預かることなど、私は絶対に許さぬからな」

　怒ど気きのまじった声で言い捨て、アイ＝ファはもといた木陰へと退いていった。

　見てみると、『ギバ・バーガー』の屋台からはシーラ＝ルウとララ＝ルウがひどく思いつめた目つきで俺たちのほうを見つめている。そちらに「大だい丈じよう夫ぶだよ」とうなずきかけてから、俺はかたわらのヴィナ＝ルウに視線を戻した。

「ヴィナ＝ルウ、さっきのあの臭いは何だったんでしょうね？」

「……臭い？　臭いがどうかしたぁ……？」

「え？　何だかずっとおかしな臭いが漂っていませんでしたか？」

　ヴィナ＝ルウは、ゆるゆると首を振る。

「ミャームーの匂においが強すぎて、わたしはなんにも気づかなかったわぁ……」

　そうなのか。

　まあ、嗅覚だけは人一倍すぐれている俺なので、俺だけが感じ取れるぐらいの微細な血臭であったのかもしれない。そうだとしても、俺の内の不信感に変わりはなかった。

　俺はもうちょっとスン家とヤミル＝スンについての話が聞きたかったが、そこにひょっこりとジャガルのお客さんがやってきてしまう。

「おい、大丈夫か？　何だか剣けん呑のんな雰囲気だったじゃねえか？」

「あ、すみません。別に大したことではないのですよ」

「そうなのか？　とてもそういう風には見えなかったがな。……おい、おかしな騒さわぎを起こして、町から追い出だされたりしないでくれよ？　お前さんの料理が食えなくなっちまったら、一日の楽しみがなくなっちまうからな」

「そんな風に言っていただけるのは、とても光栄です。……お一つでよろしいですか？」

「ん？　いや、三つだよ。おおい、もう大丈夫らしいぞ！」

　すると、壮そう年ねんのジャガル人たちがもう二名ばかり、わらわらとやってきた。

　ヤミル＝スンたちがいなくなるのを待ち受けていたのだろう。『ギバ・バーガー』の屋台のほうにも、ジャガルやシムのお客さんたちが寄っていく。

（そりゃあ森辺の民たみがあんな物ぶつ騒そうな雰囲気を撒まき散ちらしてたら、とても近づけたもんじゃないよなあ）

　これはたぶん、正念場だった。

　ついにスン家が、正面切って俺たちにちょっかいを出し始めたのだ。

　さきほどのヤミル＝スンの胸むな糞くそ悪い話がすべてブラフだったとしても、銅貨を持たないミダ＝スンが店に押おしかけてくるだけで大混乱は必至である。それで大きな騒ぎになれば、今度こそ俺も宿場町を追い出されることになりかねない。

　スン家のかまどを預かるなんて、考えただけで身の毛もよだつが、ただ拒きよ絶ぜつすればいいという話ではない。しっかり考えて対処しなければ、せっかく軌道に乗ってきた店も終わることになるだろう。

（今の状態じゃあ、カミュア＝ヨシュは頼れない。……やっぱりドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムに相談するしかないだろうな）

　そして、それをアイ＝ファに納なつ得とくさせねばならない。

　もしかしたら、それが一番難なん渋じゆうするかもな、と俺は小さく息をついた。

　そうして小さく息をつきながら――俺は、自分の下腹にも何か猛もう烈れつな激情が渦うず巻まいてしまっていることに、初めて気がついた。

　何だこれは、と自分でも驚いてしまうほどの、それは激しい感情のうねりだった。

　ゆるせない……と、俺の中で誰かが囁いているような気がする。

　だけど俺の中には他者の人格などは潜ひそんでいないはずなので、その囁きも俺自身の声であるはずだった。

　何が許せない？　と、俺は自問する。

　俺の邪じや魔まをするやつは許せない、と、もう一人の俺が応じてくる。

　俺はそこまで、短たん絡らく的てきな人間だっただろうか？

　スン家の人間が悪逆なのは、今に始まったことではないではないか？

　何をそんなに激しているのだ、俺は。

（だってそれは……まるであいつらみたいなやり口じゃないか？）

　あいつら？

　あいつらというのは……

　もしかしたら、非道な手段で親おや父じの商売の邪魔をしてきた、あいつらのことか？

　言うことをきかない親父を車で撥はね、ついには店に火までつけたと思われる――あの暴ぼう虐ぎやくな連中とスン家を重ね合わせてしまっているのか、俺は？

（ちょっと落ち着けよ。それは確かに、自分たちの都合だけで他人の商売を無む茶ちや苦く茶ちやにしてやろうっていう下衆な考えは一緒かもしれないけど……別にそこまでシチュエーションが似通ってるわけじゃないだろう？）

　俺は大きく息を吸い込んで、じわじわと這はいのぼってきていた激情を呑み下した。

（もちろん、スン家のいいようにはさせないさ。……だけど頭に血を上らせちまったら、勝てる喧けん嘩かも勝てなくなっちまうよ。まずは、落ち着け）

　ふと気づくと、ヴィナ＝ルウがぽかんとした目で俺を見ていた。

「どうかしましたか？」と問うと、ぷるぷる首を横に振る。

「アスタって……そんな目つきをすることもあるのねぇ……まるで、ドンダ父さんやアイ＝ファみたいな目つきだったわぁ……」

「ええ？　そいつはまずいですね！　客商売には、あるまじきことです！」

　俺はおもいきり、自分の両りよう頬ほほを叩たたいてみせた。

　ものすごく、痛い。

「……仕事に集中いたしましょう。またシーラ＝ルウと交代をお願いします。ララ＝ルウが『ギバ・バーガー』をきちんと作製できるように指導してあげてください」

「うん……」と、名残惜しそうにヴィナ＝ルウがひっこんでいく。

　まずは、目の前の商売だ。思い悩むのは、その後でいい。

　気づけば、すでに中天も間近である。料理も、まだまだ残っているのだ。

　煩はん悶もんの種は胸の内にしまいこんで、今は全力で仕事に取り組むしか道はなかった。




３




　そうしてその後は新たな災さい厄やくに見舞われることもなく、無事に仕事を終しゆう了りようさせることができた。

　少しずつだが西の民のお客さんもやってきてくれて、時間いっぱいまで粘ねばったところ、百四十一食の料理を売ることができた。

　営業日六日目にして、ついに客足の底を見ることができたのだ。この先、この数字がどのように変化していくかは不明なれど、想定をはるかに上回るハイペースで、目的に近づいていっているはずである。

　ギバの肉に、銅貨と換えられるだけの価値をつけたい。森辺に豊かな暮らしをもたらしたい。その目的を達成するために、俺たちはこんな無む謀ぼうな戦いに挑いどんだのだ。

　誰だれにも絶対、邪魔はされたくない――と思う。

　そのために、俺たちはルウの集落を訪れることになった。




「まさか、スン家がそこまで馬ば鹿かげたことを言い出すとはな……」

　果実酒の土瓶を片手に、ドンダ＝ルウがきわめて不ふ機き嫌げんそうな声音をしぼり出す。

　ルウ家における晩ばん餐さんの後である。獣じゆう脂し蝋ろう燭そくに照らされる大広間に居残ったのは、ルウ本家の男衆が四名と、ミーア・レイ母さんとヴィナ＝ルウ、俺とアイ＝ファ、そしてルティムの集落から駆けつけたガズラン＝ルティムという顔ぶれであった。

「家長会議のかまどの番、ですか。べつだん、それがスン家の取り仕切りでさえなければ、何の問題もない話なのですが。相手の目的が見えないのが厄介ですね」

　およそ十日ぶりに見るガズラン＝ルティムが、静かにつぶやく。

　もともと宿場町の出店に関しては無関心だったダン＝ルティムは、全権をこの沈ちん着ちやくきわまりない跡取り息子に託したらしい。

「すみません。まずその家長会議というのは、いったい何なのですか？　年に一度の大きな集まりであるそうですが」

「はい。年に一度、すべての家長がスンの集落に集まって、おたがいの行状を確かく認にんするのです。何せ集落は広大ですので、そうしないとどの家がどのような状態にあるかもわからなくなってしまうのですよ」

　その家長会議が、青の月の十日――今から八日後にせまっている。もしかしたら、朝方にアイ＝ファが「青の月」に反応していたのは、このためであったのかもしれない。

「会議自体は昼下がりから行われ、その後にささやかな晩餐の会が催もよおされます。そうして一夜をスンの集落で過ごしたのち、夜明けとともに帰き還かんすることになるのですが……スン家はその晩餐のかまど番をアスタに託したい、と願い出てきたわけですね」

「うーん、いったい何なんでしょう。たぶんミダ＝スンのことは口実に過ぎず、もっと別の企みがあるんだろうと思うのですけど……俺をスン家に呼び寄せることに、いったいどういう意味があるのでしょうかね？」

「わかりません。むしろ、アスタのほうにこそ何かしら思うところがあるのではないのですか？」

　穏おだやかに見返してくるガズラン＝ルティムに、俺は小さくうなずいてみせる。

「実はあのヤミル＝スンという女衆は、俺の屋台がどれぐらいの収益をあげているか、ということを把は握あくしている様子であったのです。それはたぶん、貸付屋あたりから情報がもれたのだと思うのですが」

「貸付屋？」

「はい。ルウやルティムはもちろんのこと、宿場町の人々だってスン家とは交流など持っていないはずです。でも、貸付屋というのは領主の言いつけで宿場町で商売を行っているのですから、そちらからスン家に情報がもれることはありうると思うのですよね」

　俺は毎日銅貨を両りよう替がえしているので、貸付屋の主人ならば店の売り上げもあるていどは把握することができる。そして、スン家が族長筋としてジェノスの領主と縁えんを結んでいるならば、そちらのルートで俺の商売の具合を知ることはできたはずだ。

「スン家は、俺の商売がどれだけの富を生み出しているかをすでに知っています。ならば、そのあたりのことが何か要因になっているのではないかと思ったのですが――如何いかがでしょう？」

「それはその通りかもしれません。……いや、そう考えるのが一番自然です。スン家の家長にして森辺の族長たるズーロ＝スンは、きっとアスタの生み出す富に目をつけてしまったのでしょう」

　ガズラン＝ルティムがそのように述べると、ルド＝ルウが「くっだらねー話だなー！」と大声をあげた。

「まあ、スン家らしいっちゃスン家らしいけどさ。あいつらは、銅貨に埋うもれて暮らしたいとか考えてるんだろうし」

「そうですね。肉を銅貨に換えられるようになったあかつきには、その富をスン家に独占させないよう計略を練るべきだと考えていましたが、それ以前に、アスタの店が生み出す利益だけで、ズーロ＝スンの心を惑まどわせるのには十分だった、ということなのでしょう」

「でも、それで俺にかまど番をまかせたいっていうのは、いったいどういう話なんでしょうね？　ギバ肉を調理する俺の技術を盗みたいっていうことなんでしょうか？」

　だったら、そのようなものは隠かくしだてする気もないのだが。

　しかし、ガズラン＝ルティムはゆるやかに首を横に振った。

「堕だ落らくのきわみにあるスン家の家長ならば、そのように迂遠なことは考えないでしょう。ズーロ＝スンは、おそらくあなたそのものを欲しているのですよ。……ひょっとしたら、家に招いて婿むこ入いりでも勧すすめる算段なのではないでしょうか」

「婿って……あのヤミル＝スンのですか？」

　想像しただけで、背筋が寒くなってしまった。

　まあ、それがあのように薄うす気き味み悪わるい女衆でなくとも、俺は誰の婿になるつもりもないのだが。

「でも、そんな理由で俺みたいな異国人を婿に迎むかえるなんて、あまりに短絡的なのではないでしょうか？」

「婿入りというのは一つの例に過ぎません。しかし、アスタの身柄を手に入れたいと望んでいることは確かでしょう。ズーロ＝スンというのは、そういう男なのです」

　すると、今度はドンダ＝ルウが「くだらねえな……」と、つぶやいた。

「くだらなすぎて、あくびも出ねえぜ。こんな生白い異国人を、族長筋に婿入りさせるだと？」

　口調は静かだが、その瞳には激情の火が燃えている。

　ことスン家に関しては、普ふ段だん以上に感情を抑制できないドンダ＝ルウである。

「それで……貴様はどうするつもりなんだ、小こ僧ぞう？」

「ス、スン家に婿入りなんて冗じよう談だんじゃないですよ。そもそもスン家のかまどを預かるってだけで、十分に冗談ではないんですが……ただ、宿場町に下りてきたミダ＝スンに暴れられたら、その時点で俺も町から追放されてしまう危険性があるでしょうね」

「何故なぜですか？　それはミダ＝スンの罪であり、アスタの罪ではありません」

「はい。ですが、店の料理が足りなくなって、シムとジャガルのお客さんの間でもめごとが起きそうになったときも、俺は町から追い出されそうになってしまったんです。町の治安を守る衛兵や、露ろ店てん区域を取り仕切るミラノ＝マスにとっては、俺の存在自体が疎うとましいのではないですかね」

「……それが都の法なのですか？」

「都の法というよりは、衛兵やミラノ＝マスの気持ち一つなのかもしれませんが」

「へー、都の人間ってのは案外いい加減なんだな。法よりも自分らの気持ちを重んじるのかよ？」

　ルド＝ルウが愉ゆ快かいげに口をはさむと、ドンダ＝ルウが苛いら立だたしげにそちらをにらんだ。

「ルド、貴様に偉えらそうなことが言えるのか？　貴様が森辺の掟の何もかもを重んじているとは言わせねえぞ？」

「大事な掟はちゃんと守ってるじゃんかよー」と、ルド＝ルウは子供のように言い返す。

　そんな親子のやりとりを横目に、俺はさらに言葉を重ねてみせた。

「それにですね、以前にもお話しした通り、あのドッド＝スンともめごとを起こしてしまったとき、衛兵たちは俺やアイ＝ファではなくスン家の人間の言い分を重んじているように見受けられました。それもあわせて考えると、ミダ＝スンが暴れても俺だけが罰ばつせられてしまうという最悪の可能性すらありうると思います。あのヤミル＝スンという女衆は、そういう現状も踏ふまえた上で、ミダ＝スンを俺にけしかけようとしているんじゃないでしょうかね」

　実のところ、それは憶おく測そくというよりも、半分は俺の願望でもあった。

　本当にミダ＝スンが鎖につながれているだとか、ミダ＝スンが衛兵に殺されてもかまわないなどと思っているだとか――そんな言葉は、絶対に真実であってほしくはないのだ。

　森辺の民としての誇ほこりばかりか、家族への情愛まで持ち合わせていないなんて、それではあまりに救いがなさすぎるではないか。

「ふむ……しかし、アイ＝ファとしては、どうあってもアスタをスン家に近づけたくはない、という心情なのですね」

　そこで初めて、アイ＝ファに話が振られることになった。

　が、アイ＝ファはちょっと不ふ穏おんな感じに瞳ひとみを光らせただけで、返事もしない。ヤミル＝スンと遭そう遇ぐうしてから、アイ＝ファはずっと不機嫌そうなままだった。

「その気持ちは、よくわかります。家長会議であれば、アイ＝ファ自身がつきっきりでアスタのそばにいることもかないませんし、それに――家長会議にはスンの眷けん族ぞくもやってくるのですからね。ある意味では、その眷族のほうこそが危険な存在にもなりえます。……ですが、アスタはまだこの先も宿場町で商売を続けていく心づもりなのでしょう？」

「はい。予想よりも遥はるかに商売は順調ですから、当初の目的を達成できるまで頑がん張ばりたいとは思っています」

「ふむ……それではやはり、根本的な解決をはかるしかないでしょうね」

　がっしりとした顎に手をやって、ガズラン＝ルティムは考えに沈しずむ。

　その横顔を眺ながめながら、ルド＝ルウがまた好戦的な発言をした。

「なあ、別にスン家の申し出なんて突っぱねちまってさ。それであの肉野郎をけしかけられても、そいつを返り討ちにしちまえば済む話なんじゃねーの？　刀が使えねーとちっとばかりは厄介だけど、それでも俺ともう一人ぐらい男衆がいれば、両足をへし折るぐらいは、わけないぜ？」

「ですが、そうするにはミダ＝スンが暴虐な振る舞いに及ぶのを待つ必要が生じます。あちらが何もせぬうちに手を出してしまえばこちらの罪となってしまいますし、暴虐な真ま似ねをされてしまったら――たとえミダ＝スンを粛しゆく清せいできたとしても、けっきょくアスタは町から追放されてしまうかもしれません」

　自分の考えに沈みつつ、ガズラン＝ルティムはきわめて理知的に言葉を続ける。

「そして、いつ現れるかもわからないミダ＝スンのために、二名もの男衆をアスタのそばに控えさせるのは難しいでしょう。それでは狩人としての仕事も果たせなくなってしまいます」

「何だよ、面倒くせーなあ。それじゃあ、どうすんの？」

「そうですね……やはり、家長会議のかまどを預かる、という話はいったん了承するしかないと思います」

　ガズラン＝ルティムの言葉に、アイ＝ファの瞳がまたグラグラと煮にえたっていく。

「しかし、アスタ一人でそれを受け持ってしまうのは、あまりに危険です。向こうにどのような企みがあるのかもわかりませんから、アスタを守る算段を立てなくてはなりません」

「ふーん？　そりゃまあ家長会議なんだから、親父やダン＝ルティムや、それに付き添そいの男衆もいるけどさ。だけど、かまどの間に入らない男衆じゃあ、アスタを守れねーよな？」

「はい。それは女衆の仕事となるでしょうね」

　そう言って、ガズラン＝ルティムはドンダ＝ルウとミーア・レイ母さんの姿を見比べた。

「ルウとルティムの女衆を、アスタに同行させる。……それを、仕事を引き受ける条件にする、というのは如何でしょうか？」

「ふうん？　あたしらもアスタと一いつ緒しよに家長会議のかまどの番を預かれってことかい？」

　ミーア・レイ母さんが、ちっとも動じていない様子でそう応じた。

　ドンダ＝ルウは、探るような目でガズラン＝ルティムをにらみすえている。

「アスタの料理は、特別な料理です。そして、家長会議には八十名もの人間が集まります。それだけの料理を作りあげるには、すでにその方法をわきまえているルウやルティムの女衆の力が必要だと言い張るのです。……そうしてスン家の女衆にも手伝いを要求し、否いや応なしに調理の技術を叩き込こんでやるのです」

「なるほど。俺なんかがいなくてもミダ＝スンを満足させることはできる、という状じよう況きようをこしらえてやるわけですね」

「はい。さらに言うならば、ルウやルティムはすでにその技術を習得しているという事実を知らしめて、アスタの存在をその中に埋まい没ぼつさせてやれば、ズーロ＝スンらもアスタ一人に執着することはなくなるのではないでしょうか？」

　それは、なかなか有効な手段であるように、俺には思えた。

「あんたの話は難しいね、ガズラン＝ルティム。……だけど、アスタを手伝えって話なら、あたしには何の異存もないよ」

　そう言って、ミーア・レイ母さんは、にっと笑う。その笑い方は、ルド＝ルウやララ＝ルウとそっくりだった。

　顔立ちなんかはあまり似ていないが、やっぱり親子なんだなあと、ついつい俺は場違いな感かん慨がいを覚えてしまう。

「しかも、スン家の女衆の尻しりをひっぱたけって話なら、なおさら上等さ。家を腐くさらせてるのは男衆のせいばかりじゃない。男衆をとっちめるのはあんたたちにまかせるけど、女衆をとっちめる役目だったら、あたしは喜んで引き受けるよ？」

「おい。束ね役のお前が家の仕事をほっぽり出して、スン家なんざに出向くつもりかよ？」

　不満そうに言うドンダ＝ルウに、「別にかまいはしないだろ？」と、ミーア・レイ母さんは笑いかけた。

「どうせ家には何人も残らないんだ。ティト・ミンとリミあたりを残していけば、家の仕事は回るだろうさ。……そういえば、家長はその日に誰をお供として連れていくつもりなんだい？」

「ふん……本当ならば、ダルムなんだがな」と、ドンダ＝ルウは次じ兄けいのほうに目をやった。

　頭のほうの包帯は外れたが、まだ顔の真ん中あたりはぐるぐる巻きにされているダルム＝ルウである。

「家長会議までは、あと八日か。……まあ、それまでにどれだけダルムの傷が癒いえるか、だな」

「ダルム兄が無理そうだったら、俺だよな？」と、ルド＝ルウが楽しそうな声をあげる。

　はて、ジザ＝ルウにはお呼びがかからないのかしらんと思っていると、かたわらのガズラン＝ルティムが少し無念そうな目を向けてくる。

「家長会議が行われる夜には、家長の後こう継けい者しやとなる男衆が自分たちの家を守るならわしなのです。男衆の少ない小さな氏族ならばその限りではありませんが、ルウやルティムはそのならわしに従わなくてはなりません。ルティムからは、次兄が家長に付き添うことになるでしょう」

「なるほど。……それにしても、家長とそのお供で合計八十名ってことは、四十名しか家長が存在しないってことになりますよね？　森辺の民の総勢は五百名なのに、ずいぶん数が少なくありませんか？」

「家長会議に集まるのは、本家の家長のみなのです。分家はふくまれないのですよ」

　そういえば、ルティムの次兄にはすでに嫁よめも子もあり、自身が分家の家長であるのだった。

　しかし――どのみち分家など存在しないファの家長アイ＝ファは、昨年の家長会議にもたった一人で参加した、ということなのか。それも、悪あく縁えんを結んでしまったスンの家で、誰の助けを借りることもないままにだ。

　まったく、なんて強きよう靭じんな我わが家の家長だろうか。

「ダルム」と、ドンダ＝ルウが厳しい眼まな差ざしを次兄に送る。

「そこのお調子者じゃあ、心もとねえ。あと八日でまともに動けるように、傷をふさげ」

「わかった」とダルム＝ルウはうなずき、「何だよー」とルド＝ルウが頬をふくらませる。

「それなら、家に残るのはジザとルド、それにジバとサティ・レイの四人だね。だったら家のかまど番はティト・ミンとリミで何とかなるだろうさ。あたしがヴィナとレイナとララを引き連れて、アスタの仕事を手伝ってやるよ。分家からだって、二人や三人ぐらいなら借りられるんじゃないかね」

「ルティムからも何名か出せれば、合計で十名ていどの女衆が集められそうですね。それだけの数の女衆が常にアスタのかたわらにあれば、スン家がかまどの間でよからぬ企みに及ぶこともできないと思いますが――如何ですか？」

　その言葉は、俺とアイ＝ファの両方に向けられたものだった。

　けっきょくのところ、決断するのはアイ＝ファであり、俺なのだ。

　スン家からのあやしげな仕事を、引き受けるか否いなか。引き受けるならば、ルウとルティムはこれだけの力を貸してやろうと言ってくれている。

　宿場町における俺の仕事は、森辺の行く末に関わる大仕事なのだという認にん識しきのもとに、彼かれらは助力を乞われる前から、すでに尽じん力りよくを約束してくれているのだ。

　アイ＝ファは――少し苦しげに、唇くちびるを噛かんだ。

「やはり……どうしても、スン家からの申し出は受けなくてはならないのだろうか」

「はい。宿場町でアスタを守るよりは、かまどの間でアスタを守るほうが、より安全だと思われます。仮にミダ＝スンを退けたところで、ズーロ＝スンがアスタへの執着を捨てない限り、いつまでも不安の種を抱かかえ込むことになってしまうでしょうから」

　ガズラン＝ルティムは、苦く悩のうするアイ＝ファの横顔をじっと見つめる。

「そして、事態がここまで及んだからには、ファの家がどのような目もく論ろ見みで宿場町に店を出したのかということを、家長会議においてすべての氏族に知らしめるべきでしょう。そして、それには血ち抜ぬきや解体といった技術が必要なのだ、ということも」

「え？　この段階でもうそれを明らかにしてしまうのですか？」

　俺の言葉に、ガズラン＝ルティムは大きくうなずく。

「こうなってしまっては、いたしかたありません。アスタの商売の邪魔をすることは、森辺の繁はん栄えいを阻そ害がいする行為である、という事実をすべての氏族に知らしめるのです。そして、ギバの肉に価値を与あたえることができれば、現在のアスタの商売よりもなお多くの富を得ることができるようになるのですから、そういう意味でも、ズーロ＝スンの目をアスタ個人からそらすこともできるやもしれません」

　そして、ガズラン＝ルティムはふっと口もとをほころばせる。

「家長会議でそうした話をしたのちに、家長たちはアスタたちの作った料理を口にするわけです。そうすれば、我々の言い分はさらに強い力を得ることができるのではないでしょうか。こんなに美う味まい料理だったら、町の人間もギバの肉を欲ほつするようになるかもしれない、と」

　ガズラン＝ルティムは、この苦境を利用して、一気に森辺の主導権を握るつもりなのかもしれない。

　攻撃は最大の防ぼう御ぎよというが――ちょっと空そら恐おそろしいほどの決断力である。

「しかし、それはあくまで私にとって最善と思える道です。ドンダ＝ルウにはドンダ＝ルウの考えがあるでしょうし、そして、決断をするのはアイ＝ファとアスタです」

「ふん……俺は別に、貴様らの口車に乗って力を貸しているわけではない。相応の代価と引ひき換かえに、女衆を貸しているだけだ」

　ドンダ＝ルウは、ぶっきらぼうに言い捨てる。

「家長会議のかまどの番にルウの女衆を使いたければ、それ相応の代価を支払え。俺に言えるのは、それだけだ」

「何だい、本当に意固地な家長だねえ」

　ミーア・レイ母さんは呆あきれたように言い、ドンダ＝ルウは「うるせえ」と、そっぽを向く。

　そうして――アイ＝ファは、横目で俺を見た。

　俺は、大きくうなずき返してみせる。

「スン家のかまどを預かるなんて、考えただけでもぞっとするけどな。それが家長会議なら、またちょっと話は別だ。それでルウやルティムの人たちと一緒に、少しでもスン家の歪ゆがみを正してやれるなら――それには、大きな意義があるんじゃないのかな」

「…………」

「何にせよ、スン家なんかに商売を邪魔されるのは我が慢まんならない。俺の力が及ばなくて失敗するならしかたないけれど、私利私欲のためだけに、それをスン家なんかに邪魔されるのは――何がどうあっても、俺には我慢できないな」

　また、腹の中でじわりと激情が蠢うごめきそうになる。

　それを必死に抑えつけながら、俺はアイ＝ファの瞳を見つめ返した。

「……そうか」と、アイ＝ファは目を伏ふせる。

「……眷族でもないルウやルティムに、そこまで力を借りるのは非常に心苦しいのだが……」

「何とも水くさい言い草だね！　あんたたちはジバの魂を救って、あたしたちに美味おいしい料理の作り方を教えてくれて、ルティムの祝しゆく宴えんをあんな素す晴ばらしいものに仕立てあげてくれたじゃないか？　あんたとアスタは、あたしたちにとっても大事な友人なんだよ、アイ＝ファ」

　と、ミーア・レイ母さんが大きな声で言い、笑う。

「それで、スン家を放ほうっておいたら、アスタの店も潰つぶれちまって、ヴィナやララの仕事も台無しになっちまうっていうんだろ？　だったらこれは、ルウの富を守るっていう行いでもあるのさ。だから、あんたが遠えん慮りよをすることはない。むしろあんたが遠慮をしたら、ルウは損をかぶることになる。そいつをきっちりわきまえた上で、あんたが正しいと思える道を選んでおくれよ」

「それならば……力を借りてもよろしいだろうか？」

　アイ＝ファは右手の拳こぶしだけを床ゆかにつき、くいいるようにミーア・レイ母さんを見つめた。

「家長会議であれば、私もかまどの間に近づくことはできない。……その間、私の家人を守ってもらえるだろうか？」

「守るよ。絶対スン家の連中におかしな真似はさせないさ」

　ミーア・レイ母さんのかたわらでは、ヴィナ＝ルウも真しん剣けんな面おも持もちでうなずいてくれている。

　アイ＝ファは、しばらく黙だまりこみ――それから、すっと頭を下げた。

「では……私も、ガズラン＝ルティムの意見に……同意する」

　たぶんアイ＝ファは、自分や俺おれの命運を少しでも他者にゆだねてしまうのが意に添わないのだ。だから、こんなに苦しげな面持ちになってしまうのだろう。

　だけど、もともと俺たちの力だけでは、宿場町に店を出すことは不可能だった。それが不本意だというのなら、ずっとファの家で、俺とアイ＝ファの二人きりでつつましく生きていけばいいだけのことだったのだ。

　それでも俺たちは、森辺の行く末を案じて、宿場町に店を出したい、と願ったのだから――とぼとぼと道を引き返すつもりでないのならば、ルウやルティムとともに力を合わせて進んでいくべきなのだろう。

　そんな風に、俺はアイ＝ファを説得するつもりであったのだが、どうやらアイ＝ファはこんなに深く思い悩みながらも、自分の意志で俺と同じ結論に達したようだった。

　俺は、誰にも知られぬまま、ひっそりと喜びを噛みしめる。

「決まりだな。……それじゃあ後のややこしい話は明日の朝にでもしろ。俺は、もう眠ねむる」

　ドンダ＝ルウの重々しい声で、三家合同の密談はひとまず終了と相成った。

　ルウの家人はおのおのの部屋へと戻り、客人三名は玄げん関かん口ぐちへと向かう。婚こん儀ぎの前祝いのときと同様に、ガズラン＝ルティムはルウの分家に、俺とアイ＝ファは例の空き家で一夜を明かす段取りになっていた。

　ガズラン＝ルティムは一足先に外に出て、俺は片かた腕うででアイ＝ファが履はき物ものを巻き終えるのを待つ。そこに、ミーア・レイ母さんが近づいてきた。

「ねえ、アイ＝ファ。思ったんだけどさ、家長会議の当日まで、あんたたちにルウの集落に留とどまってもらうことはできないもんかね？」

「……何故に？」

「そりゃあもちろん、この先も何べんだって打ち合わせをする必要が出てくるだろうし、それに、家長会議で出す料理については、あたしたちも修練を積まなきゃならないだろうからさ。だったら最初からこの集落で寝起きをしてもらったほうが、都合がいいだろう？」

「しかし……」

「ファの家の肉や野菜なんかは、全部こっちに持ってきちまえばいい。そうすれば、いちいち家に戻る必要もなくなるだろう？　……それに、ダルムやレイナのことも気にしなくていいよ。あんたやアスタがそばにいようがいなかろうが、あの子らの胸の苦しさに変わりはないんだろうからさ」

「ミ、ミーア・レイ＝ルウ、それはいったい……？」

　俺おれが慌あわてて口をはさむと、ミーア・レイ母さんはにんまり笑った。

　同じにんまりでも、カミュア＝ヨシュなんかとは大おお違ちがいの温かい笑えみである。

「息子や娘むすめの気持ちなんかはお見通しさ。特にあの子らはあたしや家長の若い頃ころにそっくりだからねえ。ジザやヴィナなんかはちょっと難しいところがあるけれどさ。……とにかくね、スン家っていう厄介な連中を相手にするんだから、万全の態勢でのぞもうじゃないか。よろしく頼たのんだよ？」

　そうしてこちらの返事も待たぬまま、ミーア・レイ母さんも自分の部屋へと戻っていった。

　俺とアイ＝ファは、きわめて複雑な感情のこもった目を見み交かわす。

「……何だか今日だけでミーア・レイ＝ルウの器うつわを思い知らされちまった気分だな？」

　アイ＝ファは小さく息をつき、革の履物を足に巻きつける。

　そうして家を出ると、外ではガズラン＝ルティムが待っていてくれた。

「お疲つかれ様さまでした、アイ＝ファにアスタ。明日も商売だというのに、すっかり遅おそくなってしまいましたね」

「いえ。この後はもう眠るだけですから、何も問題はありません」

　明日のための下ごしらえは、すべてルウ家のかまどの間で仕上げさせてもらった。晩餐の準備を女衆らに一任できるぶん、普段よりもスムーズに片付けることができたぐらいであったのだ。このままルウの集落に身を置いても、商売に悪い影えい響きようが出たりはしないだろう。

「この段階で、ズーロ＝スンがアスタの存在に着目するとは思っていませんでした。……というか、この短い期間でアスタがそれほどまでの銅貨を手中にするということを、私は予測することができませんでした」

　明るい月の下、おたがいのねぐらに向かって足を進めながら、ガズラン＝ルティムがゆったりと笑いかけてくる。

「アスタがどれほどの力を持っているかはわきまえていたつもりでしたのに、自分の不明を恥はじるばかりです」

「俺の力じゃなく、ギバ肉の力ですよ。俺のほうこそ、商売を始めた当初はギバ肉の力を見誤っておりました」

「……そのギバ肉の力とアスタの力が合わされば、きっと森辺にさらなる豊かさをもたらすことは可能になるでしょう。そのためにも、スン家の暴虐はここで食い止めねばなりません」

　穏やかだがとても力のこもった目で、ガズラン＝ルティムは俺とアイ＝ファの姿を見比べた。

「父ダンやドンダ＝ルウとも相談してからですが、私は他の眷族たち、ミンやレイやマァムなどにも事情を打ち明け、力を合わせる必要があると思っています。ともに手を携たずさえてこの苦難を乗り切りましょう、アイ＝ファ、アスタ」

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　スン家の存在は脅きよう威いだが、ルウとルティムと、そしてアイ＝ファがいる限り、スン家などに屈くつすることはないだろう――と信じることはできる。

　俺自身の力はちっぽけでも、彼らなら大丈夫だ。

　俺も、俺に果たせる仕事を果たそう。不当な手段で、俺たちの店を潰させはしない。

　俺のいた世界とは異なる絵を描く満天の星を見上げながら、俺はいっそう固く心にそう誓った。
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「それじゃあ、そういうことで手を打ちましょう……？」

　翌日――青の月の三日にして、営業日の七日目。

　約束通り宿場町にやってきたヤミル＝スンは、満足げな微び笑しようとともに立ち去っていった。

「これでミダも救われるわ。弟たちにも馬鹿な真似はしないよう言いきかせておくので、ご心配なく……当日を楽しみにしているわ」

　こちらからの要求は、のきなみ通すことができた。

　かまど番の手伝いにルウ家の女衆を同行させたいという申し出にも、なるべくスン家の女衆にも手を借りたいという申し出にも、ヤミル＝スンはいっさい難色を示さなかったのである。

　あまりにすんなりと話がまとまってしまったので、逆に不気味な感じがしなくもなかったが、とにかくこれで当面の懸け念ねんは晴れた。

「よし。気持ちを切り替えて商売に集中するぞ。……厄介者も去ったんで、いよいよこいつの販はん売ばいに取りかかりますか」

　アイ＝ファは後方の雑木林に退いていき、俺はローテーションで『ミャームー焼き』の屋台に回ってきたヴィナ＝ルウに笑いかける。

「こいつ」とは、森辺の民が日中に食しているギバの干し肉である。

　味よりも保存性を重視した食品であるため、嗜し好こう性せいはきわめて低い。有り体に言うならば、塩とピコの葉の味がきつく、固さも尋じん常じようではない。俺などは、口の中でふやかさなければ噛みちぎれないほどだ。

　しかし、この宿場町では旅人のためにそういった干し肉も販売されていたし、それらの品も嗜好性は皆かい無むに等しかった。キミュスなどは少しやわらかい代わりに香こう辛しん料りようの風味しか感じられず、カロンのほうは上質のビーフジャーキーのような味わいであるが、ギバ肉よりもガチガチに固かったのだ。

　軽食の販売のみならず、この上まだ銅貨を稼かせぐつもりか、と反感を抱いだく向きもあるかもしれないが――ちょっとした軋あつ轢れきぐらいは覚かく悟ごしなければ、そもそもこのような商売はやっていられない。宿場町にギバ肉の価値を認めさせるために、使える手はすべて使ってやろうと思う所存である。

　ちなみに干し肉の値段は、キミュスよりもカロンのほうが高額であったので、そちらに合わせることにした。およそ二百グラムで赤銅貨三枚。それを四百から六百グラムぐらいの塊かたまりで売るのが通例であるようだった。

（こう考えると、肉も野菜も安いよな。赤銅貨一枚を百円に換かん算さんしたら、タマネギみたいなアリアが一個二十円、キャベツみたいなティノが五十円、カロンの干し肉が百グラムで百五十円――それに対して、調理刀は安くても四千五百円、鉄てつ鍋なべは二万四千円、か）

　そこまで極きよく端たんに安価なわけではないが、布製品や革かわ製せい品ひんと比ひ較かくしても、食品のほうが安く感じられる。

　それに、干し肉はけっこう加工に手間がかかるのでそれぐらいの価格に設定されているが。生せい鮮せんの肉はもっともっと安いはずなのである。ドーラの親父さんに聞いてみたところ、家庭用に購こう入にゆうする際も、百グラムほどで赤銅貨一枚もしないらしい。「肉は野菜よりも高い」などと、かつてカミュア＝ヨシュは語っていたが、少なくとも俺のいた世界よりはずいぶん気軽に購入できる額であるようだ。

（だからこそ、ギバが食肉としては注目されなかったっていう側面もあるんだろうな。だったらせめて、ギバの肉もカロンの肉と同じぐらいの値をつけたいところだ）

　そんなことを考えながら試食用の干し肉を小刀で削っていると、革のフードをかぶったシムの民がすうっと近づいてきた。

　その下から現れたのは、銀色の長い髪かみである。

「あれ？　シュミラル、どうされたんですか？」

　彼はもう朝一番で『ギバ・バーガー』を購入してくれていたはずだった。

　そんなシュミラルの黒い瞳が、じっと俺の手もとを見つめている。

「……干し肉、ギバですか？」

「はい。今日からこれも売りに出だそうと思いまして。よかったら試食してみてください」

　木皿に載のせた削りたての干し肉を差し出すと、シュミラルはうなずき、それを口にした。

「……銅貨、何枚ですか？」

「カロンの干し肉と同じ値段にしようと思いまして。この大きさで、赤銅貨六枚です」

「……今、どれぐらいありますか？」

「え？　えーと、今日はこの塊を十個ほど用意いたしました」

　四百グラムが十個で、およそ四キロ分の肉にく塊かいである。

　携けい帯たい食しよくとしての干し肉は、ほとんど旅人だけが客層になるので、それほどの売れ行きは望めないのだ。

（いずれは保存性じゃなく味を重視したギバ肉のベーコンなんかにもチャレンジしたいところだよなあ）

　そんなことを考えていると、またシュミラルが無表情に問うてきた。

「干し肉、どれだけ保もちますか？」

「きちんと保管していただければ、半年は保つはずです」

「そうですか」と、シュミラルはマントの内側をまさぐり始める。

「すべてください」

「え？」

「白銅貨、六枚ですね？」

「ちょ、ちょっと待ってください！　《銀の壺つぼ》は今月いっぱい宿場町に留まるのですよね？　そんなに大量の干し肉を購入して、いったいどうするおつもりなのですか？」

「別の町、売ります」

　何を慌てているのだろう、という雰ふん囲い気きでシュミラルは小首を傾かしげる。

「ジェノス、食しよく料りよう、安いです。私たち、食料買って、別の町、売ります」

　転売か。

　なるほど。祖国から携えてきた商品ばかりでなく、そうして渡わたり歩いた町や都で特産物を購入し、ゆく先々で転売する。そういう形で、彼らは商売を続けているのだろう。

「ギバ肉、珍めずらしいです。きっと、別の町、たくさん売れます。干し肉、もっと欲ほしいです」

「そうですか……具体的に、どれぐらいの量をご所望ですか？」

　シュミラルは、少し目を伏せて考え込む。

「……可能なら、白銅貨六十枚分、欲しいです」

　白銅貨六十枚分――単純計算で、およそ四十キロである。

　だが、ルウやルティムではいまだに肉が有り余っているのだから、どうということもない。

「それでしたら、《銀の壺》がジェノスを出立する直前にまとめてご用意いたしましょうか？　お売りする直前に作製すれば、そこから丸々半年は保つことになりますし」

　シュミラルは、ちょっとだけ嬉うれしそうに目を細めた。

「その方法、とても助かります。ありがとうございます」

「いえいえ、お礼を言うのはこちらのほうです！　毎日軽食を買ってくださっている上に、そんな素晴らしい話まで持ちかけてくださったのですから」

「《銀の壺》、アスタ、とても良い縁です。東方神シム、感謝、捧ささげます」

　そうしてシュミラルは、俺のかたわらにふっと目を向けた。

　ヴィナ＝ルウは、素知らぬ顔で通りのほうを眺ながめている。

「……アスタ、ヴィナ＝ルウ、呼んでいました。あなた、名前、ヴィナ＝ルウですか？」

「……それがどうかしたかしらぁ……？」

　とても面めん倒どうくさそうに、ヴィナ＝ルウがシュミラルをちらりと見る。

　シュミラルは、無表情なまま、首を横に振ふった。

「いえ。美しい名前、思っただけです。……それでは、失礼します」

　革のフードをかぶりなおし、シュミラルは立ち去っていく。

　ヴィナ＝ルウは傲ごう然ぜんと腕うでを組み、俺は小さく息をついた。

「うーん、何だか切ないなあ。……シュミラルというお人は、俺にとってけっこう大事な存在になりつつあるのですが」

「アスタにとってはそうでも、わたしにとってはそうじゃないもぉん……気持ちの読めない人間は好きになれないって言ったでしょぉ……？」

「そうですかねえ。あの方をカミュアみたいに得体の知れない御ご仁じんと並べてしまうのは、とても気の毒に思えてしまいますけれども」

「あの男とは全然違ちがうけどぉ、やっぱりわたしはアスタみたいに感情を隠さない人間のほうが、魅み力りよく的てきに感じちゃうのよぉ……」
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　などと言いながら、ヴィナ＝ルウは少し心配そうに背後を盗ぬすみ見る。

　アイ＝ファは変わらず、五メートルほど後方の木こ陰かげで身体を休めていた。

　本日のアイ＝ファは、少しばかり元気がない。

「……だからわたしは、アイ＝ファみたいに心を隠す人間も、ちょっと苦手なのよねぇ……」

「ふむ。だけど、そういう相手がたまーに素す直なおな感情を見せてくれると、すっごく嬉しい気持ちになれるものなのですよ？」

「……だからアスタは、アイ＝ファみたいな女衆に魅力を感じるってことぉ……？」

「そ、そういうわけではありませんけどね」

　そんな平和な会話を楽しんでいる間に、だんだん通りも賑にぎやかさを増してきた。

　そろそろ後半戦の開始である――と思ったところに、見覚えのある姿が二つ同時に接近してくる。

「アスタおにいちゃん、二つください！」

「アスタ、二つお願いね？」

　注文の声までシンクロしてしまった。

　ターラと、ユーミである。

　黄おう褐かつ色しよくの肌はだをした幼女と象ぞう牙げ色いろの肌をした少女が、頭二つ分ぐらいの高低差で、きょとんと顔を見合わせる。

「あ！　あんたはあのときのあの子だね！」と、ユーミのほうは叫んだが、ターラはきょとんとしたままだった。

「あのときって、いつのことかな？」

「ああ、まあ、あんたは覚えてないか。……別にいいけど、あんた、ずいぶんアスタと親しそうだね」

「うん！　アスタおにいちゃんはいのちのおんじんだから！」

　それは大おお仰ぎような言い様だが、そういえばターラとはドッド＝スンと、ユーミとはミダ＝スンとセットで出会った俺である。なんだか奇き妙みような縁だなあと思いつつ、俺は火ひ鉢ばちをセットしてアリアを炒いためることにした。

「ふーん。生きつ粋すいのジェノスっ子まで客につけちゃうなんて、大したお手並みだよねえ。あんたなんて、この前は酔っ払ぱらいのおっさんたちにぎばばーがーを売りつけてたもんね？」

　あんたというのは、もちろんヴィナ＝ルウのことである。

　ヴィナ＝ルウは、優ゆう雅がな仕草で肩かたをすくめる。

「いや、ほんとに大したもんだと思うよ。屋台の場所だってこんなに端っこなのに、どの店よりも稼かせいでるでしょ？　けっこう西の民たみだって買いに来るようになったんじゃない？」

「ええ、おかげさまで。お客さんのお友達も、さきほどお二人ほど買いに来てくださいました」

「ふふーん。あちこちで宣伝しまくってるからねえ。若い連中の何人かは、たぶんその評判を聞いて買いに来てるんだと思うよ？」

　ユーミが誇らしそうに言い、それを受けて、「ターラも友達にいっぱい話してるよ！」とターラが大きな声をあげた。

　しかし、そう言い放った直後に、しょんぼりとしてしまう。

「……でもね、みんなギバは怖こわいって言って、食べてくれないの。あと、父さんとか母さんに叱しかられちゃうからって……」

「それはしかたないよ。古くからジェノスに住んでいる人ほど、なかなかギバを食べる気持ちにはなれないだろうから。そのへんは、時間をかけて解決していくしかないだろうね」

　ギバの肉を焼きあげつつ、俺はターラを慰なぐさめてやった。

　とたんに、ユーミが身を乗り出してくる。

「ちょっと！　この子だってお客さんなんじゃないの？　あたしにだけ丁てい寧ねいな言葉づかいって、なんか不公平じゃない？」

「ええ？　それは年ねん齢れい差さもありますし……そうそう、あとターラとは、店を開く前からのおつきあいなのですよ。ね、ターラ？」

「うん！」と、ターラが元気な表情を取とり戻もどして、大きくうなずく。

「うわー、納なつ得とくいかないなー」と、ユーミは不満そうにぼやいた。

「……ところでさ、アスタ。あんたって、この屋台を出して何日目になるの？」

「え？　隣となりの屋台は七日目で、こっちの屋台は三日目ですが」

「そっか。それじゃあ、その後は？　まさか十日間で商売を切り上げるわけじゃないんでしょ？」

　ずいぶん露店区域の屋台事情に詳くわしいのだなと思いつつ、俺は「はい」と、うなずいてみせる。

「それはもう、可能であればいつまででも商売は続けていきたいところですが」

「それじゃあさ、次の契けい約やくはうちの店と結ばない？」

「は？」

「実はうちも《西せい風ふう亭てい》っていう宿屋をやってて、露店区域の取り仕切りにも関わってるんだよ。で、うちもまあ父さんのほうは石頭だけど、母さんなんかはもうギバ肉の美味しさも知ってるからさ。きちんと普ふ通つうの商売相手として扱あつかってくれると思うよ？」

　それは、あまりに意外な申し出であった。

「《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の親おや父じさんって、なんか森辺の民に恨みがあるみたいだから扱い悪いんじゃない？　あんただって、どうせなら気持ちよく商売を続けたいでしょ？」

「ちょ、ちょっと待ってください。《キミュスの尻尾亭》のミラノ＝マスは、森辺の民に恨みがあるんですか？」

「うん。よく知らないけどさ。家族だか友達だかを森辺の民に殺されただとか何だとか――でも、けっきょく証しよう拠こも何もなかったから、全部うやむやで終わっちゃったみたいだけどね」

　ユーミの瞳が少しだけ好戦的な光を浮うかべる。

「そういう騒さわぎがちょいちょい起きるから、みんな森辺の民が信用しきれないんだよ。あたしだって、アスタとあの化け物みたいなやつとのやりとりを見てなかったら、こんな風に親しくする気持ちにはなれなかったと思う。……だけどそれはアスタも言ってた通り、時間をかけてどうにかしていくしかないんだろうね」

「……そうですね。それは本当にそう思います」

　こぼれ落ちそうになる溜ため息いきを呑のみ下しつつ、俺は四つの『ミャームー焼き』をこしらえた。

「契約の件に関しては、それじゃあミラノ＝マスに相談してみます。でも、俺の側にミラノ＝マスと距きよ離りを取りたいという気持ちはないので、まずはミラノ＝マスのお気持ちを尊重する、という形でもいいですか？」

「うん、もちろん。アスタのやりたいようにやってくれればいいよ。あたしはアスタの美味しい料理が食べられれば、それで文句はないんだから」

　また無む邪じや気きな笑え顔がおを取り戻しつつ、ユーミは『ミャームー焼き』を受け取った。ターラも、「わーい」と嬉しそうな声をあげてくれる。

　そうして今度は『ギバ・バーガー』の屋台に駆かけ寄るターラを見て、ユーミは目を丸くした。

「え？　あんた、まだ買うつもりなの？」

「うん！　ミャームーのほうは、布屋と鍋なべ屋やのおじさんの分だから！　ターラと父さんはぎばばーがーなの！」

「ふーん。ちっちゃいのによく働くね、あんた」

　そう言うと、なぜかユーミはターラが買い終わるのを一緒に待って、ともに南の通りへと帰っていった。

　肌の色は異なるが、何だか年齢の離はなれた姉妹のように見えてしまう。そんな二人の姿を見送りながら、残り三日で最初の十日間は終しゆう了りようかと、俺はぼんやり思いを巡めぐらせた。

　一日で二十食から三十食ぐらいをさばけるようになれれば、上等――とか考えていたのに、実際は屋台を増やして百五十食近い売り上げを叩たたき出してしまっている我が店である。

　スン家の脅威も当面は回かい避ひできたし、まずは商売に集中しよう。

　家長会議までは、残り七日。それまでにこの店の実績を重ねていけば、家長会議においても森辺の民に明るい未来を示し唆さしやすくなるはずだ。

（絶対に、スン家なんかのいいようにはさせないからな）

　そんな思いを胸に、俺はギバ肉の詰つまった革かわ袋ぶくろを引っ張りあげた。
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　そうしてその日は、百四十五食の売り上げで幕を閉じることになった。

　あとほんの数十分も粘ねばれば残り五食分も完売できたのであろうが。ルウ家との契約をないがしろにするわけにもいかなかったので、太陽が中天と日にち没ぼつの中間地点に達した時点で、俺たちはすみやかに帰り支度を開始した。

　ちなみに干し肉は、八百グラムだけ売れた。稼ぎとしては赤銅貨十二枚に過ぎないが、食材費は岩塩しかかかっていない商品なので、《銀の壺》を例にあげるまでもなく、売り方によっては相当な戦力になりうるであろう。

　そんなこんなで、商売は何事もなく終了したのであるが。来期の契約について話したかったミラノ＝マスは厨ちゆう房ぼうにこもっており、受付台には森辺の民を恐れる娘さんしかいなかったので、話は後日に持ち越こされることになった。

　カミュア＝ヨシュも不在であり、昨日も今日も彼の代理で店を訪れるレイト少年の姿しか見ていない。何となく、スン家との関わりが増えるにつれ、カミュア＝ヨシュとの関わりが薄うすくなっていっているようにも感じられる。

　ドンダ＝ルウの言葉を肝きもに銘じて、意識的に関わりを避けているのか。あるいは何か他に意図があるのか。それとも、たまたまそういう巡り合あわせであっただけなのか――神ならぬ身の俺には判別がつかない。

（まあ、むやみに首を突っ込まれるよりは、ましか）

　そんな風に自分を納得させて、アイ＝ファとヴィナ＝ルウのトリオで帰路をたどる。

　まずはファの家に立ち寄って、必要な品を持ち運ばなければならない。具体的には、食しよく料りよう庫こに眠る食材すべてと、着替えや砥と石いしや革かわ紐ひもなどの日常品、そしてこれまでに蓄たくわえた銅貨のすべてである。

　銅貨はすでに、白銅貨六十枚以上にも及およんでいた。この白銅貨が百枚に達すれば、ついに「銀貨」と交こう換かんできるのだが。それまではこのかさばる銅貨を保管するなり持ち歩くなりしなくてはならないのだ。

「……七日間も、この家を離れるのだな」

　空っぽになった食料庫を見つめながら、アイ＝ファが感情のない声でつぶやく。

　俺にとっては二度目の長期外がい泊はくであるが、アイ＝ファにとってはもちろん初めての体験なのだろう。

　鉄鍋の中に可能な限りの荷物を積み込み、入りきらなかった分はアイ＝ファが引き板を使って運うん搬ぱんする。ちょっとした引っ越し感覚で、俺たちはルウの集落へと向かった。




「あ、おかえりーっ！」

　刀を預けてからかまどの間に向かうと、そこではリミ＝ルウとレイナ＝ルウが晩ばん餐さんの準備に取りかかっていた。

「えへへ。ほんとにルウの集落に住むんだね！」

　昨日はあまりゆっくり話すこともできなかったリミ＝ルウが、俺とアイ＝ファに笑いかけてくる。

「うん。家長会議までの七日間、お世話になります。……今日はハンバーグなのかな？」

「うん！　レイナ姉もリミも上手に作れるようになったんだよ！　すっごく美味しいから、楽しみにしててねー！」

　思わずこちらも笑顔を誘ゆう発はつされてしまうリミ＝ルウの笑顔である。

　そして、そのかたわらでアリアをみじん切りにしていたレイナ＝ルウも、少し遠慮がちに笑いかけてきた。

「ルウの家にようこそ。アスタもこちらで仕事をされるのですね？」

「うん。隅すみっこで作業させていただきます」

　答えながら、大量の肉と野菜と果実酒を作業台の上に広げる。

　本来であれば今日からルウ家の肉を購入する手はずであったのだが、こういう状じよう況きようになってしまったので、まずはファの家の肉を使いきってしまうことにした。

　一日に二十七キロ強を使用するとして、明後日あさってぐらいにはもう尽つきるはずだ。その後は、アイ＝ファの傷が癒えるまでルウ家から買った肉でまかなうことになる。

「さて」と三徳包丁を取り上げたところで、アイ＝ファに「アスタ」と呼びかけられた。

「私は少し疲れた。ジバ婆ばあと少し話した後は、晩餐まで空き家で休ませてもらおうと思う」

「わかった。大だい丈じよう夫ぶか？　熱が出たりしていないか？」

「大丈夫だ」

　ヴィナ＝ルウもすでに家に引き上げていたので、そこには俺とリミ＝ルウとレイナ＝ルウだけが居残ることになった。もう一名のかまど番、ティト・ミン婆さんは外のかまどでポイタンを焼いている。

　日没までは、あと一時間半ていど。昨晩はルウ家のほうもバタバタしていたので、その間に俺も作業を終了させることがかなったが、本来はこの時間から始めて晩餐前に終わる作業量ではない。おそらく今日は晩餐の後にもしばしかまどの間を借りることになってしまうだろう。

　まずは一番手間のかかるパテ作製のために、俺もアリアを刻むことにした。

「アイ＝ファ、何だか元気がなかったねー。やっぱり腕が痛いのかなあ？」

　刻み終えたアリアを鉄鍋で炒めながら、リミ＝ルウが心配そうにつぶやく。

「どうなんだろうね。もう三日目だから、そこまで痛むことはないと思うんだけど、俺も骨が外れたことなんてないから、よくわからないんだ」

「……今日も晩餐の後に、かいぎするの？」

「いや。今日は特に改めて話すことはないと思う。あ、今日のヤミル＝スンとの話についてはルティムのほうにも連れん絡らくは行ったのかな？」

「はい。ララたちが帰ってきた頃にはまだアマ・ミン＝ルティムがかまどの間にいましたので、そちらから伝わっていると思います」

「へえ、まだアマ・ミン＝ルティムは料理の勉強をしているんだね」

　そのように応じながらレイナ＝ルウを振り返かえった俺は、そこに満面の笑みを見み出いだして、ぎょっとしてしまった。

「ど、どうしたの？　アマ・ミン＝ルティムが、どうかした？」

「え？　何がですか？」

　不思議そうに小首を傾げつつ、やっぱりレイナ＝ルウはにこにこと笑っている。ものすごく幸福そうな笑顔である。

「レイナ姉、どうしてそんなににこにこしてるの？」とリミ＝ルウが指し摘てきすると、とたんにレイナ＝ルウは笑顔をひっこめて真っ赤になってしまった。

「わ、わたし、笑っていましたか？　すみません、何でもないんです。……ただ、ひさしぶりにアスタと話せたのが楽しくて……」

　ひさしぶりといっても、三日ぶりである。

　その三日前も、別れ際には生来の無邪気さを垣かい間ま見みせてくれたレイナ＝ルウであったが、今の笑顔は――本当に、心の底から幸せそうだった。

「それに、家長会議のこともミーア・レイ母さんから聞きました。アスタの仕事を手伝うことができて、わたしは本当に嬉しく思っています」

「いいなあ！　どうしてリミには手伝わせてくれないんだろ！　リミだって、みんなと一いつ緒しよに行きたかったよぅ」

「それは駄だ目めよ。スンの家には乱暴な男衆もたくさんいるんだから。ドンダ父さんがそんなの許すはずがないでしょう？」

　そしてレイナ＝ルウは、一転して真剣な眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「アスタの身は、必ずわたしたちが守ります。スン家がどのようなことを企たくらんでいたとしても、決してアスタには髪一筋の傷もつけさせません」

「あ、ありがとう」と、俺はひたすらアリアを刻む。

　すると、レイナ＝ルウはまたすみやかに表情を切り替えた。今度は何やら、切なそうな表情である。

「ところで……スン家のヤミル＝スンとは、いったいどういう人物なのですか？　ヴィナ姉は、すごくあやしげで、すごく綺き麗れいな姿をした女衆だと言っていましたが……」

「ヤミル＝スン？　一言で言うと、薄うす気き味み悪わるい女性だね。ものすごく正直に言わせてもらうと、俺はあの末まつ弟ていよりも薄気味が悪いと思ってしまったぐらいだよ」

「そうですか」と、レイナ＝ルウはまたにっこりと破顔する。

　いささかならず感情の振り幅はばが大きすぎると感じられてしまうのは、俺の気のせいなのだろうか。それも、アイ＝ファがいなくなったとたんに――と、感じられてしまうのも。

（この前みたいに感情を隠されてしまうのも胸が痛むけど……けっこう両極端な娘さんなんだなあ）

　まあ、レイナ＝ルウとは少しずつ気持ちのズレを修正していくしかないだろう。

　その後は、リミ＝ルウもまじえて他愛たわいのない話題に興じ、肉の切り出しを半分ほど残したところで、タイムリミットと相成ってしまった。

　ルウ家の人間が勢ぞろいした広間に向かい、昨晩と同じように下座に陣じん取どる。本日の晩餐は、ハンバーグと焼きポイタン、アリアとチャッチとギバ肉のスープに、そして俺が献けん上じようした一キロばかりの『ミャームー焼き』用の肉と、タラパソースの余り分だ。

　ハンバーグもスープも、文句なしの味だった。ルウ本家の女衆の腕前は、日々着実に向上しているようである。

「何だ、今日はこれっぽっちしか余らなかったのかよ、アスタ？」

　と、タラパソースのからめられた肉の木皿を覗のぞき込みつつ、ルド＝ルウが不満そうな声をあげた。

「うん、昨日の半分ぐらいかな？　中ちゆう途と半はん端ぱな量で申し訳ない」

「これじゃあ全員分には足りないじゃんかよー。どうすんだよー」

「うるさい子だねえ。だったら好きなだけ食べたらいいじゃないか？　それで文句を言うのは、あんたぐらいしかいないんだからさ」

　愉ゆ快かいそうに微笑ほほえみながら、ティト・ミン婆さんがルド＝ルウをたしなめる。

　昨晩はさすがに張り詰めた感の否いなめなかった晩餐になってしまったが、こちら側の要求をヤミル＝スンが文句の一つもなく受け入れたことによって、それも緩かん和わされたようだった。

　もっとも、ルド＝ルウ以外の男衆がにこりともしないのは、相変わらずのデフォルトである。特に最近はジザ＝ルウが静かであり、もともと内面の読めない御仁でもあるので、俺としてはなかなか懸念の種ではあった。

「だけど、アスタに分けていただいた肉をタラパにからめると、普通の肉をからめるよりも美味おいしく感じますね。あともうほんのちょっとだけ味は弱くてもいい感じはしますが」

　そのジザ＝ルウの伴はん侶りよであるところのサティ・レイ＝ルウも穏おだやかに口をはさんできた。

「そうですね。そいつは果実酒とアリアとミャームーを混ぜた漬つけ汁じるに漬けておいた肉なんです。シーラ＝ルウには、作り方を伝授したのですが――」

　そこで俺は、早めに通達しておかねばならない事じ項こうがあることを思い出し、ミーア・レイ母さんを振り返る。

「すみません。食事中に何なんですが、この後はちょっと俺も作業が残ってしまっているので、今のうちにお話をさせていただいてもいいですか、ミーア・レイ＝ルウ？」

「うん？　何だい？」

「もうすぐ俺が店を出して十日が経たちます。そうしたら、一日だけでも店を休みにして、家長会議に向けた調理の勉強会をしたいと思うのですけど、いかがでしょう？」

「ふうん？　それはあたしらに料理の作り方を教えてくれるって意味だよねえ？」

「はい。俺が屋台でミダ＝スンに食べさせたのは『ミャームー焼き』という料理なので、その作り方を覚えていただきたいんです。……別に難しい料理ではないんですが、商売をやっているとなかなか時間が取れないので、その日にすべて済ませてしまおうかと」

「そいつは別にかまわないけどさ。でも、そうしたら家長会議に出向くつもりの女衆が全員、身体を空けなきゃいけないってことなのかねえ？」

「俺のほうは一日空いていますから、何人かずつの交代でかまいませんよ。ルティムの女衆にも声をかけなければいけませんし」

　そうして俺は、スープの木皿に沈しずめたハンバーグを豪ごう快かいにかきこんでいるドンダ＝ルウのほうに向きなおった。

「それで、そういった手て間ま暇ひまの分も考えて、スン家から支払われるという代価は、かまどの番に携わるすべての人間で均等に分けるべきだと思うのですが、いかがでしょう？」

「……何だと？」と、ドンダ＝ルウはうるさそうに目を光らせる。

「スン家からのふざけた仕事を引き受けたのは、貴様だろうが？」

「それはそうですが、これはルティムの祝しゆく宴えんとはわけが違います。しかも、ルウとルティムの女衆は俺なんかの身を守るっていう裏の仕事まで引き受けてくださるわけですから、それぐらいの代価が相応だと思います」

「…………」

「それに、表の仕事だけでもこれはけっこうな内容だと思いますよ？　まったく何の予備知識もないスン家の女衆に指導をしなくてはならないのですから、ミーア・レイ＝ルウたちも俺と同じだけの苦労を背負い込むことになると思います。それなら、代価はなおさら均等にするべきですよ」

　ドンダ＝ルウは「勝手にしろ」と言い、ミーア・レイ母さんは「水みず臭くさいねえ」と苦く笑しようした。

「そんな風に水臭いのは、ファの家の家風なのかい？　昨日も言ったけど、あんたたちはルウやルティムにとっての大事な友なんだよ、アスタ」

「そのお言葉は、本当に嬉しいです。そして、俺おれ自じ身しんもルウやルティムの人たちはとても大事な存在だと思っています」

　少なからず気恥ずかしかったが、俺は素直に自分の心情を述べておくことにした。

「だからこそ、大事な人たちとは貸し借りなしの関係でいたいと思いますし、それに――対等な存在として、スン家の連中に立ち向かいたいんです。ちょっとおこがましい言い方になってしまいますけど、森辺の行く末を憂うれえる同どう胞ほうとして」

「ちっともおこがましくはないよ」と言ってくれたのは、ミーア・レイ母さんの隣に座したティト・ミン婆さんだった。

「あんたは確かに異国の生まれなのかもしれないけれど、スン家の人間なんかよりも、よっぽど立派な森辺の民さ。……今回の一件で、それがますますはっきりわかったよ」

「……ありがとうございます、ティト・ミン＝ルウ」

　そんな風に俺が答えたとき、リミ＝ルウが「あっ！」と鋭するどい声をあげた。

　アイ＝ファの手を離れたスープの木皿が、まだ半分ほど残っていた中身ごと床ゆかに転がってしまったのだ。

　そのままアイ＝ファの身体がぐらりと揺ゆれたので、俺は慌ててその肩を支えてやる。

「申し訳ない……大切な食事を、無む駄だにしてしまった……」

「アイ＝ファ！　お前、熱が上がってるじゃないか！」

　それはもう、むきだしの肩にふれただけでわかるぐらいの高熱だった。

　アイ＝ファは床に右手をつき、苦しそうに眉まゆ根ねを寄せている。

「……ジバの部屋に寝具を出そうかね」と、ミーア・レイ母さんが腰こしを浮かせる。

　アイ＝ファは「……大事ない」と、振り絞しぼるような声で応じた。

「ロムの葉は持っているので、それを飲んで休めば……すぐに回復……」

　俺はアイ＝ファの身体を支えながら、ミーア・レイ母さんを振り返った。

「すみません。晩餐の途と中ちゆうですが、しばし失礼します。……リミ＝ルウ、アイ＝ファの狩人かりうどの衣ころもにロムの葉が入っているはずだから、それを取ってもらえるかな？」

「うん！」

「アイ＝ファ、歩けるか？」

「……うむ」と、アイ＝ファが俺の首に右みぎ腕うでを巻きつけてくる。

　その手首をつかみ、もう片方の手でアイ＝ファの腰を支えながら、俺は可能な限り、ゆっくりと立ちあがった。

　ジバ婆さんに付き添そったレイナ＝ルウが、実に複雑そうな面おも持もちで俺たちの姿を見つめている。が、そのようなことを気にしていられる状況でもない。

「すみません。アイ＝ファを休ませてきます」

「そのほうが良さそうだね。リミ、ロムの葉を潰つぶして、持っていってやりな。……ああ、アスタもまだ食べ途中なんだね。そうしたら、アイ＝ファの分と一緒に持っていってあげるから、あんたもそのままアイ＝ファのそばにいてやりなよ」

「はい。ありがとうございます」

　俺おれはアイ＝ファに肩を貸しながら、ともに玄げん関かん口ぐちに向かった。

　アイ＝ファは履はき物ものを履はける状態ではなさそうだったので、自分だけシューズをつっかけつつ、家の外に出る。

　そこでいったん、俺はアイ＝ファを地面に座らせた。

　アイ＝ファには、もうそれ以上自力で歩く力は残っていないようだった。

「大丈夫か？　食事前はそこまでひどくなさそうだったのにな」

　言いながら、それでも俺には何となくその発熱の原因がわかるような気がしていた。

　たぶんこれは、心的なストレスが原因なのではなかろうか。

　昨晩からのアイ＝ファの様子をあわせて考えると、それはあながち的外れでないように思える。

　だから俺は、ちょっと性急なぐらいにアイ＝ファを人目から遠ざけようと思ったのだ。おそらく、このように弱り果てた姿を他者に見られることをこそ、アイ＝ファは何よりも忌き避ひしたかろうと思えたので。

「……不ふ甲が斐いないな」と、アイ＝ファが力を失った声でつぶやく。

「そんなことはないよ」と、俺は手の平でその額の汗あせをぬぐってやった。

「怪け我がをした身で色んなことを考えすぎたせいで、きっと熱がぶり返しちまったんだろう。本当に頭を使うのが苦手なんだな、お前は」

　アイ＝ファは俺の胸むなもとにもたれかかりながら、不満そうに唇くちびるをとがらせた。

「いいから、仮の宿に急ぐぞ……リミ＝ルウにも、このようにぶざまな姿は見せたくない……」

「そうか。それじゃあ、少しだけ辛しん抱ぼうしてくれな」

　俺は左手をアイ＝ファの背中に添え、右手を両りよう膝ひざの裏に差し込んだ。

　そうして、心の中で「せーの」と掛かけ声をかけてから、ゆっくり立ち上がる。

「うーん、やっぱりなかなかのもんだな、これは」

　ほとんど身長差のない俺とアイ＝ファである。筋肉や骨の密度を考えたら、体重だって大差はないだろう。こうして抱かかえ上げただけで、腕も足もぷるぷる震ふるえてしまいそうだった。

「……何をしているのだ、お前は？」

　ぐんにゃりと俺の肩に頭をもたせかけつつ、お姫ひめ様さまだっこの形で抱え上げられたアイ＝ファが少しぼんやりとした目で俺を見つめてくる。

「何って、仮の宿に急ぐんだろ？　だったらこうするしかないじゃないか」

　左ひだり腕うでの怪我さえなければおんぶのほうが楽であったのだが、ルウの本家から空き家まではたかだか数十メートルだ。それぐらいは、頑がん張ばらせていただこう。

　まかり間ま違ちがってもアイ＝ファの身体を落としてしまわぬよう、俺は慎重に足を踏ふみ出す。

「……これではますます、私がぶざまではないか……？」

「ぶざまじゃないよ。困ったときに助け合うのが家族だろ？　……俺だって、お前が他の男衆にだっこされる姿なんかは、何がどうあっても見たくはないんだよ」

　早くも全身に大汗をかきながら、俺は月明かりの下を進む。

　毎日の運搬作業で鍛えられていなかったら、途中で休きゆう憩けいが必要だったかもしれない。

「ゆっくり休んで、早く良くなってくれ。俺にはお前が必要なんだよ、アイ＝ファ。……お前がいてくれるから、俺は頑張ることができるんだ」

「……それはどうだかな……今となっては、私よりもお前のほうこそが真っ当な森辺の民として生きているように感じられるではないか……？」

「そんなことは、絶対にないよ」

　やはり、そのようなことを思い悩なやんでいたのか。

　昨晩から、そんな感じはしていたのである。

「森辺の民とかそういうのは関係なしに、お前はただ他人に頼たよるのが苦手ってだけなんだと思うよ。それでこの二年間は立派に生き抜ぬくことができていたんだから、何も恥はじることじゃないはずだ」

「…………」

「俺にはそんな強さなんてなかったからさ。人に頼ったり頼られたりが当たり前の毎日だったんだ。……何か、ずっと前には俺も家族を頼るのが苦手みたいな発言をしちゃったけどさ」

　だけど、言っている内容に矛む盾じゆんはないと思う。そういう人間だからこそ、俺は「甘あまえる」と「頼る」の見極めが下手な人間になってしまったのだろう。

　そしてまた、アイ＝ファのほうは俺と正反対の理由から――あまりに強きよう靭じんすぎるゆえに、他者を頼るのが下手な人間になってしまったのだと思う。

　まったくの正反対でありながら、どこか似たもの同士の俺とアイ＝ファであるのかもしれない。

「きっと俺にはお前みたいに生きることはできないし、お前も俺みたいに生きることはできないんだろう」

　だいぶん息が切れてきてしまったが、それでも俺はアイ＝ファに笑いかけることができた。

「だったら、おたがいに足りない部分を補おぎなって生きていくことができればいいだろ？　お前とそうすることができれば、俺は何より嬉しいよ」

「……熱の上がっているときに、小難しいことを言うな……」

　ごつっとアイ＝ファが俺の頬ほおに頭をぶつけてきた。

　そのまま、ぐりぐりと強めに熱い額を押おしつけてくる。

「痛い痛い。……まあ要するに、お前のお役に立てるのは感無量って話だよ。普ふ段だんはなかなか俺の力なんて必要としてくれないからな、お前は」

「……つくづく、うつけ者なのだな、お前は……」

　もうあんまりしっかりとした意識もなさそうな声で、アイ＝ファがつぶやく。

「……私のほうこそ、お前の存在が必要なのだ……だから、ずっと……」

　最後のほうは、聞き取れなかった。

　だから俺は、自分の心情をこっそり述べておくことにした。

「ずっと一緒にいような、アイ＝ファ」
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　そして、その日がやってきた。

　青の月の六日、宿場町における十日目の営業日である。

　八日目は、百三十八食を売ることができた。

　九日目は、百四十二食を売ることができた。

　昨日までの売り上げのトータルは、赤銅貨千六百五十二枚。

　純利益は、赤銅貨千とんで十一枚。

　ギバの牙きばと角に換かん算さんすれば、およそ八十四頭分である。スン家の連中が銅貨に埋うもれて暮らしたいと願っているなら、まあ目がくらんでもおかしくないような額ではあろう。

　この額を、俺たちは四名で稼ぐことができた。わずか十日間で、ギバを八十四頭分。毛皮をきっちりなめしたとしても、四十二頭分。それだけの銅貨を得ることができたのだ。

　もちろん狩人の力があってこその商売なので、その労力も失念するわけにはいかないが、それにしたって、大した数字ではあるだろう。逆に言えば、森辺の民はこれだけの銅貨を生み出すことができるギバの肉を、みすみす森に打ち捨ててきたことになる。

　そういう意味では、まだまだ足りない。

　ギバの肉には、もっと高い価値がある。

　ギバの料理ではなく、ギバの肉そのものを銅貨に換えられるようになれば、そのときこそ本当に、森辺に豊かな暮らしをもたらすことができる。

　そのためにこそ、俺たちは宿場町に戦いを挑んだのだった。




「おはようございます、ミラノ＝マス」

　ヴィナ＝ルウと、ララ＝ルウと、シーラ＝ルウ――そして二日ぶりに復活したアイ＝ファとの五名連れで《キミュスの尻尾亭》に立ち寄ると、すでに建物の裏手ではミラノ＝マスが待ちかまえていた。

　そんなに大柄がらではないが肉づきのいい、黄褐色の肌をした生粋のジェノスの民たる親父さんである。いつも不ふ機き嫌げんそうな顔をしているミラノ＝マスは、その日も不機嫌そうに俺たちを出迎むかえてくれた。

「ようやく来たか。……さっき、衛兵どもが店に来たぞ」

「え？」

「今日は、これまで以上にシムやジャガルの連中が集まっているらしい。こんな看板を出だしたのが裏目になっちまったんじゃないのか？」

「こんな看板」とは、屋台の看板の下に即席で貼りつけられた、小さな割り板の看板である。俺にはさっぱり読めないのだが。そこには「青の月、七日、十日、十一日、休み」と記されているはずだった。

　予定通り、明日は家長会議に向けた料理の勉強会で、十日は家長会議の本番、そして仕込みの作業ができないためその翌日も休み、という日程であるのだ。

「いやあ、それでも予告なしに休むほうが心配でしたので。……そんなに大勢集まってらっしゃるのでしょうかね？」

「知らん。衛兵にも放っておけと言っておいてやったからな」

　言いながら、ミラノ＝マスは薄墨色の前掛けの物入れに太い指先を突っ込んだ。そこから取り出されたのは、八枚の赤銅貨だ。

　店を休むと申し出たら、それならば『ミャームー焼き』のために契約した場所代と屋台の貸出代もいったんキャンセル扱いにして、日割りで銅貨を返へん却きやくすると言ってくれたのである。何にせよ、今後も二つの屋台を出していくなら、その日取りをきっちり合わせたほうが良かろうということだ。

　これで《キミュスの尻尾亭》を通した契約も、いったんは満了することになる。

　で――問題なのは明後日以降のことなのだが、今後の契約についてはこの段に至っても返事をもらうことがかなわなかった。

「今日の店が終わったときに、決める。それで不都合はないだろうが？」

「はあ。こちらはそれでもいっこうにかまいませんが」

　しかし、ミラノ＝マスの心情がまったくうかがえないので、何となく据すわりが悪い。

　ミラノ＝マスは「ふん」と鼻を鳴らして、俺たちの顔を一人ずつにらみ回していった。

「さっさと行け。これでまた騒ぎになるようだったら、どのみちギバの屋台など今日でおしまいになるのだからな」

　けんもほろろというご様子である。

　しかたないので、俺たちは素す直なおに露ろ店てん区域へと向かうことにした。

「最後の最後まで感じ悪かったねー。そんなに森辺の民が気に食わないんなら、とっとと手を引けばいいのにね？」

　ごろごろと屋台を押しながら、ララ＝ルウがこっそり囁ささやきかけてくる。

「うん。……だけど、ミラノ＝マスに何か考えがあるのなら、しっかり納得がいくまで考えてほしいかな」

　ミラノ＝マスは、家族だか友人だかを森辺の民に害されたことがあるらしい、とユーミは言っていた。それが事実であるとしたら、ミラノ＝マスは今までどういう気持ちで俺たちに接してきたのだろう。

　もしもそういった恩おん讐しゆうをこえて、森辺の民を真っ当な商売相手として見なしてくれる気持ちがあるならば、俺としてはこれからも《キミュスの尻尾亭》と商売を続けていきたかった。

（まあ、とにかく今日を乗りきることだな）

　何がどうなろうと、俺たちにやれることに変わりはない。一つの節目となる十日目の今日であるが、いつもの通り懸けん命めいに働くだけだ。

　ただし、これまでと異なる点が一つだけあった。本日は『ギバ・バーガー』を八十食分、用意してきたのである。

　ファの家からルウの集落に拠きよ点てんを移したことによって、ヴィナ＝ルウには二時間分のゆとりが生まれた。その時間を利用して仕込みの作業を手伝っていただき、二十食ばかり追加分を作製することがかなったのだ。

　店を休むと告知したその日から、それを残念がる声がとてもよく聞こえてきたので、休日の前後はこれまで以上の売れ行きが見込めるかもしれない。そう考えての措そ置ちである。どのような結果に終わるかは、神のみぞ知るだ。

　そうして街かい道どうを進んでいくと、「うわ」と、ララ＝ルウがおかしな声をあげた。

　顔を上げると、その理由はすぐに判明した。俺たちが借り受けているスペースに、これまでで最大級の人だかりができてしまっていたのだ。

　シムとジャガルのお客さんたちと、野や次じ馬うまかお客かの判別の難しい西の民たちで、ほとんど通りがふさがりかかってしまっている。これではまあ、衛兵たちも黙だまってはいられなかっただろう。

「やあ。何だか今日はいつも以上の人気だね？」

　振ふり返ると、いつものスペースでドーラの親父さんが笑っていた。

　ターラも、にこにこと笑っていた。

「それでも、まさか朝一番で売り切れることはないよな？　俺たちは後でゆっくり買わせていただくよ」

「はい。ありがとうございます。……それじゃあ、タラパとティノを四個ずつ、アリアを三十個いただけますか？」

「あいよ。赤が十二枚だね」

　買った野菜を袋ふくろに詰めて、いざ出陣である。

「がんばってね、アスタおにいちゃん！」というターラの声に背中を押されつつ、俺たちはお客さんたちのもとに向かった。

「すみません、お待たせしましたあ！」

　俺の声に、歓かん声せいのようなものがあがりかけて、すぐに沈ちん静せい化かする。衛兵の目があるので、ジャガルのお客さんたちが自制してくれたのだろう。

　最近は朝一番でもそこまでは混雑しなくなり、せいぜい二、三十人ぐらいのお客さんしか並ぶこともなかったのに、本日はその倍ぐらいの人数が押しかけてきているようだった。明日は休業だと通達しただけなのに、何とも光栄な話である。

「少々お待ちくださいね。すぐに準備いたします」

　点火した火ひ鉢ばちを屋台にセットして、タラパのソースを攪かく拌はん。

　漬け汁に漬かった肉を別の革袋に移動。

　ティノは千切りで、アリアはスライス。

　もう全員が、しっかり手順をわきまえている。

「……何だかちょっと、わくわくしちゃうね？」と、ララ＝ルウが楽しそうに笑いかけてきた。

「この仕事、面おも白しろいよ。あたしは家で毛皮をなめしてるより、こっちのほうが断然好きだなあ」

「そっか。そいつは何よりだね」

「明後日からは、どうなるんだろ？　やっぱり別の女衆と交代になっちゃうのかなあ？」

「どうだろうね。俺としては、ずっと同じ顔ぶれのほうが助かるんだけど」

　するとララ＝ルウは一瞬嬉うれしそうな顔をしてから、少し眉まゆを曇らせた。

「あのさあ。それってやっぱり、レイナ姉とは一緒に働きたくないって意味？」

「……え？」

「レイナ姉は、めちゃくちゃアスタと一緒に働きたがってるじゃん？　それってやっぱり、アスタにとっては迷めい惑わくなのかな？」

　海のように青いララ＝ルウの瞳ひとみが、じいっと俺を見つめてくる。

　ララ＝ルウぐらい感受性が豊かで、洞どう察さつ力りよくにも秀ひいでていたら、レイナ＝ルウや俺の気持ちなどお見通し、ということなのだろうか。

「そういう意味で言ったんじゃないよ。……でも、俺はあまり不用意にレイナ＝ルウのそばには近づかないほうがいいのかなあとは、少し思ってる」

「そばに近づかなければ解決するような話なの？」

「……ごめん。わからない。問題を先延ばしにしてるだけなのかも」

「あたしに謝あやまることないよ。どうせなるようにしかならないんだから、アスタも好きなように振る舞まってればいいんじゃない？」

　と、最後はララ＝ルウらしく、にっと白い歯を見せてくれた。

　気を取りなおして、俺は温まった鉄てつ鍋なべにアリアを投入する。

「まもなく販はん売ばいを開始いたします！　五名様ずつお並びください！」

　真っ先にやってきてくれたのは、おやっさんとアルダスを含ふくむ建築屋のメンバーだった。

「おはようございます。今日はずいぶんお早いですね？」

「ああ。今日は仕事を始めたら昼下がりまで抜ぬけられそうになかったんで、大急ぎで駆けつけたんだよ。明日が休みだって言うんなら、なおさら食い逃すことはできないからな」

　大らかに笑うアルダスのかたわらで、おやっさんはちょっと不機嫌そうな面持ちである。

「そうだ。つまりは、お前が店を休んだりするから悪いのだ。休めば休むほど稼かせぎは減ってしまうだろうが？　だいたい、俺たちは今月いっぱいまでしかジェノスにいられないのに、三日も休むとは何事だ？　……青の月は、もう休むな。休みたかったから、俺たちがジャガルに帰ってから休め」

「あはは。どうもすみません。……今月はできるだけこれ以上は休まないようにしたいと思います」

　答えながら、俺は三キロ分の肉を投入した。

　果実酒とミャームーの匂においが広がり、おやっさんの顔も少しだけ柔にゆう和わになる。

「ううむ。たまらん匂いだな。……だけど、明日は休みなのか……おい、アルダス、俺たちは明日の朝、いったい何を食べればいいのだ？」

「今まで通り、カロンのフワノ巻きでも食うしかないだろう。あれだって、おやっさんの好物じゃないか」

「カロンなんぞは晩餐でいくらでも食えるではないか。俺は、ギバの肉を食いたいのだ」

　すると、おやっさんよりも頭一つ分は高い位置で、アルダスがにやりと笑った。

「ああ、そうだ。……なあ、にいさん、後でナウディスという男がやってくるかもしれないから、そのときはよろしく相手をしてやってくれよ」

「ナウディス？　皆みなさんのご友人か何かですか？」

「友人ってわけじゃないが、まあ古くからの馴な染じみだよ。やっこさんもようやく重い腰をあげる気になったみたいでなあ」

　さっぱり意味がわからなかったが、それを問とい質ただす前に『ミャームー焼き』が完成してしまった。

「それじゃあ、また明後日な。病気なんぞして、これ以上は休まないでくれよ？」

「はい、毎度ありがとうございました」

　あとはもう、ひたすら作りまくるばかりである。

　作り置きした十五食分は、あっという間に売り切れてしまう。

「すみません！　少々お待ちくださいませ！」

　これまででもっとも混雑した五日目の朝以上の売れ行きだった。

　追加の十五食も立て続けに売れてしまい、お次の分が七食ほど売れたところで、ようやく客足がいったん止まる。

『ギバ・バーガー』のほうは、と見てみると、ちょうどこちらを振り返ったシーラ＝ルウと視線がぶつかった。

「二十個分を追加しましたが、そちらも残りは五個になってしまいました。すぐに追加分を作ったほうがよいのでしょうか？」

「うーん、もうちょっと様子を見ましょう。残り三個を切ったら、作り始めてかまいませんよ。……あ、いらっしゃいませ」

　シムのお客さんに一食売って、『ミャームー焼き』は残り五十二食、『ギバ・バーガー』は残り四十五食。まだ西の民たみのお客さんはほとんど姿を現していないのに、順調すぎる滑すべり出しである。

　それでもこの三日間で、西の民のお客さんも少しずつ増えてきている。昨日など、三十名以上はお買い上げいただけたはずだった。

　着実に、ギバ肉の料理はジェノスに浸しん透とうしていっているのだ。この事実は、明日にでもガズラン＝ルティムに報告せねばなるまい。

　と――そこに、革マントの集団がやってきた。むろんのこと、シュミラル率いる《銀の壺つぼ》である。

「いらっしゃいませ！　毎度ありがとうございます」

　きっちり十名のシムの民が、いつもの通り五名ずつに分かれてそれぞれの屋台に並んでくれる。

　偶ぐう数すう日びは『ミャームー焼き』というローテーションになっている団長のシュミラルが、これまたいつもの通りにフードを外して、礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつしてくれた。

「明日、休み、残念です。明後日、また来ます」

「はい。どうもありがとうございます」

「……アスタ、買い物、どうですか？」

「はい。家長とも話はついたので、仕事が終わったらそちらのお店にうかがおうかと」

　俺たちは、昨日までで千枚以上もの赤銅貨を稼ぐことができた。白銅貨に換かん算さんすれば百枚、ついに銀貨と交換できるぐらいの額である。

　ただ、使ってこそのお金であろう。銅貨を貯めこんで大きな買い物をする予定があるわけでもないのだから、そろそろ銅貨を消費する側に回ってもよいのではないか、と俺がアイ＝ファに進言し、その承しよう諾だくを得ることができたのだ。

「嬉しいです。日にち没ぼつまで、私、店、います」

　と、シュミラルは少しだけ目を細めた。

　それだけで、嬉しそうな顔に見えてしまう。この数日間で、俺はすっかりシュミラルにも信しん頼らいや友愛を感じるようになっていた。

「では、また」

「はい。またのちほど」

　これで『ギバ・バーガー』のほうはきっちり四十食分売れてしまった。

　次の二十食分の追加作業を終えたら、休憩にすることにしよう。

「……なんかさ、東の民って森辺の民と似てるよね？」

「あ、やっぱりララ＝ルウもそう思う？」

「うん。……森辺の民ってさ、東と南の血が混ざって生まれた一族なのかもしれないって、ずっと前にジバ婆が言ってたんだよね」

「え？　そうなの？」

「うん。ジバ婆にも詳くわしいことはわかんないらしいんだけど。ジャガルとシムが戦争を始めるよりずーっと前に、それぞれの都を追い出された一族が南の森で出会って、それが森辺の民の祖となった……っていう言い伝えがあるらしいんだ」

「へえ！　すごいね！　……だからなのかな。シムの人もジャガルの人も、俺は何となく親しみやすい人が多い気がするんだよねえ」

「そうなのかな？　だったら、ジバ婆たちは南の森を追い出された後、西の王国じゃなく東の王国に住めば良かったのにね」

「うーん。だけど、東の王国は言葉も違ちがうしねえ。それに、その頃ころにはもう南と東も敵対国に成り果ててたんだろうから、その両方との友好国である西の王国を頼るしかなかったんじゃないのかな」

「あ、そっか。……ま、今さら何を言ったって、あたしたちの暮らしが変わるわけじゃないもんね」

　そんな会話をしているうちに、『ギバ・バーガー』の仕込みも完かん了りようしたようだった。

　タラパソースの味付けに関しては、すでにシーラ＝ルウに一任してしまっているのである。

「よし。それじゃあ休憩にいたしましょう。……ちょうどこっちも作り置きをしたばかりだから、俺たちから先に行かせてもらおうかね」

「うん！」

　俺は二つの『ギバ・バーガー』、ララ＝ルウは『ミャームー焼きのタラパソース和あえ』というそれぞれの軽食を手に、アイ＝ファのもとへと近づいていく。

　アイ＝ファは、眠ねむっているようだった。が、俺たちが二メートルばかりの距きよ離りにまで近づいた時点で、ぱちりと目を開けて面おもてを上げる。

「寝てたか。ごめんな。軽食を持ってきたんだけど、食べられるかな？」

「うむ」

　アイ＝ファは、すっかり回復していた。

　念のために、昨日と一昨日おとといは町に下りるのを自重したが、左ひだり肘ひじを負傷して今日で六日目。明日の朝には、固定された左肘を解放する予定である、とのことだった。

「森に入るにはまだまだ時間が必要だが、家長会議までにはそれなりに回復できるであろう」とは、アイ＝ファの弁である。

　家長会議までは、あと四日だ。さすがに左腕を吊つった姿でスン家におもむくわけにはいかなかっただろうから、それは本当に良かったと思う。

「ねえ、そういえば、店が終わったら銅貨を使うんでしょ？　いったい何を買うつもりなの？」

　と、軽食を美味おいしそうに頬張りながら、興味津しん々しんでララ＝ルウが問うてくる。

「えーっとね、実は、調理刀と鉄板を買う予定なんだ」

「……てっぱん？」

「そう、鉄板！　実は鍋なべ屋やさんに新しい商品が入荷されてさ！　こいつが実に使い勝手が良さそうなんだよ！」

「……それだけ？」

「うん。俺はそれだけ」

　ご満まん悦えつの俺とは裏腹に、ララ＝ルウは無む茶ちや苦く茶ちやにつまらなそうな顔をしていた。

「……どっちも料理の道具じゃん」

「うん。でもそれだけで、白銅貨三十三枚にもなっちゃうからさ」

　白銅貨百枚強の貯ちよ蓄ちくがあるならば、半分ていどは手もとに残し、半分ていどを使ってしまおう、という取り決めがアイ＝ファと為なされていたのだ。で、シム産の調理刀が白銅貨十八枚で、ジャガル産の鉄板が白銅貨十五枚。しめて三十三枚である。

「ああ、あの銀ぎん髪ぱつのシム人が見せびらかしてた刀を買うことにしたんだ？　アスタ、ものすごく欲しそうにしてたもんねー」

「うん！　そうなんだよ！」

「……で、アイ＝ファは？」

　料理馬ば鹿かに見切りをつけたご様子でララ＝ルウはアイ＝ファに視線を転じる。

　しかしアイ＝ファはミニサイズの『ギバ・バーガー』を大事そうに食しながら、「べつだん、何も」と答えるばかりだった。

「え？　何も買わないの？」

「うむ。刀はまだまだ十分に使えるし、薬にも、布類にも不足はない」

「だったら、宴うたげ衣い装しようとか、飾かざり物ものとかさ。この前のは全部、ジバ婆ばあのお古を借りてたんでしょ？」

「あのようなものは、今後一切使う予定はない」

「えー、だけどさあ、この前みたいにまた祝宴のかまどを頼たのまれることもあるかもしれないよ？」

「……そのときはそのときのことだ」と、アイ＝ファはにべもない。

　ララ＝ルウは、とても不満そうな面持ちだった。

「何だかなあ。楽しそうにしてるのはアスタだけじゃん」

「そうなんだよな。これはファの家の富なんだから、家長にも存分につかっていただきたいところなんだよ。今日の稼ぎは度外視しても、まだ白銅貨十七枚もつかえるんだぞ？」

「つかいたいなら、好きにつかえ。……というか、お前だって料理のための道具しか買おうとはしていないではないか？　無駄につかえとは言わないが、もっと好きなようにつかえばいい」

「ふーん。だったら、調理器具の他にもあれこれ買わせていただこうかなあ」

　そんな風に俺が言うと、アイ＝ファはむしろ満足そうに「好きにつかえ」と繰くり返かえした。

「わかった。それじゃあ、そうさせていただこう」

「あのねえ、アスタ……」と、ララ＝ルウが少し怒おこった目つきで俺を見る。

　が、俺の表情から何を読み取ったのやら、ララ＝ルウは「……ま、いっか」とつぶやいて、手もとに残っていた軽食を口の中に放ほうり込こんだ。
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　各人が休憩を取っている間も、客足が完全に途絶えることはなかった。

　気づけば『ギバ・バーガー』は残り三十四食、『ミャームー焼き』は残り三十八食である。

「本当に今日はよく売れますね。これなら全部を売り切ることも可能なのではないでしょうか？」

　休憩後のローテーションで『ミャームー焼き』の担当になったシーラ＝ルウが、明るい表情で笑いかけてくる。

「そうですね。店を休んだ翌日のほうが売れ行きはのびるのかなと思っていたんですけど。念のために『ギバ・バーガー』を多めに準備してきて正解でした」

「今日は全部で百七十食でしたよね？　それじゃあ明後日あさつてはいったい何食の……」

　と、そこでシーラ＝ルウの目がハッとしたように見開かれた。

　慌あわてて視線を巡らせた俺は、そこに見なれた姿を見み出いだして、ほっと胸をなでおろす。

「本家の人たちですね。今日がちょうど買い出しの日だったので、また薪まきの運うん搬ぱんをお願いさせていただいたんですよ。シーラ＝ルウには言っていませんでしたっけ？」

「いえ……それは聞いていましたけれど……」

　ならば、何をそんなに驚おどろいているのだろうか。道の向こうからやってきたのは、ルウ本家の次じ兄けいと次姉と末妹である。

　しかし、彼かれらが目の前まで接近してくると、俺にもシーラ＝ルウの驚きが理解できたような気がした。顔面を包帯でぐるぐる巻きにされていたダルム＝ルウが、ひさかたぶりにその素顔をさらして歩いていたのだ。

「お待たせいたしました。薪です」と花のように微笑ほほえみながら、レイナ＝ルウが背中に抱えていた荷を屋台の横に下ろす。

「えへへー。ちょうど手が空いたから、ついてきちゃった」と、レイナ＝ルウの半分ていどの大きさの袋を、リミ＝ルウが積み上げる。

　そして最後に、無言のダルム＝ルウが三袋分の大荷物を放りだした。

　その顔に、無残なまでの傷きず痕あとが残されている。いったいどのような手傷を負ったのだろうと俺も心配はしていたのだが、これは確かに相当の深手であるようだった。

　右の頬の、鼻のわきから耳の下まで続く、横一筋の大きな傷痕である。よほど深い傷だったのだろう。まだその傷は生々しい肉の色をしており、縫ぬい跡もくっきり残っている。ただでさえ凶きよう悪あくな顔がさらに凶悪さを増して、迫はく力りよくも五割増しだ。

　しかしまた、その凶悪さは火のような眼光やふてぶてしい表情からもたらされるものであり、もともとはけっこうな男前でもあったので――それを思うと、ひどく痛々しくも感じられてしまった。

「……何をじろじろと見ているのだ、貴様は」と、またダルム＝ルウの狼おおかみみたいな目ににらみすえられてしまう。

　さらに彼は悪態をつきそうな素そ振ぶりを見せたが、その前にシーラ＝ルウが「ダルム＝ルウ」と、少し切迫した声をあげた。

「ようやくお目にかかれました……もう傷の具合はよろしいのですか？」

　ダルム＝ルウは、うるさそうにそちらを振り返る。

「……シン＝ルウの家の長ちよう姉しか。俺おれの傷が何だと？」

「傷を負った日から、あなたがずっと森に入れずにいると聞いて、家族一同、心を痛めておりました。……シンの生命を救っていただいて、本当にありがとうございます」

　分家の男衆をかばって手傷を負ったとは聞いていたが、それはシン＝ルウのことであったのか。

　ダルム＝ルウは、心底不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめる。

「血族を守るのは当たり前のことだろうが。馬鹿か、貴様は？」

「いえ。それでもあなたの助けがなければ、わたしたちは家長を失っていたのです。どうか感謝の言葉を述べさせてください」

「ちっ」と舌を鳴らして、ダルム＝ルウが視線を巡らせる。

　その目が後方のアイ＝ファを発見して、すっと細められた。

「……レイナ、少し待っていろ」

「え？」

　きょとんと目を丸くするレイナ＝ルウらをその場に残し、ダルム＝ルウは屋台を迂う回かいしてアイ＝ファのほうに近づいていく。

　おいおい何の用事だよ、と俺も思わず足を踏み出しそうになったが、そこにシム人のお客さんがやってきてしまった。

「ギバ？」

「あ、はい、ギバの料理です。良かったらこちらで味を確かめてみてください」

　レイナ＝ルウとリミ＝ルウはさりげなく屋台から遠ざかり、ギバ肉を試食するシム人の姿を物もの珍めずらしそうに観察する。

「あちらの屋台で売っているのもギバの料理なんです。こちらはミャームーや果実酒で味付けをした焼き肉で、あちらはタラパを使った少し特別な肉料理ですね」

　お客さんはうなずいて、『ギバ・バーガー』の屋台のほうにも近づいていった。

「すごーい！　本当に町の人間がギバを食べてるんだね！　西の民じゃなくて東の民だったけど！」

「こら、声が大きいよ、リミ。……すみません、仕事の邪じや魔まになってしまいますね。わたしたちの仕事は果たせましたので、これで失礼します」

「えーっ！　リミもアイ＝ファとお話ししていきたいよぅ」

「昨日も一昨日もずっと話はしていたじゃない。……でもそれなら、買い物が済むまでアイ＝ファのところにいたら？　買い物が済んだら迎えに来てあげるから」

「うん！　ありがとう、レイナ姉！」

　そうしてレイナ＝ルウは俺を振り返り、とても満ち足りた表情で笑いかけてきた。

「すみません。それではリミをお願いいたします。仕事の邪魔をするようでしたら、遠えん慮りよなく叱しかってください」

「う、うん、わかったよ」

　日を重ねるごとに、レイナ＝ルウは笑え顔がおが多くなっているようだった。

　それを素直に喜んでいいのかどうかもわからない身の上の俺おれである。

　そこに、「待たせたな」と、ダルム＝ルウが戻もどってくる。

　慌てて後方を振り返ると、アイ＝ファは何事もなかったかのように木の陰かげで座していた。

「それでは、またのちほど」と、次姉と次兄は去っていく。

　当然のことながら、俺は相当にやきもきさせられてしまった。

　なおかつ、さきほどのお客さんが舞い戻り銅貨を差し出してくださったので、やっぱりその場を動くことができない。

「ありがとうございます！　少々お待ちくださいませ！」

　仕事に集中！　と念じながら、俺は焼きポイタンをつかみとった。

　その耳に、ほとんど聞こえるか聞こえないかぐらいの小さなつぶやき声が忍しのび込んでくる。

「……ダルム＝ルウは、いったいアイ＝ファに何の用事だったのでしょう……？」

「え？」

　見てみると、シーラ＝ルウがものすごく打うち沈しずんだ感じで面を伏ふせてしまっていた。

　まさか――ひょっとして、アレがナニなのか？

　いやいや、何でもかんでもそういう方向に結びつけるのは、よくないことだ。

　だけど俺は手早く『ミャームー焼き』をこしらえて、それをお客さんに渡わたしてから、かたわらの少女に呼びかけることにした。

「リミ＝ルウ、悪いけどさ、ちょっとアイ＝ファを呼んできてくれないかな？」

「うん？　わかったー！」

　ちょろちょろと、赤茶けた髪かみをなびかせながらリミ＝ルウが走り去っていく。

　すると今度は、西の民のお客さんがやってきてくれた。ちょっとおどおどした感じの、象ぞう牙げ色いろの肌はだをした若者たちである。

「あ、あの、二つお願いします」

「ありがとうございます。少々お待ちくださいませ」

　俺の記き憶おくに間ま違ちがいがなければ、それは去りし日に恐きよう鳥ちようトトスの登場で俺とともに悲鳴を唱和させた若者たちであるはずだった。何だかんだで、この若者たちも一日置きぐらいには買いに来ていただけているようである。

　まだ中天にはそこそこ時間があるはずなのに、本当に順調すぎる売れ行きだ。

　そのお二人の注文をさばいたところで、リミ＝ルウがアイ＝ファを引き連れてきてくれた。

「どうした？　野菜の買い出しか？」

「いや、それはまだ大だい丈じよう夫ぶなんだけど……あのさ、ダルム＝ルウはお前に何の用事だったんだ？」

　アイ＝ファはとてもけげんそうに小首を傾かしげてから、「知らん」と言った。

「知らんって、何か会話してたんじゃないのか？」

「会話にはなっていない。何やら勝手にくっちゃべって、さっさと帰ってしまったぞ、あの次兄めは」

「……何を喋しやべっていたのか聞いてもいいだろうか？」

　アイ＝ファは、逆側に首を傾かたむける。

「何と言っていたかな……自分は明日から森に入るだとか、森に入れぬ狩人かりうどは役たたずだとか、たしかそのようなことを抜かしていたようだが。察するに、森に入れぬ私の身を嘲笑あざわらいたかったのではないのかな」

「あはは。何だかちっちゃな子供みたいだね、ダルム兄ってば」

　どうにもあの御ご仁じんの迫力は、ルウとファの女衆には通用しないらしい。

　もしかしたら、あのひと月前の夜のように、たいそう不ふ穏おんかつ傲ごう岸がんな感じでアイ＝ファを愚ぐ弄ろうしていったのかもしれないが、話だけ聞くと、確かにちょっと微笑ましい感じもしてしまう。

　そして――「ダルム＝ルウはアイ＝ファを嫁よめにすることをあきらめたわけではない」というヴィナ＝ルウの言葉まであわせて考えると、ぶきっちょな男の子が気になる女の子に精せい一いつ杯ぱいのアプローチをしているようにも思えてきてしまう。

　結果として、俺とシーラ＝ルウの表情が晴れることはなかった。

「……もうすぐ後半戦です。頑がん張ばって働きましょうね、シーラ＝ルウ」

「……はい。もちろんです」

　シーラ＝ルウは、自分を元気づけるように、大きくうなずいた。

　そこに、新たなお客さんが登場する。毎度おなじみのターラである。

「アスタおにいちゃん、三つください！」

「あ、今日もありがとう！　ターラは本当に毎日来てくれるねえ」

「だって美味おいしいから毎日食べたいもん！　明日はおやすみで残念だなあ」

　と、その焦こげ茶ちや色いろの瞳が、リミ＝ルウをとらえた。

「わ。森辺の民の女の子だ！」

　リミ＝ルウは、きょとんとした様子でターラを見返す。

　ターラはちょっともじもじしながら「……はじめまして」と頭を下げた。

　たちまちリミ＝ルウは満面の笑えみを浮うかべて「はじめまして！」と元気に返す。

　すると、ターラの顔にもいつも通りの無む邪じや気きな笑みがひろがった。

「森辺の民って、おとなのひとしか町に下りてこないのかと思ってた！　あ、あたしの名前はターラといいます」

「リミは、リミ＝ルウだよ！　リミはね、まだ小さくてあんまり重い荷物も持てないから、なかなか町まで連れてきてもらえないの」

「そうなんだ？　森辺の民って力持ちだもんね！　ポイタンを二百個もかついだりするもんねー。すごいよねー」

　ちょっとこれは、筆舌に尽つくし難がたいぐらいなごやかなワールドが形成されそうな気配である。

　リミ＝ルウのかたわらに立つアイ＝ファなどは、何とも言えない面おも持もちで目を泳がせてしまっている。

　しかし俺はターラのために新しい肉を焼かなければならなかったので、家長に助け船を出すこともかなわなかった。

　がんばれアイ＝ファ！　と心の中で念じておくことにする。

「リミ＝ルウって何なん歳さい？　ターラは八歳だよ」

「リミも八歳だよ！　一いつ緒しよだねー」
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「一緒だねー」

「ターラはジェノスの民なのに、森辺の民が怖こわくないの？」

「ん……怖いひとは怖いけど、アスタおにいちゃんと一緒にいるひとたちは怖くない！　そういえば、さっきは怖そうな男のひとが歩いてたなあ」

「あはは。それってたぶんダルム兄だね！　リミの兄さんだよ」

「え！　そうなの!?　ごめんなさい！」

「ううん。ダルム兄は森辺でも他ほかの家のひとたちには怖がられてるから。ほんとは全然怖くないんだけどね」

　年ねん齢れいばかりでなく、背格好も髪の長さも愛くるしさも似通っている二人の少女たちである。何だか見ているだけで心が安らいでしまう。

「あっちの屋台にいるのは、二人ともリミ＝ルウのお姉さんなんだよ。あと、ずっと前にターラが肉にく饅まん頭じゆうを食べさせてあげたルド＝ルウも、リミ＝ルウのお兄さんだね」

　俺が口をはさんでみると、ターラは「すごーい！」と歓声をあげた。

「兄弟がいっぱいいるんだね！　ターラもおにいちゃんが二人いるんだけど、ずっとお家うちで仕事してるの」

「そっかー。仕事は大事だもんねー」

「そうだねー」

　助けてくれ、と、ついにアイ＝ファが目で訴えてきた。

　非才なる家人として可能なのは、完成した『ミャームー焼き』をターラの鼻先に差し出すことぐらいである。

「お待ちどおさま。三つで赤六枚です」

「ありがとう！　はい、お代です！」

「毎度あり！　今日は二つずつじゃないんだね？」

「うん！　父さんが『ミャームー焼き』で、ターラが『ぎばばーがー』なの！　それで半分こにすれば両方食べられるじゃないかって父さんが思いついたんだよ」

　えっへんとばかりに胸をそらすターラである。

　その真実にたどりつくのに七日もかかったのかと思うと、また微笑ましい。

「じゃあね、アスタおにいちゃん！　……リミ＝ルウも、また会えたらお話ししてね？」

「うん！　ばいばい！」

　かくして、幼き少女たちの邂かい逅こうは果たされたのだった。

　アイ＝ファが深々と息をついて、リミ＝ルウのふわふわした頭に右手をのせる。

「リミ＝ルウ、少し疲れた。あちらで休んでもよいか？」

「うん！　レイナ姉たちが戻ってくるまで、アイ＝ファともおしゃべりしなくちゃ！」

　ようやく無人のひとときが訪れた。

　何だか本当に慌ただしい一日である。

　まあ、十日間の締めくくりには相応ふさわしいかもしれないが……などと考えていると、今度はユーミがやってきた。本日はまたジェノスの若い女衆を引き連れての登場である。

「やあ。今日も繁はん盛じようしてるみたいだね、アスタ？」

「いらっしゃいませ！　毎度ありがとうございます」

「残念でしたー。今日は全員、ぎばばーがーだよー」

　左様でございますか。

　別に悔くやしくはないのだが。

「あ、悪いけどあたしの分も買っておいてくれる？」と、ユーミが友人がたに言い置いてから、屋台の横手にすべりこんでくる。

「ね、アスタ、例の件はどうなったの？」

「あ、明後日からの契けい約やくのことですね？　実は、今日の仕事が終わるまで返事を待ってほしいとミラノ＝マスに言われてしまいまして」

「何それ？　どうしてそこまで待たされるわけ？　良いなら良い、駄だ目めなら駄目で、別に悩なやむような話じゃないじゃん」

　そうしてユーミは、あらぬ方向に視線を飛ばした。

「何だか嫌いやな感じだなあ。それであの人は、いったい何のために、あんな風に突つっ立たってるわけ？」

「え？」

　ユーミの視線を追いかけると、なんと道の端はしに当のミラノ＝マスが立ちはだかっていた。

「あれ……全然気づかなかったなあ。いったいいつからあそこにいるんだろう」

　すると、シーラ＝ルウが控ひかえめに声をかけてくる。

「アスタ、宿屋のあの御お方かたでしたら、レイナ＝ルウたちがやってくる前から、ずっとあの場所でわたしたちの姿を見ていたようです」

「そうなんですか。うーん、どうしたんだろ」

「わけわかんないね。どうせ場所代なんて都の連中にごっそり持っていかれちゃうんだから、あとはせいぜい屋台の貸出代ぐらいしか取り仕切り役の稼ぎにはならないんだよ。その稼ぎが惜おしいなら、また契約を結べばいいだけの話なんだから、そんなに考え込むような話じゃないはずなんだけどなあ」

　そうこうしている間に『ギバ・バーガー』が完成し、ご友人の一人がユーミのもとまでそれを届けに来てくれた。

「あ、ありがと。あたしはちょっとこの人と話があるから、そっちで食べててよ」

　が、間の悪いことに、そこに新規のお客さんがやってきてしまった。

　南の民――だろうか？

　いや、がっしりとした体形と勇ゆう猛もうそうな面がまえはジャガル人めいているが、肌は濃こい目の象牙色をしている。

「ほほう、こいつがギバ肉の料理ですかな」

　顔立ちは厳いかめしいが、物もの腰ごしはやわらかそうな壮そう年ねんの男性だった。

　髪と髭ひげは褐かつ色しよくで、瞳の色は明るいグリーン。それもまた南の民によく見る色合いで、身長もユーミと同じぐらいしかない。

「ふむふむ。こちらで味見をしてもよい、と？」

「はい。よかったらどうぞ」

　その男性はグリギの爪つま楊よう枝じで肉にく片へんを上手に捕とらえ、ためつすがめつしてから、それを大きな口の中に放り込んだ。

「……ふむふむ」

「あちらの屋台のもギバ肉の料理です。良かったら味を比べてみてください」

「ほうほう」

　ひょこひょこと、ちょっとユーモラスな挙きよ動どうで『ギバ・バーガー』の屋台へと向かっていく。その後ろ姿を見つめながら、ユーミは何やら難しげな顔をしていた。

「あの人――誰だれだっけ？」

「え？　お知り合いですか？」

「ううん。でも、なんか見たことのある顔なんだよね……」

『ギバ・バーガー』をかじりながら、ユーミは「うーん」と考え込んでしまう。その間に、その人物はまたひょこひょこと戻ってきた。

「あちらの料理は何やら不思議なお味ですな。わたしはこちらの料理をいただくことにしましょう」

「ありがとうございます。お代は赤銅貨二枚になります」

「ふむ。この量で二枚は安いですな」

　うなずきながら、銅貨を差し出だしてくる。

　肉とアリアを温めなおしてから、俺は商品を提供した。

「ふむふむ」と、また一通り外観を確かく認にんしてから、その人物は『ミャームー焼き』に歯を立てた。

「……ほうほう」

　まったく立ち去る気配がないので、俺は愛あい想そよく「いかがですか？」と問うてみる。

「非常に美味です。これがギバの肉とは、驚きの一言です。どうしてギバ肉の料理などがそこまでもてはやされるのか、舌を麻ま痺ひさせる薬でも混ぜこんであるのではないかなどと疑ってしまったりもしていたのですが、いや、こいつは本当に美味ですな」

「ありがとうございます」

「それに、味付けがまた素す晴ばらしい。果実酒の甘あまさとミャームーの辛からさが絶ぜつ妙みような配合ですな。この味付けは、どこのどなたが？」

「こちらの味付けは自分が担当しております」

「ほうほう。お若いのに大したものです。……しかし、このフワノは少し変わった食感をしておりますな。生き地じはしっかりしているのに、歯は触ざわりがとてもなめらかです」

「あ、それはフワノではなく、ポイタンなのです」

「は？」「え？」と、その人物ばかりでなく、ユーミの目まで丸くなってしまった。

「ポイタンって、旅人が食べる、あのポイタン？　違うよね？　あれはどろーっとした泥どろ水みずみたいな食べ物でしょ？」

「あ、いやいや、これはそのポイタンを煮に詰つめたり乾かわかしたりして作った生地なのです」

　そういえば、カミュア＝ヨシュもギバ肉と同じぐらい、このポイタンの加工についても驚いていた気がする。

「ふーむ？」と、その人物はいっそうまじまじと食べかけの『ミャームー焼き』を見つめ始めた。

「確かにこの色合いはポイタンに似ていなくもないですが……本当に？　冗じよう談だんではなく？」

「はい。ギーゴもほんの少しだけ混ぜておりますが」

　もしかしたら、ギバ肉とはまた違った意味で評価の低いポイタンの名前などは出さないほうが良かったのだろうか。

「……ポイタンとは、とても安価な食材でしたな？」

「はあ。自分はフワノとやらの値段を知らないので、比べようがないのですが」

「フワノであったら、赤銅貨一枚でこの料理が三つほど作れるでしょうな」

「なるほど。ポイタンでしたら、五つほどでしょうね」

「……ふーむ！」とうなりながら、その人物は『ミャームー焼き』の残りを口の中に押おし込んだ。

　それと同時に、ユーミが「あっ！」と大きな声をあげる。

「思い出した！　あんた、どこかの宿屋の親おや父じさんだね？　どこかで見た顔だと思ったら、宿屋の寄り合いで見かけたんだった！」

「ほうほう？　今まで気づかなかったのですかな？　あなたは《西せい風ふう亭てい》の娘むすめさんでありましょう？　わたしは《南の大たい樹じゆ亭てい》の主人でナウディスと申す者です」

　その名前には、聞き覚えがあった。

「ああ、それではあなたが、建築屋のアルダスという方のお知り合いなのですか」

「はいはい。あの方たちは毎年うちの宿をご利用してくださいますな。ご覧の通り、わたし自身にも南の血が流れておりますゆえ、ジャガルからのお客人はごひいきにさせていただいております」

　なるほど、西と南の混血であられたのか。

　まあ、敵対国である北と西、東と南の混血でなければ虐しいたげられることもない、とカミュア＝ヨシュも言っていた。

「この屋台の料理は本当に美味であるとうちの宿ではたいそうな話題になっておりましてな。確かにこいつは素晴らしい料理です。感服しました。脱だつ帽ぼうであります」

「あ、ありがとうございます」

「……それで、何？　もしかしたら、そっちの店で契約を結んで屋台を出さないかとか、そういう話？」

　少し面おも白しろくなさそうにユーミが口をはさむと、ナウディスは「ほうほう？」と太い首を傾げた。

「こちらの屋台は《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》のものですな？　べつだんどの取り仕切り役と契約をしても大した違いはありません。わたしはただ、こちらのご主人にご相談があってやってきたのです」

「相談、ですか？」

「はい。……良かったら、うちの店でもあなたの料理を取り扱あつかわせていただくことはできませんかな？」

　とても柔和な物腰で、ナウディスはそう言った。
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「それはいったい――どういう意味なのでしょうか？」

「言葉の通りの意味でありますよ。うちの宿の晩ばん餐さんでも、あなたの料理を取り扱あつかわせていただきたいのです。城下町のように料理人として迎むかえ入れることは難しいですが、あなたの作った料理のみを買い上げて、わたしの宿の献こん立だてに加えさせていただくことはできないものかと――おっと、失礼」

　気づけば、シム人のお客さんがナウディスの背後にひっそりと立ちつくしていた。

「いらっしゃいませ。お一つですか？」

　すると、その背後からも双子のように似通ったシム人がすうっと現れて、左右から銅貨を差し出してくる。

「お二つですね。ありがとうございます」

　ナウディスは、申し訳なさそうな面持ちで褐色の髭をしごき始めた。

「そろそろ中天でありますな。もっと早い時間に来られれば良かったのですが、わたしにも朝の仕事がありましたので」

「いえ、とんでもない。……それじゃあ、少々お待ちいただくことは可能でしょうか？　予備の肉を焼きあげておけば、俺も少しは屋台を離はなれることができますので」

『ミャームー焼き』をこしらえつつ俺がそう呼びかけると、ナウディスは「はいはい、もちろんです」と応じながら屋台の横合いに引っ込んでくれた。

　同じ場所に移動しながら、ユーミがその姿を胡う散さん臭くさそうににらみつける。

「ね、アスタの料理を取り扱いたいって、どういう意味？　料理だけを買い上げて、それを晩餐の時間に売ろうっての？」

「その通りです。何せジャガルの民たみにはこちらの料理がとても好評ですので。お客様はみな、ギバが食べたいギバが食べたいと文句を言いながら、それはもう不満そうにわたしの宿の晩餐をつついておるのです。あるじとしては、まったく忸じく怩じたる思いであるのですよ」

「だけど、それで親父さんの宿でまで儲もうけを出そうと思ったら、料理の値段も上がっちゃうじゃん？　そんなの、誰も食べないんじゃない？」

「どうでしょうな。まともな儲けを出そうと思ったら、確かに値段はつり上がってしまいますが。他の料理よりも少し上乗せするぐらいでしたら、あるていどの売れ行きは見込めるのではないでしょうかね」

「だから、それじゃあ宿の儲けにならないでしょって言ってんの」

「確かに、料理から得られる儲けは、うんと下がります。それでも宿のお客様が増えれば、結果的に儲けは上がります」

　肉を焼きながら横目で盗ぬすみ見てみると、ナウディスはやはり厳めしい顔にやわらかい表情をたたえて、ユーミと相対していた。

　南の民の荒あらくれた感じと、西の民の線の細さが、なかなか複雑にからみあった気性のように見受けられる。

「たとえば、ギバの料理が赤五枚、カロンの料理が四枚、キミュスの料理が三枚、と定めてしまえば、高い銅貨を払はらってでも食べたいと願うお客様だけに食べていただくことがかないます。そうしてカロンやキミュスの料理もそれなりに売りさばくことができれば、極端に儲けが下がることもないでしょう」

「ふーん……いちおうちゃんと考えてるんだね」

「考えぬいたために、決断するのに何日もかかってしまいました。わたしはジャガルのお客様からこちらの料理の評判を聞いたその日の夜から、ずっと頭を悩なやませていたのです」

　そこまで聞いたところで、ようやく肉が焼きあがった。

「すみません。すぐに戻るので、しばらくお願いします」とシーラ＝ルウに言い置いて、俺はナウディスの前に立つ。

「お待たせいたしました。……そちらのユーミ様が色々と話してくださったおかげで、俺もだいぶん考えをまとめることができました」

「様とかやめてよ。気色悪いなあ」

「申し訳ありません。……あの、俺にも仕込みや家の仕事がありますので、夕暮れ前には家に戻らないといけないのですが。俺の身体からだは必要なく、ただ料理だけをお渡しすればいいというお話なのですね？」

「はいはい。できうれば、隣となりの屋台の料理のように、温めるだけで提供できるような料理が望ましいですな。それを、軽食ではなく晩餐の量で――手始めに、三十食から五十食ほども仕込んでいただければ十分でありましょう」

「なるほど。晩餐だともう少し食べごたえが必要になるわけですね。……その一食あたりの分量はどれぐらいで、それをいかほどの値段で買い取っていただけるのでしょうか？」

「そうですな。量としてはこちらの料理の一・五倍ほどで、それを赤三枚――より、もう少しだけ安く売っていただければ幸いと思っております。十食で赤二十五枚ぐらいが適正ではないかと思うのですが、如何いかがでありましょう？」

　頭の中でざっくり計算しても、少なくともこちらが赤字になるようなことはなさそうだった。

　ならば「ギバ肉の美味しさを普ふ及きゆうさせる」という初志を貫かん徹てつするためにも、この申し出は願ったりである。

　しかし俺は、さらにもう一歩踏ふみ込んでみることにした。

「……失礼ですが、カロンの肉自体の仕入れ値などを教えていただくことは可能でありましょうか？」

「カロンの肉でありますか？　わたしの店では、一食分でちょうど赤一枚といったところですかな」

「え？　それはこの店の料理の一・五倍の量の肉のお値段ということですよね？」

「はいはい。そうですな」

　これはまた計算が必要だ。

　うちの店で使っている肉は、およそ百八十グラム。

　その一・五倍ということは、およそ二百七十グラム。

　それで赤一枚ということは……百グラムで○・三七赤銅貨、ということになる。業者価格なら、一般家庭の半値以下で購こう入にゆうできてしまうわけだ。

　十日目にして、ついに具体的な数字が見えた。

「そうですね……料理を売ること自体は前向きに考えたいのですが、ただ、ポイタンだけは加工するのに手間がかかるので、そこは今まで通り、フワノという食材を使っていただいたほうがいいかもしれません。それならば、屋台の商売の後に五十食ていどの料理を仕込むことは可能だと思います」

「ほうほう。それでは買い上げの金額も変わってまいりますな」

「はい。それはフワノの原価分を差し引いていただいてかまいません。軽食の量で三食分が赤一枚ということは、晩餐の量なら二食分で赤一枚、ということですかね」

　ポイタンのほうが安価である分、こちらが少し割を食うことになるが、しかしポイタンの加工は本当に手間であるので、それを考えれば損な話ではないと思う。

「ただ、俺のほうも来月や再来月といった先のことまでは予定が立っておりませんし、それに、もしかしたら他の宿屋や食堂などからも同じような仕事が舞まい込む可能性があるかもしれません」

「はいはい。それは大いにありうることですな。南の民が常宿としているのはわたしの店だけではありませんし、それと同じ数だけ、東の民が常宿としている宿屋も存在するのですから」

　まったく悠ゆう揚ようせまらずに、ナウディスは大きくうなずいた。

「そして、わたしの店でギバ肉の料理を売りに出せば、そういった宿屋がこぞって真ま似ねをしようとするやもしれません。……というか、遅かれ早かれ、そういう状じよう況きようは訪れるのでしょうな」

「そうですか。それは非常に光栄な話ですが――でも、限られた時間の中で、俺がそれらのすべてに応じることは不可能でありましょうね」

「……そうでしょうな」と、ナウディスは少しだけ目を細めた。

　それを理由に、俺が料理の値段を引き上げようとしている、とでも考えたのかもしれない。

　だけど、俺はまったく別のことを考えていた。

「もしもそのような事態に陥おちいってしまった場合、俺は、俺の料理ではなく、ギバの肉だけを購入していただくことはできないものかと交こう渉しようすることになると思います」

「えっ!?」と声をあげたのは、ナウディスではなくユーミのほうだった。

「ですので、《南の大樹亭》におきましても、ゆくゆくは肉のみを購入して自分たちの手でそれを調理する、という道も考えに入れておいたほうがよろしいのではないでしょうか？　そうすれば、ギバの料理でも他の料理と同じだけの利益をあげることが可能になりますし……」

「ちょっと待ってよ！　そんなにあちこちでギバの料理が売られるようになったら、アスタの店の売り上げが落ちちゃうんじゃない!?」

　ずいぶんと慌てふためいた様子で、ユーミが俺の腕うでにつかみかかってくる。

「絶対、料理だけを売ってたほうが得だって！　……それとも、肉そのものを売ったほうが、アスタにとってはいい商売なの？」

　そんなことはない。

　ファの家は、すでに昨日の段階でギバ肉を使い果たし、ちょうど本日からルウ家の肉を買い上げ始めたところであるのだ。ファの家だけの利益を重んじるなら、それはもちろん俺の作った料理のみを売り続けたほうが、得な話であろう。

　だけど俺たちは、そんな目的でこの商売を始めたわけではない。

　なので、俺はユーミににっこり微笑み返すことにした。

「ちょっと説明は難しいのですが、俺にとってはそのほうが望ましい道なのです」

「そうなの？　……だったら、いいんだけどさ……」

　あまり納なつ得とくのいっていなそうな面持ちのまま、ユーミは俺の腕を離して引き下がった。

　ナウディスは、「ふむふむ」と顎あご鬚ひげをしごいている。

「大変興味深いお話ですが、まずはあなたの料理を売っていただければ、それで満足です。その後のことはその後で考えさせていただきたく思います」

「はい。ありがとうございます。……それでは、こまかい打ち合わせは商売の後でよろしいですか？　いよいよ中天も近づいてまいりましたので」

「そうですな。わたしもそろそろ宿に戻らねばなりません。……それではいちおう《キミュスの尻尾亭》のご主人にも話は通させていただきます。何か誤解などが生じてはよくありませんので」

　そうしてナウディスはひょこひょこと立ち去っていった。

　その背中を見送りつつ、ユーミは「ちぇっ」と舌を鳴らす。

「宿屋の食堂でギバ肉の料理か……あたしのとこでも真似したいけど、南や東のお客さんなんてほとんどいないもんなあ。西の民のお客さんだけじゃあ、なかなかギバの料理なんて注文してくれそうにないもんね」

「そうでしょうね。今のところは」

　今のところは、しかたがない。

　たった十日間で、西の民の差別感情を根こそぎひっくり返すことなどできるはずがないのだ。

　しかし、南と東の民をここまで魅み了りようすることはできた。

　最終目的のための架かけ橋をかけることは、できた。

　まずは《南の大樹亭》を相手に、成功を収めることができるかどうかだ。

「あーあ。これじゃあもし《キミュスの尻尾亭》との契約が今日限りになっても、あたしの店の出番はなさそうだね。……まあ別に、どの取り仕切り役に銅貨を払ったところで、あんたの料理の味が変わるわけじゃないからいいんだけどさ」

　と、最後にはいつもの屈くつ託たくのない笑みを浮かべて、ユーミが俺の腕を引っぱたいてきた。

「それじゃあね！　いいかげん友達も待ちくたびれてるだろうから、あたしも帰るよ。また明後日からも、楽しみにしてるからね？」

「はい、ありがとうございます」と、ユーミに別れを告げてから、俺はようやく屋台に戻ることができた。

　一人で『ミャームー焼き』の屋台を預かってくれていたシーラ＝ルウが、とても穏おだやかに微ほほ笑えみかけてくる。

「おかえりなさい。……こちらの料理は、残り二十六食分となりました」

「え？　ずいぶん売れてしまいましたねえ」

「こっちは、残りが二十四食分よぉ……」と、『ギバ・バーガー』のほうからもヴィナ＝ルウが声をかけてくる。

「合計で、残りはちょうど五十個ですか。……これはもう、遅かれ早かれ早はや仕じ舞まいになってしまいそうですね」

　と言った矢先に、またお客さんがやってきてくれた。

　黄おう褐かつ色しよくの肌をした、かなりガラの悪そうな三人組だ。

「いらっしゃいませ。三つですね？」と俺は笑顔で出迎えた。

　このお客さんがたにも、見覚えがある。数日前、『ギバ・バーガー』の屋台に難なん癖くせをつけにきたものの、ヴィナ＝ルウらにあしらわれて商品を購入する羽目になった方々だ。

　始まりはそんな感じであったのに、今ではすっかり常連様なのである。

「ふん……今日も繁盛してるみたいだな、あんちゃん」

「はい、おかげさまで」

「まったくよ、この俺が銅貨を払ってギバの肉なんざを食うようになるなんて、いったいどこで道を踏み外しちまったんだかな」

　どうやら本日はお酒を召していないらしく、口調は荒あらっぽいが表情は穏やかな感じだった。

「お待たせしました」とシーラ＝ルウが商品を差し出し、それを受け取った一人が眉まゆ根ねを寄せつつ俺のほうに顔を近づけてくる。

「それにしても、森辺の民ってのは美人が多いよなあ。ギバの肉がこんなに美う味まくて、女がこんな美人ぞろいだったら、まあ森辺に住みつこうだなんていう酔すい狂きような考えを起こすやつがいてもおかしくないってことか」

「あはは。別にそういうわけではないんですけどね」

「そういうわけじゃなきゃどういうわけなんだ？　どうせこの中にはお前さんのお手つきもまじってるんだろ？」

「いえいえ、滅めつ相そうもない！　俺みたいな若じやく輩はい者ものにそんな不ふ埒らちな真似などできようはずもございませんよ」

　ちらりとシーラ＝ルウを見てみたが、彼かの女じよは礼れい儀ぎ正しい無表情でお客さんの戯ざれ言ごとを聞き流しているばかりだった。

　三名のお客さんたちは『ミャームー焼き』を手に去っていき、俺は「ふう」と、かいてもいない汗あせをぬぐう。

「まったく愉ゆ快かいなお客さんたちですね。すみません、シーラ＝ルウ」

「アスタが謝あやまるようなことではありません。……しかし、わたしをアスタの嫁と勘かん違ちがいする方は多いようですね」

「え？　そ、そうなのですか？」

「はい。一日に何回かはそのような言葉をかけられています。わたしのように不出来な女衆がアスタの嫁だなんて、町の人間とはおかしなことを考えるものですね」

「いやあ、不出来なのは俺おれのほうですよ！　シーラ＝ルウのように素敵な女衆が俺の嫁だなんて……うわーっ！」

　突とつ然ぜん、ぽんっと肩かたを叩たたかれて、俺はおもいきり大声をあげてしまった。

　振ふり返かえると、右手にいくつかのアリアを抱かかえたアイ＝ファが顔をしかめて立っている。

「いきなり大声を出すな。驚おどろくではないか」

「お、お、驚いたのはこっちのほうだ！　気配を殺して背後から近づくなって言ってるだろ！」

「だったらわざわざ足音をたてながら歩かなくてはならないのか？　あまりたわけたことを言うな」

　シーラ＝ルウはこれといって動どう揺ようした様子もなく、アイ＝ファからアリアを受け取っていく。

「ありがとうございます。……アスタはお忙いそがしそうでしたので、今の内にと思い最後の買い出しをアイ＝ファに頼たのんでおいたのですよ」

「そ、それはお気き遣づかいありがとうございます。……あれ？　リミ＝ルウはもう帰ったのか？」

「とっくの昔にルウの次姉らが迎えに来たわ。お前が屋台を離れて何やら話し込こんでいる間にな」

　言いながら、アイ＝ファは俺とシーラ＝ルウの姿を、じーっと見比べた。

「ど、どうした、アイ＝ファ？」

「いや……確かにこうして改めて見ると、妻と夫に見えなくもないものなのだなと思ってな」

　やっぱりしっかり聞かれていたか！

　俺は何と言い返してやろうか頭を悩ませたが、それよりも早くシーラ＝ルウが「とんでもないことです」と微び笑しようした。

「アスタがわたしを嫁に選ぶことなど、絶対にありえないでしょう。……そしてまた、わたしもアスタに深い信しん頼らいと尊敬の念を抱いだいてはおりますが、夫として選ぶことはありえないと思います」

「……そうなのか」と言い捨てて、アイ＝ファはくるりときびすを返した。

　その姿がまた木陰に落ち着くのを待ってから、シーラ＝ルウが申し訳なさそうに耳打ちしてくる。

「すみません。アスタに対して非常に失礼なことを言ってしまいました。……でも、アイ＝ファにはしっかり自分の考えを伝えておくべきだと思えてしまったのです」

「はい、その判断はとても正しいと思われます。……そして俺も、シーラ＝ルウには深い信頼と尊敬の念を抱いておりますよ」

　シーラ＝ルウはとても嬉うれしそうに微笑んでから、すみやかに正面に向き直った。また新たなお客さんが近づいてきていたのである。

　いよいよ中天だ。普ふ段だん以上に、人通りが多い。

　そしてやっぱり、西の民のお客さんがじわじわ増えているような気がする。

「シーラ＝ルウ、ぎばばーがーの残りが二つになっちゃったわぁ……交代してくれるぅ……？」

「はい」とシーラ＝ルウが『ギバ・バーガー』のほうに移動して、入れ替わりでヴィナ＝ルウがやってくる。

　八十食分を用意した『ギバ・バーガー』も、ついに最後の二十食分に突入か。こちらの『ミャームー焼き』も、残りは二十三食分である。

「これはひさびさの完売ねぇ……やっぱり売れ残るよりは、売り切ったほうが楽しいわよねぇ……？」

　ヴィナ＝ルウの言葉に応じるように、客足が止まらない。

　十日間の最終日にして、これまでで最高のハイペースである。

　そうして商品は次から次へと売れていき、中天を一時間も過ぎる頃ころには、『ミャームー焼き』も残り三食分となってしまった。

「うわあ、今日はこっちのほうが先に売り切れちゃいそうだなあ」と、俺おれが嬉しい悲鳴をあげたとき、その人物がやってきた。

　ミラノ＝マスである。

「あ、どうも」

　営業時間内にミラノ＝マスが屋台に近づいてきたのは、これが初めてのことだった。

　ミラノ＝マスは、木皿に残った肉を見て「ふん」と鼻を鳴らす。

「それを売り切ったら、もうおしまいなのか？　今日はいったい何食分を用意してきたんだ？」

「こちらはいつも通りに九十食分で、あちらの屋台は八十食分にしてみました」

「合計で百七十食分か。まったく、馬ば鹿かげた数字だな」

　言いながら、ミラノ＝マスは銅貨を差し出してきた。

　赤い銅貨を、二枚である。

「え？　料理を買ってくださるのですか？」

「ああ」

「ありがとうございます。……あの、こちらの小さな木皿のほうで味を確かめてみることも……」

「やかましいやつだな。銅貨を出しているのだから、さっさと売れ。味見など不要だ」

　いつも通りの不ふ機き嫌げんそうな声で言い、「どうせこれで最後だからな」と付け加える。

「最後って、それはどういう――」

　と、そこに西の民の男女二人連れが近づいてきた。

「ほら、これだよ。看板にもギバって書いてあるだろ？　これが噂うわさの、ギバ肉の料理ってやつだ」

「うわあ、気持ち悪い……ねえ、やっぱりやめましょうよ……」

「俺も最初はそう思ったんだけどな！　こいつが不思議と、無む茶ちや苦く茶ちやに美味いんだよ！」

　そして、まだずいぶん若そうなその青年が、ちょっと斜しやにかまえた感じで赤銅貨を四枚差し出してくる。

「おい、二個だ」

「はい、ありがとうございます」

　ミラノ＝マスと合わせれば、これできっちり完売だった。

　俺は三つの商品をこしらえて、ヴィナ＝ルウの手を経てそれらがミラノ＝マスたちの手に渡わたっていく。

　ミラノ＝マスは、何も言わずに賑にぎやかな南の方角へと歩きだした。

「……ヴィナ＝ルウ、火の始末をお願いします」

　俺はそれだけ言い置いて、ミラノ＝マスの後を追う。

「ミラノ＝マス、待ってください！」

　ミラノ＝マスは、止まらない。

　しかし、ことさら早足なわけでもなかったので、『ギバ・バーガー』の屋台を少し越こえたところで追いつくことができた。

「あの、これで最後というのは、どういう意味なのでしょうか？」

　ミラノ＝マスは歩みを止めぬまま、『ミャームー焼き』をかじっている。その表情も、べつだん普段と変わりはない。

「……何を血相を変えているんだ、お前さんは？　明後日あさつてからは《西風亭》と契約するんだろうが？」

「え……いやでも、その件については……」

「それとも、《南の大樹亭》に鞍くら替がえか？　どちらにせよ、どこと契約しようが何も変わらん。屋台の貸出代など、娘の小こ遣づかいぐらいにしかならないのだからな。ぐだぐだと抜ぬかしていないで、お前さんを重宝してくれそうな店と契約をすればいいだけのことだろう」

　ミラノ＝マスは道の端に寄っていき、そこで立ち止まった。

　俺よりも少し低い位置から、不機嫌そうな眼光が飛んでくる。

「俺は、森辺の民が嫌きらいだ。娘だって、お前さんたちのことをひどく怖がっている。お前さんたちを引き止めたい理由なんて、こっちには何一つないんだよ」

「それは……ミラノ＝マスにとってもそのほうが良い、ということなら、もちろんやぶさかではありませんが……」

　だけどそれなら、どうして一昨日おとといの時点でそう告げてくれなかったのだろうか。

　そして――どうしてそのように難しい顔をしながら、ギバ肉の料理を食べているのだろう。

「……たとえ小遣いていどの稼かせぎでも、屋台を貸せば白銅貨一枚だ。そんな稼ぎをみすみす他の店に渡しちまうのは、商売として間ま違ちがっている。森辺の民が憎にくくても、そんなもんのせいで自分が損をするなんて馬鹿のやることだ。……そういう思いもあったから、納得がいくまで考えさせてもらっただけだ」

「それでは――納得がいくまで考えぬいた上で、他ほかの店に契約を譲ゆずるという気持ちになられたということなのですね？」

　それはとても残念な話であったが、一番に尊重すべきはミラノ＝マスの心情であろう。

　しかし、ミラノ＝マスはかじりかけの『ミャームー焼き』に視線を落としつつ、「別にそういうわけでもない」と言い捨てた。

「ええ？　では、どういうわけなのでしょう？」

「商売人としては、契約するべきなんだろうと思う。だが、おたがいに不ふ愉ゆ快かいな思いをしてまでしがみつく意味はない、と思ったまでだ。……どうせ俺や娘が森辺の民を許せる日なんて、永遠に来るはずもないからな」

　目を伏せたまま、ミラノ＝マスは静かにつぶやく。

「俺の親友は、森辺の民に殺された。そして、それが原因で俺の女房もくたばっちまった。もう十年も昔の話だがな。……だから俺は、森辺の民なんてみんなくたばっちまえばいいと思ってる。農園の被ひ害がいなんて知ったことか。狩人かりうどなんて、くそくらえだ」

「ですが、それは――」

「それでも悪逆な真似をした人間がきちんと裁かれるなら、俺だっていつまでも文句を言ったりはしない。しかし森辺の民は、領主に庇ひ護ごされてやりたい放題だ。俺の親友は崖がけから落ちてくたばっちまったんだが、その手にはギバの角と牙きばの首くび飾かざりが握られていた。それなのに、森辺の民が裁かれることはなかった」

　俺は、こっそり拳こぶしを握にぎり込む。

　証しよう拠こも何もなかったから、全部うやむやで終わっちゃったみたい、とユーミは言っていたが――証拠は、あったのか。その上で、森辺の民に詮せん議ぎの手が及およぶことはなかった、というのか。

　感情をかき回される俺の眼前で、むしろミラノ＝マスは普段以上に落ち着き払っている。その茶色い瞳ひとみにうっすらと浮かぶのは、怒いかりではなく悲しみの色であるように思えた。

「そうしてうちの女房は、心労で寝込んだまま、あっけなく逝いっちまった。……死んだ男は俺の親友であり、そして、女房にとっては親の代わりに自分を育ててくれた大事な兄貴だったんだよ。だからきっと、俺や娘は一生森辺の民を恨うらみ続けるんだろう」

「でも……それは……」

　森辺の民は、旅人を襲おそい、作物を奪うばい、女をかどわかす、と、かつてドーラの親父さんも語っていた。アイ＝ファもそれを否定しようとはしなかった。そういう人間は、確実に森辺の集落に存在するのだ。

（それも全部、スン家の仕業だってのか……？）

　わからない。

　ただ、スン家とルウ家の確かく執しつが決定的になったのは、二十年前――先代家長の代であったはずだ。その頃に、スン家はルウ家への嫁よめ入いりが決まっていた女衆をかどわかし、自害にまで追い込んでいる。そんな頃から、すでにスン家は腐くさっていたのである。

「だけど、それでも……」と言いかけて、俺は口をつぐむ。

　だけど、それでも、森辺の民のすべてが、そんな悪逆な人間なわけではない。アイ＝ファやルウ家やルティム家の人々がそんな連中と混同されてしまうのは、俺にはとうてい耐たえられないことだった。

　そして――たった一回会ったきりの、か弱げな女衆の姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　サリス・ラン＝フォウという名を持つ、幼い子供を抱いた女衆の姿だ。

　必要なだけのギバを狩かる力を持たない小さな氏族の人間は、飢うえて死ぬことすらあるという。アイ＝ファがこっそり毛皮を分け与あたえてくれなければ、幼子に乳をやることさえできなかったと、サリス・ラン＝フォウも述べていた。

　森にはいくらでも食用に適した果実が実っているというのに、ギバを飢えさせないために自らが飢え――ジェノスの領主との盟めい約やくを守り、狩人としての誇ほこりに殉じゆんじて、死んでいく森辺の民も存在するのだ。

　そんな壮絶なばかりの自己犠ぎ牲せいの上に、ジェノスの繁はん栄えいは成り立っている。それなのに、ジェノスの民の胸中に渦うず巻まくのは、恨みや、恐きよう怖ふや、蔑さげすみの感情だ。

　こんな馬鹿げた話があるだろうか？

　悪逆な真似をはたらく一部の人間とそれを庇護する一部の人間たちは何一つ痛い目を見ないまま、森辺においても、宿場町においても、市井の人間たちだけが、苦難の生を負わされてしまっている。

　もっとはっきり言うならば――ジェノスの支配階層の人間たちと、族長筋のスン家だけが、持ちつ持たれつで甘い汁を吸い、それ以外の人間たちがその分の苦難と不幸を背負わされている、という構図なのではないのだろうか？

「それでも、何だ？　森辺の民のすべてが悪逆なわけではない、とでも言いたいのか、お前さんは？」

　と、ミラノ＝マスが低く言い捨てる。

「そんなことは、百も承知だ。森辺に住むという五百名もの民が全員そんな悪逆な人間だったら、毎日のように人死にが出ているだろうさ。そんなことは、誰だってわかっている。――そうじゃなかったら、最初からお前さんなどを商売相手と認めるものか」

　そう言って、ミラノ＝マスは『ミャームー焼き』の最後の一口を口の中に放ほうり込んだ。

「それに、町の人間だって馬鹿じゃない。お前さんたちがそんな悪逆な人間だったら、誰も料理など買わないだろう。……だからべつだん、お前さんたちを引き止めるつもりもない代わりに、追い払うつもりもない。それでも《南の大樹亭》や《西風亭》なんかがお前さんたちを重宝してくれるっていうんなら、そっちだって俺なんざの店に居残る理由は何一つないだろうが？」

「いえ……追い払うつもりはないと仰おつしやってくださるならば、俺は明後日からも《キミュスの尻尾亭》のお世話になりたいと思います」

「なに？」と、ミラノ＝マスはぎょっとしたように目を見開いた。

「何故なぜだ？　そんなことをしても、お前さんには何の得にもならないだろうが？」

「何故、と言われると困ってしまうのですが……ミラノ＝マスが俺の料理を食べてくれたのが、とても嬉しかったからでしょうか」

　それにミラノ＝マスは、自分の気持ちを定めるのに三日間も思い悩んでくれたのだ。

　その末に、引き止めるつもりもなければ追い払うつもりもない、という結論を得ることができたのならば――俺の側に、《キミュスの尻尾亭》を離れる理由はどこにもない。

「俺みたいな若輩者が店主ですので、色々いたらない点も多いとは思いますが、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますので、どうか明後日以降もよろしくお願いいたします」

　俺はタオルをむしり取って、頭を下げてみせた。

「……わけのわからん小こ僧ぞうだな、本当に」

　ミラノ＝マスは、溜ため息いきまじりに言葉をこぼす。

「別に頭を下げられるような話じゃない。銅貨を払ってまで不愉快な思いをしたいというのなら、勝手にしろ」

「はい！　ありがとうございます！」

　俺が面を上げると、ミラノ＝マスはもう背を向けて歩き始めてしまっていた。

　俺はタオルを巻き直し、急ぎ足で屋台に戻もどる。

　だけどやっぱり、俺の胸には穏やかならざる感情が渦巻いたままだった。

（十年前ってことは、まだ若いディガ＝スンやヤミル＝スンなんかは関係ない。だけどそれは、やっぱりスン家の人間が犯人なんだろうか？）

　真相は、わからない。

　だけど、そんな罪人を野放しにしたまま、ジェノスの人たちと森辺の民たちの溝みぞを埋うめることなど、不可能なのではないだろうか。

　仮に、俺たちの商売が宿場町と森辺の架け橋となり、過半数の人々がわだかまりなくギバの肉を食べられるようになったとしても――実際に被害を受けた人たち、ミラノ＝マスのような立場の人々の無念が晴らされることはないだろう。

　罪人は、裁かれなくてはならない。そんな当たり前のことが、当たり前のこととして執行されない限り、本当の意味での相そう互ご理解などありえないと思う。

（それじゃあ、いったいどうしたら――）

　答えの出ない煩はん悶もんを抱え込みつつ、屋台に戻る。

　そうして、戻ると――金きん褐かつ色しよくの頭をしたひょろ長い男が、『ギバ・バーガー』の屋台の前に立っていた。

「やあ、今日はひさびさに顔を出せたよ」

　カミュア＝ヨシュである。

　かたわらには、亜あ麻ま色いろの髪かみをした少年もきちんと控ひかえている。

「本当におひさしぶりですね、カミュア＝ヨシュ。お元気そうで何よりです」

　軽く頭を下げてから、俺は屋台の内側に回り込んだ。

　とたんにララ＝ルウが、にっと笑いかけてくる。

「このおっさんたちが最後だったよ。ぎばばーがーも、これでおしまい！」

　まだ中天を過ぎて一時間と少ししか経過していなかったのだが、百七十食分の料理はこれで完売してしまったようだった。
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　十日間の戦いが終わった。

　しかし、脱力しているひまはない。

　屋台の撤てつ収しゆう作業と、明後日のための食材補ほ充じゆう、そして《南の大樹亭》との打ち合わせまでを済ませて、森辺に無事に帰りつくまでが、仕事である。

「今日は百七十食もの料理を売りさばいたんだって？　いやはや大したもんだねえ。それも森辺の民が、ギバ肉の料理で！　……これはもう、歴史に残る偉い業ぎようと評しても言いすぎではないだろう」

　後片付けに追われる俺たちを眺ながめる格好で、カミュア＝ヨシュは珍めずらしくその場に居残っていた。

　だったらこちらも用事を済ませてしまおうかな、と俺は木こ陰かげのアイ＝ファを呼び寄せる。

　アイ＝ファは無言で俺の横に立ち、カミュア＝ヨシュは「やあやあ」とにんまり微笑んだ。

「今日も町に下りていたのだね、アイ＝ファ！　レイトに聞いてからずっと会いに来たいとは思っていたのだけれども、とにかく最近はたてこんでいて身動きが取れなかったんだ」

「……私の側には、べつだん用事もないのだが」

　冷たく言い放つアイ＝ファの姿を上から下まで眺め回しつつ、カミュア＝ヨシュは「元気そうで何よりだ」と言った。

　相変わらずアイ＝ファはマントで左ひだり腕うでの負傷を隠かくしていたが、まあ、この男の目を誤ご魔ま化かすことは不可能なのだろうなと思う。

「アイ＝ファ、銅貨を」

「うむ」

　それでもアイ＝ファはマントをはだけすぎないように気をつけながら、懐ふところからずっしりと重そうな布ぬの袋ぶくろを取り出だした。

　昨日分までの、我わが店の売り上げである。

　それをアイ＝ファから受け取りつつ、俺は計算を巡らせる。

「えーと、今日の軽食は完売で、干し肉は四食分売れたから……十二枚と、九枚かな」

　白の銅貨を十二枚と、赤の銅貨を九枚。そいつを別の袋に移して、俺はカミュア＝ヨシュの胸むなもとに差し出してみせた。

「……うん？」と、カミュア＝ヨシュは細長い顔をななめに倒たおす。

「あなたへのお礼金です。この十日間での純利益は白の銅貨が百二十九枚分となりましたので、その一割となります」

「ちょ、ちょっと待ってよ。お礼金って何のことだい？　俺は君たちからこのような銅貨をいただくいわれはないよ？」

　これには、俺のほうが呆あきれてしまった。

「何を言ってるんですか。売り上げから諸経費を差っ引いた純利益の一割、それがあなたへのお礼金でしょう？　まさか忘れたとは言わせませんよ？」

「忘れたよ。というか、本当にそんなことを言った覚えはないもの！」

　いくぶん慌あわて気味のカミュア＝ヨシュを見上げながら、レイト少年がくすくす笑う。

「僕ぼくもはっきり覚えていますよ。その額を決めたのは、確かにカミュアです。まあ、ご本人は冗じよう談だんか何かのつもりだったのでしょうけども」

「ええ？　本当に？　まいったなあ、全然記き憶おくに残っていないよ……とにかくそれが本当だったとしても、レイトの言う通り冗談か何かだったんだ。そいつは元通り袋の中に戻しておくれよ、アスタ」

「そういうわけにはいきませんよ。あなたからの進言がなければ、俺たちがこれほどの銅貨を得ることなどありえなかったんですから、これは正当な報ほう酬しゆうです。どうぞ、おおさめくださいませ」

「いや、だけどねえ……」

「受け取ってもらえないと困ります。あなたとは貸し借りなしの関係でいたいのですよ」

　そう言って、俺はさらに布袋を突つき出してみせた。

「あなたが尊敬すべき友人になりうるとしても、許されざる裏切り者になるとしても、どちらにせよ、俺たちは貸しも借りも作りたくはありません。どうか俺たちの気持ちを汲くみ取ってやってください」

　カミュア＝ヨシュは深々と溜息をつき、俺とアイ＝ファの姿を見比べてから、いかにも渋しぶ々しぶといった様子で細長い腕をのばしてきた。

「わかったよ。対等な友人としての資格を得るための通過儀礼と思い、この銅貨は受け取らせていただく。……もったいないなあ。俺なんかに銅貨を与えても、どうせ全部くだらないものに消えてしまうのに」

「そう思っているなら、自重してくださいね」とは、もちろんレイト少年である。

「だけど！　こんなことはもうこれっきりにしてくれよ、アスタにアイ＝ファ？　俺へのお礼金なんて今回限りでけっこうだから！　今後の売り上げはすべてファの家の財産として大事に扱あつかってくれたまえ」

「わかりました。ありがとうございます」

　俺は素す直なおに頭を下げ、アイ＝ファも目だけで礼をした。

「まったくもって、やれやれだなあ。……それじゃあ俺は、宿に戻らせてもらうよ。明日が休みなら、次に会えるのは明後日以降だね」

「そうですね。またのご来店をお待ちしております」

「うん、こちらこそ、またアスタの料理を食べられるのを心待ちにしているよ。……あ、そうだ、最後に一つだけ聞いておきたいのだけれども」

「はい？」

「今のところ、何か俺がお役に立てそうな厄やつ介かい事ごとなどは生じていないかな？」

　俺は無言で、カミュア＝ヨシュの長身を見上げた。

　たぶん、アイ＝ファもそうしていることだろう。

　カミュア＝ヨシュは、目を細めて笑っている。赤子のような老人のような、不思議な色合いをした紫色の目を細めて。

（……まだ駄だ目めだ）と、俺は胸中に吹ふき荒れる感情をねじ伏ふせる。

　この段階で、カミュア＝ヨシュを頼ることはできない。

　ジェノスの領主とも通じているというこの男を、何もかもが不確定なまま巻き込んでしまったら――それこそ、森辺とジェノスの関係が致ち命めい的てきなまでに崩ほう壊かいしてしまうかもしれない。

　だから俺は、カミュア＝ヨシュにも負けないぐらいすっとぼけた表情で首を横に振ってみせた。

「……今のところ、そういう事態には見舞われていないようです」

　すると、カミュア＝ヨシュは楽しそうに、またにんまりと笑った。

「それなら良かった。それじゃあ、また明後日に！　ルウ家の美しき女衆たちも、お疲つかれ様さまでした！」

　カミュア＝ヨシュとレイト少年の姿が人混みの向こうに消えていき、俺はふうっと息をつく。

　すると、背後のララ＝ルウが「おーい」と呼びかけてきた。

「話は終わった？　後片付けはとっくに終わってるんだけど」

「ああ、ごめんごめん！　……ララ＝ルウ、ヴィナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、今日は本当にお疲れ様でした。それに今日だけじゃなく、みんなのおかげでこの十日間を乗り切ることができました」

　そんな風に俺が言うと、三人はそれぞれ屈託のない微笑を浮うかべてくれた。

「何をかしこまってんのさ？　明日は休みだけど、これで仕事が終わったわけじゃないんでしょ？」

「……明後日からも、アスタと一いつ緒しよに働きたいわぁ……」

「本当ですね。わたしも心からそう思います」

　俺が未熟であるばっかりに、何やかんやとドタバタしてしまった十日間ではあるが、みんな本当に楽しそうな顔で笑ってくれていた。

　この十日間で、千食以上もの料理を売ることができたのだ。総売上は、赤銅貨二千枚以上。すべての諸経費とカミュア＝ヨシュへの報酬を差っ引いての純利益は、赤銅貨およそ千百六十九枚。ギバの角と牙に換かん算さんすれば、およそ九十七頭分だ。

　西の民たみのお客さんも、それなりの数を獲かく得とくすることができた。

　屋台ばかりでなく、宿屋で料理を売ることも可能になる。

　あとは、スン家さえ何とかすれば――着実に、目的に近づくことができるだろう。

「……どうしたのだ、アスタ？」と、アイ＝ファが少し怒おこった顔つきで身を寄せてくる。

「何かを思い悩なやんでいるのなら、包み隠さず私に話せ」

「もちろん、話すよ。……でも、簡単な話じゃないからさ。夜にでも、ゆっくり聞いてくれないか？」

　アイ＝ファはしばらく無言で俺の顔を見つめていたが、やがて「わかった」とつぶやいて身を引いた。

「それでは、帰りましょう！」

　二台の屋台を押おしながら、石の街かい道どうへと足を踏ふみ出す。

　街道の混雑っぷりは、今こそがピークである。

　見知った顔の人たちが、「おつかれさん」と声をかけてくれる。

　いまだに恐怖や嫌けん悪おの目を向けてくる人たちもいる。

　ぎょっとしたように立ちすくむのは、本日ジェノスに到とう着ちやくした旅人たちであろうか。

　そんな光景を楽しみながら、俺たちはゆっくりと帰路をたどる。

「やあ、もう終わりかい？　今日はひさびさの早仕舞いだね？」

　と、通りがかりにドーラの親おや父じさんが笑いかけてきた。

　ターラもその隣となりでにこにこと笑っている。

　朝とまるきり同じ情景だ。

　思えば――このお二人こそが、我が店のお客さん第一号なのである。そうして《銀の壺つぼ》のメンバーがお客となり、おやっさんやアルダスたちと出会い、シュミラルと出会い、ユーミと出会い、ナウディスと出会い、今日という日を迎むかえることができた。

　そんな思いを胸に秘めつつ、俺は二人に笑い返す。

「はい、今日は何だか大盛況でした。明後日のための野菜を、また後で買わせていただきますね」

「おう、待ってるよ」

　まだわずか十日間しか経たってはいないが、これが今の、俺の日常なのだ。

　誰だれにも壊こわされたくない、と思う。

　そうしてさらに屋台を押していくと、やがてララ＝ルウが「あ、そうだ」と声をあげた。

「アスタは野菜の他にも買うものがあるんでしょ？　屋台はあたしたちが返しておくから、今のうちに済ませてきちゃえば？」

「え？」

　振り返ると、ララ＝ルウはものすごく小生意気な顔つきで笑っていた。

　こんちくしょうめと思いつつ、俺は「そうだね」と応じておく。

「その後は《南の大たい樹じゆ亭てい》って店にも寄らなきゃならないし、それじゃあ個人的な買い物だけ先に済ませてしまおうかな」

「うん。それじゃあ、アイ＝ファ、アスタをよろしくね？」

　俺とアイ＝ファは立ち止まり、二台の屋台はそのまま人混みの向こうに消えていく。

「……調理刀と、鉄板か」

「うん。鉄板は重いから後回しにして、調理刀を買いに行こう」

　下調べは昨日の内に済ませている。《銀の壺》の店は、露ろ店てん区域のちょうど中間地点、ミシル婆ばあさんの野菜屋のすぐそばにあった。

　二店舗分のスペースに漆しつ黒こくの大きな布が敷かれて、そこに雑多な商品が並べられている。その広大なスペースをすべてカバーできる皮張りの屋根が張られており、そのせいで少し薄暗い。

　店には、三人のシムの民がいた。

「お邪じや魔まします。……あれ？　シュミラルはご不在ですか？」

　売り子のメンバーは全員フードを背中に垂らしていたが、そこに白銀の長い髪を見み出いだすことはできなかった。

　ひときわ背の高いシム人が、奇き妙みような形に指先を組み合わせながら、俺とアイ＝ファに頭を下げてくる。

「シュミラル、所用です。すぐ、戻ります」

「そうですか。商品を取り置きしていただいているはずなんですが、わかりますか？」

「商品、シュミラル、持っています。……お待ちください」

　待てと言うならば待つしかあるまい。

　俺はアイ＝ファとともに膝ひざを折り、布の上に並べられた商品で目を楽しませることにした。

「……何だかおかしなものばかりを売っている店だな？」

　アイ＝ファがこっそり耳打ちしてくる。

　まあ、そう言われてもしかたのないラインナップではある。

　おかしいというか何というか、とにかく並べ方が無む秩ちつ序じよに過ぎるのだ。貴重なシムの鉄で作られた刀剣の他にも、さまざまな形をした壺だとか、精せい緻ちな細工のほどこされた木箱だとか、装そう飾しよく過多な弓と矢や筒づつだとか、銀色に光る飾かざり物ものだとか、やたらと豪ごう奢しやな布の束だとか――一つ一つは実に手の込んだ上等な品物であるようなのだが、そういったものどもが何の規則性もなく、ずらりと並べられているのである。

　だけどまあ、整然と並べられるよりは味わいがあるのかもしれない。雰ふん囲い気きとしては、蚤のみの市の骨こつ董とう店てんみたいな感じだった。

「あ、これって女衆の宴うたげ衣い装しようじゃないか？」

　玉虫色の布の束が、薄暗がりでひそやかに輝いている。

「こっちの金属の細工物なんかも、ルウ家の女衆が身につけてるやつとよく似てるな。ああいうのは、みんなシムの商品だったのかなあ」

「……どれも私には無用の長物だな」

　と、素っ気ない口調で言ってから、アイ＝ファは「わ」と目を丸くした。

「アスタ、これは何だ？」

「へえ、こいつは――酒しゆ杯はいかな？」

　形状からして、器うつわであることに間違いはない。

　ただしそれは、透明の硝子ガラスでできていた。

「この世界にも、硝子なんてものが存在したんだな。確かにこいつはびっくりだ」

「がらすというのか。これは、綺き麗れいだな」

　おや、アイ＝ファの目がとても楽しそうに光っている。

「……硝子、酒杯、白五枚です」と、さきほどの若者が控えめな声で告げてきた。

「やっぱり硝子なんですね。……アイ＝ファ、白が五枚だそうだぞ？」

「うむ？　確かに綺麗だが、果実酒を飲むのに酒杯など必要ない」

　それでもアイ＝ファは同じ目つきのまま、右手の指先で酒杯の表面をつついたりしていた。

　購こう買ばい意欲をそそられるまでには至らないが、それでもそういったものを愛めでる感受性は有しているのだなと、俺はちょっと嬉しい気持ちになる。

　そこに、シュミラルが帰ってきた。

「アスタ、すみません。待ちましたか？」

「いえいえ。ついさっき来たばかりです」

　俺は立ち上がってシュミラルを迎えたが、アイ＝ファはまだ子供のように酒杯をつついていた。

　俺はさりげなく、数歩だけアイ＝ファから遠ざかる。

「店が終わったので、約束の商品を買わせていただこうと思います」

「はい。嬉しいです」

　うなずきながら、シュミラルがマントの内側に手を差し入れる。

　その黒い目が、ふっと俺を見た。

「刀、白、十八枚です」

「はい、ありがとうございます」

「石、白、十枚です。……石、どうしますか？」

「……はい。そちらも買わせていただこうと思います」

　シュミラルは嬉しそうに目を細めて、それらの商品をマントの内側から差し出してきた。

「あわせて、白、二十八枚です」

　そして、まだしゃがみこんでいるアイ＝ファの姿を、ちらりと見る。

「美しい女性です。アスタ、嫁よめですか？」

「いえ。……ですが、俺にとって一番大切な人です」

「そうですか」とうなずくシュミラルから商品を受け取って、俺は二十八枚の白銅貨を差し出した。

「明後日からは、この調理刀で料理を作らせていただきますよ」

　黒い革かわ鞘さやに収められた、野菜用の調理刀。店頭におけるティノの千切りにおいても、こいつは大だい活かつ躍やくしてくれるはずだ。

「光栄です。……アスタとの出会い、シム、セルヴァ、感謝します」

「こちらこそです。青の月ももう六日目になってしまいましたが、引き続きよろしくお願いいたします」

　俺は心からの笑え顔がおを送り、シュミラルも嬉しそうに目を細めてくれた。

「では、他にも買い物が残っているので、今日は失礼します」

「はい。明後日、楽しみです」

　シュミラルは店の奥へと足を向け、俺はアイ＝ファの肩をつつく。

「お待たせ。買い物は終しゆう了りようしたぞ？」

「うむ？　ああ、そうか」

　立ちあがったアイ＝ファとともに、《銀の壺》の店から離はなれる。

　アイ＝ファは物珍しそうな目つきで、俺おれの手もとを覗のぞき込んできた。

「それが白銅貨十八枚もするという調理刀か。さぞかし素す晴ばらしい切れ味なのだろうな」

「ああ。野菜に関しては親父の三徳包丁にも負けないぐらいだぜ？」

　するとアイ＝ファは、何とも言えないやわらかな表情で笑いかけてきた。

「……ならばそれは、本当に素晴らしい刀なのだな」

　俺は「ああ」とうなずきながら、屋台と屋台の間の空きスペースに歩を進めた。

　そこで立ち止まり、アイ＝ファを見つめる。

「それでな……昼間にも言った通り、料理と関係ないものも買わせていただいたんだけど」

「ほう？　何を買ったのだ？」

　アイ＝ファはまだ穏おだやかな表情を浮かべたままである。

　この顔が、数秒後にはどのような表情になってしまうのか――それなりの覚かく悟ごを固めつつ、俺は手の中に隠していたその品をアイ＝ファの前に差し出してみせた。

「……何だ、これは？」

　いぶかしそうに、アイ＝ファが眉まゆ根ねを寄せる。

　俺の右手に握られていた、それは――青い石のペンダントだった。

　親指の爪つめぐらいの小さな石が、銀色の盤ばんに埋め込こまれており、複雑な形に編みこまれた革かわ紐ひもで、首からさげられる作りになっている。

「ご覧の通り、まあ、首飾りなわけだけども」

「首飾り……飾り物か」

　アイ＝ファの瞳に、ふつふつと穏やかならざる光が浮かび始める。

「……お前には、女衆のように身を飾りたてたいという気持ちがあったというわけか、アスタ？」

「いや。……こいつはお前のために買ったんだよ、アイ＝ファ」

「ほう」と、アイ＝ファは目を細めた。

「つまりお前は……私の言ったことなど何一つ聞いてはいなかったということだな、アスタ？」

「そんなことはない。きちんと聞いていたよ。大事な銅貨で飾り物などを買ったりしたら叩たたきのめすぞと言っていたな、お前は」

「うむ。その通りだ」

　アイ＝ファが、静かににじり寄ってくる。

　こっそり生なま唾つばを飲み下しつつ、俺は言いついだ。

「でも、叩きのめす前に一つだけ聞いてくれ。これは、厄やく災さい除よけのお守りなんだ」

「……厄災除け？」

「ああ。あらゆる厄災から身を守るという、シムのお守りなんだそうだ。もちろんこうして西の町でも売られてるんだから、どこの神様を崇あがめているかとかは一切関係がない。シムでは男女問わず、こういうお守りを身につけて、厄災から身を守っているらしいんだよ」

　アイ＝ファの目つきに、変化はない。

　まあ、一発や二発は殴なぐられるぐらいの覚悟は固めている俺である。

「こんなお守りにどれだけの効力があるかはわからないけどさ、ただの飾り物じゃあお前を怒おこらせるだけだし、日用品に不足はないって言うし、それでもお前にも何か買ってほしかったから、俺の独断と偏へん見けんで選ばせていただいた。……お守りだけど、なかなか綺き麗れいな石だろう？」

　小さいが、とても深い青色をした石。

　昨日シュミラルにこの石を見せてもらったとき、俺はほとんど一ひと目め惚ぼれに近い感覚で気にいってしまったのだ。まるで、アイ＝ファの瞳みたいな色合いをした石だな、と。

「……そのお守りとやらを、お前はどれだけの銅貨を払はらって買ったのだ？」

「白銅貨が十枚だ」

「……白銅貨が、十枚……」

　なかば閉じられたまぶたの奥で、アイ＝ファの瞳にさまざまな感情がゆらめいている。

「こんなお守りに頼るのはお前の主義じゃないかもしれないけどさ。でも、実際にそんな怪け我がまでするような危険な生活をしてるわけだし。森辺の男衆が家族のすこやかな生を願って三本の角や牙を贈おくるように、俺おれもお前に何かを贈りたかったんだ」

　言いながら、俺はその首飾りの革紐をつまんで輪を作ってみせた。

「気に食わないなら、後で叩きのめしてもらってかまわない。だけど、こいつは受け取ってくれないか？　……お前のすこやかなる生を願う家人からの贈り物として」

　アイ＝ファはいったん目を閉じて、それから深々と息をついた。

　そうしてまた、真正面から俺をにらみつけてくる。

「……森辺の男衆は、己の力でギバを狩かり、その牙と角で家族の生を祝福する」

「ああ」

「ならば、宿場町で仕事をしたお前がその銅貨を使って家族の生を祝福するのは、あながち間違った行為ではない……と、私は思うべきなのだろうか」

「そ、そう思っていただければ、俺にとっては幸いだけれども」

「……ふん」と、アイ＝ファは唇くちびるをとがらせた。

「何だかギバを捕とらえるための罠わなにでも足をからめ取られた気分だ。私は家人にたばかられているのではないだろうか？」

「そんなことはないよ。少なくとも、お前の身から厄災を遠ざけたいっていうのは、正しよう真しん正しよう銘めいの本当の気持ちだ」

　アイ＝ファはもう一度「ふん」と言ってから、一歩だけ俺に近づいてきた。

　そして、心持ち頭を下げてくる。

「……何をしている？」

「え？」

「贈り物ならば、その手で捧ささげるのが森辺のならわしであろうが？」

「そのならわしは、まだ習ってないよ」

　言いながら、俺はアイ＝ファの首に青い石のペンダントをかけてやった。

　角や牙の首飾りより少しだけ上の位置で、青い石がちかりと輝かがやく。

　アイ＝ファは右の手の平でそれをすくいとり、しばらくじっと見つめてから、ふいに何かを思い出したかのように面を上げた。

「ああ。私もお前に渡すものがあったのだ」

「え？　俺にか？」

「うむ」と、アイ＝ファが背中の方に手を回す。

　毛皮のマントの内ポケットから、右みぎ腕うで一本でちょっと苦労しながら引っ張りだされたそれは、十本の角と牙を連ねた首飾りだった。

「ああ――お前に預けた首飾りか」

「うむ。もはやこれらの牙と角を使わねばならなくなるような事態にはならぬだろう。お前はこの首飾りを身につけるのに十分な仕事を果たしている」

　そう言って、アイ＝ファは俺の足を蹴けってきた。

「頭を下げろ」

「あのな……言葉と足の順番が逆だろ？」

　文句を言いながら、俺はアイ＝ファの言に従ってみせる。

　アイ＝ファは俺の首に掛かかっていた首飾りを右手だけで器用に取り外すと、新たな首飾りを厳かな手つきで掛けてくれた。

　ルウ家の人々から得た、十本の祝福。宿場町の商売で失敗したら、これでその穴を埋めよう、という約束であったのだ。

「森辺に豊かさをもたらすにはまだまだ時間がかかるのであろうが、お前ならきっとその仕事を果たすことがかなうだろう」

「俺だけじゃなく、俺とお前の仕事だけどな」

「うむ。……そして、ルウやルティムの仕事でもあるわけだな」

　アイ＝ファが、ふっと目を伏せる。

　もうその面に苦悩の影かげが浮かぶことはなくなったが、ちょっと幼げな、不安そうな気持ちは見え隠れしてしまっている。

「それで、最終的にはすべての森辺の民の仕事になるわけだよ」

　そんなアイ＝ファに、俺は笑いかけてやる。

「今日からは、ルウ家の肉を買うことになった。そのうちルウ家では足りなくなって、ルティムからも買うことになるかもしれない。……で、料理じゃなく肉そのものを売れるようになったら、氏族なんて関係なく、みんなで競ってギバの肉を売ることになるんだろう。そう考えたら、俺たちはみんなより一足早く仕事を始めたってだけのことなのさ、きっと」

　そして、そういった未来を切り開くためにも――森辺の民は、一丸となって立ち向かわなくてはならないのだろう思う。

　一族を率いるべき族長筋の人間たちこそが、森辺の誇りを汚けがしているのだという、この許されざるべき現状に。
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「……そうだな」と、目を伏せたまま、アイ＝ファはまたその首の青い石をすくいとった。

「どうした？　やっぱり俺を叩きのめしたくなってきたか？」

「いや。……しかし、護ご符ふといえども飾り物は飾り物だ。このようなものを身におびるのは、やはり気分が落ち着かぬ」

「そうか。……だけど、綺麗な石だろ？」

　アイ＝ファは、ゆっくりと面を上げる。

　そして、小さな子供みたいに、にこりと微笑ほほえんだ。

「うむ。きらきらしていて、とても綺麗だ」

　俺は、思わず息を詰つまらせてしまう。

　それぐらい、それは無む邪じや気きな笑顔だった。

　俺たちの仕事はまだ始まったばかりだし、まだまだ問題も山積みではあったのだが――それでも俺は、これ以上ないぐらいの充じゆう足そく感かんと安らぎを、アイ＝ファの笑顔から得ることができた。

　宿場町における俺たちの戦いは、こうしてようやくその第一幕を終えることになったのだった。







箸休め　～ルウの分家のかまど番～







　シーラ＝ルウは生来、身体からだが弱かった。

　子供の頃ころは病がちで、同じ年とし頃ごろの子供に比べると身体も小さく、それが原因で気持ちのほうまで弱くなってしまったのだろうと思う。

　森辺の民にとって、身体の強さというのは重要なものである。いかに女衆といえども、あるていどの体力と腕わん力りよくがなければ家の仕事を満足にこなすことはできない。与えられた仕事を人並みにこなせない人間は、ひたすらみじめな気分を味わわされることになるのだ。

　もちろん、身体が弱いからといって虐しいたげられるようなことはない。他ほかの氏族でどうだかはわからないが、少なくともルウの集落にそんな情のない人間はいなかった。

　だが、それゆえに自責の念がつのっていってしまうこともある。他の人間より役に立っていないのに叱しかられたり怒られたりすることもないというのは、存外に申し訳なくてたまらなくなってしまうものなのだ。

　シーラ＝ルウは、薪まきを割るのにも毛皮をなめすのにも、人より倍ほども時間がかかってしまう。それどころか、水汲みすら一人でこなすことができない。豊かなルウの集落には壮そう健けんな女衆が多かったので、シーラ＝ルウはつくづく自分の至らなさを思い知らされてしまうのだった。

　そんなシーラ＝ルウが好んでいたのは、かまど番の仕事であった。

　かまどの仕事では、それほど力を使うこともない。鉄てつ鍋なべぐらいなら、自分でも運ぶことができる。それに、かまどの間ならば家族しかいないので、他の人間と比べられることもない。そんな要因が重なって、シーラ＝ルウはかまどの間にいるときが一番気分が落ち着くという、そんな人間に育ってしまったのだろうと思う。

　幸いというか何というか、シーラ＝ルウは長子であり、下には三人も弟がいたので、力を使う仕事はあるていど家族に任せることができた。また、母のタリ＝ルウはとても小こ柄がらであったが実に身体は強かったので、シーラ＝ルウは自分の至らなさを噛かみしめつつもかまど番の仕事に没頭することができたのだった。

　そんな風に家族に甘あまえているのだから、せめてかまど番の仕事は頑張ろうと思った。かまど番の仕事など、肉や野菜を切ってそれを火にかけるだけで事足りるのだが、見えない部分では色々と工夫をこらす余地も存在したのだ。

　たとえば肉などは、筋にそって切ったほうが食べやすいように感じられる。アリアは火にかけすぎるとぐちゃぐちゃになるし、火が弱すぎると固くて辛からみが残る。どれぐらいの火の強さで、どれぐらいの時間煮に立たてるべきか、そんなことをあれこれ試ためしながら食事を作るのは楽しかった。

　むろん、そのような工夫が家族に伝わることはない。どのような食事でも家族たちは満足そうに食べているし、また、そうすることが森辺の民のつとめでもあった。食事の味に文句をつけることなど、森辺においては許されないのだ。

　だから、かまど番の仕事で工夫をこらすことなど自己満足に過ぎなかったのだが、それでも母のタリ＝ルウにその手際をほめられたときは嬉しかった。

「かまど番の仕事だけは、あんたは誰にも負けていないね。あたしにももういっぺん火の加減ってやつを教えておくれよ」

　きっとタリ＝ルウは、シーラ＝ルウの抱かかえている罪悪感を見み越こして、そのように言ってくれたのだろう。

　それでもシーラ＝ルウには嬉うれしかった。

　それ以降は、母と二人であれこれ食事の作り方を工夫するようになった。




　そんなシーラ＝ルウには、ひそかに憧あこがれている存在があった。

　ルウの本家の四姉妹だ。

　彼かの女じよたちは、百余名もの眷けん族ぞくを持つルウの本家の人間として相応ふさわしい力と輝きを持っているように感じられた。

　長ちよう姉しのヴィナ＝ルウは、非常に美しい女衆である。その見目だけではなく内側から女衆としての色いろ香かが匂においたっており、嫁よめ取とりや婿むこ入いりを願う男衆が後をたたないほどであった。

　次姉のレイナ＝ルウも、美しさにおいて引けは取っていない。背が小さくて少し幼げな容よう貌ぼうをしているために姉の陰かげに隠れてしまっているが、その魅み力りよくにまさり劣おとりはなかったと思う。それに、ちょっと内心のはかりにくいヴィナ＝ルウと異なり、とても朗らかで気立ても優しく、森辺の民としては理想的なまでの女衆であるように思えた。

　三姉のララ＝ルウはまだ十二歳さいで、いささかならず直情的な気性をしていたが、実は姉たちよりもなお聡そう明めいで情愛の深い一面を持っている。彼女は弟のシン＝ルウと懇こん意いにしており、シーラ＝ルウにとっても一番関わりの深い相手であったので、そういう意外な面を早くから知ることができた。

　末妹のリミ＝ルウは、ひたすら無邪気で可愛かわいらしい八歳の娘むすめである。見ているだけでこちらが笑顔になってしまうような、たまらなく愛くるしい少女だ。こんな娘が自分の妹や子であったらどんなに幸福であろうと、そんな風に思うことがしばしばある。

　そんな彼女たちに、シーラ＝ルウは憧しよう憬けいを抱いだいていた。

　自分とはあまりにかけ離れていたために、妬ねたむ気持ちにすらなれなかった。彼女たちの血族であることを、シーラ＝ルウは誇ほこりに思っていたぐらいであった。

　しかし――時おり疑問に思うことはある。

　どうして自分はこのような存在なのだろう、と。

　彼女たちは、血族としても特に血が近かった。シーラ＝ルウの父リャダ＝ルウは、彼女たちの父ドンダ＝ルウの弟であったのだ。

　リャダ＝ルウは立派な狩人かりうどであり、母のタリ＝ルウも申し分ない伴はん侶りよであった。弟たちも、いずれ立派な狩人に育つだろう。長兄のシン＝ルウなどは、すでに父とともに狩人としての仕事をしっかり果たしている。

　自分はそのように毅き然ぜんと生きることはできない。

　シーラ＝ルウはすでに十八になっていたが、これまでに一度として嫁取りや婿入りの話をもらったことのない、そんな不出来な女衆であったのだ。

　それは当然の話だろう。幼い頃のように病に臥ふせることはなくなったが、相変わらずシーラ＝ルウは一人で水みず瓶がめを運ぶこともできない。見目が麗うるわしいわけでもない。こんな女衆を欲ほつする人間が森辺に存在するはずはなかった。

　可能性があるとすれば、ルウの眷族に嫁よめ入いりすることぐらいだ。リリンやマァムやムファといった小さな氏族なら、ルウの女衆というだけで喜んで迎えてくれるだろう。ルウ家は、彼かれらの親筋なのだから。

　そしてきっと、落らく胆たんされるのだ。ルウ家の女衆といっても、誰も彼もがたいそうな力を持っているわけではないのだな、と。

　ヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウたちもいまだに婿を迎えていなかったが、あちらは相手を選んでいるのだろう。本家の人間として、それは当然だ。嫁取りであれ婿入りであれ、彼女たちのように素晴らしい女衆との縁えん談だんを断る人間はそうそう存在しないはずだった。

　だけどシーラ＝ルウは、もう十八だ。嫁入りを許されるようになってから、すでに三年もの月日を費やしてしまっている。家には自分と母しか女手はなかったが、集落には大勢の女衆がいたので、シーラ＝ルウがいなくなっても困ることはなかっただろう。いいかげんに覚悟を決めて、どこかの眷族に嫁入りせねばならない時機がやってきていた。

（だけどわたしは――）

　もう少しだけ、ルウの集落に留とどまっていたいと思う。

　一人、どうしてもその行く末を見届けたい相手が存在するのだ。

　その人物が無事に嫁を迎える姿を見届けることができたなら――きっと自分も、覚悟が固まる。家族と離れて、ルウの集落を離れて生きていく覚悟が固まると思う。

　そんな風に考えて、シーラ＝ルウがひっそりと日々を暮らしているときに、彼らがルウの集落に姿を現したのだった。

　ファの家のアスタとアイ＝ファである。




「ま、そんなわけでさ、ここ最近はジバ婆もずいぶん元気になってきたんだよ」

　そんな言葉を伝えてくれたのはララ＝ルウだった。

　リミ＝ルウに招かれてルウの集落を訪れたファの家の者たちが、たった一度の晩ばん餐さんで最長老ジバ＝ルウに生きる力を取り戻もどさせたのだという。

　それは何だか、わけもなく心が打ち震ふるえるような話であった。

「ララ＝ルウも同じ食事を口にしたのですよね？　それはいったいどのような食事であったのですか？」

「んー、それがさあ……なんて言ったらいいのかなあ。とにかく、信じられないような味だったんだよ」

「信じられないような味……」

「ギバの肉のはずなのに、ギバの肉とは思えないんだよ！　焼いた肉も煮込んだ肉も、なんかふわっといい香かおりがして……ううん、うまく説明できないなあ」

「とにかく、素晴らしい料理だったのですね？」

「あ、だけど、あたしはみんなみたいに手放しでほめる気持ちにはなれなかったよ！　ドンダ父さんだって、こんなもんは魂を腐くさらせる料理だって怒ってたし」

「そうですか……」

　しかし、それから半月ばかりが経過すると、ララ＝ルウはまた何とも言いようのない顔でシーラ＝ルウの家を訪おとずれてきたのだった。

「昨日もアスタたちが家に来たんだけどさ。昨日の晩餐は、文句なく美味おいしかった……ああ、悔くやしいなあ、もう！」

　美味しい料理。

　それはいったい、どのような味なのだろう。

　シーラ＝ルウの胸は、再び奇妙に高鳴ることになった。

　そしてその翌日には、ファの家のアスタにルティム家とミン家の婚こん儀ぎのかまど番が任されるということが、本家の家長ドンダ＝ルウの名で告げられてきたのである。

　アスタは宴うたげの五日前からルウの集落に逗とう留りゆうすることになり、その二日目にはシーラ＝ルウも手伝いに招かれることになった。

「あ、分家からのお手伝いの方ですね？　色々と面倒をかけることになると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします」

　アスタというのは、不思議な男衆であった。

　女衆のように線が細くて、表情も物もの腰ごしもやわらかい。宿場町で見る西の民と同じような黄みがかった肌はだをしており、髪かみと瞳ひとみは東の民のごとき黒色だ。

　ただ、宿場町の人間ともいささか異なる雰囲気を有しているようにも感じられる。どこがどうとは言いがたいのだが、誰とも何とも似ていない、「異国人」という言葉がぴったり似合う、アスタはそういう不思議な人間であった。

　そして、アスタのもたらす料理によって、シーラ＝ルウは完全に打ちのめされることになった。

　血ち抜ぬきという独自の技術を使われたギバの肉は、ララ＝ルウが言っていた通りに説明のしようもないほど美味であったのだ。

　さらにアスタは果実酒やピコの葉や岩塩を利用して、魔法のようにさまざまな味を生み出だした。ポイタンは煮込むだけでなく乾かわかした上で焼かれることになり、ポイタンを使わない煮汁はさらさらでとても飲みやすく、そしてアリアやタラパやチャッチといった数々の野菜たちも、これまでとはまったく異なる使い方で異なる料理に仕上げられていったのだった。

　かまど番の仕事とは、これほどまでに工夫をこらすことができたのか。

　アスタに比べたら、自分のやってきたことなど児じ戯ぎにも等しいものだ。

　そんな思いを胸に、シーラ＝ルウは黙もく々もくとアスタの仕事を手伝っていたのだが――

「シーラ＝ルウは、刀さばきも火の扱あつかいもとても手て馴なれているようですね」

　宴の前々日あたりに、そのような言葉を投げかけられた。

「宴の当日、シーラ＝ルウと母君のタリ＝ルウには本家のかまどでハンバーグの調理を中心に手伝っていただきたいと思います」

　はんばーぐというのは、アスタの考案した料理の中でももっとも扱いの難しい献こん立だてである。

　言葉を失うシーラ＝ルウのかたわらで、母のタリ＝ルウが嬉うれしそうに微笑んでいた。

「それは光栄なことですね。うちの娘は誰よりもかまど番を得意にしているので、あたしもそのおかげで腕を上げることができたようです」

「ええ、本当に。シーラ＝ルウの手並みは素晴らしいと思います」

　アスタもにこにこと微笑んでいる。

「肉の切り方一つをとっても、とても考えながら仕事をしているのが伝わってきます。どうかその力を俺に貸してやってください」

　何だか天にも昇のぼるような心ここ地ちであった。

　アスタのように卓たく越えつした腕を持つ人間にかまど番の手並みを認められるだなんて、シーラ＝ルウは想像だにしていなかったのである。

　そして、アスタに習った技術で自分の家の晩餐をこしらえると、家族たちにも驚おどろきと喜びを与あたえることができた。下の弟たちなどは美味おいしい美味しいと大おお騒さわぎして大変であったし、寡か黙もくなリャダ＝ルウとシン＝ルウもとても満足そうな眼まな差ざしでシーラ＝ルウの料理を食べてくれた。

　こんな形で、家族に喜びを与えることもできるのだ。

　この喜びが森辺の民にさらなる力を与えてくれるなら、自分のような存在も毒ではなく薬になりうるかもしれない――かつてアスタは、そのように語っていたという。

　アスタは異国人でありながら、そのとてつもない力でもって森辺に自分の居場所を見出そうとしているのだ。

　なんという自信であり、なんという覚悟であろう、とシーラ＝ルウは思う。

　まぎれもなく森辺の民である自分はうじうじと思おもい悩なやむことしかできなかったのに、アスタはまるで刀をふるうように料理を作り、自分の力を認めさせてしまったのだ。

　外見はなよやかでありながら、アスタの内には狩人にも劣おとらぬ勇ゆう猛もうさと誇りが備わっているようだった。

（もしかしたら――）

　もしかしたら、自分もアスタのように誇り高く生きていくことはできるのだろうか。

　他の女衆より非力でも、自分はそのぶん美味なる料理を作ることができる。それを誇りとして、胸を張って生きていくことができるのだろうか。

　ルティムの祝しゆく宴えんが終わり、アスタがルウの集落を去っていった後も、シーラ＝ルウはそんな思いを抱えながら生きていくことになった。

　そして、それからまた十日ばかりが過ぎ去った後――ララ＝ルウからシーラ＝ルウに、その言葉が届けられたのである。

「宿場町の商売で人手が足りないんだってさ！　ミーア・レイ母さんはあたしとシーラ＝ルウにその仕事を任せたいって考えてるみたいなんだけど、どう思う？」

　シーラ＝ルウは、とっさに言葉を返すことができなかった。

　どうして自分のようなものにそのような大役を――という思いと、再びアスタと仕事をともにすることができる――という喜びで、胸が詰つまってしまったのだ。

「アスタからは、かまど番が得意な女衆を最低一人は貸してほしいって言われてるらしくてさ。それで、シーラ＝ルウが選ばれたんだよ！」

「だけど……それでしたら、本家にもレイナ＝ルウがいるではないですか？」

「んー、だけど本家ではすでにヴィナ姉を貸しちゃってるからさ。上の二人を出しちゃうと、家の仕事が大変になっちゃうでしょ？　だから、シーラ＝ルウに断られるようだったら、レイナ姉と分家の女衆っていう組み合わせにして、本家の仕事は余よ所その家から手伝いを頼たのむことになるんだろうね」

　期待と不安のいりまじった目で、ララ＝ルウがシーラ＝ルウを見つめている。ララ＝ルウもすっかりアスタには心を開くようになっていたので、きっと宿場町の仕事を手伝いたいと願っているのだろう。

「でも、町まで鉄鍋やら何やらを運ばなくちゃならない大変な仕事だからね。どうするかは、シーラ＝ルウに任せるよ！」

　シーラ＝ルウは、思い悩んだ。

　シーラ＝ルウは、まだそこまでの力を得てはいない。心の奥おく底そこに、ちょっとした誇りの芽生えのようなものが存在するばかりだ。

　しかし、芽には光や水を与えなければ、あっという間に枯かれ果ててしまうのだろう。

　だからシーラ＝ルウは、なるべく真まっ直すぐララ＝ルウの顔を見つめ返しながら答えることにした。

「お受けします。どうかわたしにその仕事を手伝わさせてください」

　アスタのように誇り高く生きていけるように。

　自分の気持ちをごまかさずに生きていけるように。

　シーラ＝ルウは、そのような思いで新たな一歩を踏ふみ出す覚悟を固めることがかなったのだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第五巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　あれよあれよという間にもう五巻です。

　前巻の発行からおよそ三ヶ月が経過しているわけですが、本当にあっという間であったなあと思うことしきりです。




　今巻は、前巻に引き続き宿場町での商売が物語の骨子となります。

　あとがきを先に読まれる方もいらっしゃるやもしれませんので細かい内容には触れられませんが、アスタたちのさらなる奮闘っぷりをお楽しみいただければ幸いであります。







　いつぞやのあとがきでも書いたことですが、本作はもともと小説投稿サイトに掲載されていた作品でありますため、書籍化にあたってはどこまでで区切るかが悩みどころとなります。

　というよりも、ストーリー的におさまりのよい場所で区切ると極端に文字数が足りなかったりオーバーしたりもすることもありますので、どのように改稿すべきかを大いに悩むことになるわけですね。

　今巻で言うと、数万字単位で文字を削ることになりました。

　ページ数に換算すると、およそ四十六ページ分にも及ぶ文字を削ったことになります。




　もちろんウェブ掲載時は思いのままに書き進めているため、描写も冗長になりがちです。特に自分はそのきらいが強いので、無駄な描写を省くことが良い効果をもたらすことも多いと思います。

　しかしさすがに数万字ともなるとそれだけでは足りず、とある会話のシーンをばっさりカットしたりもしました。これは今巻で必ずしも必要な会話ではないなと思い、機会があれば次巻以降に差しはさもう、と思った次第です。




　それ以外にもさまざまな箇所に手を入れて、文章のスリム化をはかりました。

　しかし、文章を削ることで面白さまで削られることになったら本末転倒の極致ですので、なかなかに大変な作業でありました。

　書籍版で初めて読まれる方にも、ウェブ版ですでに読まれている方にも、等しく楽しんでいただけるようにと最善の手を尽くしたつもりであるのですが、如何なものでありましょう。

　少しでもその成果が出ていれば幸いでございます。




　そして書き下ろしの短編は、タイトルから察せられる通りのキャラを主役としました。

　すでに前巻までで登場済みのキャラでありますが、今巻のカラー口絵で初めてそのビジュアルが明かされることになり、ほくほく顔の作者であります。

　このキャラがここまでストーリーに絡んでくるとは、初期構想の段階ではまったく想定しておりませんでした。ルウ家の四姉妹ほど華やかな娘さんではありませんが、ご愛顧いただければ何よりであります。







　あと、今巻から表紙のコンセプトが変更されたことを、この場を借りてお伝えさせていただこうかと思います。

　スナップ風のワンシーンという意味ではこれまでと同一ですが、今巻からはさらにイメージ性を強めていこう、ということになりました。

　前巻までは「作中でもありえるシーン」であったのが、今巻からはそこにこだわらなくなった、ということですね。




　具体的に説明しますと、今巻において表紙のようなシーンは登場しません。

　将来的にはありえるかもしれませんが、今巻では登場しない。あえてそういうシーンを表紙にしたわけです。




　実はこれまでも、表紙においては作中描写との一致性よりもイメージ性を重視したりしておりました。

　たとえば第一巻のアスタとアイ＝ファ。アスタが調理中なのに頭にタオルを巻いていないのは「どのような顔をしているかハッキリ見せるため」であり、二人が屋内なのに靴を履いているのも「どのような服装をしているかハッキリ示すため」でありました。

　作品の「顔」である表紙においては、特にこうしてイメージ性を重視するのが常であるようなのです。




　そんなわけで、今回は「森辺の民であるリミ＝ルウとララ＝ルウが町の人間であるターラと森辺の集落で仲良く食事をとっている」というシーンが採用されることになりました。

　このように平和な未来が訪れるのか否か、どうぞ末永くお見守りくださいませ。







　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！





二〇一五年十一月　ＥＤＡ
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